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○０章







　去年の夏休み、わたしは近くのスーパーの衣料品売り場でアルバイトをしていた。父も母もそんな必要はないと言って翻ほん意いをうながしたが、わたしは何となくみんながやっているアルバイトなるものをやってみたかったのだ。まるまる一ヶ月を費やしたアルバイト代は、お正月に親しん戚せきのおじさん一人がくれるお年玉以下でしかなかったものの、どのみちわたしの目的は金銭ではなく、時給八百円で充分だった。その時貰もらったバイト料は、両親と弟と犬たちへのプレゼントに化ばけて消えたが、わたしは充分満足していた。

　家族や友人たちにも何も不満がない。両親は尊敬するに足りる人柄だったし、たった一人の弟もまた二人の遺い伝でん子しを忠実に受け継ついで、ごく穏おん和わで優やさしく気のつく少年に育ってくれている。わたしもまた同様で、この十七年の間、何に付けても褒ほめられたり羨うらやまれたりした記き憶おくしかない。

　五年前から飼っているシェルティと柴しば犬いぬはとても可愛かわいくて、頭も良い。彼らと遊んでいるだけでわたしは大きな幸せを感じずにはいられない。この二匹もわたしにとってはかけがえのない家族だった。想像したくはないが、もしどちらかが死んでしまうようなことがあれば、その時始めてわたしは自分の不幸を実感するだろう。

　つまりわたしという人間は、容よう姿しも学業も人当たりも家族構成もペットも、人類の平均値から大きく上方に修正された境遇の持ち主であるらしかったし、わたしにもその自覚がある。わたしは自分自身に対してこれと言った不満を持っていない。この状態で不満を口にしたとしても、他ひ人とは単にわたしが謙けん遜そんしているか遠回しな自じ慢まんをしているかと思うだけだ。経けい験けんによって、わたしはそれを知っている。

　恵まれているということになるのだろう。この世界において、わたしはほとんど他ほかの人間──特に同年代の女子──と比較しても、様々な部分でトップクラスにいると思われているようだった。私自身、これ以上何を望むのかと考えても、わたしはこのままでいい、というくらいしか思いつかない。

　いや。

　思いつかなかった。今はそう言っておくべきだ。

　なぜなら今、わたしは居心地の良かった広々とした家から出て行こうとしているのだから。

　今のわたしには望みがある。

　それはほんの小さな齟そ齬ごの原因を見つけ出すこと。そして、その齟齬が何に由ゆ来らいするのかを見極めることだった。そのためには、ここにいては解わからない。さんざん考えてみたが、どうやらその原因はここにはないらしいのだ。

　だから、わたしは旅に出ることにしたのだ。誰だれにも言わず、誰にも気け取どられないうちに。勘かんのいい弟は気付いているかもしれないが、少なくとも自分の胸に秘めておく程度には慎つつしみ深い子であるから心配はない。わたしがして欲しくないと思っていることは、弟は決してしない。物足りなく思うこともあったが、そんな七なな海みがわたしはとても愛らしい。

　せめて七海にだけは知らせておこうとも考えたが、一いつ瞬しゆんで放棄した。わたしが家を出るなどということを伝えると、弟は何としてでも止めようとする。両親に伝えることは決してせず、自分の言葉を尽くして、わたしを説得しようとするだろう。

　しかし今のわたしにとっては、七海もまた違和感の一つなのだった。どこか遠くに辿たどり着いてから、七海には連絡すればいい。両親にも。

　その時には、わたしは旅立ちの原因を見つけ出しているかもしれない。

　今日が決行の時だった。

《そのくらいでいい？》

　頭の中に声が響ひびいた。

《いつまでそうやって立っているつもり？　この土ど壇たん場ばに来て、やっぱり決意を翻ひるがえすつもりなの？》

　その声はわたしの頭の中心から聞こえてくる。

《じゅうぶん別れは惜しんだでしょう。もういいんじゃないの？》

　その通りだった。わたしはずっと立ちつくし、見上げていた自宅の壁かべから目を逸そらす。明け方の空は遥はるか彼方かなたまで澄すみ渡り、人や車が吐き出す汚れた空気から一いつ時ときの無事を演出している。これから汚れるにしろ、空にとっても今が一番元気な時だろうとわたしは思う。夜になるまで、どんどん大気は汚くなっていくのだ。旅立ちには早朝こそがふさわしい。

《それで、どこへ行くの？》

　どこへ？　それが解わかっていれば、わたしはとっくにそこに辿たどり着いているだろう。何日も前に家を出て、この違和感の正体を突き止めているだろう。そう出来なかったから、わたしは今までぐずぐずと自分の住すみ処かにわだかまっていたのだ。

《あなたに任せるわ。好きな所に行きなさい。支援するわよ》

　この声は何なのだろう。どこから湧わき出ているのだろう。これが証あかしなのか。わたしの精神が何らかの病理に侵おかされたことを保証するものなのかもしれない。

　不条理な感覚に囚とらわれ、わたしは笑いの衝しよう動どうにかられた。

　笑ってみようか。

　そうすれば少しは何かが変化するかもしれない。家出しようとするその瞬しゆん間かんに、いかにも楽しそうに笑うという行為はわたしがすることではない。わたしなら淡々と出て行くし、今もそうしようとしていた。

《好きにすれば？》

　声は頓とん着ちやくしない。

《これはあなたの決断。わたしは後ろからごちゃごちゃ言うだけ。行動するのは、あなた》

　この身体からだはわたしの意思で動く、わたしの身体だ。わたしの考えたとおりに、何でもすることができる。ひょっとしたらそれが齟そ齬ごなのだろうか。これは本当にわたしの身体なのだろうか。

　わたしは少しだけ迷い、そして──うっすらと笑ってみた。

《くくっ》

　押し殺した笑い声が頭の中に。

　眩暈めまいがした。

　突然の眩暈。

　空と地面が揺ゆれる。

　いや。揺れているのはわたしのほうなのか。

　ああ。

　また、あれが起こるのだ。

　わたしはわたしでなくなり、そして……。







「あれ？」

　一いつ瞬しゆんの立ちくらみから回復して、仲なか嶋しま数かず花かはあたりを見回した。何も変わってなどいない。抜き足忍び足で部屋を出て、ついさっき玄関の扉とびらをそうっと閉めたままの光景がそこに広がっていた。考えていることも同じ。不変の思いが数花の心に、やはりこびりついている。

「やっぱり気のせいかな？」

　ただ一つ気のせいでないこともある。それは確信にほど近い。

　自分の居場所はここではない。

　その感覚だけが頼りだった。

　早朝、仲嶋数花は家を出ることにした。具体的な理由は何もない。実際、なぜ出て行かなければならないのか数花にも解わからない。誰だれかに出て行けと言われたわけではないし、家族に大きく不満があるわけでもない。しかし、数日前から感じていた不可解な感覚は、もはや押さえがたいところにまで来ていた。

　温ぬるい風が吹いている。アブラゼミの合唱がどちらを向いても耳を打つ。今日も暑くなるだろう。昨日がそうだったように。

　数花は大きなバッグを背にかけて、一度だけ振り向くことにする。十七年を過ごした二階建ての住宅を見上げ、まだ眠っているだろう家族のことを考えた。見事な朝焼けの中に佇たたずむ我が家が、まるで初めて見たような印象を抱かせる。
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「ウチって、こんなんだったっけ」

　白い壁かべ、黒い門もん柱ちゆう、銀色の郵便受け。それから古ぼけた空っぽの犬小屋。

　壁がピカピカなのは一ヶ月前に塗ぬり直したからだ。業者が作業する間がひたすらペンキ臭くさくて、しばらく近所をぶらぶら歩いていたことを思い出す。その時、家にも周囲の風景にも違和感はなかった。意味もなく神社にお参りして、それから高校の近所にある大きな池を眺めていた。脚あしとクチバシの長い白い鳥が水面みなもから突き出た杭くいにとまっているのを見ながら、あの鳥が飛び立つまで観かん察さつしていようと思ったものの鳥はいつまでもじっと動かず、数かず花かは根こん負けしてその場を立ち去った。今も鳥はまだ同じ場所にいるのかもしれない。

　しかし数花はここには留とどまることはできない。ここ。

「ここではないんだ」

　犬小屋を見つめて首をひねる。もう何度目か解わからない。最初の一回目は、確か三日ほど前だった。その日から、何かが違うと思えるようになっていた。自分の部屋で友人相手に電話しているときも、家族と食卓を囲んでいるときも、居間でテレビを見ているときも、徒歩五分のコンビニまで往復する間も、その感覚は汗に濡ぬれた肌にまとわりつくビニール袋のように、数花の心に貼はり付いて離はなれない。今もだ。

　彼女に犬を飼っていた覚えはなかった。なぜ玄関先に犬小屋なんてものがあるか？　そう母親に尋たずねたのは昨日のことだ。返ってきた答えは数花を当とう惑わくさせるに足りた。母親は、いかにも犬の名前らしい固有名詞をあげて五年前まで犬小屋に主がいたと言ったのだ。そして、もう忘れてしまったの？　と。

　そんな悲しい顔をされても困るだけだった。

　彼女にとって、犬小屋はその日まではなかったものだったから。

「さってと」

　数花は目を家から離はなし、昇りかけの太陽へと向けた。

　この街から出たとして、どこかに行くアテもない。時間はそれなりにある。学校は夏休みに入ったばかりだった。一ヶ月やそこらはフラフラできるだろう。後はお金。自分の口座から貯金を引き出しておいた。当面はなんとかなる。その後のことはその時に考えよう。

　どこに行けばいいのか、その時には解っているかもしれないし。

「コップに一滴ずつ水を入れてくじゃない？　最初のうちは水が一杯になるまでどれくらいかかるんだろうって思うけど、そのうち絶対溢あふれるときが来るのよね。少し前までは表面張力ギリギリで踏ん張ってたんだけど、もう限界」

　そんな独ひとり言を言ってみたりもする。雀すずめが三羽編へん隊たいで頭上を通り過ぎた。

「よいせ」

　バッグをかつぎ直す。衣類くらいしか入っていないのに、どうしてこんなに重いんだろう。まるで誰だれかが見えない手で引き留とめているみたい。両親は心配するだろうか。弟の七なな海みも。だけど話しても解わかってもらえるとは思わない。

「あたしにも解らないんだからね」

　目的地不明の旅に向けて、彼女は歩き始めた。

　物言わぬ一軒家だけが後ろ姿を見送っている。この家にとって、彼女は三十五番目の仲なか嶋しま数かず花かだった。













○一章







「そうやってお姉さんは家出してしまったと」

　仲嶋七海の前で、その少年は得とく心しんしたようにうなずいた。サラリとした前髪で指を遊ばせながら、どことなく愉ゆ快かいげな微笑ほほえみを浮かべている。

「でもキミにはまったく心当たりがないというわけだ」

「ええ……」

　答えながら七海は視し線せんを落とした。汗をかいたカットグラスがテーブルに載のっている。業ぎよう務む用クーラーの送風口が真上にあるせいか、七海は落ち着かない寒さを感じていた。

　駅前にある、コーヒー豆の種類の豊富さを売りにした喫きつ茶さ店の中である。七海をここに誘さそって入った少年は、二人掛けの向かいの席から柔らかい微笑を彼に向け続けていた。

「キミの姉さん……数花さんか。彼女が出て行ったのはいつくらいのことなのかな？」

「八月になってすぐです」

「予よ兆ちようは感じなかったのかい？　数花さんの言動やそぶりがいつもとは違うような雰囲気だよ。キミは何かおかしいとは思わなかったかな」

「思いました。夏休みに入った頃ころから、姉はちょっと……」

　七なな海みは言いよどむ。どうにも説明しづらいことばかりだった。頭に思い浮かぶその頃の姉の印象はいくらでもあるのに、誰だれかに言葉で伝えるとなると、途と端たんにイメージが漠然として明確な言葉になってくれない。

　もどかしそうにしている七海を見て、少年は笑いの成分を含む吐と息いきを漏もらす。

「つまり、一ひと言ことで言うと数かず花かさんは、〈変〉、だったんだね」

　その通りだった。数花がひそかに行方ゆくえをくらましてしまうまでの何週間か、姉は時々人が違ってしまったようなことを言ったりしていた。

「はい」と七海は顔を上げ、安心感を誘さそう笑え顔がおを見せている少年を見た。「最初はただの物忘れとか、わざとこっちをからかおうとしているのかと思ってたんです」

　少年は無言でうなずいている。

「でも……。そういう変なことを言うときも、姉は真剣な顔をしてるんです。何度も問いつめてきたり、ぼくだけでなくて母さんや父さんにも同じ事を訊きいたりして……」

　だめだ、やはり言葉ではうまく説明できない。

　話しにくそうにしている七海に、少年が声を掛けた。

「具体的にどういうことがあったのかな？　たとえば？」

「たとえば……」

　七海は目を閉じて、記き憶おくを思い起こす。

「家には犬はいません。ずっと前は飼っていたんですけど、十年以上前に死んでしまったんだそうです。ぼくもよく覚えていませんが、犬小屋は今も置いてあって……」

　その犬は姉が生まれる前から両親の飼っていた犬で、よく写真を見せてくれる。まだよちよち歩きの姉や、七海と一いつ緒しよに写っているものも多かった。大柄な雑種犬。名前はワラビ。ワラビ餅もち一箱と引き換えにもらわれてきたから。

　なのに。

『この犬はなに？』

　と数花は言ったのだ。

　驚おどろきの表情で、幼い頃の自分がワラビの首にすがりつきながら笑っている姿を見つめていた。手に持った写真を、信じられないものを見るような目で見つめていた。

『見たことのない犬だわ』

　そんなはずがない、と七海は言った。今までに何度も写真を見せられたじゃないか。昔この家にいたワラビだよ。

『噓うそ。この家に犬なんていなかったわよ。こんなの覚えてないわ』

　数花は七海を見つめ、悲しげにうつむいた。

『ねえ七なな海み。おかしいのはわたしなの？　最近ずっと、わたしはわたしじゃないような気がしているのよ。わたしは本当にこの家で育っていたのかしら。あなたはわたしの弟よね？　でもね、わたしはあなたがわたしの知っている七海じゃないような気がしているの。そうね、まるで、外見だけは同じで、中身が余よ所その誰だれかと入れ替わってしまったみたいに……』

　その場では、七海は「そんなことないよ」と答えておいた。

「でも」

　今、七海は少年に言った。

「実はぼくも同じ事を考えていたんです。姉さんは、なんだか別人のようになっていくみたいでした。犬の記き憶おくだけじゃなくて、どんどん変なことを言い出すようになったんです。性格も明るくなったり、ふさぎこんだり……。姉さんが段々知らない人になってしまうようで、ぼくは……」

　恐かった、という続きを七海は飲み込んだ。

　七海と時を同じくして、両親も数かず花かの異変に気付いていた。最初は軽い反抗期の一種かと楽らつ観かん視ししていた両親も、少しずつ変わっていく数花を心配するようになっていき、何度も膝ひざを詰めて話し合いを持ったあげく、病院に連れて行くことを決定した。意外とあっさり数花も承諾し、そして次の日、カウンセリングを予約したその当日に、書き置きを残して家を出て行ってしまった。

「お姉さんを連れ帰したいかい？」

　少年の問いかけに、七海はうなずく。数花が出て行って、もう十日目になる。今いま頃ごろどこで何をしているのか、七海は心配と不安で眠れぬ夜を過ごしていた。警けい察さつはあてにならない。単なる家出娘の捜そう索さくに熱心になってくれるとも思えなかった。

　少年は七海を安心させるように微笑ほほえむ。

「だいじょうぶさ。数花さんを見つけるのはそんなに難むずかしいことではない。だけど、せっかく見つけても、その数花さんは家に戻ろうとはしないかもしれない。何の問題もなければ、そもそも家出なんかしないだろうからね」

「では、やっぱりぼくらのほうに問題があったんですか？　それとも……」

　精神的な病気なのだろうか。

　七海が口にしかねるのを読み取ったように、その少年は、

「病気。病気ね。あるいは病気と言えなくもないかな。でも心配することはない。病気だったとしても、すぐに直るタチのいい病やまいさ。特効薬はないけどね、放っておけば治まるたぐいのものだ」

　この少年は何をどこまで知っているのだろう……？

　七海はふと、この少年のことを何も尋たずねないまま、ここに座っている自分を見いだした。

　どうしてぼくは、誰だれとも知らないこの人と、ここでこんな話をしているのだろう……？

「キミのお姉さんはワケがあって遠いところに行っている。今もどんどん離はなれていく一方だ。元通りに戻すのは、少々骨がかかる」

　少年の声は耳に心地よい響ひびきを持っていた。まるで鼓膜を通さず、直接頭に届いているような気がする。

「そしてキミの力も必要だ。キミがそこに行かない限り、数かず花かさんも戻ってこない。僕がこうして登場したのも、キミの手を借りたいからだ。どうだろう、僕に協力してくれるかな？」

「もちろんです」

　何を躊躇ためらうことがあるだろう。自分に何が出来るのかは知らないが、姉のためであったら七なな海みは大抵のことにイエスと答える。自分たちの責任であったかのようにうなだれ落ち込む両親の姿も、もう見たくはない。

「ちょっとばかし長い旅になるかもしれないよ。キミのお姉さんは、普通の手段では追いつけないところまで行ってしまった。彼女をもう一度、この世界に呼び戻すには遠回りしなくてはならない」

「かまいません」

　七海は言い切った。

「どこへでも。いくらかかってもいいです。姉さんが帰ってくるなら……」

「よかった」

　少年は安あん堵どしたように息を吐いたが、七海の目にはどこか芝しば居いじみて見えた。

「キミに拒否されたらどうしようかと思っていたんだよ。僕としても無理強じいは避さけたいところだったからね。はっきり言ってしまえば、実はどうやってもキミの力が必要だったんだ。これで僕が誘ゆう拐かい犯はんになることは避けられる」

　不ふ穏おん当とうなことを言っているな、と思いながら、七海はどうしてもこの少年が悪い人間には見えなかった。しかし疑問は付きまとう。その疑問が、七海の口から言葉として表れた。

「……あなたは誰だれですか？」

　少年の視し線せんがすっと七海を捉とらえる。優やさしそうな瞳ひとみだった。姉さんが好きそうなタイプだなと七海は思い、数花には恋人がいたのだろうかと場違いなことを連想した。

　少年は七海の目を見つめながら答えた。

「僕は〈水星症候群メルクリウス・シンドローム〉」

　七海の脳に単語が染しみこむのを待っているような、数すう瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、

「どこにでも首を突っ込む、お調子者の搔かき回し屋さ」

　前髪を指で弾はじいた少年は、見み惚とれるような笑えみを広げ、

「普ふ段だんは抜ぬき水みず優ゆう弥やと呼ばれている。キミもそう呼んでくれたらいいよ。優弥さん、なんてのが僕の第一希望だよ。水星何とかは、そうだな、忘れてくれていい」

　ならばそうすべきなのだろう。七海は忘れるべきことを忘れ、それからうなずいた。







「いや暑いなー」

　枕まくら木ぎ庸よう市いちはコンビニ袋の中を漁あさりながら話しかける。

「こんなに暑いと肉体も精神も弛し緩かんしちゃって困るよね。寒いとさ、なんとなく心身共に緊きん張ちよう感が発生するような気がするけど、暑い季節はどうにも集中力が欠けちゃう感じなのはなぜだろーね」

　公園のベンチに彼は腰掛けている。真昼の太陽は彼の真上にあり、日光を妨げる雲もどこかに遠えん慮りよして極め付きの快晴だった。時もおり、八月が端たん緒ちよについたところである。そんな中、木陰から離はなれたベンチに居場所を構えている枕木庸市が熱く感じたのは当然すぎる現象だった。

　公園と言っても、ここには円形の砂場と二台のブランコ、ペンキの剝はげかけた滑すべり台しかない。傍かたわらを仰げば七階建てのマンションがすぐ側そばにそびえ立ち、建設以来何度目かになる外がい壁へき補修工事によってかろうじて小こ綺ぎ麗れいさを繕つくろっているといった具合の、目もつ下かのところ平均点をぐんぐん下げている中流家庭がすし詰めになっていそうな雰囲気を夏の熱気ごしに揺ゆらめかせていた。

　降り下ろしの直射日光を忌き避ひしたように、猫の額ひたい三匹分程度の公園内は無人だった。

　コンビニで調達したばかりの俵たわらむすび弁当のパックとウーロン茶のペットボトルを脇わきに置き、枕木庸市は灼やけた木製ベンチの背もたれに深々と身を預け、

「いやー……」

　目を細めて水色の空を仰ぎ見て、

「…………ん」

　その後、続けざまに三回ほどクシャミを連発。

「太陽や明るい光を見るとなぜかクシャミが出るんだよ。これはいったい、どーしたことなんだろうね。目と鼻の神経がどこかで混こん線せんしているのかな？　どー思う？」

　答えはない。

　彼の両脇に、小さな少女のような影かげが座っていた。庸市はどうもその二人に話しかけているらしい。しかし少女というにも小さすぎるその二つの人型は、何も返答しなければ、微み塵じんも動きを見せず、じっとそこに座っているだけだった。

　その代わりのように、頭上から別の声が落ちてきた。

「ちょっと」

　庸市は顔を上向け、自分のすぐ前に立っている人影を見た。

「ここで何をしているのか、教えてもらえないだろうか」

　そんな言葉を投げかけてきたのは、警けい官かんの制服を着た細身の男だった。制帽の下にある顔はひどく年若く、ほどよく日焼けした褐かつ色しよくの肌には汗の小川がいくつも流れている。真夏の昼最さ中なかに自転車パトロールをしていれば誰だれでもこうなるというべき、汗まみれの姿だった。

「おまわりさんですかー？」

　庸よう市いちののんきな声に、警けい官かん姿の若い男は帽子を取って袖そでで顔を拭ぬぐい、再び被かぶりなおしてから、

「そう見えないか？」

「見えますよ。でもなー、最近はニセ警官も多いみたいですしねー。外側だけでその人間の属性までもを決めつけるのは、ひじょーに危険なことではないでしょーか」

「手帳を見せようか」

「けっこー。信じましょ。あなたは警官に見えるし、違ったとしても怪あやしいのは僕のほーだ。警けい邏ら、ご苦労様です。職しよく務む質問ってやつですかー？」

「そうとも言うな」

　警官はひょいと顎あごを動かして、公園のすぐ脇わきにあるマンションを示した。

「あそこの住人から通報があった。近所の公園に怪しそうな若い男がいて、何かをぶつぶつ呟つぶやいている、しかも女の子を二人連れている。変質者かもしれない。公園で子供を遊ばさせることができないので何とか追っ払って欲しい……というのがその内容だ」

「そりゃそりゃ。どーりで人がいないと思った。暑いからでなくて、ヤバイからだったのかー。そーかそーか」

　二つの小さな身体からだに目を遣やって、庸市は、

「マルギット、ピロシュカ。僕はどーやらキミたちを拐かどわかした変態誘ゆう拐かい犯人の第一候補らしいよ」

「その子たちは誰だ。妹さんか？」

「いーえ。血けつ縁えん関係はありませんねー。他人と言えば他人です。ある意味で深く繫つながってはいますけれどねえ」

　庸市は首を傾けてかたわらに言った。

「ピロシュカ、挨あい拶さつしてみよ」

　それまで身動き一つしなかった赤いフード姿が、ぴょこりと跳はねてベンチの上で起立した。そうして立っても、庸市の座高よりも身長は低い。

「こちらが肉体労働専門のピロシュカでー。白いのがマルギットす。彼女は言語労働専門でえす」

　人形のような顔をした少女は、人形のように無表情で、人形のような質感の肌と瞳ひとみを持っていた。

「人形ですからねえ」

　と、庸市は笑いながら言った。警官は笑わず、冷れい徹てつな目を赤い服に据すえた。小さな二つの人ひと影かげは、なるほど、確かに人形に見えた。硝子ガラス玉のような瞳は瞬まばたきもせず、白い肌は陶とう磁じ器きのような硬い雰囲気を持っている。

「人形？　どうやって動いている？」

「操あやつり糸で。中身は空洞でしてー」

「糸だと？　どこにも見えないが。それにキミは手を動かしていないじゃないか。それでどう動かしているのだ？」

「マジックですよ。手品手品。これでも僕は駆かけ出しのマジシャンでしてー。そうです、この夏休みを利用して巡じゆん業ぎよう兼修しゆ行ぎようの旅に出ているのさー。ってことで手を打ちませんか？」

　ピロシュカはエメラルド色の瞳ひとみをくりんと動かして一礼した。庸よう市いちは意気揚々と、

「肉眼では見えないほど細い糸を使用してますー。プロの奇術師が使うヤツ。どうです、本格的でしょー？」

「そっちの白いほうも動くのか」

「もちろん。マルギット、キミも何か応対しよー」

　垂たれていた白フードの首が、かたりと持ち上がった。カールしたプラチナブロンドに縁ふち取どられた病的に白い顔が正面を向く。無機質な両眼が警けい官かんへと動き、ぴたりと固定された。昏くらく、赤い二つの瞳ひとみ。

　警官はたじろいだように身構えた。暗赤色の両眼を瞬まばたきさせず、マルギットと呼ばれた白い人型は唇を開いた。ぱかりと。

「汝なんじのクロガネは未いまだ贄にえを知らず。時満ち足りなば赤なき暗黒の穴を穿うがつ。最初は虚こ空くうに、ふたつ目は？」
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　テープの早回しのような声だった。雲雀ひばりが人語を喋しやべればこんなふうに話すかもしれないと思えるような、それは人外の発音だった。

「おっととと」

　わざとらしい仕し草ぐさで、庸よう市いちは慌あわてたそぶりを見せた。

「しまりました。予言モードのままだったよーです。マルギット、待機モードで再起動」

「igen」

　短く答え、白い人型は唇を閉ざした。また元の姿勢に戻って、フードで表情を隠かくすように顔を伏せる。

「……今の声は？」警官は粘りつく額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、「あれはキミの声なのか？」

「そうですなー。ええと腹ふく話わ術ですよ腹話術。僕は人形師兼腹話術師なんです。なかなかのものでしょう？」

　ほえほえと庸市は笑っている。邪気も悪気もない笑え顔がおである。笑い慣なれして表情が固定されてしまったような、年ねん季きのいった店頭販売員チックな笑みだった。

　警官は鼻はな白じろんだように視し線せんを逸そらし、二体の小さな少女を交互に見てから、

「事情は解わかった。だが、この公園に長居をするのはやめるように。その、」と、コンビニ袋を指差して、「食べたら立ち去るように。いいね」

「了解了解。そのように取り計らいましょ」

　何か引っかかるが、引っかかりを覚える何かが思い当たらない。そんな表情で警けい官かんは公園を後にして駐ちゆう車しやしていた自転車へと向かった。彼は気付いていない。

　ピロシュカとマルギット同様、枕まくら木ぎ庸市もまた一滴も汗をかいていなかった。

　にもかかわらず、庸市は誰だれに聞かせることもない言葉を呟つぶやき、天空を仰ぎ見た。

「それにしても、暑いなー」

　その呟きを聞く者は、二つの小さな人型しかいなかった。







　同じ頃ころ、別の場所では、不意に立ち止まり同様に空を見上げている人物がいた。

　彼にとって夏は憎むべき季節だった。特に夏になるとそこら中から湧わき出てきてガシャガシャ鳴き始める虫ケラどもが気にくわない。夜になれば鳴きやむかと思いきや、時間感覚の狂ったヤツは虫の世界にもいるとみえて一匹だけでジィジィ喚わめくアホがいたりする。ジィジィならまだマシなほうで、彼が最も怨えん嗟さの対象とするのはカナカナ鳴く種類の半はん翅し目もく昆虫だった。連中がまだ鳴き始める時刻でないのがほんの少しの幸福だ、が。

「うっとうしい」

　吐き捨てるように言いつつ、止めていた足を再び動かし歩き始める。

　何の変哲もない街の中だった。熱エネルギーをたっぷり吸い取ったアスファルトが柔らかくなって、靴くつ底ぞこに吸い付いているような感覚がある。だからと言って季節を責める気にはならない。全身から吹き出る汗など些さ細さいな問題だ。夏が暑いのは仕方のないことであるからだが、唯ゆい一いつ許せないのはこの季節になると競きそい合うようにして地上と空に横おう溢いつする生命体たちだった。このセミの鳴き声だけは我が慢まんならない。

「せっかく山奥から降りて来れたってのによ」と彼は憎々しげに呟く。「なんだって街ん中にもこんなに木が立ってやがるんだ。そしてこんなにセミがいる」

　と、早足で歩いている彼の背中に、のんびりした声が掛けられた。

「蜩ひぐらしくうん、待ってよう」

「それがウザイってんだ」

　犬歯を擦こすり合わせるように口元を歪ゆがめ、蜩篤あつ史しは足を止めて振り向いた。

　学校を出てからずっと彼の背後をふらふら歩いていた女子生徒で、しばらく彼のパートナーということになっている背の低い少女が、もつれがちな足取りで追って来ていた。これもまた蜩の機き嫌げんを悪化させる一因たる存在だ。

　なんとなくウサギを追いかけて異世界へ続く穴に落っこちそうな感じの少女は、

「ゆっくり歩いてよ、蜩くうん」

「うるせー」

　苛いら立だち紛まぎれに踵かかとで地面を叩たたきながら息を切らせて追いついてきた少女を睨にらむ。歩く速度を彼女にあわせているおかげで、蜩の歩みも微々たるものになっていた。セミの鳴き声に継つぐ、彼のイライラの素もとである。

　少女はふうふうと両手を膝ひざにあてて呼吸を繰くり返し、それから晴れやかな笑え顔がおで、

「ねえ、手を繫つないで歩こうよう。このままじゃあたし迷まい子ごになるよ、蜩くうん」

「その、くうん、ってのをやめろっつってんだよ。虫むし酸ずが走る」

「そんなこと言ってもなあ。なんて呼べばいいのよう」

「呼ぶな、喋しやべるな、口を開くな」

「そりゃないよ、蜩くうん」

「黙だまれ」

「やだ。あたしのことなら呼び捨てでいいからさあ。多た鹿じかって呼んでいいよ」

「いやだ」

「じゃあ、喜き夛た高たかさんでいいや」

「いやだ」

　にべもない蜩だったが、喜夛高多鹿はそれでもニコヤカな表情を崩くずさない。ちょろちょろとまとわりついて後をついてくる。苦にが々にがしい口調で蜩は言った。

「俺おれはな。貴様みたいな奴やつを見てると、虫酸と悪お寒かんと偏頭痛が同時に走り抜けるんだ」

「あたしみたいなってどうゆう奴やつ？　可愛かわいい女の子のこと？　やぁだぁ」

「違うっ」

　蜩ひぐらしは眉み間けんにシワを寄せつつ、

「俺おれがシバきたくなるのは、お前みたいな……ええいクソ！　言葉が出てこん！」

「わかんなぁい」

　唇を尖とがらせる多た鹿じかを睨にらみつけ、

「いいか、このダボハゼ女。なら教えてやろう。貴様、ちょっとあそこの電柱まで走ってみろ」

「いいよ」

　そうして走り出した多鹿は、

「わひゃあ」

　数メートル先の電柱への道半ばにして、コケた。

「痛いよう。蜩くぅん、起こしてえ」

「ああちくしょう！」

　蜩は頭を搔かきむしる。

「なんでこんな何にもないところで転びやがる？　んなはずねえだろうが。何につまずいたんだお前は。俺はそんなそのまんまなことをするアホが大嫌いなんだよ！」

「ひっどーい」

　這はいつくばったまま、多鹿は蜩を振り返り、頰ほおを膨ふくらませた。

「あたしアホじゃないもん。ちゃんとしてるんだもんね」

「その話し方がすでにムカつくんだよ！　何が蜩くぅんだ。鼻にかかった甘ったるい声で俺を呼ぶんじゃねえ！　それからしょっちゅう転んだり蹴けつまずいたりするな！　そんなこの世に存在しないような人間みたいに振る舞まうな！」

「何言ってんのよう？」

　起きあがりながら、多鹿はスカートの裾すそをハタハタと叩たたいた。上目遣づかいで蜩を見上げる。当然、やや涙目で唇は心持ち半開き。

　それがまた、蜩の苛いら立だちを誘さそった。

「そんなんが可愛いと思ってたら大間違いだっ！　違う、まったく間違っている！」

「いいようっだ」

　唐とう突とつに多鹿は膝ひざを抱えてしゃがみこみ、いじけた感じで目を擦こすった。

「可愛くなくてもいいもん。どうせあたしなんかちっとも可愛くないもん。でも、大きくなったら少しは美人さんになるんだもん」

「てめえ、今いくつだ」

「十七。蜩くんよりお姉さん」

　しばらく「ありえねえ！」などの罵ば詈り雑ぞう言げんを呟つぶやいていた蜩ひぐらしは、やがて大きく深呼吸して、ことさら無感情にこう言った。

「もういい。行くぞコラ。とっとと捕まえてとっとと帰ろうぜ。俺おれはこんな暑い所をほっつき回るのは飽あきた」

「まだ一日目だよ、蜩くうん」

　言いつつ、多た鹿じかは噓うそ泣きをやめて立ち上がった。無邪気な笑い顔。蜩は舌打ち。

「黙だまってろよ、ちくしょう。俺を呼ぶときは『ねえ』とか『ちょっと』にしろ」

「どうしてよ、蜩くうん」

「それをやめろって言ってんだろうが」

「何を怒ってんのか解わからないよう」

「解らなくていい。いいから口をつぐんでろ」

「やだ」

「腹の立つ女だな」

「へへん。あたしは気にしないもんねえ」

「殴なぐりたい」

「それもやだ」

「くそ」

「ふふん」

　喜き夛た高たか多鹿に背を向けて、蜩は徒歩移動を再開した。嬉うれしそうに、多鹿は少年の背中を追う。彼女がぺろんと舌を出していることに蜩は気付かない。

　蜩は憤ふん然ぜんと空を仰ぎ見た。

「暑いぞ、くそ。少しは曇くもれよな。太陽は今すぐどっか行け、死ね」

　その背後で、多鹿は口を閉じたままの笑い声を上げた。







　光こう明みよう寺じ茉ま衣い子こは物もの憂うげな表情を作り上げ、たちまちのうちに情景を変化させていく景色を眺めることもなく眺めていた。別に見たくて見ている風景ではない。他ほかに見るべきものがないからこその、それは無む為いな行為でしかないのである。

　列車が定期的に揺ゆれる、その退屈な繰くり返しの挙動がそろそろ眠気を誘さそい出す。茉衣子は上品にあくびを漏もらして、対面座席にもたれかかって不ふ愉ゆ快かいないびきをかいている連れ合いへと視し線せんを向けた。

　真夏だというのに、制服の上から白衣を着込み、ネクタイを緩ゆるめてだらしなく崩くずれ落ちかかっている長身の男が目に入った。

「はあ……」

　茉ま衣い子こは溜ため息いきをついて、空からになった日本茶のミニペットボトルを隣となりの座席に置いた。

　電車の車しや輌りようの中でのことである。昼ご飯はコンビニ弁当を買い求めてとっくに済ませた。後は目的地に到着するまで、とりたててすることもない。端たん的てきに言えば、茉衣子はヒマをもてあましていた。唯ゆい一いつの話し相手になりそうな同乗者は、弁当をいじぎたなく食い散らかした後、「着いたときに起こしてくれたまえ。私は英気を養い来きたるべき闘とう争そうへの精神集中を完全たるものにするため、今のうちに仮眠を取らせていただくのだ！」と宣言した数秒後には寝息を立て始めた。

「まったく」と茉衣子は呟つぶやく。「わたくしを目覚ましのアラーム機能とするなど、公私混同もいいところですわ。わたくしだってこの退屈を紛まぎらわせるためには眠るしかないと考えておりますのに、横暴もここに極まれりと言ったところでしょうか」

　そんな独ひとり言を聞いている者も誰だれもいない。

「なぜわたくしが班長と共にまたこのような任にん務むを命じられることになったのか、真ま琴ことさんの真意を疑ってしかるべきでしょう」

　茉衣子は自分の普ふ段だん着であり、他ひ人とには決して理解できない己おのれのポリシーが込められた黒衣のすそを引っ張ってシワを伸ばしつつ、恨うらみがましく独り言を話している。

「たまにしかない学外での任務が、せっかくまた訪れたというのに、かたわらに存在するのがまたもやこのトンチキな班長とは、これはもはやイヤガラセの部類に入りますわ。真琴さんの人の悪さはとっくに存じておりましたが、ここまで徹てつ底ていされるとわたくしの心に冷たい隙すき間ま風が吹きすさんでやむことがありません。ああ……。わたくしの青春は班長の目付役で終わってしまうのではないでしょうね。それはまさに生き地獄に他ほかなりません」

　茉衣子の漆しつ黒こくの瞳ひとみが相あい方かたを睨にらみつけ、その相方である長身の男子学生、目にしみるほど白い長衣をだらしなく肩にひっかけている上級生は、黒衣の後こう輩はいの気をまったく省かえりみることなく、ニヤけた唇を半開きにして堕だ落らくした寝顔でもって首と身体からだを斜めにしているのだった。

　宮みや野の秀しゆう策さくは、まるで悪わる巧だくみを考えついたばかりの邪神の従者のような表情で、茉衣子の対面座席で小さな寝息を立て続けている。

「腹立たしいことです。真琴さんも少しはわたくしの気持ちというものをくみ取って頂きとう思いますわ。いくら、班長が誰だれからも爪つま弾はじきにされているとは言え、何もわたくしにこのような任にん務むを与えなくてもよかったではないですか」

　ぷりぷりと気分を害しながら、茉衣子は思い出していた。なぜ自分が今こんなところにいて、宮野までここにいるのか。

　それには時を遡さかのぼる必要がある。

　茉衣子の思考は遡そ行こうを開始した。




「もう一度、おっしゃってください。真琴さん、あなたは何をおっしゃいました？」

「あーん？」

　縞しま瀬せ真ま琴ことはいつものように応接ソファにしなだれかかっていた。真夏となっていっそうの植物園化が進んだ自治会長室の中である。真琴は自分の長い髪をまとめたポニーテールの先を指先で弄もてあそびながら、

「そんなに解わかりにくいことを言ったかしら。あたしはただ、とある少女を拉ら致ちして第三ＥＭＰまで連れて来いって言っただけなんだけどねえ。どっか難むずかしいところがあったっけ？」

「わたくしたちに誘ゆう拐かい犯はんになれと言うのですか？」

「そうよーん」

「お断り申し上げます。なぜゆえにわたくしたち──いえ、班長はともかくとして、このわたくしがそのような犯罪行為に荷か担たんしなくてはならないのです」

「それはあんたたちがヒマそうにしてるから」

「もっとヒマそうな生徒は他ほかにもおられるはずです。高たか崎さき兄妹きようだいなどはいかがです？　どちらもとっても時間を持てあましておられるようでしたわ」

「あの二人に誘拐ができそうだとは思わないわねえ」

「わたくしたち……いえ、わたくしだってそうです。可能かどうかは別として、やりたくなどございません」

「ごめんやっさ。言葉が悪かったわ。誘拐でなくて拉致」

「同じです」

「捕ほ獲かくで手を打ってくんない？」

「ですから──、」

　その時、ニヤニヤしているだけで押し黙だまっていた意味なし白衣姿の男が口を開いた。

「茉ま衣い子こくん。そう激げつ昂こうしてもこの女は喜びを得るばかりだぞ。キミが反抗すればするほど、語ご彙い力りよくの限りを尽くしていつまでもこの面おも白しろくもない幕まく間あい時間稼かせぎを続けるつもりなのだ。ここは黙って喋しやべらせるのが最善の対抗措置なのだ」

　茉衣子は隣となりの白い長身をチラリと見上げ、

「しかし、このまま真琴さんの話を聞き終わってしまったら、その話の内容はどうあれ、それをする役目がわたくしたち……いえ、わたくしに背負わされるハメになるのではないでしょうか」

「どうしてそう思うのかね」

「どうしてかそう思うのです。思ってしまうのですから仕方ありませんわ」

「ああ、茉衣子くん。嘆かわしい限りであるな！　そんな根拠薄はく弱じやくな理屈で世間を渡れると思ったら超間違いなのだ。面白そうかそうでないかは問題ではない。とりあえず話を聞き終わって面白いと思うか否いなかが問題なのだよ。おそらく一問五十点くらいの配点だ」

「何を言ってるんですか班長は？　わたくし、言語を同じくする民族と会話をしている気がまったくいたしません。通訳がいるなら、どこかから連れてきてください」

「ふむ。茉ま衣い子こくん、キミは気付いていないだろうが、今キミはなかなか興きよう味み深い発言をしたのだぞ。つまり言語の不完全性にキミは異を唱えたのだ。ありがとう茉衣子くん！　今日一日、ヒマな時間をどのように過ごそうかと思い悩んでいたのだが、おかげで考えることが一つできた。キミは今日限定ではあるが私の恩人だ！」

「そのような独ひとりよがりな自己完結はよしていただきとう存じますわ。ですが、恩人と言うのならあえてその称号を受け入れましょう。ではさっそくですが班長、その恩を返してください」

「よかろう。愛情に溢あふれた抱ほう擁ようあたりでよいかね？」

「いやです」

「ならば私の自作ポエム、『我が舞まい姫ひめは心の片隅に』をキミに捧ささげよう」

「いやです」

「ここで朗読しても私はかまわないが」

　いやです、と茉衣子が言う前に、真ま琴ことがゆらりと手を振って遮さえぎった。

「あんたらさあ。そうやってあたしを煙けむに巻こうとする努力は買ってあげるけどね、あたしはいつまでも聞き続けるわよ。途と中ちゆうでネタがなくなって終わりなんて許さないわよ。それでいいんなら、ずっとそこでやったんさい。なんなら勝負する？　あんたらの痴ち話わ漫まん才ざいが尽きるまでにあたしが寝入っちゃうかどうかでさ」

　真ま琴ことは意地の悪そうな笑えみを浮かべていた。

「それにあたしはボケにかなりうるさいわよ。練度の低いボケにはツッコンだりしないのね。それでいいなら、さあ、存分にボケたんさい」

　茉衣子はかくりと肩を落とす。

　横でしきりと発声練習をしている宮みや野のを肘ひじで突いて黙だまらせ、ソファに座り直して居い住ずまいを正した。

「それで、わたくしたちに何用です？」

　真琴は茉衣子が感心するほどスマートなウインクを飛ばして、

「茉衣子ちゃん、今は何月か知ってる？」

「八月です」

　シンプルに答えることにした茉衣子である。

「普通の学校で、八月と言えば何があるかしら？」

「夏休みでしょう」

「そう。でも普通でない我が校でも、夏休みくらいはあるわよ」

「交代制のかくも短い里帰り期間を夏休みと呼称するのであればの話ですが」

「当然、自治会保安部のメンツもぼちぼち里帰りしてるところ。よほどの事でもない限りね。茉衣子ちゃんは先週だっけ」

「ええ、久しぶりに家族と会い、肉親の情を改めて暖めて参りました」

「あんたやほとんどの生徒はちゃんと戻ってきたけど、中には戻りたくないってダダをこねる奴やつもいるわけ。毎年のことだけどさ」

「そうですわね。その都つ度ど、保安部の誰だれかが行って強ごう引いんに学校まで引っ張って……」

　茉ま衣い子こは言葉を途と切ぎれさせた。

　これか。なるほど、わたくしたちにその引っ張り係をさせようと言うのですね。かりそめの日常に復帰し、再び非日常が蔓まん延えんする第三ＥＭＰ学園などに行きたくないと言って決められた日時を守らない不届き者の回収を、自分と班長にやらせようと言うのだろう。

　一いつ瞬しゆんでそう判断し、思った通りのことを言う前に、

「ハズレ」

　真ま琴ことが嫌いやな微笑ほほえみとともに言った。

「それで保安部が忙いそがしいのも事実だけど、あんたらにして欲しいのはそれじゃないわよん」

「では何です？」

　茉衣子はあまり気分がよろしくない。思考を筒抜けに読まれて楽しいわけがないのだ。

「だからさ、さっきから言ってるじゃないのさ。誘ゆう拐かいよ誘拐。正確には、誘拐される前に誘拐」

「なんのお話ですの？」

「まあこれを見んさい」

　真琴が取り出したのはコピー用紙だった。見ると、メールの中身をプリントアウトしたものらしい。

「どこからともなくそんなもんメールが届いたわけ」

　茉衣子は目を凝こらして細かい印字文字の列を追った。

『仲なか嶋しま数かず花か。＊＊県＊＊市在住。十七歳。重要。要注意』

　その文章の末まつ尾びに送り主らしき署しよ名めいが書いてある。

　〈インスペクタ〉

　ただそれだけの、ぶっきらぼうな電信。

「誰だれです？　これは」

　茉衣子は問う。

　仲嶋数花もさることながら、〈インスペクタ〉という名前が気になる。ハンドルネームなのか、それとも誰かの通り名なのか。

「解わからないわねえ」と真琴は首を揺ゆらす。

「日ひ比び木き会長は。どう言っているのです？」

「このメールの送信先は存在しない。いきなりここのメールアドレスに降ってわいたとしか思えないってさ。火星から届いたんだとしても、あたしは驚おどろかないわねえ」

　驚くべきではないかしら、と茉衣子は思うに留とどめておいた。

　ふふん、と茉ま衣い子こを一いち瞥べつして、真ま琴ことは続きを語る。

「これが届いたのは十日ほど前。一応この『仲なか嶋しま数かず花か』さんを特定して、調査させてみた。結果は全然シロ。ＥＭＰ能力者でもなんでもなかった。でもねえ」

　真琴はわずかに眉まゆを寄せた。

「このメールは我が第三ＥＭＰの兄弟きようだい校にも送られていたのよね」

「まあ。どこの誰が送りつけたのかは存じませんが、ずいぶん手が込んでおりますこと」

　ＥＭＰ学園の生徒自治会長宛あてに届くメールは、ほぼ百％機密扱いである。確かアドレスが分単位で変更されるような、複ふく雑ざつなシステムで、そのパターンと暗号表を参照しないと届くことはないはずだ。

「まったくね。でさ、第一ＥＭＰ及び第二ＥＭＰ学園からも、この娘を確保するよう優ゆう秀しゆうな人材が派は遣けんされたみたいよ。せっかくだからウチからも出そうと思って」

「何が『せっかくだから』ですか。ならば他校に任せておいてもいいではありませんか」

　反論しつつも、自分が優秀な人材として呼ばれたらしいことを悟さとって茉衣子は少しばかりのいい気分を得ていた。

　真琴はソファの上で足を組み替えて、

「だって悔くやしいじゃないの。先せん輩ぱい校二つがシノギを削けずってどっちが先にこの娘を捕ほ獲かくするかどうかを競きよう争そうしているのよ。我が校が遅れを取るわけにはいかないわね」

「いかにも！」

　宮みや野のがあっさりと同調した。その顔には理り不ふ尽じんなまでに不敵な笑えみが浮いている。

「ただの人さらいなら面おも白しろくもなんともない。だが！　そこにライバルが登場するということになれば話は大きく可変する！　茉衣子くん、是非にでも我々も行かねばならぬ！」

「なぜ？」

　うんざりと茉衣子は問うのであった。

「わたくしどもの出る幕などこれっぽっちもなさそうではないですか」

「単純に考えたまえ。これはチャンスだ。三つのＥＭＰ学園の中で最も新参者たる我々第三ＥＭＰ学園の名を、尊大なる従い兄と弟こどもに知らしめるまたとない機会なのである！」

「別に他校のかたがたは尊大なわけではないと思いますが」

　しかし宮野はなぜか感動しているように叫び続けるばかりで、真ま琴こともにゅるりと微笑ほほえんだ。

「ゲームよゲーム。お・あ・そ・び。三校代表による椅い子すとり合がつ戦せんみたいなもんね。たまにはいいっしょ？　こーゆーのも」

「そうとも！　我々は誉ほまれある第三ＥＭＰの代表選せん手しゆに選えらばれたのだ！　なんとしてでもこの重責を胸に秘め、栄光を勝ち取らねばならん！」

　それのどこが栄光なのか、茉衣子は不ふ機き嫌げんに応こたえた。

「別の人をご用意して欲しいものですわ。このようなインチキゲドウ頭が我が校の代表だなんて、わたくしは耐えかねます。わたくしまでもが同列に思われてしまうではありませんか」

「でも他ほかにいないしさ」と真ま琴こと。

　茉ま衣い子こは食い下がった。

「校内に残っている他の保安部のかたがたもいるはずです。わざわざ班長やわたくしを選せん択たくせずともよいではありませんか」

「へえ、茉衣子ちゃん、あんたは誰だれと組みたいの。言ったんさい」

「ええと、ですわね」

　茉衣子は最近顔を見かけた保安部員の名前をいくつか挙げてみる。本来なら〈妖よう撃げき部〉の誰かを指名したかったが、それは真琴が許すまい。

　茉衣子が口にした人名をふんふんと聞き終え、即座に真琴はヒラヒラと手を振った。

「あらあら不ふ思し議ぎねえ。彼らは茉衣子ちゃんとは組みづらそうにしてたけどなあ」

　はっきりと、茉衣子は傷ついた。なんとなくそんなような気はしていた。宮みや野ののせいだ。そうに違いない。この白衣の畜ちく生しよう野郎と長らくつるみすぎたせいで、茉衣子まで宮野に向けるものと同じ視し線せんを向けられることになったのだ。なんという悲ひ劇げき、アイスキュロスも裸足はだしで逃げ出すこの悲しみをオリンポス神殿の神々に伝えたい。

「ああ……。わたくしは後戻りできない所に来てしまったのかもしれません……。なんて取り返しのつかないことを……もう終わりです」

　掌てのひらに顔を当ててボヤく茉ま衣い子こに、胴どう間ま声ごえが落ちた。

「何を悲ひ観かんしているのか私には解わからんが、茉衣子くん、案ずることはない。この私がいるではないか。キミは私の後こう継けい者しやとして、これからもゆっくりじっくりと私が手ずから育て上げ、しかるのちに立派な対たい魔ま班長に仕立て上げてしんぜよう！」

　そんな宮野のセリフを真琴は無視しつつ補足した。

「ちなみに宮野と組みたがった人間はゼロだったわね。つーこって茉衣子ちゃん、ここは一つよろしく」

「他ほかに誰だれかいませんの？」

　恨うらめしく顔を上げ、茉衣子はしぶとく抵抗を試みた。

「そうですわ、若わか菜なさんなどどうでしょう。わたくしは彼女とならコンビを結成するにやぶさかではありません」

　真琴は鼻で笑った。

「あのねえ、これは生徒自治会保安部としてのお仕事なわけ。あのホンワカ妹キャラに務つとまると思ってんの？　学校を出るや否いなや飛んでる蝶ちよう々ちようをおっかけてどっかに行ってしまうのが関の山よね」

　それにねえ、と真琴は続けて言う。

「若菜ちゃんとそのエロ兄あに貴きは明日から盆休み休きゆう暇かよ。お春はるちゃんの墓参りとかって言ってたわ。あんた聞いてないの？」

「聞いておりました」

　茉ま衣い子こは悪びれずに肯定した。今いま頃ごろ若菜は自室をひっくり返す勢いで荷造りをやってる最中だろう。たかだか数日ほど留守にするだけなのに、どうしてあそこまで部屋中を搔かき回す必要があるのか、茉衣子には謎なぞだった。

「ユキちゃんも行っちゃうからあたしとっても寂さびしいの。明日からいったいどうやってこの身体からだの疼うずきを沈めればいいのか悩んじゃう。このあたしの悩みに比較したら、茉衣子ちゃんが宮みや野ののバカにどんな言葉責めをされようが悶もん絶ぜつしようが、かえって羨うらやましいくらいっす」

「だったら」と茉衣子は憤いきどおりつつ、「あなたこそが班長とともにいずこともなく旅たび路じに出ればよいのですわ。わたくしの不ふ愉ゆ快かいは解消され、真ま琴ことさんの快楽は満たされるという一いつ石せき二に鳥ちようの仕上がりですわ」

　真琴の目がすうっと細まり、

「あら茉衣子ちゃん。どの口がそんなことをくっちゃべるのかしらぁ」

　茉衣子に鋭えい利りな視し線せんが突き刺さる。

「なんなら茉衣子ちゃん、あんたの宮野に対する想いをちょいといじって恋愛感情に変換してあげようか？　一日中宮野のことを考えて身をよじったり、目ま蓋ぶたを閉じれば宮野の白衣姿が浮かんで眠れぬ夜を過ごしたり、宮野の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに落ち込んだり舞まい浮かれたりするような、そんな初恋に悩む少女みたいに、ねえ、あたしがしてあげるわよう」

　一いつ瞬しゆんにして、茉衣子の顔面から血の気が失うせた。

「それだけはっ！」

　素早く茉衣子は真琴の足元に身体からだを投げ出し、土下座せんばかりの勢いで懇こん願がんした。

「それだけはおやめになって！　地獄です悪あく夢むです発狂した世界です！　お願いですからそんな悪あく逆ぎやく非ひ道どうなことだけはおよしになってください！」

　真琴は優やさしく手を差し伸べ、極ごく上じようのスマイル。

「言うこと聞く？」

「聞きます！」茉衣子、即答。

「何でも？」

「何でもやりますから……わたくしの感情を改変するのはイヤ……うっうっ」

　この時もし靴くつに接せつ吻ぷんせよと言われたら何も考えずに応じてしまっていたかもしれない。すがりついてきた茉衣子の手を握り返し、真琴は優しく囁ささやいた。

「じゃ、宮野と連れだって、この娘を捕ほ獲かくしてきてちょうだい」

「解わかりました……」

　茉衣子は涙を見せながらがくがくとうなずいた。以前登場した茉衣子（優ゆう）の姿は、茉衣子本人にとって悪夢の産物以外の何物でもなく、容易には消えないトラウマを彼女の心に残していたのである。

「いい子ねえ茉ま衣い子こちゃん。今後ともそうであって欲しいわよねえ」

「はい……、はい……心がけます……」

　この間かん、宮みや野のがどうしていたか。

「このコーヒーは何とも言えぬ味わいがあっていい。ドリップの方法に何か秘ひ訣けつでもあるのかね？」

　まるで他ひ人と事のような振る舞まいを見せていたが、泥水コーヒーを最後まで飲みきってしまうと間が持たなくなったらしい。茉衣子の頭をよしよしと撫なで回しつつ長い黒髪を搔かき回しつつしている真琴に目を向けて、尊大な口ぶりで指摘した。

「どうせ、この仲なか嶋しま数かず花かなる少女とやらがまたケッタイなＥＭＰ能力に目覚めたとかそんな展開なのだろう」

　真琴はさも優しそうな手つきで茉衣子を立たせてやり、涙ぐむ黒衣の少女を元のソファに座らせてやってから、再びどすんと定位置に横たわった。

「それがよく解んないのよね」

　真琴は自分の豊かなポニーテールをつまらなそうに弄もてあそんでいる。

　宮野は空からになったコーヒーカップを、お代わりを催さい促そくするようにつついて、

「メールが届いたのは十日前だと言ったな？　なぜ十日も空けた？　不ふ審しんだと思うなら、すぐさまその少女をどこのＥＭＰ学園でもいい、連行すればよかったではないか」

「ちゃんとすぐに調査員を派は遣けんしたわよ。住所なんかすぐ解わかったしさ。そいつの報告によると、確かに仲嶋数花ちゃんがそこにいて、なんかもう腹立つくらい幸せそうな家庭で普通に暮らしてたそうよ。奴やつは本気で怒ってたわね。怒る理由はもう一つあって、仲嶋数花ちゃんはＥＭＰ能力を持ってなかったことが判明したわけ。無む駄だ足だって、喚わめいてた」

「ではイタズラメールだったのかね？」と宮野。

　真琴は指先だけでノーの返事をした。

「メールの出所は不明だけど、その数花ちゃんが変だってのは昨日明らかになったわね。だって家出しちゃったもん」

「家出くらいなら今どき幼稚園児でもするであろう」

「家出の前後に、ＥＭＰマーカーが反応したわ」

　この時、やっと平常心を取り戻した茉ま衣い子こがなんとか会話に復帰を遂げた。

「まあ、でしたらその数花さんなるかたは、昨日になってＥＭＰ能力を発現させたのですね。そういうことでしょう？　十日前までは通常人であったと」

「それがそういうわけでもないみたい」

　真琴はふわんとあくびを漏もらした。

「マーカーの反応がついたり消えたりしてんのよねえ。最短で二時間置き、最長で十八時間。まるでＥＭＰ能力が断続的に消えたり現れたりしているみたい」

　茉ま衣い子こは身を乗り出した。

「マーカーは調査に赴おもむいたかたがつけたのですわね。その際の不手際ではないですか？　感度の低いマーカーを精神寄生させたのでしょう」

「それはなさそうね。第一と第二の連中も同じ事をしてて、同じ事を言ってたから」

　すでに上の方では根回しが済んでいるらしい。考え込む茉衣子に向かって真ま琴ことはめんどくさそうに言った。

「つうわけで、この娘は何か気になるわけ。ついたり消えたりのＥＭＰ能力もそうだし、このタイミングでの家出もそう。日ひ比び木き会長でもトレースできないメールの送り主の件も踏まえると、なんか陰いん謀ぼうの香かおりがするってもんよ。よそに押さえられる前に、ここに連れてきてくんない？　退屈しのぎにはなりそうでしょ」

　真琴はスカートのポケットから封ふう筒とうを出してきた。反射的に受け取る茉衣子に、

「それ、当座の交通資金。足りなくなったらとりあえず自腹切って領収書もらっといて。審しん査さに合格したぶんだけ払い戻すからさ。話はこれで終わり。さ、行ったがよろし」

「相手は第一ＥＭＰ、及び第二ＥＭＰか。うむ！　なるほど！　私は非常にやる気になってきたぞ！」

　中身を確認しようと覗のぞき込む茉衣子の手から封筒がひったくられ、たちまちのうちに白衣のポケットに消えた。

「行こう茉衣子くん！　まだ見ぬ未開の土地に出発だ！　必ずや他ほか二校の代表者を打倒し、このなんとかいう少女をとっつかまえて引っ立てるのだ。実に簡かん単たんだ。しかも、旅はいいものだ！」

　旅はともかくとして、この男との二人旅、おまけに任にん務む込みということに思いを馳はせてみれば、必ずしもそれが良い結果を生みそうでもない予感が茉衣子の脳のう裏りに発生し、深い溜ため息いきとともにこう言わせた。

「早く帰ってきたいものです」

「いかんな！　出しゆつ立たつの前からそんな後ろ向きなことでどうするのだ。こういう場合はまず出かけてみるのだ。それから改めてそれが無む駄だな行為であったかどうかを判断するべきだろう。ちなみに私は未いまだかつて『無駄な行為』なるものをしたことがない！」

「がんばってね、茉衣子ちゃん」

　真琴の気だるいエールが茉衣子の耳に届いた。

「マジでいい旅夢気分かもね。日帰りは無理だろうから特別に外泊を許可するわ。ただし泊まるところはちゃんと考えなさいよ。会計がうるさいから程度をわきまえるように、あー、あとね」

　うふふふ、と真琴は笑って、

「避ひ妊にんはちゃんとするのよ」




　フェードアウト。




　遡そ行こう終了。

　回想から戻ってきた茉ま衣い子こは、目の前にいる宮みや野の秀しゆう策さくが歪ゆがんだ笑えみをたたえながら自分を注視しているのに気付いた。

「あら、お目覚めですか？」

「起きようともいうものだ。どこからともなくブツブツという独ひとり言が私の耳じ朶だを打ち、何やらこの私に対する不満を口にしているようなのであるからには、目覚めて当然という気がキミにはしないかね」

　茉衣子は歯切れ良く断言した。

「しません」

「ところで茉衣子くん、旅は道連れ世は情なさけ、という言葉を聞いたことがあるかね」

　宮野の話がセンテンスごとに飛んでくのはいつものことだったので、茉衣子も平然と答えた。

「ありますが、それが何か」

「どうもしない。今ふと思いついただけだ」

「それでは黙だまっていてはどうでしょうか。わたくし、無意味な問いかけに返答するほど考え事に困っているわけではございません」

「茉衣子くん。ではキミが現在考えているという事柄を言ってみたまえ。私が共々に考えてやろうではないか」

「けっこうです。わたくしの思考を誰だれかに肩代わりしてもらおうなどという情けないことをわたくしは考えないからですわ」

「ということは、キミは何も考えてなどいないのだな」

「考えています。しみじみと。なぜここに班長がいて、わたくしもいるのかという、とても重要な問題についてですわ。何度でも言いますが、この人じん選せんには疑問があります。疑問だらけです。真ま琴ことさんはちゃんと考えておいでですの？」

「あの女のすることに思し慮りよ深さを期待するほうが誤りだ。彼女の脳のう味み噌そを支配しているのは、他ひ人とに対するイヤガラセのみしかないからな！」

「存在そのものがイヤガラセである班長よりはマシですわ。性格さえ除けば、真琴さんはとても見み栄ばえのするかたです。お美しいと言っても多数決で勝利を得られるでしょう。班長は何もかも最悪です。なんですか、その格かつ好こう。真夏だというのに、なぜ長なが袖そでの白衣などまとっておられるのです？」

「私は自律神経を自在にコントロールできるからだ。どっかの坊さんが負け惜おしみ気味に放った格言があるであろう。すなわち、心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまた涼し、だ」

「その言葉の主も結局は焼け死んだのですから、死んだ身の上では暑いも涼しいもないでしょうね。一いつ酸さん化か炭素中毒で朦もう朧ろうとしていたことが、そのような負け惜おしみを生み出したのではないかと私は推測しております」

「死者の声にも耳を傾けるべきだぞ、茉ま衣い子こくん。そう思わぬか」

「思いません。死者は何も思いも主張したりもしないのです。思ったり言ったりするのは、いつの世も生き残った者の特権なのですわ。だから生者は死者をなかなか忘れ去ることはできないのです。死者の代弁は常に生きている我々の仕事なのですから」

　宮みや野のはカラカラと耳みみ障ざわりな笑い声をあげた。

「成長したな、茉衣子くん！　私は嬉うれしいぞ。弟子であり部下でもある後こう輩はいの精神的成長を見守ることができる、この喜びを歌にして詠よんでもよいくらいだ」

「遠えん慮りよしておきますわ。班長に詠まれる歌が気の毒です。ましてや、わたくしにのみ捧ささげられる歌などごめんです」

「安心したまえ。返歌は最初から期待していない」

　ふは、と茉衣子は息をつき、返事をしないことにして窓硝子ガラスに頭をもたせかけた。そのまま眠ってしまいたかったが、この男にだけは寝顔を見せるわけにはいかない。また、寝ている隙すきに何をされるかわかったものではない、と茉衣子はかたくなに信じていた。なにより茉衣子は、宮野に見守られたくなどなかった。

　茉衣子はたすき掛けしているショルダーバッグから日本茶のペットボトルを取り出した。車内販売で買うと高くつくからという理由で、弁当ともども駅前のコンビニで購入していたものである。慎み深くお茶を飲んでいる間に、胸中にわだかまる不満が回転する渦か状じよう腕わんを形成し、その切れ端はしが口の端からこぼれ落ちた。

「たまの外でのお仕事の時くらい、お金を自由に使わせてくれたらよろしいのに。あるでしょう？　何か──そう、どこのお店でも使える万ばん能のうクレジットカードみたいなものが」

　生徒自治会の会計課かは実に渋かった。必要経費の前払いは断固として拒否し、使ったぶんのうち認められるものだけを後で精算すると言って譲ゆずらなかったのである。必ず領収書をもらってこいという厳命であり、レシートは不許可。

「たかだかお弁当とお茶を買うだけなのに、店員さんに領収書を要求しなくてはならないなんて、わたくし、恥はずかしくてたまりませんでしたわ。いったい我が校の財政事情はどうなっておりますの？」

「公金であるからな」

　宮野は重々しく答えて、

「今期早々に校舎や寮りようが破は壊かいされたせいで修理費に持って行かれたのであろうよ。うむ？　最近食堂の総そう菜ざいが量を減らしているのもそこに原因があるのかもしれん」

　鳥の巣まがいの頭を前のめりにした。

「それにだ。キミに万能カードなど渡せば、高級デパートに入ったきり出てこないと予測されたのではないか？　その傍かたわらで私はさしずめ荷物持ちであろうか」

　茉ま衣い子この脳のう裏りに、夢見心地の表情で洋服売り場を歩いてはマネキンの数々を指差している自分と、その横で大きな箱はこをいくつも抱えて付き従っている白衣姿の映像がオーバーラップした。どことなく甘やかなイメージに、茉衣子は慌あわてて髪振り乱すほどに首を振った。

「なんて恥ずかしい妄もう想そうを！　せめて横にいるのが邪悪なこの上級生でなければ……いえ！　このような子供っぽいことを考えるわたくしはわたくしなどではありません！」

「何を言っておるのかね。キミはもう十六歳になったのだったかな？　いずれにせよキミはまだまだお子ちゃまだ。私からすれば十じゆう二に分ぶんに子供っぽい」

　そんなセリフが茉衣子の神経を十二分に逆さかなでする。

「班長はどうなのです。たった一つ違いではないですか。わたくしより何を知っているというのです？　年長者面づらはもっと歳としを経へてからおっしゃってください」

「若いというのはいいことだ。キミが自信に溢あふれているのは若さのせいであろうよ。分母が小さいゆえに、分子もまた小さいことに気付いていないのだ。年を取るというのは、いかに自分が物を知らないかを知ることに他ほかならないのだからな！　そんなことでは大海に出て初めて知る深き知ち識しきの重さに押しつぶされてしまうぞ」

「まるで班長が物を知っているような言い方をされるのですね。いったい班長は何をどれだけ知っておいでだと言うのでしょう」

「案ずるな、茉衣子くん。私ほど道理をわきまえている男はおらん。私に従属しておればキミはそれでいいのだ。いずれこの世界に存在するすべての矛む盾じゆんを解き明かすことになる男だぞ私は！」

「それはそれは、とてもけっこうなことです。ですがわたくしはそんなものを解き明かされても別に楽しいとも思わないでしょう。これこそ、道理をわきまえるということなのではないでしょうか」

「堕だ落らくだな、茉衣子くん！　それは堕落だ。そこに暗くら闇やみがあったなら躊ちゆう躇ちよなく光を照しよう射しやしてつまびらかにする、それが私の使命なのだ」

「誰だれに使わされた命令なのでしょう。わたくしはそれが気がかりです。班長の道楽には付き合い切れません」

　こうやって問答の押し付け合いをすることが、宮みや野のの目的であり目もつ下かのヒマを潰つぶす手段であることに、茉衣子は気付いていなかった。

　片方だけが真剣な言い争いをする白黒衣い装しようの二人組、彼らを乗せた列車は西へと向かっていた。













○二章







　列車を降りたわたしは戸と惑まどったまま、駅のホームにぼんやり立っている。

　わたしが持っている切符の行き先は明確にこの駅名を印字していた。ということは、ここがわたしの目指した場所なのだ。この切符を購こう入にゆうしたかつてのわたしは、この駅を目的地として選せん択たくしたのだろう。

　だが、今のわたしにはここがどこだか解わからない。

　こんな駅の名をわたしは知らなかった。

　確かにわたしは切符を買い、列車に乗り込んだ。それは覚えている。家を出たわたしは、そのまま近くの駅に向かい、適当に思いついた場所へ旅立とうとした。飛び乗るようにして潜もぐり込んだのは夜行列車だった。なるべく遠くへ行けば、抱えているモヤモヤも拡散するかと考えたからである。

　あまりにも浅せん慮りよな行動だったと言える。あてもなく寄る辺べもなく、目的もなく結果も見えず、わたしは単なる脊せき髄ずい反射で行動していたのだ。

　その途と中ちゆう経過が現在である。

　わたしはもう一度、右手に握りしめた切符と、駅に掲げられている看板を等しく見つめる。そこに書かれてある固有名詞は同一のものだ。おなじ名前であるらしかった。

　問題は、わたしがここへと至るための、この駅を目的地とした切符を買った記き憶おくなんかを持っていないことだろう。わたしが乗り込んだのは、もっと別の場所へ向かうべき列車だったはずだ。

　どうしてわたしはこんなところにいるのか。

　まるで、誰だれかがわたしの記憶と手元の切符を別の誰かと入れ替えてしまったようだった。あるいは、入れ替わったのはわたしなのか。

　おそらくそれが正解なのだ。

　わたしは見知らぬ駅に立っている。

　ここに来たかったのはわたしではない。別のわたしだ。

　今のわたしは、その別のわたしと入れ替わってしまったのだ。

　耳を澄すましてみる。たまにどこかから聞こえてきた《声》は、今は聞こえてこない。《彼女》はきまぐれだ。いきなり喋しやべり出したかと思うと、不意に消えていく。

　バッグを持った左手が疲れてきた。

　いつまでもここに立っていては怪あやしまれる。わたしはまだ捕まるわけにはいかない。わたしはまだ、自分の居場所を見つけていない。

　ひとまず改札を出て、それから向かうべき場所を考えよう。







　仲なか嶋しま数かず花か♯43は物事を深く考えないタチだった。

　だから、はっと気付いてみれば自分が見知らぬ駅のホームに立っており、列車に乗り込む前に決めておいた目的地とは真ま逆ぎやくの所に来てしまったことを確認してもことさらに驚おどろいたりはしなかった。

「ま、こういうこともあるよね」

　改札へ向かう階段を探しつつ、数花♯43は重いバッグを持ちかえた。おそらくこのバッグの中身も、列車の中で確認したものとは違っているに違いない。その程度のことならよくあることだ。

「ええっと」

　数花♯43は、改めて駅の名前を確かめる。今まで訪れたことはないが、どこかで聞いたことがあったような駅名で、どうやら地名がそのまま駅の名を表しているらしい。

「まあいいや。あとで地図を見てみようっと」

　まだ日は明るい。太陽が山の稜りよう線せんに落ちるまで、まだ充分な時間がありそうだ。今日の夜をどこで過ごすか考える時間もたっぷりあることだろう。ひょっとしたら、その頃ころには自分はまた別の場所にいるのかもしれなかったが、数かず花か♯43は楽らつ観かん的だった。

　その時のことはその時に考え、行動すればいいのである。

　今は、今するべきことを考えよう。

「うん考えた。決まりっ。よし、行こう」

　明るく笑って、数花♯43は歩き出した。

「なんかお腹なかすいたから、ご飯にしよ」

　列車に乗っている間、食べたはずの弁当がどうなってしまったのかは考えないことにした。







　宮みや野のと茉ま衣い子こが下車した駅は、第三ＥＭＰから遠く離はなれた田舎いなかの地方都市にあった。半はん端ぱに都会、半端に僻へき地ちにある街で、とにかくセミの鳴き声がうるさい所だ、というのが茉衣子の第一印象である。

「暑いですわね」

　宮野と違って正直な自律神経を持つ茉衣子は、絹のハンカチで額ひたいを拭ぬぐい、提さげた鞄かばんから日ひ傘がさを取り出した。

「温帯地方の夏が暑いのは自然現象として地球の通常形態だな。真夏に雪が降ったり、ＵＦＯが降ったりするのはＥＭＰ学園の敷しき地ち内ぐらいであろう。それにだ、」

　宮野は茉衣子のさした日傘を覗のぞき込むようにして、

「キミが暑いのは、そんな鴉からすの濡ぬれ場色の衣い装しようを着込んでいるからであろうが」

「これはわたくしのトレードカラーですので」

　茉衣子はつんと顔を逸そらした。

「今更模様替えするわけには参らないのです」

　しかしさすがの茉衣子も、列車内では羽は織おっていた黒いカーディガンを脱いで、今はノースリーブのワンピース姿である。上から下まで黒ずくめなのは譲ゆずれないが、己おのれの執着に固こ執しつするあまり汗あせ疹もの一つでも作ってしまった日には本ほん末まつ転てん倒とうもよいところである、と茉衣子は自分を納なつ得とくさせ、譲じよう歩ほしていた。

「ならば思い切りよくそこらの女子衆と同じような、半はん裸らも同然の恰かつ好こうをすればよいではないか。何事も中ちゆう途と半はん端ぱはよくないぞ茉衣子くん。つまらぬ中ちゆう庸ように留とどまるくらいなら、いっそ極端に走ってしまったほうが色々と楽なものだ！」

「班長はそれで楽ちんなのかもしれませんが、わたくしは常じよう識しきという概がい念ねんを所持しておりますゆえ、気の違ったような行為とは距きよ離りを計っておきたいのですわ。ということで、少し離はなれて歩いてくださいまし」

「気にすることはない！　他ひ人との視し線せんなど単なる無害な遠えん赤せき外がい線せんとでも思っておいたらよいのだ。私はまったく気にしない！」

「わたくしがするのです。白衣を着て往来を歩く珍ちん妙みようさを、班長はもっと思い知らなければなりません」

　くるくると回される日ひ傘がさの縁ふちをひょいと避よけ、宮みや野のは茉ま衣い子この横に並んだ。

「ところで仲なか嶋しま数かず花かくんをどのようにして見つけような」

　茉衣子は下唇を嚙かみ、苛いら立だたしく思いつつも律りち儀ぎに答える。

「マーカーが反応するまで待つしかありません。間かん欠けつ的にＥＭＰ能力を発現させるなんて不ふ思し議ぎな現象ですが、それをもってしか彼女の現在位置を特定できないのですから他ほかにはどうしようも」

　仲嶋数花に埋め込まれたＥＭＰマーカーが反応したのは六時間前、今のところそれが最新の情報だった。その二時間後、反応信号は途と絶だえて、その途絶えた場所がこの駅の周辺だったのである。マーカーの観かん測そくと同時に行動を起こした茉衣子と宮野はすぐさま列車に飛び乗り数花を追って移動、そして到着したのが今である。最後に反応が消え失うせてから四時間が経過していた。

「四時間もの間、仲嶋数花さんがここいらをあてどもなくフラフラしてくれていればいいのですが」

　茉衣子は溜ため息いきまじりに希望的観測を口にした。交通手段の発達した現代日本、四時間もあれば大抵の場所まで行ける。今のところ数花の行動には一貫性がなく、不意に遠方を目指したかと思えば到着した次の瞬しゆん間かんに出発地点まで戻ろうとしたり、途と中ちゆうでまた別の地点へと方向転換したり、まるっきり適当に動いているとしか思えない。いったい彼女はどこに行きたいと考えているのか。

　加えて、彼女はどんなＥＭＰ能力を開花させてしまったのだろう。家出したのはそのせいかしら。

「それに、誰だれがメールを送ってきたのでしょうか」

〈インスペクタ〉。気になる署名だった。茉衣子は似たような通り名の不可思議な時間移動能力者を知っている。直接顔を合わせてはいないが、彼女は〈年表干渉者インターセプタ〉と呼ばれていた。確か星ほし名なサナエとかいう偽ぎ名めいを名乗っていたはずだ。茉衣子は思い出す。

　あの時、時間の陥かん穽せいに落ち込んだ彼は、今もまだ彼女を捜さがしているだろうか。

　それとも、とっくにあきらめただろうか。

　考え込みながら歩いていたせいだろう、宮野が足を止めたことになかなか気付かなかった。

　自分の靴くつ音おととデュエットを奏かなでていた宮野の足音がやんでいるのを脳が認にん識しきしたのは、通り道の横手にある広場に人だかりができているのを見つけた時である。

　駅のすぐ側そばにあるロータリーだった。地方自治体が助成金を無む駄だ遣づかいしたに違いない、タイル張りの広場には、オブジェめいた噴ふん水すいがあり、いかにもここで憩いこえと言わんばかりの休きゆう憩けいスペースができていた。

　ゴミ溜だめのような人ひと山やまは、その噴ふん水すいを中心に生いけ垣を築いている。

　茉ま衣い子こにとっては奇怪なことに、宮みや野のは人混みの奥を妙な集中力をもって見つめているようだ。茉衣子が知る限り、宮野の注意を引くような現象はおしなべて茉衣子の世界に迷惑を振りまくものと決定づけられていた。

「何をグズグズしておいでですか」

　ここは主しゆ導どう権けんを発はつ揮きする絶好の機会だと、本能によって知った茉衣子は、宮野に高たか飛び車しや口調で言ってのけた。

「いったい班長は何な故ぜ注意を彼方かなたに飛ばしておられるのですか。わたくしたちの進むべき道はここではないどこかに決まっております。余計な寄り道は厳げんに慎つつしんでもらいたいものですわ」

　宮野は応こたえなかった。いつもは顔の表面を覆おおっている歪ゆがんだアルカイックスマイルが、この時の宮野からは剝はがれ落ちている。茉衣子はかつて、親知らず痛で真ま面じ目めな顔つきになっていた白衣男の遥はるか昔のポートレートを思い出した。

「どうしました？」

　茉衣子はさすがに気付いた。今の宮野は異常である。いや、普ふ段だんが異常であるから、今は正常である。とは言え、異常の反対が正常とは限らないのではないかしら。むしろ、もっと異常と言えるのではないでしょうか。

　などと考える茉衣子に、宮野の無感情な声が、

「茉衣子くん、アレに気付かぬか」

「アレ、とはなんでしょう」

　茉衣子は怪け訝げんに思う。彼女の状況観かん察さつ能力は、現在の自分の周囲に何ら異常を観かん測そくしていない。

「我々のお仲間がいる。それも並大抵の同業者ではない。とてつもなく異質で、とんでもなく……ううむ、言葉が見つからん！」

　唸うなる宮野を、茉衣子は絶滅危き惧ぐ種に向けるべき目で見つめた。こんな反応を見せる宮野は滅めつ多たに見られない。

「行ってみれば解わかろうとも言うものだ。茉衣子くん、来たまえ」

　白衣が人山の中に消えていく。後を追いかける茉衣子は、立ち止まる人々の中を進み、僅わずかな隙すき間まをこじ開けつつ、ちょっとした苦労の果てに最前列へと顔を出した。

　人の輪わの中心にいたのは、大小三つの人間及び人間に見える何かだった。

　一人は明らかに若い男の人間である。少なくとも茉衣子の目にはそう映る。だが、他ほかの二つもまたそうなのかは、一いつ見けんでは解らない。

　男のほうはちょうど宮野くらいの年ねん齢れいに見える。だらけた雰囲気に思えるのは、地面に行ぎよう儀ぎ悪く座り込み、顔を退廃的な笑えみの形に緩ゆるめているからだろう。シャツの前ボタンをちゃんと閉めていないのも、茉ま衣い子この判断基準からすれば決して好きなタイプではない。とにかく、だらしない、と茉衣子は思って、その男のことをすぐ忘れた。他ほかのものに目を奪われてしまったからである。

　赤い頭ず巾きんと白い頭巾の小さな少女が舞まい踊っている。

「人形……？」

　茉衣子は目を見はった。

　ワルツを踊るように手を繫つなぎ、くるくると回っている赤と白の少女。

　その動きは人間のものとしか思えないが、フードから覗のぞく顔には生気が微み塵じんも感じ取れない。表情もまったくなく、異常に白い顔色や硝子ガラス玉のような瞳ひとみもまた生きている人間のそれではなかった。

　赤いほうは黒い巻き毛と翡ひ翠すい色の瞳、白いほうは白銀の巻き毛と血の色をした瞳を持って、細い手足を器用に操あやつり、舞ぶ踏とうに興きようじている。

　伴奏の音楽が鳴り響ひびいているわけではなかったが、茉衣子はどこからともなく舞踏曲の調べが聞こえてくるような感覚を覚えた。赤と白の踊りはそんな幻げん聴ちようを誘さそうほど、優ゆう雅がで可か憐れんな淀よどみのなさがある。

「まあ、可愛かわいらしい」

　茉衣子の頰ほおが自動的に緩ゆるんだ。

「このお人形さん、どうやって動いているのでしょう。自律機動しているのかしら。オートマタ？　それとも操り糸がどこかにあるのでしょうか。でも、あちらの男性の手はまったく動いておりませんわね。ひょっとして、人形に似せている本物の少女かしら。それにしてもスケールが小さすぎるように思いますけど」

　静せい寂じやくの中、二つの人ひと影かげは相手の手を取ったり離はなしたりしながら、回転し、あるいは回転させ、すべらかな踊りを披ひ露ろうし続けている。

　その後ろで、片脚を投げだし後ろ手に地面をついている男はしまりのない笑えみをこぼし続けていた。踊る影に見み惚とれる茉衣子は気付かない。宮みや野のが注視しているのは、二つの赤白ではなく、その男の姿に他ならない。

　ワルツはクライマックスに差し掛かっているようだが、赤い頭巾と白い頭巾の動きはどこまでもスムーズなリズムを刻む。呼気を荒げることもなく、動作に乱れを生むこともなく、お互いの息はどこまでも合がつ致ちを続け、まるで二つの身体からだに宿る一つの魂のような息のあった動きで舞っている。

　観かん客きやくもまた、邪じや魔まとなるしわぶきを漏もらすことなく沈ちん黙もくを友として、その演舞に心を奪われているようだった。

　どのくらいそうしていたか、やがて二つの動きが緩やかさを増して終了の近さを知らせる。スローモーションの小柄な人ひと型がたたちは、ぴったり同じ時刻をもって静止した。互いに片手を繫つなぎ合い、空いた片手を見物客たちに向かって挨あい拶さつのように上げている。

　そのまま固まっていた二人は、しばらくの時間を置いてから会え釈しやくのような御お辞じ儀ぎをした。

　その時やっと、踊る姿に見とれるばかりだった人々の時間も動き出した。最初は雨だれのようだった拍手は、ややも待つことなく破われ鐘がねの響ひびきとなった。

　茉ま衣い子こも両手を打ち鳴らしつつ、崩くずれっぱなしの顔で人形たちに感嘆の視し線せんを注いでいる。

　やがて赤頭ず巾きんと白頭巾は、とてとて歩いて人の輪わへと歩いてきた。茉衣子の方に。

　赤い方がより茉衣子に接近し、白い方はその散歩後ろで控ひかえている。

　茉衣子の真ん前で赤服の人形が立ち止まり、すいっと首を傾けて茉衣子に両手を伸ばした。

　反射的に茉衣子はしゃがみ込み、目め線せんを赤頭巾の高さに合わせると、

「まあ……！　可愛かわいい……」

　そっと小さな人形を抱きしめるように手を差し出していた。

「茉衣子くん、あまり近寄らないほうがよい」

　背後で宮みや野のが言っている。

「それは呪のろいをかけるぞ」

「何をおっしゃいます。こんな可愛いお人形さんに不吉な濡ぬれ衣ぎぬを着せるのはおやめください」

　ですわよね、と茉衣子は抱きしめた赤い頭巾の内側を覗のぞき込む。

　無機質な幼い顔が、硝子ガラス玉の瞳ひとみを茉衣子に向けていた。病的に白い顔は確かに作り物。だからと言って呪いの人形呼ばわりは差別ですわ。

　茉衣子がさらなるクレームを宮野につけるべく顔を上げると、

「赤い傀かい儡らいのほうではない。白いほうが問題だ」

　宮野は珍めずらしく生き真ま面じ目めな目をして、もう一体の人ひと型がたを見つめていた。

　白頭巾も赤頭巾も顔立ちは同一のものである。髪と目の色が異なるだけだった。茉衣子の目には、それ以外に違うところがあるとは見て取れない。

「尋じん常じようではない圧力を感じるな。しかも微妙に異質だ。この世のものではないのか？　いや違う、これは確かにＥＭＰ能力の一種である。あるいは喚かん起き術……しかし、おかしい。この私が分析できない力とは。ありえない話だ」

　白衣のポケットに手を突っ込んだまま、宮野は視線を横移動させた。その視線の先に、地べたにだらしなく座り込んだ男の姿がある。シャツの前をはだけて、ぼんやりした笑えみを浮かべている長髪だった。

　そいつは宮野と茉衣子の間に彷徨さまようような目線を送っていたが、やがて、

「マルギット、そちらのお兄さんによると、キミは呪われた人形らしいよ」

　白人形がかくんと反応した。立ちつくした状態から、ゼンマイの音が聞こえそうな動きで長身の白衣を見上げ、ゆっくりした仕し草ぐさで一礼をする。再び頭を上げたとき、紅あかい瞳ひとみが虚無の感情を込めて宮野を真っ直すぐに射い抜ぬいていた。

　宮みや野のが何か呟つぶやいた。

　茉ま衣い子こは気付く。宮野は自らのＥＭＰ能力を解放しようとしているのだ。

「班長！　おやめください、こんなところで！」

　ぱし、と小さな音が宮野の直前で弾はじけ、茉衣子は瞬まばたきをする。宮野の右手が広げられ、まるで誰だれかの肩をいましも叩たたこうとする寸前の状態で固定されていた。

　何かを弾くような音は、その掌てのひらから聞こえたように思う。

　何が起こっているのだろう。少なくとも、こんな人目のあるところで大おお騒さわぎをすることだけはさけなければ。

　茉衣子は赤いフードの人形から手を放して立ち上がり、白衣のツレへと駆かけ寄った。

「わたくしたちのお仕事は、お人形さんにケンカを売ることではないはずです！　いくら相手が自分と違って白のよく似合う可愛かわいい姿をしているからと言って──」

「失礼、茉衣子くん」

　宮野は軽々と腕をひねり、茉衣子の肩をつかむと自分の身体からだに引き寄せた。自然、茉衣子の背中が宮野に密着することになる。

「何をなさいます！　この狼ろう藉ぜき者もの！　痴ち漢かん！　白衣魔ま神じん！」

「しばしこうしておるのだ」

　低い声が茉衣子の耳じ朶だの裏側から届いた。なぜかゾクリとした茉衣子の四し肢しから力が抜ける。

　やばい、やられた。何かされた。身体が動かないですわ。危機的です。ビッグクライシスです。ああ、班長の手がわたくしの腰に回されています……。なんてことでしょう、こんな真っ昼間からなんて……。

「茉衣子くん、危機的なものを感じるのはこの私に対してではなく、あのパペットマスターからにしたまえ。どうやら私たちは早々にとりあえずの敵と邂かい逅こうを果たしたようだぞ」

　身動きできない姿勢のまま、茉衣子は目だけを動かして二つの人形と、その背後に控ひかえる自堕落な青年を眺めた。

「敵？　敵とは何です。誰の敵だと言うのですか。わたくしは誰とも敵対などしておりませんわ。班長の敵だと言うのなら、それはわたくしの味方と言えるのではないでしょうか」

「茉衣子くん、ここはそんな戯ざれ言ごとを言っている場合ではないぞ。我々の責せき務むを忘れているわけではあるまい。あやつはＥＭＰ能力者、そして第三ＥＭＰに属さない能力者なのだ」

　宮野の言葉に反応し、そいつは半笑いで答えた。

「自己紹介を一つ。僕の名は枕まくら木ぎ庸よう市いち。彼女たちはピロシュカとマルギット。所属は第一ＥＭＰ。しがないエキストラのトリオでございます」

　庸市が片手を振る。すると、周囲でざわめいていた見物人たちが一斉に歩き始めた。ごく自然な動きが、逆に不自然さを生んでいる。見物人たちは再び元の通行人に戻り、人形たちの円舞によって止められていた歩を刻み出した。

　全員が突如として二体の人形への興きよう味みを無くしてしまったように。

「なんですの？」

　茉ま衣い子こは混乱していた。

　まるで自分一人だけ脚本を与えられていない役者になってしまったような気分である。周囲の全員が役割を知っているというのに、茉衣子だけがアドリブで舞ぶ台たいに立っている感覚だ。なによりも、宮みや野のが茉衣子の役割をも知っているように演じているのが気にくわない。どうしていつも、班長はわたくしの行く先を知っているようなことばかり言ったりしたりするのだろう。

　なぜ、この事態にもまったく動じないような振る舞まいを見せているのか。

「それはだな、茉衣子くん」

　宮野は本人だけが真ま面じ目めだと思われる口調で語りかけた。

「私の脳のう髄ずいには高度な論ろん理り演算能力がオプション装備されているからだ。キミには感覚によって物事を判断する習性が見られる。しかし私は現実的な思考によってのみ、現象の仕組みを解明するという使命に満ちあふれているのだよ。そこには感覚などという、千差万別な非合理的主しゆ観かんが混じり込む余地など、キミの枝毛の先ほどもない」

「わたくしの枝毛はそんなに多くはありません」

　茉衣子は、とにかく反論せねばならないという使命に突き動かされて口を尖とがらせた。

「それに班長がそのような客きやつ観かん性の持ち主とは、とうてい信じることなどできませんわ。わたくしの認にん識しきでは、班長以上に主観に付き従って行動する人間など、他ほかには見たことがありません。班長の主観が他の誰だれの主観とも共通しない、という歴然とした証しよう左さでございましょう。班長の認識は常識的な思考を持つ人間の誰とも交差しない平へい行こう線せん、永遠に独ひとりぽっちの孤独な直線に他ならないのです」

「なかなか賢さかしいことを言うな、茉衣子くん」

　宮野は満足げに、茉衣子を良くできた解答を述べた弟子を見る目で見つめた。

「キミの言うとおりだとも。人それぞれの主観はまさしく平行線であり、滅めつ多たに交差することなどないのだよ。千の人間がいれば、千通りの主観が存在する。その主観がぴったり一致して一つの線を形作ることなどあり得ない。あったとしたら、それはまったくの同一人物だ。それでは意味がないのだ。それぞれ違っているからこそ、この世は多様性に満ちあふれているのだ。でなくては、人間が個々として存在する意味もないのである。誰であろうと、他人とまったく同一にはなれん。それが我々が地上に存在する意味でもあるのだよ」

　茉衣子に向けた宮野の微笑ほほえみは慈じ愛あいにすら満ちていた。

　そんな微笑みを向けられることに、茉衣子は訝いぶかりと同時におぞましさも感じる。茉衣子は宮野に、まるで物わかりのよい生徒を見るような顔で見つめられたくはなかった。

　これでは……宮野が茉衣子より上位にいる者のようではないか。

　茉衣子は反論しようとして、その機会が失われたことを知った。

　枕まくら木ぎ庸よう市いちが立ち上がっていた。

「さーて、お二ふた方かた」

　庸市の唇に刻まれる笑えみは、宮みや野ののそれよりも数倍は空くう虚きよで、そして退廃的だ。

「ぼくたちはそろそろ退散の頃ころ合あいのようですねえ。あなたがたとここで押し問答していても受ける益は何もなさそうだ。だろ、ピロシュカ？」

　赤いフードの自動人形が、ぴょんと後ろ向きに跳はねて、操あやつり主の足元に着地した。

　翠みどりの瞳ひとみが茉ま衣い子こを見つめる。

　何の思索も込められていない、まったくの硝子ガラス玉。そこに少しでも意い識しきの欠片かけらがあれば茉衣子は寒気を覚えたかもしれないが、まったくのゼロなので人形は人形として可愛かわいいだけである。

「では、ぼくたちはこれにてキミたちのお相手は遠えん慮りよさせていただくよ。なぜならもう顔見せはすんだからね。これ以上、押し問答をしていても時間が無む駄だに過ぎていくだけなのさ。ぼくたちには仕事が課かせられている。キミたちが思うより、これは深刻な事態なんだ。いやいや、まったくね。やあ、忙いそがしいことさ。困っちゃうね」

　庸市の指示なのか、ピロシュカはフードを目ま深ぶかにして表情を隠かくした。

　その片割れの真白な小人形、マルギットは止まった時間の中にいるように立ちつくし、深しん紅くの瞳を宮野と白衣に抱えられた茉衣子の黒衣姿に固定させている。

　宮野も対抗してガンを飛ばす。マルギットに向けた目をすがめさせながら、
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「枕まくら木ぎ庸よう市いちとやら。こっちの白い小娘をいったいどうやって作製した？　今までに感じたことのない喚かん起き術式だな。その人形に込められているのは誰だれの想念だ？　キミが生み出したのか？」

「さぁあ？」

　庸市は投げやりに応こたえ、ますます投げやりな声で、

「ぼくはしがない操あやつり師。操り、吊つられ、歩いてさまよう。明日のことすらわからない。これからどこへいくべきか。それは誰かが知っている。ぼくもあなたも皆同じ」

　アルビノ人形の声がその後を続けた。

「遠くで見ている誰かが告つげる。落ちたる星が曙しよ光こうを告げる。わたしはそれを見届ける。すべては順調、このままで」

　人ではないものが喋しやべっている。

　そう、茉ま衣い子こは感じた。耳を塞ふさいでしまいたかったが、力の抜けた身体からだは宮みや野のに抱えられたまま自由が利きかない。せめて目だけでも塞ごう。

　茉衣子は暗くら闇やみを求め、目ま蓋ぶたをきつく閉じた。

　宮野の声がとんでもなく近くから聞こえる。

「第一ＥＭＰは何を企たくらんでいるのだ？　それほどまでに家出した少女が気がかりなのか。キミのような上級能力者を派は遣けんするくらいのな！　キミたちは彼女にどんな能力があると推測しているのだ？　それは是ぜ非ひとも入手しなければならない力か」

「ノーコメント。あなたがたに言わなければならないことではありませんねえ。答えは自分で探してください。ぼくはぼくの踊りを踊る。あなたは自分で踊ればいい。調子、振り付け、意のままに」

　茉衣子の耳に、庸市のかすれたような笑い声が届いた。

「さあ行くとしようか。マルギット、ピロシュカ。このお兄さんとお姉さんをよおく覚えておいで。どうせまた会いそうだからね。その時はちゃんと挨あい拶さつをするんだよ。念入りに」

　目を閉じたまま茉衣子は気け配はいを探さぐった。

　立ち去っていく気配は一つきり。他ほかの二つからはまるで気配を感じない。それはそうだ、あの少女たちは魂を持たない人形。そのはずだった。







　ようやく自由を取り戻した茉衣子が最初にやったことは、宮野の向こうずねを蹴け飛とばすことだった。

　宮野の腕を振りほどき、

「なんだったんですの！」

「許せ、茉衣子くん」

　本人は気取った微笑のつもりなのだろうが、茉ま衣い子この目には締しまりのないニヤニヤ笑いにしか見えない。

「ああでもしないと、キミの身が危険だったのだ」

　宮みや野のは、見ているだけで汗が滲にじみそうな白衣の長なが袖そでを揺ゆるがせた。

「あの男はパペットマスターだ。糸を使ってあらゆるものを操あやつる」

「糸ですって？　お人形さんが動いていたのはそれだったのですか？　あら、でも、糸なんか全然見えませんでしたわ」

　顔をしかめる茉衣子を、宮野は悠ゆう然ぜんと見下ろした。

「見えるわけがない。そんな糸など存在しないのだからな」

「存在しないとはどういうことです？」

「言葉通りだ。存在しない。想念によって生み出された操り糸を感知できるのは、それを生み出した者とＥＭＰ能力の発はつ露ろに秀ひいでている者だけである」

「わたくしにも感知できませんでしたけど」

「残念ながら、キミでは奴やつに太た刀ち打ちできん。レベルが違う。さすがは元祖ＥＭＰ学園、ずいぶんと惜おしげもない戦力を投入してくるではないか。なんだか私は酷ひどくワクワクする気分を押さえきれなくなってきたぞ」

　当然ながら茉衣子は面おも白しろくない。

「わたくしには見えないのに、班長には見えたのですか」

「いや、私にも見えなかった。だが感じることはできる。口では説明できんな。キミだって自分の能力の仕組みを完全には説明できんだろうが、それと同じことだ。慣なれる慣れないの問題でもない。解わかる人間は最初から解る、そうでない者は永遠に解らん。そういうことなのだよ、ＥＭＰ能力というものは」

　不ふ機き嫌げんな面おも持もちの茉衣子に気付かないように、宮野は得意げに解説する。

「先ほどの奴やつ原ばらは、ＥＭＰ能力によって無数の想念糸を生み出し、その糸を対象物に直結することによって操るのだ。もちろんイメージによってのみ生じる糸であるから、物理的に操そう作さする必要はない。奴の思考に連動し、あの紅白人形シスターズも自在に動くという仕組みだ。人形だけではなく、周囲にいる人間もな」

　茉衣子は思い出した。歩調を合わせるようにしてこの場から立ち去っていった見物客たち。あれもそうなのか。

「お人形さんはともかく、人々を操ろうとするのは無理がありませんこと？　自分の身体からだが勝手に動くわけでしょう？　そんなの、誰だれでも不ふ審しんを覚えて当然ですわ」

　宮野は首を振った。

「奴の操り方は巧妙だ。あまりに巧妙すぎるので、操られる人間が自分の動作に不審を覚えるヒマもないほどだ。パペットマスターによる肉体的操作は、操作される対象者の自じ意い識しきすらも欺あざむくのだよ。奴やつと我が会長代理との間には若干の違いがある」

　宮みや野のの熱を帯おび始めた説明口調に、茉ま衣い子こはややうんざりと、

「どのような違いです？」

　茉衣子の相づちに気をよくしたのか、宮野は嬉うれしそうに言った。

「知れたことだ。縞しま瀬せ真ま琴ことの精神操そう作さにかかれば、操あやつられる側は自分の行動を自分が望んだものとして認にん識しきし、その通りに動く。それがどんな結果を生もうとも、自分が誰だれかに操られたと気付くことはない。自らの行動に一片の疑いも感じたりはしないだろう。だが、想念糸による操りは、糸が外れてしまえば途と端たんに我を取り戻す類たぐいのものだ。まさしく操り人形、糸が切れれば動きを止める」

　思い出して茉衣子は日ひ傘がさを広げた。忘れていた暑さが蘇よみがえり、茉衣子は汗が滲にじみ始めるのを感じた。人形たちと相あい対たいしていた間、茉衣子の身体からだは気温を体感していなかったらしい。

「そういえば班長、あなたは白いお人形さんが呪のろうとか言っておりましたわね。なにやら意味不明な呟つぶやきを漏もらしてもいました。何の真ま似ねでしたの？」

「私は何のエピゴーネンでもないつもりだが」

「わたくしは言葉の説明を求めております」

「奴がマルギットとか呼んでいた白頭ず巾きん、あいつもまた糸を飛ばしていた」

　宮野は空中をはたくような仕し草ぐさを見せた。

「先刻まで集まっていた見物人たちが息を合わせて散り散りになったのは、どういう理由だと思うのかね。連中は想念の糸によって操あやつられ、あの場を立ち去ったのだよ。だがその半数は枕まくら木ぎ庸よう市いちではなく、マルギットから伸びた糸で動いていた。その糸は私にまで飛んできた。もちろん防御したが」

「操り人形に人間が操られる？」

「そうとも。枕木庸市は白人形を操り、白人形はさらに別のものを操る。マルギットとやら、ある程度の自律機動が可能のようだな。魂を持たぬ人形に変わりはないが、奇妙に不可解な波動を私は感じたぞ。マルギットなる白頭巾人形には、どうやら想念体に似たものが憑ひよう依いしている」

「赤頭巾さんのほうはどうなのです。わたくし、思わず彼女を抱きしめてしまいましたが、何も感じませんでしたわ」

「赤頭巾、ピロシュカか。そのままだな」

　宮野は愉ゆ快かいそうに含み笑いを漏もらし、茉衣子が何がそのままなのかを訊きく前に、

「赤いほうはさして問題ない。あちらはただのパペットだった。多た分ぶんであるが、マルギットの目くらましとしての役割を任じられているのだろう。ピロシュカが最初に出てくる。そいつはただの人形だから、二番目に出てくるマルギットもただの人形だと思う。敵がそう油断している隙すきをついて、マルギットは非ひ在ざいの糸を飛ばす」

　うむうむと宮みや野のはうなずきつつ、

「まあまあの作戦だ。二段構えの操あやつり糸なのだよ。枕まくら木ぎ庸よう市いち本体とマルギット。本体ばかりを警けい戒かいしていると、人形から飛んでくる糸への注意は散さん漫まんになる。だが人形に目を奪われていると本体からの操り糸を喰くらう。奴やつと戦う者は、自然と二正面作戦を強しいられることになるだろう。加えて赤頭ず巾きんまでもがチョロチョロと囮おとりの役割をする」

「強敵ですわね」

　そう言うものの、茉ま衣い子こはあまり深刻に考えてもいない。枕木庸市は第一ＥＭＰ学園の生徒だ。茉衣子たちと同じように保安部あたりに所属しているに違いない。でなければ、こんな任にん務むを押しつけられてはいないだろう。どこのＥＭＰ学園でも、生徒自治会保安部に邪悪な意い識しきの持ち主はいない。そのようなＥＭＰ能力者は最初から弾はじかれる。重要な役やく職しよくに就つくことはなかろう。真ま琴ことクラスのテレパスがいるのは何も第三ＥＭＰに限った話ではなかった。

「そんな奥の手みたいなことをこんな早々に明かしてしまうとは。第一ＥＭＰの校風はとてもフェアですわ」

　もしこれがゼロサムゲームなら、本格的な闘たたかいに入る前に手の内を明かしてしまったことになる。もっとも茉衣子には戦せん闘とう意欲はなく、これは最初にどの学校が仲なか嶋しま数かず花かを捜さがし当てるかという早い者勝ちゲームのつもりだ。わざわざＥＭＰ能力によるバトル合がつ戦せんをしてまで、勝ち抜かなければならないというものでもない。

「それに第一と第二は、第三よりも遥はるかに善良な人々が多いと聞いておりますし」

　むしろ宮野のような性格破は綻たん者が保安部で班長をやっている事実こそが、茉衣子にとっては容易に受け入れがたい謎なぞの一つである。

　白衣をまとった謎の班長は、茉衣子の胸の内など知らないようで、

「何をもって善悪を決定するのかは疑問だがな、茉衣子くん。善は常に我々の側にある。それだけは疑いようのない真実だ。なぜならその真実を私はまったく疑ってなどいないからだ。すなわち、私は善人である！」

「それでどうしましょう、これから」

　放っておけば長くなりそうな演説を無視し、茉衣子は問題を提起した。日ひ傘がさの作る影かげ程度では、真夏の輻ふく射しや熱ねつから逃のがれようもない。茹ゆだるような湿度と温度は、分刻みで茉衣子の頭から『やる気』という文字を溶け崩くずしていくのだ。

「なんだかもう、わたくし、早く寮りようの部屋に帰りたくなってまいりましたわ。せっかくの旅行も、仕事付き班長付きではまるっきり台無しです」

「ではさっさと仕事を片づけて、早さつ速そくと帰き還かんするとしよう」

　白衣のポケットをまさぐり、宮野は写真を取り出した。仲嶋数花のバストショット。履り歴れき書に貼はるような写真を引き伸ばしたもののようで、その四角の空間の中で、数花は生き真ま面じ目めな顔で真正面を向いていた。

「ちょうどあそこのベンチにバカっぽいカップルがヒマそうに座っておる。まず彼らに尋たずねてみようではないか！」

　そう言って宮みや野のが指差したのは、どこかイライラしていそうな顔つきの少年と、にこにこと表情を緩ゆるめている小柄な少女の二人組だった。







「どうしよう蜩ひぐらしくん。こっちに来るよ」

　缶ジュースから口を離はなしてベンチに置き、多た鹿じかは蜩の袖そでをくいくいと引いた。不安そうなセリフだが甘ったるい声質なので困っているようには思えない。

　その指を払いのけ、

「気にすんな。どーんと構えておけ」

「でもお、恐い人たちだったらどうしよう」

「そりゃあねえ。しょせんは第三ＥＭＰだ。ゴミの集まりだ」

　蜩と多鹿は、自分たちに近寄ってくる白と黒のコントラストに目を向けた。と言うより、最初からすべてを眺めていたわけである。

　枕まくら木ぎ庸よう市いちの人形劇げきと、その後に登場した宮野と茉ま衣い子この立ち振る舞まい。自分たちと同様、学園から派は遣けんされたからにはその三人もそれなりの能力者なのだろう。

　ここでその二組が激げき突とつして両者ノックダウンになってくれれば、ちったあラクになったかもしれねえのによ。

　蜩はそんなことを考えつつ、苦にが々にがしい思いを込めて第三ＥＭＰの名物コンビに目め線せんを飛ばす。長身の白衣と、黒装しよう束ぞくで髪の長い娘。確か第三ＥＭＰの保安部対たい魔ま班にいるやつらだ。会長室でデータを見せられた覚えがある。宮野秀しゆう策さくと光こう明みよう寺じ茉衣子とか言った。

　第三ＥＭＰの代表選せん手しゆがこの二人だと知ったとき、第二ＥＭＰの自治会長は蜩と多鹿にこう忠告した。「絡からんで来たら無視するのが一番でしょう」

「そこの二人！　率そつ爾じながらちと尋ねたいことがあるので聞いてくれたまえ！」

　このクソ暑いのに長なが袖そで白衣の長身男が歩きながら叫んでいた。

「今から私は一枚の写真をキミたちに見せる！　この少女をどこかで見かけたことはないかね！　あればそのどこかを教えるのだ！　さあ、どこかね！」

　それのどこが人にものを尋ねる態度とセリフだ、と思いながら蜩は舌を打った。バカか、こいつは。

　二メートルほど手前で白衣と黒衣が立ち止まった。蜩は二組の靴くつ先さきを睨にらんで顔を上げない。

　代わりに多鹿が応こたえた。

「まだ実物は見たことないよ。ぐるっと一回りしてみたんだけど、どこにもいなかったなあ。聞き込み調査も空振りだったよ。暑かったなあ、ねえ、蜩くん」

「バカか、お前も」

　蜩ひぐらしは相あい方かたの額ひたいを指で弾はじいた。ぱちんといい音がして、多た鹿じかは両手で額を押さえる。

「いたい」

「情報はベラベラ無料で話すもんじゃねえ。俺おれたちの苦労はどうなる。炎天下を歩き回った俺の流した汗には誰だれがどうやって報むくいてくれるんだ？　え？　あの人形野郎にも教えやがって。そん時にも注意しただろうが、聞いてなかったのかお前は」

「聞いてたさあ。ちゃんと、うんって返事したよ」

「だったら言うなってんだよ。いいか、おい。俺たちはこいつらを出し抜かねえとダメなんだぞ。特に第三ＥＭＰにだけは負けるなとのお達しだ。俺もそう思うぜ。こんなバカみてえな野郎に勝ち名乗りを上げさせるのだけは阻そ止ししてやりてえ。まだ第一の変態人形使いのほうがマシだ」

「そうかなあ？　どっちでもいいよ」

　多鹿が本心から言っているのがよく解わかるので、蜩はさらなる脱力感に襲おそわれる。この小娘は事態をよく解っていないに違いない。俺たちは遊びでこんな所まで来て、気軽な散歩を楽しんでいるのではないんだ。これは各ＥＭＰ学園間の威信を賭かけた、言うならば試合なのだ。真剣勝負なんだぞ。

　……その割には、人じん選せんがもう一つ真剣ではないのも気がかりだが。

　蜩ひぐらしがつらつらと考え込もうとしていると、どうやらこれも真剣ではなさそうな声が上から降ってくる。

「お仲間だ。同類は同類同士仲良くしようではないか！」

「はん」

　蜩はやる気のなさがあからさまとなった息を漏もらして、

「他校とつるむつもりなんざあるわけねえだろ。ましてや、それがてめえみたいなイカレ男ならなおさらだ。それ以上近寄るんじゃねえ」

　近寄りこそしなかったが、宮みや野のは旧友と同窓会で再会したかのような笑え顔がおを撒まき散らしながら両手を広げた。

「見たことのない顔だが、キミたちは第二の生徒だな。先ほどの人形フェチが第一なのだからそうに違いない。ここは一つ、ともに力を合わせて先せん輩ぱい校に一ひと泡あわ吹かせてやろうではないか。それがいいとは思わないかね？」

「あまり」

　宮野の横にいる黒いワンピースが平面な声で言う。

「別段わたくしは第一ＥＭＰに対抗意い識しきを持っているわけではありません。かと言って第二ＥＭＰのほうがまだマシとも思ってはいませんが」

　やっと蜩は顔を上げ、発言者の顔を見た。

　茉ま衣い子こは肩口にかかった長い髪を背中へと流し、髪と同じくらい漆しつ黒こくの瞳ひとみを蜩ひぐらしに向けている。そこに冷ややかな光があるのを見取って、蜩はしばらく茉衣子と睨にらみ合った。

「…………」

　しばしの無言の後、

「感心しませんわね」

　先に口を開いたのは茉衣子である。

「わたくしは可愛かわいいものや美しいものが大好きなのです。ですから自分も大好きですわ。そしてそんな可愛いものや美しいものを傷つける人を嫌けん悪おします。ゆえに班長は嫌いです。それから、あなたも」

　茉衣子は真っ直すぐに蜩を見つめていた。

「何がだよ」

　言い返したものの、蜩の声には張りがなかった。目め線せんは茉衣子の白く傲ごう然ぜんとした顔に据すえられたままである。

「そちらの女性にデコピンなどするものではありません。可愛らしいおでこにアザでもできたらいかがします。あなた方がどのような関係の間柄にあるのかは存じませんが、わたくしの確かな審しん美び眼がんはそちらの彼女の外がい観かんに高い得点を付けています。もっと大事に扱わなければなりません」

　蜩ひぐらしは押し黙だまった。

　妙な女が出てきたもんだ。初対面の俺おれにいきなり説教を始めるとは何者だこいつ。えらい美人なのはいいとして、なんでまたこんなことを俺が言われなくてはならん？

　しかし茉衣子は一人で続けている。

「どうしてわたくしの周りに現れる男は変なのしかいないのです？　いつもヘラヘラ笑っているか、逆にブツブツと厭えん世せい的な顔をしているかしか出てこないではないですか。両極端なのです。もっとまともな喜き怒ど哀あい楽らくを表現できる、普通の男性はいないのかと思いますわね。もしそのような男性が今のわたくしの前に現れたとしたら、わたくしは即座に恋に落ちてしまうかもしれません。ああ、なんていう悲ひ劇げきでしょう。風変わりでないことが魅み力りよくとして感じられるようになってしまうなんて」

「待てよ」

　蜩はしかめた顔を作って、

「何を言ってんだ。だいたい何の話をしていたんだ？」

「何だっていいのです！」

　茉衣子はきりりとした目め尻じりを上げ気味にして蜩の言葉を封ふうじ込め、蜩は思わず気け圧おされて身体からだを引っ込めた。自治会長の忠告が思い出される。なるほど、今となればよく解わかるアドバイスだ。ペース配分を間違えたペースメイカーについていかなければならないマラソンランナーになったような気分を実感する。こいつらは天然で、しかもただ状況をとっちらかすために出てきたとしか思えない。

「ああもう、まったく。わたくし、大弱りです。なぜわたくしの周りには変態しか集合しないのでしょう？　ペドフィリアの人形フェチやふくれ面づらのトッチャンボウヤばかりなんて最悪です。頭悪すぎます！」

「この──」

　言い返そうとする蜩ひぐらしに、茉ま衣い子こは口を挟はさむ猶ゆう予よを与えない。

「ツラが少しはいいかと思ったら、決まって内面世界がブッチギリの常じよう識しき外れなのですわ。まとめて捨てたいくらいです。全員、ゴミ袋を被かぶって燃えるゴミの日に回収されなさい！」

「猫じゃねーんだからよ」

　ようやくそれだけの言葉を返し、蜩は宮みや野のへ言語的キャッチボールの相手を変えた。

「おい、この黒いねーちゃんは何でこんなに怒ってるんだ？」

「うむ、彼女は他ひ人とに身勝手な期待をしておいて、それが裏切られると逆にキレるという習性があるのだ」

「見た目キレイなのに、そりゃやっかいだな」

「わたくしがキレイなのは他人に言われるまでもなく充分に自覚しております。わたくしにとって美人、可愛かわいい、まるで妖精のようだ、キミって信じられないほど綺き麗れいだよ、などの言葉は褒ほめ言葉ではなく確固たる事実なのです」

　堪たまらず蜩は助けを求めた。

「そっちの白いの。なんなんだこの女は。熱中症にでもかかってるんじゃねえか？」

　邪じや教きようの信徒が彫った仏像みたいな笑えみで眺めている白い影かげ、宮野に問いかけると、

「熱中症というのなら、彼女は一年中熱に浮かされていることになるだろうが、安心したまえ！　茉衣子くんは冬場でもそんなんだ！　何もキミに限ってそのような態度でいるのではない。おまけの解説を付け加えるなら、彼女は二ヶ月ほど前に若じやつ干かんショッキングな体たい験けんをしてしまったので、以来ますます内面のささくれを増やしてしまった感がある。なに、気にすることはない。私が長期的視野に立って茉衣子くんを立派なマイフェアレディに育成してしんぜよう」

「いやです」

　一言のうちに茉衣子は拒否し、それから深い溜ため息いきを吐ついた。

「班長に育成されるくらいなら、ゾウリムシに弟子入りしたほうがマシですわ」

　どうも情じよう緒ちよの安定しない女だな、と蜩は思った。

　宮野は顎あごを反そらしてまだ言っている。

「茉衣子くん、キミの物言いはゾウリムシに失礼だぞ！　いいかね、この偉大なる単細胞生物は、なんと適度な環かん境きよう下では無限の寿命を誇るらしいのだぞ。言ってみれば不死だ。生化学的見地から見て、実に崇すう高こうな存在だとは思わないかね」

「その知ち識しきはどこの本からの孫引きでしょうか。ゾウリムシに失礼なら、大腸菌にしておきますわ」

「言うまでもないが大腸菌の存在無くしては我々は恒こう常じよう的な食生活を送ることができん。この知識は常識であると思ったが」

「でしたらトッケイゲッコウに」

「それもまたトッケイゲッコウにしてみれば不快な思いを禁じ得ないであろう。どうせならバシリスクにしておいたらどうかな？　上じよう手ずな水面みなもの走り方を教えてくれるかもしれん」

「ならば紹介状を書いてください。今すぐそのバシリスク氏のもとを訪れますわ。ところでその方は忍者か何かなんですの？」

「いや、爬は虫ちゆう類だ」

　このあたりで蜩ひぐらしの忍耐力は崩ほう壊かいした。

「いい加減にしろ！」

　蜩はベンチから立ち上がり、怒ど号ごうを第三ＥＭＰの刺し客かく二人に浴びせかけた。

「何なんだ、お前らは！　わけの解わからんことを喚わめき散らすのなら他ほかでやってくれ。あの枕まくら木ぎみたいに観かん客きやくを集めて、しろ。とっとと俺おれたちの前から消え失うせやがれ！」

「あなたこそお黙だまりなさい！」

　即座に逆ギレした茉ま衣い子こである。

　大きな黒こく檀たんのような瞳ひとみに攻こう撃げき的な輝かがやきを瞬またたかせ、茉衣子は蜩の顔へと指先を突きつけた。

「何かと問われれば、わたくしはこう答えます。わたくしは哀れな第三ＥＭＰの一員、このイカレトンチキ班長のお守もり役なのです。迷惑ったらありません。もう、課かせられた任にん務むなどどうでもよくなってきましたわ。だいたい真ま琴ことさんはあまりにも考えなしです。いいえ！　どうやらあなたたち第二ＥＭＰの偉い人たちもそうなのでありましょう。この分では第一ＥＭＰ首しゆ脳のう部ぶも似たり寄ったりです。それはさっきの人形使いさんやあなたがたを見ていれば解わかります。なんてくだらない！　こんなのはわたくしたちが出で張ばらなくともいいような事件なのですわ。仲なか嶋しま数かず花かさんには好きなようにさせておけばいいのです。どうにも面おも白しろくもないオチが待っていることに間違いはございません！」

　たじたじの蜩はすとんと元のベンチに腰を戻した。目の前にいる黒衣の美少女はどうにも取り付くしまがなく、何を言っても聞く耳を持たないようだった。実のところ、蜩は美人で居い丈たけ高だかな女に弱かった。

「まあ……なんだ。その……」

　どうしても歯切れが悪くなってしまう。

「俺おれだって好きでこうしてるわけじゃねえんだよ。これは命令を受けたからだし、受けたからにはそれなりの責任と……ええーと、そうだな、一応プライドだってあるのさ」

「役に立たないプライドなど、燃えないゴミの日にでも一いつ緒しよに出せばよいのです」

　茉ま衣い子こはそっぽを向き、横目で蜩ひぐらしを窺うかがって、蜩はその切れ長の瞳ひとみが繰くり出す妖あやしい光に心しん臓ぞうの鼓動が早まるのを自覚した。俺おれはいったい何をやってるんだ？

　一連の対話の間、喜き夛た高たか多た鹿じかは、ただただテニスの主しゆ審しんのように顔を左右に往復させて茉衣子と蜩を交互に見つめているのみだった。

「自己紹介をしておこうではないか！」

　前後の脈みやく絡らくなく宮みや野のが大声で提案し、勝手に喋しやべり始めた。

「私は宮みや野の秀しゆう策さく、第三ＥＭＰ生徒自治会保安部対たい魔ま班班長だ！　そしてこの光こう明みよう寺じ茉衣子くんは私の部下であり弟子であり被ひ保ほ護ご者だ！」

　何で突然自己紹介になるんだ、と蜩が憮ぶ然ぜんと無視を決め込もうとしていると、

「あたしは多鹿。こっちのは蜩くん」

　多鹿があっさり名前を明かし、宮野に微笑ほほえみかける。

「よろしくねー」

「おう、よろしくだとも！　よろしくついでだ、ここで情報交換といこう！」と宮野。

「うん、そうだよね」と多鹿が即答し、

「なんでだよ！」

　突っ込まざるを得なくなって蜩は相あい方かたの後頭部をはたいた。途と端たん、茉衣子のピリピリした必殺視し線せんを浴びて硬直する。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊きくが、仲なか嶋しま数かず花かが持つ重要性を第二ＥＭＰはどのように判断しておるのかね。なぜ我々は彼女を追わねばならぬのか。そして謎なぞのメールの送り主、〈インスペクタ〉とは何者か。答えてくれたまえ」

　単刀直入すぎる宮野の質問に、多鹿は素直に口を開き、

「えっと、数花ちゃんはね、きっと──もが」

　開いた口を蜩が押さえた。

「だから、ほいほいと情報を垂たれ流すなってんだ。解わかってんのか？　こいつらは俺たちの競きよう争そう相手だぞ。お前は勝つ気があるのか」

「もが、もが」と多鹿。

　蜩は宮野を睨ねめ付け、

「まずはてめえらの手持ち情報を晒さらしてもらおうじゃねえか。話はそれからだ」

「晒すべき情報など、私はまったく持っておらん！」

　白衣の胸が反そらされた。

「我が校の情報収集能力は日ひ比び木き会長があのような存在になって以来ガタ落ちであるからな！　いたしかたあるまい」

「しかたないで済む問題でしょうか、それは」

　物もの憂うげに茉ま衣い子こが呟つぶやいた。

「できることなら第一か第二に転校したくなってきましたわ。仲なか嶋しま数かず花かさんを首しゆ尾び良く捕ほ縛ばくしたら、わたくしも転出願いを提出してみようかしら」

「心にもないことを言うのではないぞ、茉衣子くん。キミが学園を去れば悲しむ人間はたくさんいる。それは前回のアレでよく解わかっているはずではないか。キミにも離はなれがたいと思う友人がいるだろう。言葉による偽いつわりは真実の思いを反転できはしないのだよ。思念は言葉に勝るのだからな！」

　宮みや野のは高らかに宣言して、再び蜩ひぐらしへと直面した。

「さあ、教えていただこう！」







　蜩は呆あきれているようだったが、茉衣子はとっくに呆れを通り越している。宮野の言動にいちいち呆れていては頭が保もたないのだ。最近になってようやくそれが理解できてきた茉衣子であり、高たか崎さき佳よし由ゆ季きなら「遅すぎるな」と肩をすくめるところである。

　茉衣子の目に映る第二ＥＭＰの二人は、夏休みの昼間に肩を寄せ合って歩いていたら、見かけたほうが微笑ほほえましくなってくるような普遍的なコンビだった。

　小学生のような少女は、無害な雰囲気を無邪気に振りまく愛らしい顔立ちをしていて茉衣子の心を温かくさせるし、もう一方の少年はややトンガリ気ぎ味みの世間ズレした表情が減点だが、茉ま衣い子こ的基準ではまあまあのルックスである。解わかりやすそうな性格をしていそうなので、そこは加点の対象となる。宮みや野のに対して明白に敵意を持っているところも、まともな反応と言えるので好ましい。それは普通のことだからだ。

「てめえらに教えることなんか何もねえよ」

　唇をへの字にする蜩を見つめながら茉衣子は考える。

　これはゲームのようなものではなかったのか。どこが勝とうが負けようが、たいして騒さわぐようなことでもない。茉衣子の考えでは、仲嶋数花がＥＭＰ能力者なのだとしてどこかのＥＭＰ学園に編へん入にゆうすることになるのであれば、第三以外のどちらかに行ったほうが彼女のためであるような気がする。茉衣子は他校の情勢に詳しいわけではないが、第一と第二は第三よりもっと落ち着いた学まなび舎やに違いない。少なくともそこには宮野がいない。それだけで充分に静かな学校である……。

　考えているうちに思考が別方向へとズレかかってきた。

　どうも乗り気になれませんわ。何のためにわたくしは、こんな暑い日の最さ中なかに班長をお供として歩き回らねばなりませんの？　目的の見えない行動に何の意味があるというのでしょう。

　いっそのこと、想念糸使いの人形マニアと、この二人にお任せして、わたくしたちは普通に観かん光こう旅行でもしていたらどうかしら。真ま琴ことさんもニヤリとするだけで文句を言うこともないでしょうし。

　茉ま衣い子こはまた深々と嘆息して、多た鹿じかの口を押さえている蜩ひぐらしと、そうされて目を笑った形にしている多鹿を眺めやり、

「仲がおよろしいのですわね」

　イヤミのつもりもなくコメントした。

　するとなぜか蜩が過か剰じよう反応し、ぱっと手を離はなすと茉衣子に泳ぐ視し線せんを向けながら、

「こいつはただの相棒で、あー。あーそうだ。俺おれが好きなのはこんなんじゃない」

「ひどいよう」

　多鹿は両手を目に当てて「しくしく」と言い始めた。もちろん泣いたフリである。

　宮みや野のも心得たようで、

「蜩くんとか言ったかね。キミぃ、このようなキューティフルな少女を泣かせるとは感心せんな。キミも男なら最後まで責任を取りたまえ」

「何の責任だ。俺はこいつに何らかの責任を負うだけのことをした覚えはないぜ」

「無責任な男はいつだってそのようにおっしゃるのですわ」

　茉衣子にワニのような目で見られ、蜩は大いに慌あわてる。

　まさしく蜩の好みのタイプは光こう明みよう寺じ茉衣子のような娘だった。彼は、居い丈たけ高だかでお嬢じよう様のような口調で話す、キッツい系のストレートな黒髪少女が弱点だったのである。蜩の人生において初めて出会った理想的少女、それが光明寺茉衣子だったのだ。

　幸いなことに茉衣子はそれに気付かない。蜩自身も気付いていないのかもしれない。彼はただ、不意に押し寄せた鼓動の高まりを己おのれの弱い部分が誘ゆう発はつしているのだと信じたフシがある。

　結果として、蜩は対抗してキレることにした。

「うるせえ！　んなこと言われる義理なんざチリメンジャコの中の子ダコほどもねえぜ！　お前ら早くどっかに行けよ！　ああくそ、てめえら。絶対負けねー。てめえらより早く標的を確保してやる。死んでもそうしてやるぞ！」

　多鹿が袖そでをくいくい引っ張るのを無視して、蜩は自らの能力を解放した。







　ふっ、と蜩の身体からだが霞かすんだように見えた。

　次の瞬しゆん間かん、予よ兆ちようもなく暴風が巻き起こり、茉衣子の髪が盛大にたなびいた。反射的にスカートの裾すそを押さえる。

「きゃ」

　渦巻く風が茉衣子の手から日ひ傘がさを奪い去った。吹き飛び、天高く舞まい上がった傘がくるくる回りながら宙を踊っている。

　まるで固体のような風だった。ついうっかり宮野の袖をつかまなければ、ひっくり返っていたかもしれない。

　しかし強烈な風は一いつ瞬しゆんで収まり、茉ま衣い子こはようやく周囲を見回す余裕を持った。遠くの地面で日ひ傘がさがころりと転がっている。

「あら？」

　目の前のベンチに座っているのは一人だけ、多た鹿じかが子供っぽい顔に子供っぽい笑えみを浮かべて缶ジュースを握りしめている。

　もう一人は？

「ここさ」

　蜩ひぐらしの声は背後から聞こえた。

　茉衣子は首を肩口へと向け、宮みや野のの真後ろに立っている蜩を見つけた。少しだけ息を荒げ、握った片手を宮野の首筋に当てている。握り拳こぶしから鈍にび色いろの細い棒が突き出て、尖とがった先端が頸けい動どう脈みやくに狙ねらいを定めている。

　茉衣子は眉まゆをひそめた。

　蜩の移動が見えなかった。突風に紛まぎれて動いたのか……？　いえ、違いますわね。わたくしが目を閉じたのは一秒もありませんでした。何の予備動作も助走もなく、気け配はいも残像も生じさせずにわたくしたちの背後に回り込むのは不可能です。一秒とかからず後ろを取り、なおかつ凶器らしきものを急所にあてがう時間もなかったはず。ならば。

「空間瞬しゆん間かん移動？」

　茉ま衣い子こが想起した解答を告つげ、それを否定したのは宮野だった。

「似たようなものかもしれんが、テレポートではないな。蜩くんとやら。キミは貴き重ちようで稀き少しような能力を持っているようだ。どちらかと言えばサイ系かな」

「分類なんかどうでもいいのさ」

　蜩は冷たく言った。

「第三ＥＭＰのボンクラ班長さんよ。解わかってるか？　俺おれがその気になりゃあ、こいつでてめえの首筋を一発ＫＯできるんだぜ。俺としては負けを認めて尻尾しつぽを巻いて欲しいところだ。そのニヤニヤ面づらを二度と見たくねえ」

　宮野は動じていないようだった。茉衣子に向かって首をねじ曲げ、

「いいかな？　彼の移動プロセスが理解できたかね。もちろん瞬間的に空間を跳ちよう躍やくしたわけではない。彼の動きはあくまでアナログだ。消えて、また出現したわけではないのだよ。この蜩氏は、普通に歩いて私のバックに回り、時間に余裕を持って、むしろ丁てい寧ねいにこの鉄凶器を私に突きつけることができたのだよ。その理屈がキミには解るかな？」

　宮野に教官もどきなことを言われるのは業ごう腹はらだが、茉衣子は考えてみた。

「まさか時間停止ですか？」

「不正解だ、茉衣子くん。だが空間跳躍よりはそちらのほうが実態に近い。いやむしろ彼の主しゆ観かんに近い。瞬しゆん間かん移動は我々が観かん測そくした結果に過ぎないのだ。彼にとっては、これは一瞬の出で来き事ごとではない。我々の時間は通常営業を続けている」

「おい」

「時間自体は止まりも動きもしていない。動いているのはいつも我々の側だ。過去も未来もないと言っていい。茉ま衣い子こくん、キミはあの〈年表干渉者インターセプタ〉を覚えておるか？　彼女はだから、我々とは違う世界の住人なのだ。彼女の世界は、時間が確固たる物質として存在するのだろう。こちら側とはルールが違う」

「……おい」

「たとえばビデオテープを考えてみよう。便べん宜ぎ的に二時間テープとして、二時間分の映像がそこに録ろく画がされているとしよう。さらに、そのテープには我々の姿が最初から終わりまで撮さつ影えいされているとしよう」

「……おい」

「どの時点でもいいので任意の箇所を選えらんで再生を開始する。我々の姿はモニタなりスクリーンに映し出されることになるだろう。仮にそれを我々が通常に感じている時間の流れだとする。そこでリモコンのボタンを押すなりして、早送りをしてみるとどうだ。画面の中の我々は数倍速で動き出す」

「今どき録画媒ばい体たいにビデオテープもないのでは」と茉衣子。

「おい！」と蜩ひぐらし。

「しかし数倍の速度で動いているのは実は我々ではない。画面内部での我々は、常に同じ時間の流れの中にいる。その場合、高速移動をしているように見えるという観測結果は、実は観測者側が見ている虚像なのだ。錯さつ覚かくにすぎない」

「それはどちらか一方に視点を固定した場合での話でしょう」

　茉衣子はつまらなそうに言う。

「その画面の中にいるわたくしたちが、もしモニタ越しにその観測者さんを見ることができたなら、画面の外側の時間がゆっくりになっているように見えるでしょう。ですが、時間そのものを一方的に早くしたり遅くしたりはできるとは思えません。班長は早回しと言いましたが、それでは巻き戻しだって可能なはずです。時間は逆回転したりしませんわ」

「無論だ。かの〈年表干渉者インターセプタ〉にも不可能だろう。少なくとも我々のこの世界の時間自体を弄いじくることはできはしまい。だから彼女は回りくどい形でしか登場しないのだよ。私が思うに──」

「もういいってんだ！」

　と蜩は叫んだ。

「そっちの女もだ！　こいつが首筋かっ切られてくたばってもいいのか？」

　答えなければならないのかしら、と茉衣子は内心の溜ため息いきを押し隠かくして、

「班長がくたばるのはわたくしにとって全然かまわない事態ですけれども、かっ切るのはごめんですわね。その位置からだと、わたくしにも血ち飛沫しぶきが降りかかりそうです。わたくしの衣服が班長のドス黒い血液に汚されるのはごめんこうむります」

　くすくす、と笑い声をあげたのは多た鹿じかだった。

　多た幸こう症かと思うほど晴れやかに笑っているその少女は、

「蜩ひぐらしくーん、もうやめときなよう。この人たちを相手にしても疲れるだけだって、ウチとこの会長も言ってたじゃないのさあ。みんなで仲良くしてよーよ。ねえ、ね？」

「お前の指さし図ずは受けねえ」

　ムキになる蜩である。しかしこの期ごに及んでも宮みや野のはニヤニヤ笑いを収おさめない。

「私を殺すのかね」

「仮死程度に殺してやろうか？」

「遠えん慮りよする。私の睡眠は充分足りておるからな」

「じゃあ、しばらくのあいだ眠っておいてもらうぜ。本気で血管ぶち抜くつもりはなかったが、こうなりゃ一発失神くらいのツボをつかせてもらうさ」

　手首を返す。順じゆん手て方向の拳こぶしから飛び出しているのは凶器の尻しり、先の丸くなっている部分だ。蜩の拳げん骨こつに隠かくれて見えない部分も合わせて、全長十五センチほどの鉄製の鉛筆のようなものである。

「これは点てん穴けつ針しんと言うんだ。感かん謝しやするんだな。本当はグサリとやってるところだぞ」

　蜩ひぐらしに生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握られているというのに、宮みや野のは解答用紙を集めるように言う試し験けん官かんのような顔を茉ま衣い子こに向けていた。そして、

「どうだね。彼が移動した仕組みがもう解わかったかな？」

「おかげさまで」

　茉衣子は不本意にもうなずかされた。

「蜩さんは代たい謝しや加速能力者です。スピードアップするのは彼の主しゆ観かん時間なのですわね。わたくしたちの時間とは無関係に、彼の時間だけが早く流れるわけですわ。我々が瞬しゆん間かん移動かと思えるほど早く」

「その通り」

　宮野は満足そうだった。

「キミの洞察力も日々レベルアップを遂とげているようではないか。これは私に師し事じしているゆえんではないだろうか。うむ、私の教え方は間違っていないようだな！」

「わたくしが班長に教えを請こうたのは、わたくしが班長と出会ってごくごく初期の時代に限定されますわ。それ以来、班長はずっーと反面教師であり続けております」

「いいことだ。何はともあれ、私がキミの師し匠しようであるのは間違いないことだからな！」

「……てめえら」

　いい加減、蜩ひぐらしの声はかすれ気ぎ味みだった。

「もうすっかり手加減をする気が消え失うせたぜ。ガツンといかせてもらうから心の準備をしやがれ。そっちの女は……、まあ、いい。だが、てめえはここで一時退場だ。次にてめえが目覚めるのは救急病院のベッドの上だ」

「やってみたまえ」

　宮みや野のの声には揶や揄ゆの響ひびきが入り交じっている。

　いつだってそうなのですけど、と茉ま衣い子こは考え、目だけを動かして多た鹿じかのほうを見た。多鹿も茉衣子を見返して、片目を閉じて微笑ほほえむ。

　どうやら第二ＥＭＰの派は遣けんコンビは、この少女のほうが主しゆ導どう権けんを握っているようだ。蜩氏は相あい方かたの掌てのひらで転がされているだけなのだろう。いつか、わたくしも年下の元気で直ちよく情じよう径けい行こうな男子生徒を意のままに操あやつってみたいものです。

　のどかに慨がい嘆たんしているうちに、蜩の殺さつ気きは茉衣子にすら感じ取れるまでに膨ふくれあがっていた。本気で宮野に殺意を感じているらしい。危険な兆候であったが、茉衣子は心配しない。

　一つには、宮野がここで死ぬようなことがあっても自分は心を乱したりはしない自信があること、二つには、宮野は誰だれにも倒されたりはしないという絶対的な確信が茉衣子の精神に刻まれているからだった。それは地上から風か邪ぜの症状を撲ぼく滅めつするよりも困難なことだろう。

　実際、そうなった。







「ちくしょう！」

　蜩は喚わめいた。

「てめえ！　何をしやがった!?」

　先ほどから誰も動いてはいない。最後に動いたのは蜩だ。その蜩も宮野の首に点てん穴けつ針しんを当てたままの恰かつ好こうで、ポーズボタンを押されたように硬直していた。

　それ以上、動くこともなく。

「積極的には何もしておらんな」と宮野は振り返り、嘲ちよう弄ろうするような笑えみを蜩に投げかける。「キミが勝手に入ってきたのだよ、私の呪圏スペルバウンドにな！　この法ほう円えんを踏んだ者は何であろうと私の意のままになる。今回の例で言えば、つまり首から下を動かすことはかなわぬ。噓うそだと思うなら、ほら、どうとでも動いてみるがよい」

　宮野を中心に半径一メートル。昏くらい闇やみで描かれたブラックライトの同心円。地面から滲しみ出したような黒い文もん様ようの中に蜩は踏み込んでいた。

「くそ！　このブラックアーティストめ！」

　事前に情報をもたらされていたはずだった。第三ＥＭＰの宮野秀しゆう策さくが妖あやしげな魔ま術じゆつ師であることは、蜩と多鹿も知っていた。蜩が怒りにまかせて忘れてしまっただけの話だ。

　蜩ひぐらしは渾こん身しんの力を込めて腕を突き動かそうとするが、指先一つ動かすことができない。自分が死し地ちに足を踏み入れたことを、彼は知った。

　宮みや野のは白衣を翻ひるがえし、片手を振り上げる彫ちよう像ぞうとなった刺し客かくを高みから見下ろして、

「さてはて、蜩氏とやら。私はこれでも慈じ悲ひ深い男だ。これまでのことをすべて水に流してしまえるくらいには寛大なのだ。情報交換に応じる気分に、少しはなったであろうか」

「うるせえ！」

　あくまで毒づく蜩である。

「交換するような情報をてめえら持ってんのか？　ええ？　第三ＥＭＰがマヌケ揃ぞろいってのは本当だな。てめえらみたいなのを送ってよこすんだからよ、頭が焦こげている連中ばっかりなんだろうよ。何かを教えてほしいんであれば、そっちから役立ち情報を提示しやがれってんだ」

「申しわけのないことだな」

　ちっとも申しわけなさそうでなく、宮野は言い放った。

「我々は何も知らぬ。よって提示できるような情報は何もない。等価交換が不能というのなら、無理にでも聞き出してみせるぞ。ここは私の勢力範はん囲いだ。したくはないが、キミにどのような責め苦を負わせることだってできるのだ。墜おちるのはどこがいいかね？　九大地獄のいずれがよいか、せめてそのくらいはキミに選えらばせてやろうではないか」

「多た鹿じか！」と蜩は叫んだ。
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「何とかしろ！」

　笑えみを形作ったまま、多た鹿じかは小首を傾かしげた。

「えー？」

　ぱっちりした目をふらつかせ、

「あたしがするのう？」

「お前しかいないじゃねえか。黒くろ魔ま術じゆつ野郎をぶちのめせ！」

「わかった」

　うなずいた多鹿は、置いていた缶ジュースを持ち上げて、こくこく喉のどを鳴らしながら中身を全部飲み干ほした。

「ぷは」

　十秒ほどかけて空になった缶を振りかぶる。

「えいっ」

　放った。

「よっ」

　片手を伸ばして指鉄砲を作る。

「跂き踵しよう！」

　山やま高だかな放ほう物ぶつ線せんを描いて落ちていくアルミ缶に、多鹿の指先から藍あい色の光が飛んだ。光こう弾だんが着弾する。

　次の瞬しゆん間かん、元はジュースの空き缶だった物体が光に包まれてぐにゃりと変形、重力に引かれて落ちていくばかりだったそれは、まるで本来の使命を思い出したかのように空中に舞まい戻った。

　それは鳥の形をしていた。いびつな、古代の伝承の中にしかいない鳥類。一いつ見けんすれば、フクロウに見えなくもない。だが長い一本の尾を持ち、そして足もまた一本であった。

　山せん海がい経きよう中山の十の巻まきに曰いわく、国に疫えき病びようをもたらすという非ひ在ざいの鳥。

　赤しやく銅どう色に輝かがやいた異い形ぎようの怪鳥は、金属質の鳴き声を甲かん高だかく上げるといったん上空を旋せん回かいした後、まっしぐらに宮みや野のを目指して降下していく。

「班長！」

　今度は茉ま衣い子こが叫んだ。

　べつに宮野の身を案じたわけではない。

「わたくしも動けないのです！　なんとかしてください！」

　茉衣子の足も宮野の法ほう円えんのうちにあった。何なん人ぴとであろうと宮野の法術内では身体的硬化を免まぬかれない。それは茉衣子も同様、蜩ひぐらしと共に生ける彫ちよう像ぞうとなっていた。

「班長は敵味方の識しき別べつもできないのですか！　なんてアナログな！」

　空対地ミサイルのように落ちてくる〈跂踵〉なる妖よう物ぶつに、このままでは茉衣子も抵抗するすべがない。班長はともかく、このままではわたくしの身に危機が迫ります！

「なるほど、山せん海がい経きようをアンチョコにした想念憑ひよう依い具現化能力か。イメージしやすく、また実用的なＥＭＰ能力だな。知っているかな茉ま衣い子こくん。我が校にも中ちゆう国ごく道どう教きようを元ネタにした能力者はけっこう多いのだぞ。対たい魔ま班にも一人いたな。もっとも彼女は符術使いであったが、」

「ゴタクはけっこうです！」

　茉衣子は自分の身体からだの自由を求めていた。宮みや野のによって身体を雁がんじ搦がらめにされるのは、本日二度目だ。それも続けざま。あんまりですわ！

　妖よう鳥ちようが翼つばさを広げて滑かつ空くう体勢、一いつ直ちよく線せんに茉衣子を狙ねらっている。一本足のかぎ爪づめは見るからに鋭するどそうだ。白はく皙せきの美少女の顔に消えない傷を負わせるくらい、そいつにとって実に簡かん単たんなことではないかと思える。

「やむを得んな」

　宮野は未いまだ硬化中の蜩ひぐらしの前を横切り、茉衣子のくびれた腰を抱えた。ひょいと持ち上げる。

「！」

　妖鳥が突っ込んでくるのと、宮野が茉衣子を抱えたまま法ほう円えんから飛び退のくのはほぼ同時だった。

　だが宮野による直径二メートルの闇やみ色のマジカルサークルは消えずに効力を保っている。取り残されているのは蜩だ。

「うおっ！　多た鹿じか、やめろ！」

　翼つばさを広げた〈跂き踵しよう〉が突っ込んでくるのを見て、蜩が制止の声を振り絞る。

「はあい」

　多鹿は素直に指鉄砲を解除、光る鳥も異常な形態から元のよりしろ、アルミ缶へと瞬しゆん時じに変転した。

　かつん。

　額ひたいに空き缶を当てられ、蜩は低く呻うめく。からころと地面に転がる凹くぼんだアルミ缶。妖力を失い、ただのリサイクルゴミとなった現世的な物体へと戻っている。

　黒い光をまとった魔法円だけが、いまだに枷かせとなって蜩を拘こう束そくしていた。

「はっはっはっ。うろんな格かつ好こうだな！　気にせんでもいい、私がそこから出た以上、効果持続時間は五分程度と言ったところだ。しばらくパントマイマーの気分を存分に味わうがよかろう。なんなら、」

　宮野は足元に転がってきた空き缶を蜩の前に置き、

「観かん客きやくを集めてジャラ銭を投げ入れてもらってはどうかね。客寄せくらいなら私が買って出てやるぞ！」

「ふざけるな殺すぞこの言ごん語ご道どう断だん野郎！　さっさとこいつを解け！」

　片手を上げた状態でストップモーションさせられている蜩から、宮野はついと多鹿へと目をやった。

「彼はこのように言っておるが、キミはどうであろう。ダーツの的にするなら今のうちだぞ」

「うーん、どうしようかなあ」

　多た鹿じかはにっこりと悩ましそうな仕し草ぐさをし、

「蜩ひぐらしくんにはいつもいじめられているからなあ、仕返ししちゃおうかなあ？」

　バカ、よせ、と言いつのる蜩に、

「噓うそだよ。そんなことしないよ。大切なトモダチだからね」

「麗うるわしき友愛の精神だな。聞いたかね茉ま衣い子こくん、彼女のこの優ゆう美びな心は宇宙をあまねく覆おおいつくして全銀河に平和と協調をもたらすだろう広大さだ。多鹿くんとやら、キミの皮ひ膚ふの欠片かけらを後で分け与えてくれたまえ。クローン培養して茉衣子くんに植え付けてやろうかと私はたったいま考えた」

「そんなことを考えないで！」

　宮みや野のの腕に抱えられ、手足をバタつかせながら茉衣子は叫ぶ。

「それからわたくしをさっさと降ろしなさい放しなさいこのニヤケ魔ま神じん！」

　くっつかれるのは一日に一回でも充分なのに早くも二度目だ。なぜわたくしはこんな目にいつもいつもいつも遭うのでしょう。カマキリの腹部にいるハリガネムシのように、班長はいつだってわたくしの心身を愚ぐ弄ろうするのですわ。

　茉衣子の身体からだをやすやすと持ち上げていた宮野は、名残なごり惜おしそうな顔をするわけでもなく囚とらわれの少女を解放した。地面に足をつけた茉衣子は素早く飛び退のき、乱れまくった長い髪に手を当てる。手て櫛ぐしですきつつ、

「班長、日ひ傘がさを取ってきてください。せめてそのくらいの役には立って欲しいものですわ」

「私は運動不足の犬ではないぞ。取ってこいと言われて振るような尻尾しつぽは私にはないのだ」

「そうですか」

　はなから期待などしていない。茉衣子は自分の長髪の先を見つめながら、身を翻ひるがえした。この場から一人で立ち去りたい気分だった。なんせ周囲にいるのは、白衣の畜ちく生しよう男とマヌケな喚わめく人間オブジェ、それに奇怪なオリエンタル少女ソーサラーだ。当初の目的を見失って小こ競ぜり合いに興きようじる一団とは距きよ離りを置いておきたいと思う。

　そうして茉衣子が安物のパラボラのように腹を見せている傘へと一歩を踏み出した時──。

　携帯電話の飾り気のない着信音が鳴り出した。

「あれれん？」

　小さなショルダーバッグを搔かき回したのは多鹿だった。ベンチに座ったまま一歩も動くことのなかった多鹿は、ピンク色の小型携帯を取り出して画面表示をじっと見た。

「蜩くーん、会長さんからだよ。どうする？」

「出ろ」

　疲れた声で蜩ひぐらしはぼそりと言う。首から下はまだ硬化中。

「俺おれに訊きかなくても解わかるだろそんくらい。何か用があんだろーよ」

「ふわぁい」

　多た鹿じかは嬉うれしそうに通話ボタンを押す。

　再び着信音が響ひびいた。

「え？」

　びっくり目で携帯電話を見つめる多鹿。小さな液晶画面をじっくりと確認し、おっかなびっくり耳に当てる。その様よう子すを見ながら茉ま衣い子こは言った。

「班長」

「ああ、わかっておるとも」

　宮みや野のは尊大なそぶりで茉衣子にうなずき、白衣のポケットに手を突っ込んだ。

　第二の着信音は、そこから響いていた。

「わたくしが受けたまわります」

　とっさに茉衣子は携帯電話を奪い取り、電話機に囁ささやきかけた。

「わたくしです」

　明らかな作り声が次のように言った。

『こちらは内閣調査室です。あなたは光こう明みよう寺じ茉衣子さんですね。これからいくつかの質問をあなたにするので正確に答えてください。では第一問、あなたは人ひと気けのない道を歩いています。どんどん歩いていくと大きな道に出ました。車は一台も通っていませんが信号はあります。あなたが渡ろうとしている横断歩道の信号は赤です。でも周囲に誰だれもいないし、車の影かげすら見あたりません』

「真ま琴ことさん」と茉衣子は呼びかけた。

『ですがあなたはあらゆる規律を守らなければならないと信じています。誰も見てないからと言って、赤信号を無視することはあなたの心に違反することなのです』

　真琴の声は続けられた。

『道路の向かい側は川になっています。わりかし深い川なのです。ふと見ると、川で誰かが溺おぼれています。子供のようです。あと五分もすれば溺でき死しは確実です。しかし信号はあと五分経たたないと青になりません』

「真琴さん！」

『信号無視と救護義務違反、あなたはどちらが重罪だと思いますか？』

「後者です。それはいいのですわ、真琴さん。用件をお話しください」

『でも駆かけ寄ってみれば、その子供はにっくき宮野の過去の姿でした。溺れ死ぬのを座視するだけで、茉衣子ちゃんは将来の自分を救うことになるのです。それでも茉衣子ちゃんは宮野を助ける？　言っとくけど他ほかに目もく撃げき者はいないってわけ。どう？』

　茉ま衣い子こはキッパリと答えた。

「たとえそれが班長の昔の姿なのだとしても、わたくしは救助に赴おもむきますわ。なぜならわたくしにとっての班長の罪は、わたくしと出会ってから発生しているものなのです。過去の班長には罪はありません。今の班長が溺おぼれていたなら、わたくしは事切れるまで信号待ちをしていることでありましょうけど」

　電話の向こうで真ま琴ことはケラケラと笑い、

『さすが茉ま衣い子こちゃん。言い逃のがれがお上じよう手ずだこと。実はさあ、それさっき昼寝してたときに見た夢なのよね。溺れてたのはユキちゃんだったんだけどさ、夢の中であたしは赤信号と人命救助を秤はかりに掛けて真剣に悩んじゃってたりしたのよ。どういう夢判断ができっかとか思ってさあ。ところで第二問もいっとく？』

「けっこうです。用件をどうぞ」

『あっそ。じゃあ簡かん単たんに言うわよ』

　真琴は告つげた。

『仲なか嶋しま数かず花かちゃんにくっついてるＥＭＰマーカーが反応したわ。今すぐ移動してちょうだい。またちょっと遠くまで行っちゃってるわよん』













○三章







　わたしは随ずい分ぶん違った場所に来てしまったようだ。

　自分自身の世界を探すつもりだったのに、これではどんどん離はなれていくばかりだ。

　もはや自宅にも戻れない。戻ろうとしても無む駄だだった。何度か試してはみたが、あの眩暈めまいが来るたびにわたしは違う世界にいる自分を見る。見えない手に動かされているように、わたしは地上を彷徨さまよっている。そこに自分の意思はないのだ。

　わたしは自分を見失っている。

　なにもかも皆、違ってしまったようだった。たとえようのない恐怖がわたしを襲おそった。間違っているのはわたしのほうなのだろうか。わたしは狂っただけなのだろうか。

　震ふるえる手でわたしは携帯電話を取り出した。家を出てから切っていた電源をオンにする。真っ暗な画面が光を取り戻し、わたしはその光を羨うらやましく思った。

　スイッチ一つで世界を取り戻すことができればいいのに。

　通話先に選えらんだのは七なな海みの携帯電話だった。わたしの大切な弟。両親の声を聞く勇気はなかった。七なな海みなら、わたしのことを解わかってくれるに違いない。

　コール音を聞くまでもなかった。すぐに声が聞こえる。

『姉さん？』

　相手の声はそう言った。

　わたしは凍り付く。

『もしもし、姉さんでしょ？』

　通話先の画面にはわたしの名と番号が出ていたはずだ。なのに。

　身体からだが麻ま痺ひしたようだった。声を出すことができない。自分が呼吸しているのかも怪あやしいことだった。わたしは震ふるえることしかできない。

『ちょっと！　何か言ってよ！』

　肺の中から酸さん素そが失うせたようだ。わたしは喘あえぎ、息を吸うことで声を取り戻した。

「……あなたは」

『ねえ！　今どこにいるの？　さんざん心配したんだよ？　姉さんさあ、いくら夏休みだからって、何も言わずに一人旅はよくないよ。どこからかけてんの？』

　耳につんざく声を聞きながら、わたしは全身の勇気をかき集めて言った。

「あなたは誰だれ？」

『ええ？　姉さん、何言ってんの？　自分からかけておいて誰はないでしょ？　こちらは七海です。な・な・み』

「噓うそだわ」

　目の前が暗くなっている。頭の血が急降下しているからだろう。倒れてしまおうかとわたしは考える。次に目覚めたわたしはどこにいることだろう。

「あなたは七海じゃない」

　それだけは言えた。

『姉さん？　それどう──』

　切った。

　電源をオフにした。これ以上その声を聞いていたら、わたしは本当に意い識しきを失っていただろう。聞きたかった声はこれではなかった。わたしが聞きたかったのは七海の声だ。

　七海はわたしの唯ただ一人の弟だった。

　だが、電話に出た声は明白に女のものだった。

　わたしに妹はいない。

　いないはずだ。

「誰なの……？」

　そして眩暈めまいが来た。







　仲なか嶋しま数かず花か♯46は雑踏の中を歩いていた。

　時間帯は会社終わりの勤つとめ人にんたちが、所属する建物から這はい出して寝床へと向かっているような時刻である。まだ陽ひは高く、ビル群の彼方かなたに黄こ金がね色の夕焼けが強く雲を彩色していた。

「ここはどこよ？」

　数花♯46は苛いら立だっていた。

　彼女が不意の立ちくらみと眩暈めまいから立ち直ってみると、いつしか長い横断歩道の真ん中に立っていた。腕時計を見てみると、その前に時間を確認してから五分と経たっていない。点滅している青信号を視界の片隅に映しながら数花♯46は小走りで道路を渡りきり、あらためて振り返ってみた。

　そして自分が行こうとしていたのとは、まったく別の都市に来ているのを知った。

　ここは日本の首都だ。

　幹かん線せん道路沿いに立っている看板が、知っている地名を表示している。

「なんだってあたしはこんな所にいるわけ？」

　肩にぶら下がる鞄かばんがやたらに重い。自分が家を出る際に持ち出したのは、最小限の荷物に留とどめたはずだったのに、どうしてこんなに重量があるのか。

　おまけに鞄の種類までが違っている。この嵩かさ張ばるボストンバッグは何だろう。あたしが持っていたのはもっと小さな……。

　数花♯46は髪を振り払い、疑問を脳から追いやった。

　鞄程度ではもう驚おどろきはしない。家出して数日、いやそれ以前からときどき意い識しきが欠けるのと、我に返ってから自分の荷物や着ている衣服が違っていることなど、すでに数限りなく起こっていることだ。今の自分は髪型まで違う。こんなに長く伸ばしていたはずはないのに。

　ただ、その度たびに違う場所にいることには苛立ちを押さえきれない。

「もう、これじゃあ、いつまでたっても着かないじゃないの」

　数花♯46が家を出たのは、ここではない自分の居場所を探すためだ。あの家が自分の属するものではないという強きよう迫はく観かん念ねんに押されるようにして、この旅に出たはず。彼女はいちおうの目的地を設定していた。それは幼少の頃ころ、一度だけ訪れたことのある田舎いなかの風景だ。遠い親しん戚せきの家に向かう途と中ちゆうで下車した駅から広がる田園地帯。見渡す限りの稲いな穂ほの地平は、幼い数花♯46に強い印象を与え、決して忘れ得ないイメージとして今でも心の奥に仕し舞まわれている。一度だけしか見ていないにもかかわらず、あるいはだからこそ、その光景は数花♯46の内でまだ美しい風景を保ち続けていた。

　あそこへ行くことができれば、自分の内部にあるモヤモヤを吹き払い、何日も感じ続けている世界からの隔絶感をどうにかできるのではないかと彼女は考えていた。

「他ほかのあたしは何を考えているの？　行こうとしている場所が違うの？」

　一人呟つぶやいて、数かず花か♯46は財布の厚みを確認する。

　まだお金は保もつ。余裕であの駅まで行けるだろう。他ほかにもいるらしい、余分な自分が邪じや魔まさえしなければ。

「望み薄うすだけどね」

　数花♯46は諦てい観かんの息を吐く。今まで何度も試したことだ。この数日間、その都つ度どすべては無む駄だに終わっていた。

「まあ、諦あきらめる気もないけどさ」

　彼女は人通りを避さけるように道の端はしにしゃがみこみ、鞄かばんを開いた。見覚えのない衣類の底を引っかき回し、筆記用具を探す。

「ちぇっ」

　前回の数花は荷物にメモ帳とボールペンを含めていなかったようだ。伝言を記しるせそうなものは何もない。

　立ち上がった数花♯46は、通りのどこかに文具店がないかと探して左右を見回した。







「私ならどうにかして信号を青にするな。そして横断歩道を悠ゆう々ゆうと渡り、その子供を余よ裕ゆう綽しやく々しやくで助けることだろう」

「そうですか」

　茉ま衣い子こは横を向き、硝子ガラスに写る自分の影かげを見つめた。影の向こうには傾きかけた夏の太陽があり、彼女を追いかけるようについてくる。窓の外を流れ続ける風景は、来る途と中ちゆうに見たものと同じものだ。それが逆回しになっているだけの違い。

　茉衣子と宮みや野のは再び列車の客となっていた。もと来た道を戻っている。真ま琴ことが電話で述べた地名は第三ＥＭＰへの復路をさらに延長して、この列車の終着駅まで行かねばならない場所にある。

　向かい合わせの席には宮野がいて、車内販売の冷凍ミカンをガリガリ囓かじっており、その宮野の横には蜩ひぐらし少年がガツガツ音を立てながらミックスフライ弁当を喰くっていた。さらに蜩の向かい、つまり茉衣子の隣となりでは多た鹿じかが頭を茉衣子の肩に乗せてくうくう寝息を立てている。

「……ふ」

　道連れにもほどがありますわ。

　自分の真っ直すぐな髪にかかる多鹿のふかふかした髪質を品定めしつつ、茉衣子は息を吐いて目を閉じた。

　真琴からの通話を終えたとき、蜩の硬直状態もタイムアップして解除された。その後、彼が再戦を挑いどまなかったのは、多鹿の携帯電話を鳴らした主、第二ＥＭＰ自治会長の語った内容が真琴のものとまったく同一だったからだ。

　つまり蜩ひぐらしと多た鹿じかも大急ぎで列車に飛び乗る必要があったわけである。

　駅まで二校対抗徒と競きよう走そうをおこなった結果、両者はほぼ同時に列車の指定席を確保した。たまたま当とう該がい地区に赴おもむくための最短の特急には自由席がなかった。さらなる偶然の結果として、四人は前後左右の席に着くことになり呉ご越えつ同どう舟しゆうという四文字熟じゆく語ごを現在身をもって体たい験けんしているところなのである。緊きん張ちよう感皆かい無むの一時停戦状態ではあったが。

「まあ、よくお食べになること」

　茉ま衣い子こが言ったのは蜩の喰くいっぷりについてであった。

　さもあろう、蜩は列車が走り出す前から大量の食料を買い求め、まだいくばくも進んでいないと言うのに何個もの駅売り弁当を空からにしていた。冷凍ミカンを皮ごと喰っている宮みや野のが可愛かわいらしく思えるほどだ。

「アレをやると腹が減るんだよ」

　蜩は箸を休めずに応対した。

「いったん加速状態に入ると俺おれは通常の三十倍で腹が減る。だから喰う必要があるんだ。なんか文句でもあんのか、ええ？」

　喧けん嘩か腰ごしの返答に、茉衣子は冷れい徹てつな視し線せんを向けた。

「何一つとして文句はございません。わたくしはただ、非常に効率の悪い身体からだをしているのですわねと感じているだけですわ。忠告しておきますが、その能力は寿命を縮ちぢめますわよ。たとえ三十倍速で代たい謝しや速度を速めるのがそうそうあることではないとは言え、それだけあなたはわたくしたちの時間から、能力を行使すればするほど年ねん輪りんを重ねると言うことなのですから。恒こう常じよう的に使用するわけにはいきませんわね。老化が早まります。しかも魔ま術じゆつ系ＥＭＰ能力者への対抗能力はないようですし、あなたの売りはハイスピードなだけですか？　ああ、それでこちらの可愛い彼女がパートナーにいるのですわね。よいコンビです。バランスが取れています。あなたがたは絶妙のリレーションシップを講こうじているわけですわ」

「俺は別にそいつが好きなわけじゃねえぞ」

「好き嫌いの問題ではありません。適てき材ざい適てき所しよなのです。わたくしだって、この白衣の害悪人間と好んでバディシステムを結んでいるのではないのですから。これは単なる都合です」

「誰だれの都合だよ」

　蜩の何の気のない相あいづちは、宮野の口を開かせた。

「もちろん、何者かの都合なのだよ！」

　冷凍ミカンを放り出し、白衣の袖そでを振り回す対魔班班長だった。

「茉衣子くん、蜩くん。聞きたまえ」

「演説なら余よ所そでやってくれませんかしら。わたくしはそろそろお眠ねむの時間です」

　茉衣子のイヤそうな顔を見つつ、宮野は声を張り上げた。

「この世に存在するすべての人間は二種類に分けられる。何だか解わかるかね？」

「男と女」

　ぶっきらぼうに蜩ひぐらしが答える。横に座る宮みや野のに視し線せんを向けることなく、分厚いカツサンドを咀そ嚼しやくする合間の返答だった。

　宮野はニカリとして、

「不可だ。男と女にたいした違いはなく、私はそのような生物学上の分類などよしとはしない。身体的な差違など無む問もん題だいだ」

「資本家と労働者」

　茉ま衣い子こもぶっきらぼうに答えた。無視していればいいのに、つい応答してしまうのは茉衣子の無む意い識しきのなせるわざだろうか。

「賃金格差の問題でもないのだ。しかし、やや近いかもしれぬな」

「支配階級と奴ど隷れい階級」

　蜩が再挑戦し、宮野は再度首を振った。

「似たようなものかもしれんが、二つの間にそれほどはっきりした区別感覚はない。支配したりされたりするような関係性でもないのだ」

　そう言って宮野は禅ぜん問もん答どうに飽あきたのだろう、あっさりと解答を告つげた。

「誰だれかを操あやつっている人間と、誰かに操られている人間だ」

　茉衣子は自分の両腕の裏表を確認し、

「わたくしの手首にはどんな糸もかかっていないようですが」

「糸などいらん」

「精神操そう作さですか？」

「そんなものすら、いらん」

「では何です？」

「操り主の意思は、我々には偶然として認にん識しきされる」

　宮野は唇の端はしをつりあげて、

「言うならば我々は列車で、レールを敷ふ設せつするのが操り主だ。我々は知らず知らずのうちに、決まった進路の上を走らされているのだ」

　茉衣子は鼻を鳴らした。

　また無意味で上うわっ面つらだけの哲学論争でも始めるつもりか。観かん念ねん的なウワゴトを撒まき散らし、人を煙けむに巻くだけの論陣を茉衣子は好きではなかった。

「そのレールを敷しいたのは誰です？　神様か何かですか？　でしたらその神様をわたくしの目の前に連れてきてください。訊ききたいことがたくさんあります。手始めにわたくしの前世がどんな悪女だったのかを知りたいと思います」

　空になったサンドイッチの容器を握りつぶしながら、蜩が何言ってんだという顔をして、宮野は茉衣子に微笑ほほえんだ。

「それは違うな。神なんぞではないのだ。少なくともキミのイメージするような、全知全能の造物主には当てはまらない。神などいてもいなくてもそれほど違いはない。いいかね、世界を創造することと、世界内の人間を操あやつることは別の手のなせる技だ。後者には明確な人じん智ちが関かかわっておる」

「なぜ解わかる？」これは蜩ひぐらしが訊きいた。「そうだな……。俺おれがぶらぶら散歩してて、分かれ道に出くわしたとしてだな、なんせぶらぶら歩きだから左右どっちの道に進んでもいいと思ってて、そいで左右どっちの道を選せん択たくするのかなんて、そん時の俺の気分しだいだろ。それでも俺はレールの上を歩いてるっていうのか？」

「そうだ。キミがどちらの道でそぞろ歩きを楽しもうが関係ない。キミは必ず一方の道を選択し、同時に二つの道を歩くことが出来ないからだ。結果として、キミはレールの上を歩くことになる」

「なんでだよ。その場合はレールは二つに分ぶん岐きするんじゃないのか？　俺自身はどっちの道だろうがいいと思ってて、片方を選えらんだのはただの気分なんだぜ。こいつと──」と、唇を薄うすく開いて眠る多た鹿じかを顎あごで示し、「こいつとコンビになったのはクジ引きの結果だから、そこに誰だれかの意思が働いてインチキされたかもしれんが、散歩の道順くらいは自分でどうとでも決められる」

「キミの意志がどうあれ、キミは必ず予定されたルートを辿たどるのだよ。まだ解らんかね？　ならば教えてしんぜよう。普ふ段だんの私はこんなに解りやすく説明したりはせんぞ。感かん謝しやすることだ。こうして私の深しん遠えんなる英知に触れる一いつ瞬しゆんが訪れたことをな。これもまた偶然という名の操あやつり糸が導みちびいた結果かもしれんが」

「さっさと言え！　てめえの話はムカつくうっとうしさだ。そう言うときはまず結果から話せよな」

「なぜなら世界は決して分岐したりはしないからだ」

　と、宮野は言った。

「世界は常に一本道だ。歴史に残る名言があるだろう。偉大なるアインシュタイン師が若じやつ干かんの揶や揄ゆを込めて言ったであろう言葉だ。すなわち、神は賽さいころをふらない」







　だからどうなのだ。

　と、茉ま衣い子こは列車の震しん動どうがそろそろ心地よくなりつつあるのを感じながら思った。誰かがサイコロを振って駒こまのように人間を動かしていようがいまいが、そんな解りようもないことをわざわざ考えてどうなるというのでしょうか。どこが操る側と操られる側の証明になります？　だいたいそれ、誰のことなのです？　第一ＥＭＰの人形使いさんですか？　色んなものを操れるとか言っておりましたけど。でもわたくしも班長も彼……枕まくら木ぎさんでしたっけ……に術をかけられてはいませんわよね。

「わかんねーよ」

　蜩ひぐらしが不満そうに言っている。

　それを聞きながら、茉ま衣い子この目ま蓋ぶたが耐え難がたいほどに重くなってきた。肩にかかっている多た鹿じかの柔らかな温ぬくもりと、定期的で安らかそうな寝息も催さい眠みん効果をアップしてくれる。それに宮みや野のの面おも白しろくない話は、第一限目のまるで興きよう味みない授業に匹ひつ敵てきする退屈さだった。

　だが眠るわけにはいかなかった。何と言っても三大見られたくない顔のうち一つを、向かいに座る男子二人に晒さらすわけにはいかない。

　茉衣子は気力で目蓋を押し上げて、蜩に向かって言った。

「班長の話を真ま面じ目めに聞くのはまったく無む駄だな行為ですわ。わたくし、忠告しておきます。いつだってこの脳天白みそ男は、わけのわからないことをやけにもったいぶって喋しやべっては他ひ人とが困こん惑わくするのを見て喜んでいるだけなのです。あなたも多鹿さんを手本にし、さっさとお休みになられたらいかがでしょう」

「まだ眠かねえな。今は喰くえるだけ喰っとかなきゃいかん時間だ。他ほかにすることもねーし」

　蜩は座席下に置いていたズタ袋から、新たな菓子パンとコーラのペットボトルを取り出していた。ロクでもない男ほどよく食べるという法則でもあるのだろうか、と思いつつ茉衣子はあくびをこらえて黒髪を一ひと房ふさすくい取った。

「班長」

　何でもいいから話していないと睡眠欲に打ち負けそうだ。

「第一ＥＭＰのあの方は、この列車には乗っていないのでしょうか」

「いないようであるな。近くにあの凶悪な気け配はいを感じない。半径一キロ以内におらんことは確かだ。どこで何をしているものか」

　宮野の顔がわずかに翳かげったような気がする。こちらのお二人には何の悪感情もないようなのに、よほど白頭ず巾きんの人形が気にくわないらしいですわね。

　茉衣子は続いて蜩に顔を向けた。

「あなたにお訊ききします。第二ＥＭＰは、何のために仲なか嶋しま数かず花かさんを捕まえようとしているのですか？　彼女はどのような人なのです？」

「は」

　油まみれのカレーパンをパクつく合間に蜩は発音した。

「どうしててめえらに教えねえといけないんだ。つーかだな、よく知りもしないで追いかけてんのか？　なんだそりゃ、ガキの使いか、てめえら」

「そうおっしゃらずに」

　かみ殺したあくびのせいで茉衣子の目は潤うるみを帯おびていた。その目が蜩の顔をまともに覗のぞき込み、蜩はなぜか突如として目を泳がせた。あと一歩である。茉衣子は大おお盤ばん振ぶる舞まいをしてやることにした。

　鏡かがみに映る自分を思い出しながら、やんわり微笑ほほえんでやった。己おのれの美び貌ぼうを熟じゆく知ちしている女ならではの恐るべき必殺技だ。今までこれが通用しなかった男は、高たか崎さき兄と他ほか数名程度のものだった。まあ、高崎さまには真ま琴ことさんがおりますし。

「う……」

　短く呻うめき、それでもって実にあっさり蜩ひぐらしは口を割った。

「あー……。仲なか嶋しま数かず花かは多重人格性不連続ＥＭＰ能力者なんだ。俺おれはそう言われた。ウチの会長に」

「ほう」

　白衣姿が身を乗り出し、面おも白しろそうに声を上げる。

「多重人格か。なるほど、ＥＭＰマーカーがついたり消えたりしているのはそのせいか！　ふむう。ようするにＥＭＰ能力を持った人格とそうでない人格が交互に入れ替わっているのだな」

「それだけじゃねえ」

　いったん話すと決めたからか、それとも多た鹿じかの枕まくら代わりになっている礼のつもりか、蜩はチラチラと茉ま衣い子こを窺うかがいながら、

「会長が言うにはだ、同じ人格が交代で出たり引っ込んだりしてるんじゃねえらしい。何とかっていってたな。無む限げん連れん鎖さ……だったか。とにかくだ、延々と別人格が現れては周期的に消えていくとかだよ」

「驚おどろきだな」

　本気で驚いているような顔を宮みや野のはしている。茉衣子は多重人格と聞いて乖かい離り性同一性障害という単語を思い出し、さらなる眠気に誘さそわれた。

「彼女の不ふ審しんな行動もそれで説明がつくな。人格ごとに行きたい場所が違うのだ。それで彼女は迷走を繰くり返すというわけか。しかし待ちたまえ」

　宮野はしばし呻しん吟ぎんし、

「交代を余よ儀ぎなくされた人格は、次の人格に取って代わられたまま再出現しないわけか。では元の人格はどうなるのだ。消えたままなのであろうか」

「そうらしいって話だ」

　茉衣子はうとうとと、二人の話を寝物語に聞いている。

「それが無限に続くのか！　その数花嬢じようには気の毒だが、確かにそれは面白い」

「人が困っているのを同情しながら面白がっている奴やつが最もタチが悪いですわ」

　茉衣子が小声なのは眠ねむ気けのせいである。だんだん首がすわらなくなってきた。

「私は人の不幸を楽しんでいるのではない。私の精神に内在する純粋な学術的好奇心がくすぐられているのだ」

「同じ事です」

　宮みや野のは考える人のポーズを取って、

「無限の人格交代……。ＥＭＰ能力の発現がそのきっかけになったのかな？　そういう能力なのか。だが能力を持たない人格も出てくるか、いやむしろそっちのほうが多いのか……」

　何か思し案あんに暮れるようだったが、

「第二ＥＭＰの魂こん胆たんは解わかった。何を企くわだてるつもりか知らぬが、数かず花か嬢じようの力が必要になると踏んだのだな。違うかね」

「そんな不安定な能力者に何の利用価値があるってんだ？」と突き放すように蜩ひぐらし。多た鹿じかは寝ている。

　ふふん、と笑ったのは宮野だった。

「多重人格症などトリプルＡ級のテレパスによってどうとでもできる。どの人格でもいい。任意に選えらんだ人格を、彼女の元人格として固定すればよいのだ。それで無限の人格交代を防ぐのだ。もちろんそれは治ち療りようと呼べるものではない。人格の統合ではないからな。一人の人格を一つの身体からだに住まわせ他ほかの人格を放置するだけだ。よってだ、ここが肝かん心じんなのだが、第二ＥＭＰの企みも見えようというものだろう」

　残り数ページとなった解決編へんの名探偵のように、宮野は自信に満ちているようだった。

「第二ＥＭＰは、必要と思われる能力を持つ人格を待ち続け、出てきた時点で精神を凍結させるつもりなのだ。そうでないと利用価値がないからな！」

「そうなのかもな」

　蜩の反応はどうでもよさそうだった。事実、彼は上層部の考えなど知ってはいない。

「何と言っても無限の人格所有者だ。いつまでも待っていられる。不必要な人格なら放っておき、ここぞというところでの精神操そう作さ。よくできた仕し掛かけだが、いったいどんな能力を必要としているのだ？」

「知らねーな」

　なおも蜩はやる気なく答え、それでは不十分だと感じたか補足した。

「いや、マジだ。超知らん。知りたくもねー」

「第二ＥＭＰの首脳部はなかなかに野心的という話だ。三校の中で頂点を極めたいのかもしれぬな。全ＥＭＰ学園の支配でも狙ねらっているのかね？　そんなことをして何の益があるのか、私には理解不能だが」

「俺おれにだって理解不能だ」

「あるいは、ＥＭＰ能力による世界制せい覇はをもくろんでいるのかな。我々が隠かくれ住むことのない、開かれた社会を構築するつもりなのか」

「ははっ」

　蜩は冷笑するしかない。

「それじゃあ、まるでＥＭＰ学園に属さない、イリーガルＥＭＰ組そ織しきの論理だな」

「抜ぬき水みず優ゆう弥やサイドはそれに近しいことを考えているのだろうが」

　宮みや野のは考え深げに顎あご先を撫なでた。好意的な視し線せんを蜩ひぐらしと、寝顔の多た鹿じかに浴びせつつ、

「第二ＥＭＰが攻め込んでくるようなことがあれば話が簡かん単たんになってよいな！　私も存分に母校防ぼう衛えいの戦場で力の振るいようがあろうというものだ。チャチな想念体退治はルーチンワークになりつつあって最も早はや享楽とはほど遠い。解わかりやすい勧かん善ぜん懲ちよう悪あくのお膳ぜん立だてがあったなら、私は善側の戦士となって悪の手先を思うさま血祭りにあげようというものなのだが」

　蜩は肩をすくめる。

　そんなことがあり得るはずもない。ＥＭＰ学園同士が抗争を開始したところで、泥沼になることは目に見えている。それこそ、悪の秘密結社が描きそうなシナリオだ。そんな三流ドラマのような脚本に、自分たちが乗ってやる義ぎ務むなどない。

「だがなキミたち。実のところ、善悪の区別には何の意味もないのだ。そうしたものは子供の山遊びの中にしかない。善と悪を明確に規定する定義もないからだ」

「抜水優弥は？」

　その名前くらいは蜩も知っていた。実際にやりあったことはないが、あちこち神しん出しゆつ鬼き没ぼつのハグレＥＭＰ能力者、その首しゆ魁かいの一人だ。

「連中は別に悪あく魔まに魂を売りつけたわけでも邪悪な神の信徒でもない。ただの反体制ＥＭＰ能力者たちだよ。私とそう違いはない。彼らは目的地まで一いつ直ちよく線せんに進もうとしており、私は迂う回かい路を選えらんでいるという程度の違いだ。ゴール地点は同じなのだ」

　宮野は穏おだやかに話して、茉ま衣い子こへ孫弟子を見るような目を向けた。

「まさにだ、茉衣子くん。解りやすい邪悪な秘密組そ織しきが世界の破滅を狙ねらっていて、そしてそいつらを倒すべき正義の味方がいるという茶ちや番ばん劇げきなら話は簡単なのだ。そうでないから我々の行動も錯さく綜そうするのだよ」

「そうですか」と茉衣子は眠そうに言った。

「世界なんてものはそうそう滅んだり支配されたりはせん。人間社会と世界はイコールではないのだ。地球なるちっぽけな惑星に依存するしか生きるすべのない人類に、世界征服を完了する実行力はないのだ。いいや、地球人のみならず、この宇宙の内部に存在する何者をもってしても世界そのものを支配するあたわずだ。それにだ、宇宙は時が来れば自然に死滅する。わざわざ人の手を貸すまでもない」

　宮野はますます弁舌を爽さわやかに、茉衣子はますます眠気に囚とらわれる。

「だが、そこに介入しようとしている人間がいる。奴やつらこそレールの敷ふ設せつ者であり、世界のルールの外側にいる連中だ。何かの理由でレールから脱線したのだよ。もしや、理由すらないのかもしれんな。彼らは宝くじに当たったのだ」

　喋しやべり続ける白衣姿がぼやけてきた。茉衣子はまだ覚かく醒せいしておこうと必死の努力。

「それが〈年表干渉者インターセプタ〉や、今回の謎なぞのメール、〈インスペクタ〉なるハンドルネームの持ち主なのだ。そして操あやつり主でもあるわけだな。彼らは我々よりも段階的に上位に存在している。私はそう推理する」

「……その推理の根拠は？」

　ようよう反応した茉ま衣い子こに、

「ない！」

　宮みや野のは断言調で否定し、笑った。まるで海かい賊ぞく版ばんのように。

「しかしいずれは解わかることだ。いつの日か、私は彼らと同じ場所に到達するつもりだ。そう遠い未来でもないだろう。それまでは、まだこの境きよう界かい線せん上に留とどまることとしよう」

「どうしてわたくしにそんな話をするのです？」

　茉衣子の睡眠欲は限界値にまで達していた。視界が霞かすむ。目ま蓋ぶたが落ちてくる。

「茉衣子くん。キミにはいずれ私の後を襲おそってもらわねば困る。こうして私が話したことは、たとえ私が消滅したとしても君の中に残るだろう。情報として生き残るのだ。人はそうやって生き続ける。肉体や精神は死を免まぬかれないが、想いだけは受け継つがれる。それは真の意味での死とは言えない……」

　宮野は淡々と語っていた。茉衣子を眠りに誘さそうように。

「物語は、もはや自分が物語であることに無自覚ではいられない時期に差し掛かっている。無邪気な自己完結で終結することのできた時代は過去のものだ。それでは物語はいつまでも進化をしない。何であれ、特定の種しゆやカテゴリーの繁はん栄えいが一時期のものに過ぎないということは、これまでの歴史が証明している。我々はそろそろ袋ふくろ小路こうじに差し掛かっているのだ。次の段階に辿たどり着いて初めて、新たな地平が開かれることになるだろう。そこにどんな光景が広がっているのかは私にも解らない。だが、このままの世界がそう長くは保もたないだろうことは解っている」

　もちろん──。

　茉衣子には理解できない話だった。考えてみれば今日はずっとバスや列車で移動ばかりしている。もともと茉衣子は乗り物に弱かった。酔うのではなく、条件付けのように寝てしまうから。午前中はなんとか耐えられたが、陽ひも落ちようかというこの時間帯はまさに逢おう魔まが時とき、茉衣子の頭上を旋せん回かいしているのは睡すい魔まだろう。

　すでに彼女は眠りの中にいた。

　意い識しきを失う寸前、いまごろ若わか菜なは何をしているだろうと、ぼんやり想ったことだけは覚えている。







　手持ちの食料を食い尽くし、おかげですることもなくなって蜩ひぐらしは腕を組んだ。多た鹿じかが床暖房に寝そべる猫のような幸せな顔をして眠っているせいで、自分が眠るわけにもいかなくなった。第三ＥＭＰの二人組はどうやら危険性はないようだが、それでも注意するにしくはない。

　もっとも、注意すべきは隣となりの白衣男だけだ。黒衣の黒髪娘はツレの男を嫌っているらしいから、上う手まくいけばもうちょっと親しくなれるかもしれない。最初に出会ったときから彼女の態度はつっけんどんだが、それも時間を共有することで解消されるに違いない。まさか誰だれにでもあんな態度じゃねえだろ。

　蜩ひぐらしは茉ま衣い子この寝顔を見つめる。多た鹿じかとは対称的に、眉まゆの間を寄せ気ぎ味みにした悩んでいるような顔である。就しゆう寝しんと同時に変な夢でも見始めたのか。

　細く白い首がかくんと揺ゆれて、多鹿の頭にもたれかかる。二人の少女は互いの重みを共有しようとでもしているように、それぞれ互いの肩と頭を貸し合っていた。茉衣子の長いストレートヘアが多鹿の頰ほおにぱらりとかかる。

　宮みや野のはまだ話し足りないらしく、語るべき相手を隣りん席せきに向けてきた。

「ところで蜩くんとやら。キミたちが仲なか嶋しま数かず花かを追う理由は解わかった。しかし、それほど彼女が重要な人間だと思うのなら、もっと人員が派遣されてもよさそうなものだが」

「それも聞いてないのかよ。呆あきれたもんだ。三校の自治会首脳部で取り交かわされたルールだろうが。各校が好き勝手に人員を派遣してりゃ、力を持てあました連中がそこかしこでＥＭＰバトルをやっちまうだろうからって、最大二名ってことになったんじゃねえか」

「知らなんだな。私の聴ちよう覚かくが当とう該がい情報の受け入れに対して怠たい慢まんだっただけかもしれない。きっとそうだろう。その時の私は何か別のもっと重要な事柄を考えていたに違いない」

　実際には真ま琴ことがそんなルールの存在を教えていなかったからだったが、蜩には他校の会長代理がどのような人物なのか知るよしもない。

　今は斜め前の席で眠る茉衣子を眺めていることが、彼の満足を得る手段だった。

「うらやましいな」

　思わず素直な心情を吐と露ろして蜩は二人の少女の寝顔を見比べ、大おお袈げ裟さな溜ため息いきを吐つく。

「何がうらやましいと言うのかね。この私の偉大なる英知がか？」

「なんだそりゃ。んなもんあってもなくても関係ねえ。俺おれが言ってんのは、どうせならそっちの黒服女と組んで外に出たかったっつーこった」

「茉衣子くんとか？　それはそれは、キミも奇き特とくな御ご仁じんだな。奇特さにおいては私も余人に劣らぬつもりだが、まさに奇特でなければ彼女の相棒は務つとまるまい。蜩くんとやら、そんなセリフは是ぜ非ひともに茉衣子くんが起きている時に言ってやってくれまえ。素直な態度を見せずに彼女はひそかに喜ぶだろう。なに、彼女が言いそうなことなど想像がつく。あなたにそんなことを言われても嬉うれしくありません、とか何とか言いつつ茉衣子くんはそっぽを向くだろうが、しかし内心ではそっと頰ほおを染そめていたりするのだ。うむ、可愛かわいいな！」

　宮野は言いながら自分勝手に納なつ得とくしたようだった。喋しやべるだけ喋ると、またあっさりと話題を変えた。

「しかし何だな。第二ＥＭＰの代表に選せん出しゆつされるくらいなのだから、キミとそっちの小娘もそれなりの手て練だれなのだろうな」

「さあな。解わかりゃしねえよ」

　小柄な多た鹿じかの無防備な寝顔を見る。

「学外で何かあったときに出向く保安要員は週ごとに登板表が決まっているんだ。俺おれたちはたまたまそれにぶち当たっちまったわけさ。他ほかの誰だれでも良かったんだと思うぜ。考えてみれば、ウチの会長もこのゲームに本気を出しているわけじゃねえのかもな。負けたからって死んじまうこともねえし、仲なか嶋しま数かず花かが使いもんになるかどうかも知れたもんじゃない」

「するとキミは、キミがここにいるのは偶然の産物だと思っているのか？」

「それ以外に何があるってんだ。言っておくが、俺は誰にも操あやつられたりはしてねえぞ。第一ＥＭＰの変態人形野郎にもな」

「枕まくら木ぎ庸よう市いちか。ふむ、彼は彼で気がかりな存在だな。第一ＥＭＰからは奴やつ一人しか来ていないのか？　それほどの実力者なのか」

「第一もあんまやる気がねえんだろ。実際、ＥＭＰ能力者なんてどこの学園に言っても似たようなもんだ。力が消えるまでそこに閉じこめられる。少しはまともな性格でまともな能力なら役に立つ。そんなもんだ」

「なるほど、キミはそう思うのだな」

　宮みや野のはふとニヤけた表情を引っ込めた。

「蜩ひぐらしくん。しかし私は引っかかりを覚えるのだ。多重人格のＥＭＰ能力者だけならただ珍めずらしいだけである。ここに謎なぞのメールを送ってきた匿とく名めい希望氏が加わって来て、それが故ゆえに私は謎の存在を感知する。何か理由があるはずだ。〈インスペクタ〉。気に入らんな。私に何の役を演じさせようというのであろう」

　茉ま衣い子こが聞けば眉まゆをひそめるに違いない。宮野の口調はいつになく哀あい愁しゆうを漂ただよわせていた。

「道どう化けだろ」

　蜩は大あくびをして腕を組んだ。

　寝顔を二つも前にしていたら、自分も眠くなってきた。わけの解らんことばかり言う男と語り合っているより、眠ってしまったほうが気持ちよさそうだ。蜩が思うに、第三ＥＭＰのこの二人は脳天気なだけで辛しん辣らつな行動を取りそうにない。多鹿と二人して寝ちまっても、こいつらは無害だろう。

　そう決断し、蜩は目を閉じた。宮野の一人語りを寝物語に。

「道化か。言い得て妙だな。なぜ私はこのような世界に存在するのか。私自身が疑っているのだからな。カードのジョーカーが口をきけたなら、おそらく同様な感想を抱くだろう。自分はなぜこんな半はん端ぱな地位にいるのかと……」

　以降のセリフは聞き取れなかった。蜩ひぐらしは速すみやかなる意い識しきの暗黒に包まれた。







　茉ま衣い子こが目を覚ましたのは、列車が終着駅に向けて減速を開始した頃ころ合あいだった。

　窓の上方に広がる空は星一つない暗幕と化し、ただ人工の光が贋がん作さくの星のように眼下に散らばっている。偽にせ物ものの星はどうあがいても天上へと辿たどり着くことはできない。それを生み出した人間と共に、ただ地上にへばり付いて無む駄だなエネルギーの攪かく拌はん元となるのみだった。

「おはよー」

　鼻にかかった声が寝ぼけ眼まなこに投じられ、茉衣子は無む意い識しきに口元を拭ぬぐいながら横を向いた。

「そろそろ着くみたいだね。蜩くん、起こしたほうがいいかなあ？」

　多た鹿じかがいかにも無む垢くそうな笑え顔がおで前席を指差している。宮みや野のと蜩が揃そろって左に傾きながら爆ばく睡すいしている最中だ。

「まあ、なんてマヌケ面づらでしょう」

　茉衣子が言うのも仕方がない。自分の目で自分の寝顔を見ることがかなわない以上、茉衣子は自分自身の寝ね相ぞうや歯ぎしりとは無む縁えんの極地にいた。知らないという幸せ。

　がくん、と列車がさらに減速し、茉衣子はふんと鼻を鳴らした。

「多鹿さん。ついでにわたくしのところの班長も覚かく醒せいさせていただきたいものですわ。叩たたく、ぶつ、蹴けり上げるなどしてもけっこうです。わたくしが許可します。それでも起きないようでしたら、どうぞそれ以上をなさってもよろしいですわよ」

　あはは、と多鹿は素直な声で笑い、

「そんなことしなくても起きるよ、絶対。こうしたら、ね？」

　両手を伸ばし、多鹿は、

「えい」

　と言いながら、男二人の鼻をつまんだ。




　三十秒経過。




　蜩は憮ぶ然ぜんと、宮野は顎あごを撫なでながら、多鹿のにこにこ顔を眺めている。

「ひどい夢を見た」と蜩。「でかい鉄の塊かたまりをくくりつけられて海に放り込まれる夢だ。すっげーリアルな息苦しさだったぜ。死ぬかと思った」

「夢判断が必要かね」と宮野は面おも白しろそうに言った。「ちなみに私は夢など見なかったぞ。眠っているように見えたかもしれんが、私の幽ゆう体たいはアストラル界での天使会かい議ぎに参加しておったのだ。うむ、実に有益な議ぎ題だいであった。かいつまんで解説してやろう。なんと、我々が普ふ段だん目にしている月には秘めたる正体があったのだ！　実はな──」

「うるせえ」

　蜩ひぐらしの反応に茉ま衣い子こも同意見だった。それよりすべきことがある。隣となりを見ると、多た鹿じかはとっくに携帯電話をたどたどしく操そう作さしていた。

「班長、真ま琴ことさんに連れん絡らくを取ってください」

「なぜだ？」

「なぜなら、仲なか嶋しま数かず花かさんの現在位置を把握しなければならないからです。この大きな街のいずこをうろついて居るものか、もっと細やかな情報が必要ですわ」

「それならば、ここの第二ＥＭＰの二人に委託しておいたらどうかね。出所がどこであろうと、同じ情報をわざわざ別の場所から取り出すことはあるまい」

　言いながらも、宮みや野のは白衣のポケットから電話機を出した。

「茉衣子くん、キミがかけたまえ。私は寝起きの耳であのテレパスっ娘この声など聞きたいとは思わない」

「まるで高たか崎さきさまのようなことをおっしゃるのですね」

　真琴の何が気に入らないと言うのだろう。わたくしは同じ女ですから、真琴さんの魅み力りよくを正しく理解していないかもしれませんが、殿との方がたの目には相応の色いろ気けを持つと思おぼしき女性だと感じられますのに。わたくしが男なら、たぶんコロリと参っておりますわ。

　無責任なことを考えながら茉衣子は通話ボタンを押し込んだ。

　いくらも待つことなく、

『ちぃーっす。こちら日本銀紙組合』

「真琴さん、こちらは間もなく到着です。数花さんの現在位置は？」

『どっかそのへんにいるんじゃないの？』

「どこです」

『半径三十キロ以内かしら』

「漠然としすぎています。もっと正確にお願いしますわ」

『メンドイわねえ』

　電波が運んでくる真琴の声は、面めん倒どうくさがっているというよりは、どこか感情の抜けた気け配はいを思わせる。

「どうかなさいましたか？」

　また第三ＥＭＰで何か事件めいたことが発生しているのだろうか。真琴が疲れるようなことがそうそうあるとは思えない。

「真琴さん？」

『あー、別に何でもないわよう。ちょっと何か変な感じがしてるだけ。どうも妙ちきりんなのよね。ユキちゃんが相手してくれないせいかしち。やだやだわ。離り人じん症しようにでもかかっちゃったのかも。テレパスなんかやってる弊へい害がい？』

　大きく息を吐く音。

「わたくしに訊きかれても答えようもありませんわ」

『そうでしょうともね。あたしの悩みはいつだって一人っきりで寂さびしく体育座りしてるってわけよ。誰だれかに強制的に味わわせてやりたいほどよ。どうよ、茉ま衣い子こちゃん？』

「お断りします。わたくしにも悩みくらいあるのです。とても深くて鋭するどい苦悩がわたくしの心を今もさいなんでおります。今も私の目の前でニヤニヤと笑っているのです」

『ご苦労様。まあ、いいか。そっちの携帯電話にデータ送るから、それ見て移動してくんない？　探知したマーカーのデータね。ＧＰＳみたいなもんだと思って。じゃあ、よっしく』

　通話が切れると同時に電話機の表示も切り替わった。画面中央でピコピコ瞬またたいている点がマーカーを示しているのだろう。その周囲に描かれているのは簡かん略りやく化かされた周辺地図だ。それによると仲なか嶋しま数かず花かが発信しているＥＭＰマーカーは、ごくごくゆっくり国道沿いを南下している。

　茉衣子が読み取る限り、数花の現在位置はこれから列車が到着する駅からさほど離はなれてはいない。

「チャンスですわ」

　携帯電話を鞄かばんにしまい、茉衣子は立ち上がった。窓の風景は駅の構内を映し出している。急がねばならない。扉とびらが開くと同時にダッシュして、そのまま走って行けばすぐに数花の所へと着くだろう。スタート地点をなるべく近づけておこう。

「あら」

　茉衣子と同じ事を蜩ひぐらしと多た鹿じかも考えたようだった。真ま琴ことと無む駄だ話しをしている茉衣子を差し置き、第二ＥＭＰの二人は座席から姿を消している。振り向いた茉衣子の目に、出口へと急ぐ二人の背中が見えた。

「話はすんだかね」

　宮みや野のは泰たい然ぜんと足を組み、何をすることもなく茉衣子に笑えみを見せつけていた。

「数花女史の今の人格はＥＭＰ能力保持者なのだな。さて、どんな力を所有しているのか、私の興きよう味みを引っ張り回してくれるモノであればいいのだがな！　そう思わぬか？」

「別に思いません。それより急ぐのです。ここまで来て他校に負けるのは、わたくしが何となくシャクですわ。さあ、早く！」

　バッグを抱え、茉衣子は通路に溢あふれようとしている乗客たちの間へと身体からだを割り込ませた。ひょいと宮野も立ち上がり、茉衣子を追って車しや輌りようの端を目指すのだった。

「もとより勝ち負けには興味はなく、また意味もないが、この事態が意味するものが何かを追求したくはあるな。よろしい茉衣子くん。走ろうではないか、どこまでもな」

　列車が完全に静止した後、乗降口の扉とびらが開かれた。先陣を切ったのは蜩である。彼は半分以上、引きずるように多鹿の腕をつかんでホームを駆かけ抜けていく。

「うひゃ。蜩くん、あぶないよ。ホームは走っちゃダメなんだよ」

「うっせえバカ。んなことより、ちゃんと画面見てろよ。それから口は閉じとけ」

　階段を目覚ましいスピードで降りていく蜩ひぐらし。多た鹿じかをほとんど手荷物扱いにし、決して少なくない乗車客たちの間をすり抜けていく様は、危なっかしくも感嘆を誘さそった。両脚を宙に浮かせて目を白黒させている多鹿が哀れでもあったが、本人は喜んでいるような顔をしているので他ひ人との哀あい愁しゆうなどどうでもいいのかもしれない。

　ともかく、さっそくのように茉ま衣い子こと宮みや野のは出遅れた。タイミング悪く、二人はほぼ満席状態だった車しや輌りようの数々から我先に改札を目指す乗客たちの群れに彷徨さまよいこんでしまったのである。流れに沿って歩く以外、これではどうしようもなかった。

　遅々とした歩みを強しいられ爪つめを嚙かむ茉衣子の肩に、ぽんと宮野の手が置かれた。

「まあ茉衣子くん。今いま更さら急せいてもしかたなかろう。限定条件下ではウサギよりカメのほうが速いこともある。ゴールはすでに見えているのだ。ゆるゆると進もうぞ」

　混雑のせいでくっつきがちになる宮野から、できるだけ空間を取りながら、

「わたくしはウサギのほうが好きですわ。ふわふわふかふかしているのですもの。カメは可愛かわいくないです。冬眠中はこっちの相手をしてくれませんし」

「そういうときはだ、キミも一いつ緒しよに冬眠してしまえばいいのだ。私でよければ添そい寝の相手になってやってもよいぞ」

「いやです。夢に出てこられるだけでも安眠妨害なのに」

「それは興きよう味み深い。キミの夢に私が出てくることがあるのかね。ところで昔の人によると、夢に誰だれか知人が出てきたときは、その知人が自分のことを強く想っているからだと解釈したようなのだが、この場合だとどうなのだろうな」

「知りません」

　茉衣子は真っ直すぐ前だけを見ていた。蜩と多鹿の姿はもう見えない。あれくらい強引に手を取られてしまうのも、たまにはいいかもしれないと茉衣子は思い、では誰に手を取られたら自分は満足するのかと考えて、深い悩みに襲おそわれた。

　見事に誰もいない。

　少なくとも第三ＥＭＰにいる男連中はどいつもこいつもお断り。すべては環かん境きようが悪いのだ。どれかを選えらぼうとしても選せん択たく肢しのすべてが誤りだとしたら、その問題文は無効にすべきである。何を選んでも誤答になるのだから、白紙で提出することに何の問題があるだろうか。

　そして自分の最も近くにいる選択肢は最も誤っている存在でもあるのだ。茉衣子はそう自分に言い聞かせている。







　改札をくぐり抜けた蜩は駅の外で立ち止まり、連れ合いに尋たずねた。

「ターゲットはどこだ？」

「あっちのほう」

　多た鹿じかが指したのは二人の背後、たった今出てきた駅の構内だった。ちんまりしたふわふわ頭が携帯電話を覗のぞき込み、

「蜩ひぐらしくうん、方向間違ってるよ。西じゃなくて、東。反対の出口から出てこなくちゃね。あっあっ、点々がどんどん遠ざかるよう」

「それを早く言え」

　愛想なく蜩は多鹿の手を引いて逆送を開始した。こうも人通りの多い場所では加速能力を使うことはできない。オマケがいるとなればなおさらである。せいぜい急ぎ足で歩くのみだ。

　くそ、第三に先んじたと思ったら元もとの木もく阿あ弥みとは。これで奴やつらに出し抜かれたりした日には、あの白衣の男の嘲ちよう笑しようが怪音波となって響ひびき渡るに違いない。それだけは断固として阻止せねばならない。誰だれに負けようと蜩は気にはしない。自分が誰よりも優すぐれているなどという錯さつ覚かくとは無む縁えんだ。だがしかし、白衣野郎の勝ち鬨どきを聞くことだけは避さけたい。そう思わせる何かが宮みや野のにはあるのだった。正体不明の敵てき愾がい心しんだ。まだ第一ＥＭＰに敗北したほうがマシだ。

　基本的に各ＥＭＰ学園は、設立順にプライドと能力が高いとされている。第一ＥＭＰは王道かつ保守本流で、第二ＥＭＰが野心的で向上意欲に溢あふれ、第三ＥＭＰは無気力な泡ほう沫まつ候補の集合である、というのが各種それぞれの意見を統合した一般的見解だった。蜩の見たところ、それで正解だ。宮野と茉ま衣い子こを見ていれば、どうも第三ＥＭＰはアレな奴がいっぱい集まっていそうだ。それはそれで楽しそうでもあったが……。

「蜩くん、もっとゆっくり歩こうよ。あたしの手が抜けるよう」

　のんびりした多鹿の意見を一いつ顧こだにせず、蜩は人間でごった返す構内を歩き続けた。こいつは俺おれが引っ張ってやらないといつまでもグズグズしているのだ。だからこそ、俺はこいつと組むハメになったんだろう。誰だれかがこれで釣り合いが取れると判断したわけだ。

　余計なお世話だなと蜩は一いつ瞬しゆん考えた。長所に短所を足してバランスを取るよりも、長所に長所を足してよりプラスに転じたほうが局地的には有用なのではないか？　どういう基準でバディを選えらんでいるのか、学園に帰ったら保安部長に訊きくことにしよう。

　ずんずん進むのはいいが、たちまち蜩は駅内部で迷うことになっていた。三次元的な方向感覚に欠けているのが蜩の特性であり、自覚症状もないことがその方向音痴に拍車をかけているのだが当然ながら彼に自覚はないわけで、その短所を補うのが多鹿であることにも気付いていない。

　一方で己おのれの方向音痴を自覚している人間もいて、しかしながら自覚しているからと言って何とかなる部類のものでもなく、そういうわけでやはり光こう明みよう寺じ茉ま衣い子こも進む道を見失っていた。

　そのような巡り合わせによって、ほぼ駅構内の真ん中において両者は鉢はち合あわせすることになった。

「あ、また会った」

　多た鹿じかは喜き色しよくを浮かべて茉衣子に手を振り、宮みや野のも笑え顔がお満点で、

「おう！　第二ＥＭＰの。どこへ向かっているのか、我々に教えてくれないか。さっきからぐるぐる回るばかりで、さっぱり出口に到着しないのだよ！」

「…………」

　茉ま衣い子こと蜩ひぐらしは無言で見つめ合い、そのまま視し線せんを逸そらした。

　代わって多鹿が蜩に握られていないほうの手を差し出し、

「向こうだよ。あっちあっち。急がないと数かず花かちゃんに逃げられるよう。あー、どんどん離はなれて行ってるよ。みんなで捕まえるのがいいんじゃない？」

　にこやかに共同戦線を申し出る。

「捕まえた後はどうします？　所有権はどちらの学校に移るのかしら」

　茉衣子の質問に多鹿はやはりにこやかなまま答えた。

「じゃんけん、とか」

「ケンカで決めようじゃねえか」

　蜩はニヤけ顔の宮野を睨にらむ。初対面時ではドジを踏んだが、次はそうはいかねえぞ。

「私なら構わんぞ！」

　長身から見下ろすように、白衣の先せん輩ぱい面づらは悠ゆう然ぜんたる構えだ。

「殴なぐり合いでもＥＭＰ合戦でも売られたケンカはすべて買う。でなければ株価が上がらぬからな。取引は実体のない信用の売り買いでもって値段が上下する。私は私の株を上げるため、私自身を買い続けなければならないのだ。茉衣子くんも私に投資してみてはどうかな？　将来素す晴ばらしい払い戻しがあることを約束するぞ！」

「いやです」

　もはや宮野に対する返答の枕まくら詞ことばとなったセリフを言って、茉衣子はひっそり目ま蓋ぶたを閉じた。

「いつになるか解わからない将来よりも、わたくしは今現在を選せん択たくします。刹せつ那な主義と言われようとも、わたくしは今が大切なのですわ。未来のことは未来のわたくしが的確な判断をするでしょう。永えい劫ごうの時間を得たとしても、班長の株を買うことはしそうにありませんが」

「いかんな茉衣子くん。絶対値上がり確実なのだぞ。キミは未来の自分が損をしてもいいというのかね」

「詐さ欺ぎ師しはいつもそう言うのですわ。わたくしは他ひ人との意見などに左右されません。わたくしが重視するのは、常に自分自身の意見、洞察力なのです」

「それで」と蜩は言った。「話は終わったか？　俺おれはそろそろ前に進みたいんだが」

　この二人に付き合っていたら時間がいくつあっても足りない。放っておけば永遠に言い争いをやってそうだ。第一の枕まくら木ぎ庸よう市いちに漁ぎよ夫ふの利を献けん上じようすることになったら大事だ。何をなし得ることもなく、いたずらに旅費を使っただけで終わる。何の話にもなりゃしねえ。

「それもそうだな」

　驚おどろくべきことに、宮みや野のが同意した。

「前進あるのみだ。私の辞書に後退という文字はない。考えても解わからないときはまず進んでから自らの歩みを振り返ればよい。たとえそれが間違った道だと気付いたとしても、ひょいと隣となりのレーンに飛び移ってしまえばいいのだ。さすれば後戻りをする必要もない」

「……そうやって、永えい劫ごうに間違ったレーンを飛び歩いているのではないですか？　わたくし、そう思えてなりません。自分が飛び跳はねるのは勝手ですが、わたくしを道連れにするのは遠えん慮りよしていただきたいものです」

　蜩ひぐらしはつかんだままの多た鹿じかの腕を引き寄せた。もういい。付き合ってられん。

「おい、出口を教えろ。標的までの最短距きよ離りを」

「はぁい」

　多鹿は携帯電話の画面を眺め、次いで電話を握った片手を上げた。

「だから、あっち。真っ直すぐ前」

「あいよ」

　そうして歩き出した蜩を見て、茉ま衣い子こと宮野も言い争いを止やめた。ひょっとしたら彼が歩き出すのを待っていただけかもしれない。二人の言い争いはそのための時間潰つぶしだったのか。とんだ茶ちや番ばんを演じてしまった。早さつ速そくと終わりにしたい。

　仲なか嶋しま数かず花かの所まで行けば、この喜き劇げきめいた旅も終わってくれるだろう。

　蜩の思いが足に伝わり、彼は大おお股またで床を蹴けった。







　それから一時間後のことである。

　蜩と多鹿、宮野と茉衣子はファミレスの一角を占拠して、まるでグループ交際の二組のように仲良く夕食を共にしていた。傍はた目めからはそうとしか見えない。無論、仲良さげに振る舞まっているのは宮野と多鹿で、残りの二人は仏ぶつ頂ちよう面づらでフォークを動かしているわけだが。

「駅を出た途と端たんにマーカーが途と切ぎれるなんて、ツイてないねー」

「まったくだ。我々は運に見放されておる。あり得ないほどのアンラッキーだな。誰だれかがマーカーのスイッチを我々の行動に合わせてオンオフ自在に操あやつっているのやもしれん」

　多鹿も宮野も、事態を楽しんでいるように思える茉衣子だった。仲嶋数花を見つけないとこの旅も終わらない。二人とも終わらない旅を心底願い、楽しむつもりなのでは？　真ま面じ目めに人捜さがしする気もないのではないかしら。この二人こそコンビを組めばよいのです。

　溜ため息いきが漏もれ、茉衣子はカルボナーラをつつく手を止めた。

　おそらく同じ事を考えているのだろう、蜩も食が進まないようだった。

　マーカーの反応が消え失うせ、画面の点滅信号が途と絶だえた後も、四人は一ひと塊かたまりとなって周囲をうろつきまわって仲嶋数花の姿を追い求めた。

　多た鹿じかによれば、最後の反応は駅から一キロほど歩いた場所だったが、期待せずに赴おもむいた当とう該がい箇所に彼女の姿はなく、結局は徒労に終わった。数かず花かは移動し続けており、複ふく雑ざつ怪奇な都会の街中でその正確な足取りを予想するのは不可能に近い。もともと数花の行動パターンには一貫性がなく、それが第二ＥＭＰの言うように多重人格によるものだとしたら、新たな人格ごとにパターンが違うのも当然だ。今の仲なか嶋しま数花がどこにいるのか、どこに行こうとしているのか、それは今この時の仲嶋数花にしか解わからない。

　わたくしたちは、永遠にこのバカげた鬼ごっこを続けるのですか？

　茉ま衣い子こは暗あん澹たんとした翳かげりが己おのれの精神に被かぶさりつつあるのを感じる。第三ＥＭＰの住み慣なれた寮りようへと帰き還かんできるのはいつになることでしょう。よもや、わたくしたちは二度と出ることの叶かなわない迷宮に入り込んでしまったのでしょうか。

　不条理な神話のラビリンスに。













○四章







　そうだ。

　わたしは二度と家に戻ることはない。戻ることができない。この世界にはわたしの居場所はない。どこにもない。

　こんなことなら家を出るのではなかった。じっとしていれば、今ほどわたしは混乱することもなかったろうに。

　だがもう遅い。

　わたしは違う世界へと来てしまった。そして今も元の世界から遠ざかっている。終わりがくるのだろうか。わたしはどこかで止まることができるのだろうか。いつまでわたしは違い続けることになるのだろう。

　永遠に？

　それはとても恐ろしいことだ。眩暈めまいに包まれ、目を開けるたびにわたしは違う世界に行く。何もかもが理解を超え、知ったものが何一つない世界だ。

　だんだん酷ひどくなっている。

　最初はまだマシだった。少しは解わかった。小さな違和感ですんだ。しかし時が経たつにつれ、違いは徐々に大きくなり、今やもう巨大な欠落がわたしの心を奪い去っている。

　わたしは取り残されている。

　そう感じる今のわたしも、次の瞬しゆん間かんにはこの世界から放ほう逐ちくされる。その連続なのだ。

　帰りたい。

　わたしはわたしの居場所を探す。そう思って、旅に出たはずだった。

　今となれば、どこに帰ればいいのかも解らない。

　ここはわたしの居るべき所ではない。その感覚だけが大きく育ち続ける。そのうちわたしは押し潰つぶされるだろう。

　罠わなにかけられた小さな生き物のように、わたしは絶望する。

　この絶望が、わたしを押しつぶすのだ。

　それは遠い未来の話ではない。

　なぜだか、その確信だけがあった。

　それは間もなく起きるのだ。







　仲なか嶋しま数かず花か♯124は悩んでいた。

　彼女の手には一枚のメモがある。メモ用紙から引きちぎられたと思えるその紙切れにはこう書いてあった。

『これを読むあたしへ。あなたがどこに行こうとしているのか知らないけど、うろちょろするのはやめなさい。あたしは行きたい場所がある。そこに行ってくれませんか？』

　駅名も書いてあった。

　数花♯124には馴な染じみのない駅名だ。どうしてそんなところに行かなくてはならないのか、これを書いた自分は何を考えているのだろう。どうせなら理由も書いてくれればいいのに。

「これはいつのあたしが書いたのかね？」

　数花♯124にしてみればメッセージに従う理由は何もない。どちらかと言うと居い丈たけ高だかな命令には顔を横に向けるタイプだった。しかし状況は、彼女に内面的変化を促うながしていた。百二十四番目ともなると、さすがに自分の置かれている立場がおかしなものになっていることくらいは理解できる。それに数花♯124もまた、自分の行き先が見えていなかった。

「ふん？　ちょっと調べてみるか」

　独ひとり言は夜の雑踏の中で紛まぎれていく。

　この駅名が本当に実在するかどうかは解らない。今までもさんざんな目に遭あっている。地名が彼女の記き憶おくと異なるものになるくらい、とっくに日常茶さ飯はん事じだ。ここに書いてある駅だって、この世界にはどこにもないに決まっている。

「ヒマだし、いいか」

　数かず花か♯124は周囲に目を配る。大きな国道沿いに彼女はいた。道の際きわにはイルミネーションを瞬またたかせる商店が建ち並んでいる。その中に書店でもあれば……。

　重いバッグを背中で支え、彼女は歩き出す。沸ふつ騰とうする鍋なべの底にいるような夏の夜の熱気が不快だった。こめかみから垂たれる汗を指先で弾はじき、数花♯124は十字路の角を曲がった。

　足が止まる。

「なに？」

　そこに小さな白い人ひと影かげが待っていた。

　子供よりもなお背が低く、夏だと言うのにフード付きの外がい套とうを羽は織おり、そのフードの奥に控える紅あかい瞳ひとみがじっと数花♯124を見上げている。

「人形？」

　プラチナブロンドの先がフードから漏もれている。しかし毛先が触れあうほど近くを通りながら、多くの通行人たちはまるでその姿が目に入らないように、ちらりと目を落とすことすらなく自然に通り過ぎている。無視しているわけではない。現にぶつかりそうなほど接近した通行人の一人は、わざわざ進路を変えて衝しよう突とつコースから外れたりもしている。

　見えているのに気付かないといった風ふ情ぜいであり、そこだけ空気の流れが違っているかのようだった。

　白い人形に目と足を止めているのは数花♯124だけだ。

「不ぶ気き味みね」

　数花♯124は唇を歪ゆがめて、人形を見下ろした。

「これは何なの？　お人形があたしに何か用でもあんの？　何か言いなさいよ。今のあたしはけっこうヤサぐれてんのよ。黙だまったままだとけっ飛ばすわよ」

　まったくの唐とう突とつに、人形の口が開かれた。

「仲なか嶋しま数花に告つぐ」

　ぞっとするような声だ。数花♯124は崩くずれ落ちそうになる膝ひざをようやくこらえた。

「お逃げなさい。狩人かりゆうどはそばにいる。遠くへ遠くへ、どこまでも」

　魂を喰くわれた人間が出しそうな声色こわねだった。何の感情もない、鉱物が喋しやべっているような。

　全身を総毛立たせながら、数花♯124はなんとか踏みとどまった。

「……逃げるって……。どこへ？　誰だれから？」

「どこへでも。この世の無能どもから」

　人形の片手がゆるゆると上がる。掌てのひらを数花♯124に向けるようにして、何かをつかむように指が曲げられる。一いち文もん字じに結ばれた唇。紅い双そう眸ぼう。

　その声は直接脳のう髄ずいに届いた。

《あなたの心はもうすぐ消える。必要なのはあなたの入れ物。その肉体。時が満ちるまで、わたしがあなたを預かろう》

　数かず花かの身体からだからあらゆる力が抜けていく。







　仲良く晩ばん飯めしを喰くっている場合ではない。

　蜩ひぐらしは気短に伝票を握りしめ、レジへ向かいながら考えた。

　すぐに仲なか嶋しま数花が見つかるとも思っていなかったが、一日目でもう飽あきた。多た鹿じかのお守もりにも宮みや野ののベシャリにも、緊きん迫ぱく感のないＥＭＰ学園保安部対抗ゲームにもだ。第一ＥＭＰ、枕まくら木ぎ庸よう市いちの動向が若じやつ干かん気がかりだが、ゲームに勝ちたいなら譲ゆずってやってもいいような気分にもなってきた。どうも蜩の精神に、宮野と茉ま衣い子この影えい響きようがじわじわ浸しん透とうしつつあるようだ。この二人を眺めていれば、自分一人が真ま面じ目めに行動する理由など、最初からなかったように思えてくる。

　今も第三ＥＭＰの二人組は、ここの食事代をどちらが払うかで言葉の応おう酬しゆうを繰くり広げている。なぜそんなことでモメないといけないのか、蜩には解わからない。

　これくらいの必要経費なら自治会が出してくれるんじゃないのか？

　レジのトレイに伝票を置いて、蜩は財布をまさぐった。

　心得たもので多鹿は笑え顔がお一つを残したのみで、さっさと店の外へと出て行った。ガラス戸の向こうで佇たたずみ、道路を走る車のヘッドライトを人待ち顔で眺めている。

「何ですか、それは？」

　横から茉衣子が身を乗り出し、蜩の手元に見開いた目を向けていた。蜩が持っているのは、一枚のカードである。

「何って……ただのＡＰクレジットカードだが、それがどうした」

「あなたの私物ですの？」

「いや、学校名義のだ。出てくる際に会長が貸してくれた。現金だとかさばるからな。不用心だし。これなら場所も取らねえし、たいていの所で使える」

　後半のセリフを茉衣子は聞いていないようだった。

「班長、これはどういうことですの？　第二にあって第三にないなどとわたくしは思いたくありません。あったのですわ、万能カードが！　真ま琴ことさんはなぜわたくしにこれを貸たい与よしてくれなかったのでしょう！」

「言ったであろう」と宮野は受け流す。「キミにそんなモノをくれてやったとしたら、学園のツケでわんさと余分な荷物を買い込むことになるだろう──と、あの女は考えたのだ。私でも考えるぞ。私とて、自分の金でないのならどんなに高かろうと購こう入にゆうに躊ちゆう躇ちよしたりはしないだろうからな！」

「それよりだな」と蜩ひぐらしは奥歯を嚙かみながら言った。「てめえらの分はてめえらで払えよ。精算は別々だ。……聞けよ！　俺おれは奢おごる気はないからな！」

「まあ、吝りん嗇しよく家でおられますこと」

　茉ま衣い子こは鋭するどく蜩を睨にらみ、皮肉にまみれた声で、

「あなたの心には慈じ悲ひや無む償しようの愛という観かん念ねんがありませんの？　わたくしは愛に飢うえております。いくら食物を口にしたところでこの飢き餓が感はなくならないのです。なんという悲哀でしょう。わたくし、たまらず出しゆつ家けしたくなって参りましたわ」

　吐と息いきをつき、茉衣子は優ゆう雅がな指先で蜩の二の腕にのの字を書いた。

「わたくしは人の善意を受けることが大好きです。ああきっと、そのような善意を与えてくれる人物にも好意を抱くことでしょう。急にそんな気がしてきました。なんとなれば、わたくしの周囲にいる男達は全然善意に満ちあふれていないからです。旅は道連れ世は情なさけ、という言葉に聞き覚えはございますでしょうか？」

「わーったよ！」

　蜩は伝票の上にカードを叩たたきつけた。レジに立つ女店員が明らかに笑いをこらえている、そんなシチュエーションは早々と終わりにしたい。いやもう、旅そのものも終わらせたい。実はそれはイイワケで、やはり蜩は茉衣子のような女に弱いのだ。見た目は清せい冽れつな美少女、なのに丁てい寧ねい語で悪あく罵ばを吐くような女が。

「ありがとう！」

　こいつにされても嬉うれしくないが、宮みや野のが感かん謝しやの意を捧ささげてきた。白衣をバサバサさせながら、

「今後とも昵じつ懇こんに頼む！　いやあ、実は手持ちの金が早くも尽きかけていたのでどうしたものかと思っておったところだ。この恩にはいつか報むくいてやることを約束するぞ！　この宮野秀しゆう策さく、噓うそとデタラメは十回に三回くらいしか言わない！」

　茉衣子はと言うと、もう用は済んだとばかりに扉とびらを押して出て行ったところだった。待っていた多た鹿じかと並んで、すでに背を向けている。蜩は店員からカードと明細書を奪い取りながら、

「てめえと昵懇になんかなりたくねえな。俺が第三を訪問することもねえだろうし、この一件が済んだらお互いオサラバといこうぜ」

「それは残念。もしキミが私の部屋に来たならば、茉衣子くんの恥はずかし写真集を提供しようかと考えていたのだが、いや、残念だ」

「……あるのか、そんなのが」

「あるとも。正確に言えばモデルは茉衣子くん（優ゆう）だが、同じと考えてさしつかえない。そこにはキミが今まで、そしてこれからも決して見ることがないであろう茉衣子くんの、そう！　千ち々ぢれるようなあられもない姿が満まん載さいだ！」

　茉衣子が聞けば失神しそうなことを宮野は大声で喚わめいている。蜩はどうやってその写真集を送ってもらう算さん段だんを付けるか考えながら財布を仕し舞まって店外に出た。

　またせたな、と言うつもりで多た鹿じかを見ると、

「あっ！」

　短めの指先を彼方かなたに向けて、多鹿がぴょこんと跳はねた。

「あそこ！　いたよ、いたいた。仲なか嶋しま数かず花かさんだぁ」

「んだと？」

　蜩ひぐらしは多鹿の指す方向へ視し線せんを飛ばした。多鹿の指から正確に直ちよく線せんを伸ばすと、そこは国道の対岸、十字路の角へと行き着いた。片側三さん車しや線せんが二つと中央分ぶん離り帯たいを挟はさんだ距離があり、さらに歩道の幅もプラスされる。そこを歩いてる人間は消しゴム人形程度の大きさにしか見えない。

「どこだ？」

「ほら、でっかいカバン持ってる髪の毛くくってる人！　あっ、曲がっちゃう！」

　甲かん高だかい多鹿の声を聞きながら蜩は目を細めた。いま道沿いに角を曲がった奴やつか？　人物の特定に手間取って、蜩に見えたのはタイミング悪くビルの影かげに引っ込んだ鞄かばんの端はしだけだった。あれがそうか？

「よく顔が見えましたことですわね」

　茉ま衣い子こは背後から多鹿の肩に手を添そえて、目を瞬しばたたかせていた。

「わたくしには、ぜんぜんですわ。良い目をしているのですね」

「うん、両方二・五あるもん。すごいでしょ」

　得意げに笑う多鹿。茉衣子は、

「班長、見えましたか？」

「いいや。だが、調査に値する目もく撃げき報告だな。急げば追いつけるだろう。そうではないか？」

　宮みや野のは蜩に言っているようだった。

　当然だ。

　蜩は低く笑ってやる。

　スピードなら、俺おれに勝てる奴はいない。







「さあ、ピロシュカ」

　枕まくら木ぎ庸よう市いちは眠っているような声で言った。夜風に頰ほおを嬲なぶられながら、傍かたわらに立っている赤い影かげに。

「やっと出番のようだよ。ぼくたちの邪じや魔ま者を邪魔しておいで。まだ彼らに彼女を渡すわけにはいかないみたいだからねえ」

「──」

　返答はない。小さな赤い影は、ひっそり立ち続けている。

「時間稼かせぎだけで充分だろうなあ。でも、あんまりしつこいようだと……ね」

　フードがはらりと後ろに落ち、人形の顔が剝むき出しになった。無機質なエメラルドの瞳ひとみが人工燈とうの光を反射している。

「──」

「さあ、お行き。狩人かりゆうどを狩るのさ。哀れな獲え物ものは保ほ護ごしないとねえ」

　たん、とピロシュカは地を蹴けった。

　一いち陣じんの赤い風と化す。







　蜩ひぐらしと多た鹿じか、宮みや野のと茉ま衣い子こは一団となって交差点へと急いだ。折り悪く横断すべき箇所の信号は赤に変わったばかりだった。アスファルト上を流れる車しや輌りようの群れが恨うらめしい。近くに歩道橋もなく、とりあえずは信号の顔色を窺うかがうことしかできない。

「くそ」

　蜩は足踏みしながらその時に備えた。横断歩道の最前列をキープして、スタートダッシュの準備に余念がない。宮野と茉衣子は、とうに諦あきらめでもしているのか、走る構えも見せていなかった。人混みから離はなれた後ろのほうで多鹿と一いつ緒しよにのんびり談だん笑しようしている。

　何だか俺おれ一人がバカみたいだな。くだらない勝負に本気になってるガキみてえだ。

　振り返っている蜩に気付き、多鹿が大きく片手を振った。がんばってえ、とでも言いたいのだろう。笑え顔がおでエールを送っている。

　舌打ちして蜩は信号機へ視し線せんを戻した。

　目の前の車道を高みから睥へい睨げいするシグナル、それがようやく黄色に変化していた。せわしない車の流れが慌あわてたように弾はずみ始める。急いで道を渡ろうとする国産の四よん輪りん駆く動どう、右う折せつ待ちに苛いら立だっているような小型のバン、ハザードを点滅させて路ろ肩かたに寄ろうとしている運送業トラック。

「ああ？」

　最初は見間違いかと思った。

　横合いから迫ってくる巨大な影かげ。

　徐々に見かけ上のスケールを大きくしていく運送業者のトラックだ。まったく減速していない。あれでは路ろ駐ちゆうの車に突っ込んでしまう。オーバースピードも甚はなはだしい。いくら信号が赤に変わりそうだからとは言え──。

「ちがう」

　スピード以上の問題点がある。のっぺりしたフロントガラス、その内部の車内灯が点つきっぱなしになっていた。

　誰だれも乗っていない。

　なのに車は進んでいる。真っ直すぐこちらを目指して。つまり、この歩道を目標にして。何人もが並んでいる横断歩道の手前に向け、行列に横合いから突っ込もうとしているように。

　まさにそれが目的なのだ。あのトラックは蜩ひぐらしたち四人を狙ねらっている。

「多た鹿じか！」

　蜩は瞬しゆん時じに判断、出せる限りの大声で相棒に叫んだ。

「あれを止めろ！」

　同時に、蜩は自身の能力を解放した。

　信号が青に変わる。







　蜩が無人のトラックに気付くのと他ほかの三人が事態に気付くのとはほぼ同時だった。

　茉ま衣い子こもそれを見ていた。誰だれも運転していない大型車しや輌りようが時速五十キロで突っ込んでくる。妙に現実感を欠いた光景だ。異い形ぎようの想念体よりよほど現実的な物体だと言うのに、茉衣子にはそれが夢の中の出来事のように思われた。日常の中に潜ひそむ、ちょっとしたズレ。最初から非日常な場所に出没する想念体と違い、トラックは一般的というカテゴリーに分類される。想念体ならば恐くはない。だが相手が一方的な加害者となる交通事故は避さけようがない。それは誰の身にも起こりうる身近な破は壊かいの具現だ──。

　茉衣子は立ちすくんだ。恐怖によってではなく、逡しゆん巡じゆんによってである。逃げるのは簡かん単たんだ。このままきびすを返してしまえばいい。だが、他ほかの通行人のうち何人かは確実に跳はね飛ばされるだろう。そして茉衣子に暴走トラックを止めるだけの物理的防御能力はない。彼女の専門は対想念体業ぎよう務むだった。

　反射的にＥＭＰ能力を発動させつつ、茉衣子は片手で宮みや野のの腕を探した。自分では何ともできない。しかし班長なら。

　茉衣子が宮野の白衣の袖そでをつかんだ時、

「多鹿！」

　蜩が顔中を口にして叫んでいた。

「あれを止めろ！」

　茉衣子の視界の外れで横断歩道の信号が青となり、蜩の姿が消え失うせ、多鹿の片手が上がって指鉄砲を作る。

　小柄な多鹿の身体からだに、茉衣子が思わず戦せん慄りつするほどのＥＭＰ能力が出現した。最初に出会った時、空き缶を怪鳥に変えたあの時とは比べものにならない。それ以前に、茉衣子はこれだけ高密度のＥＭＰ場を生み出せる能力者など今の今まで知らなかった。宮野以上かもしれない。その宮野からも能力の前ぜん兆ちようが感じ取れた。

「私の側そばにいたまえ」

　低い囁ささやきが耳じ朶だを打つ。途と方ほうもなく優やさしい声に、茉衣子は眩暈めまいを覚えた。

「この場合、動くほうが危険だ。どこかで奴やつは見ている。茉ま衣い子こくん、糸に絡からめ取られるなよ」

　すがりついた白衣の腕が意外に筋肉質であることに驚おどろきながらも目を見開いている。茉衣子の目に映るのは殺人凶器となった運送トラック、それから──。

　くるりと真後ろを向いた多た鹿じかの姿。

「えい！」

　多鹿は鉄砲の形をした片手を、道路沿いの店へと向けた。故意か偶然か、そこにあったのは自動車ディーラーのショールームだ。ライティングされたガラス張りの店内に、最近モデルチェンジされたばかりの新型車がディスプレイとして鎮ちん座ざしている。丸いフォルムをしたスリードアハッチバック。

　多鹿は指鉄砲の人差し指でその新型車を指し示し、茉衣子の息が詰まりそうになるほどの高密度なＥＭＰ波を放出しながら可愛かわいらしく叫ぶ。

「旋せん亀き！」

　一般人には見ることのできない不可視光こう線せんを茉衣子の目は捉とらえていた。眩まばゆいブルーの光線が指先から伸び、新型車を雷光のように打ち据すえた。

　その刹せつ那な、車は車でなくなった。

　重心に巻き込まれるように捻ねじれて歪ゆがんだ四よん輪りん車しやは再反転して変わり果てた姿を顕けん在ざい化させる。一秒とかからず現れたのは、自動車と同じ質量を持つ、巨大で奇怪な亀かめの姿だった。きらびやかな照明を受け、異界の影かげが塵ちり一つない床にわだかまる。

　亀にしては首と尾が長い。甲こう羅らの下からもたげられた首は嘴くちばしの短い鳥のようであり、尻尾しつぽはヘビのような鱗うろこに包まれていた。

　多鹿の腕がアーチを描き、指さしの対象を変えた。次に指し示すのはこちらへと突とつ撃げきを図っている大型のトラックだ。

「行っけーっ！」

　こんな状況でも微笑ほほえましくなるアニメ声が響ひびき、〈旋亀〉が胎たい動どうを開始した。閉じられていた目ま蓋ぶたに切れ目が刻まれ、人間くさい光を湛たたえた目が露あらわとなる。亀の目がトラックを補足し、鳴動とともに怪かい魔まは宙を飛んだ。

　ガラスを砕くだく破は壊かい音を盛大に上げながら、飛び上がった亀の怪物はディーラーのショーウィンドウを突き破り、途と中ちゆうで体勢を変え縦たてに回転しながら果敢にも暴走トラックへチキンレースを挑いどんだ。

　衝しよう撃げき音が轟とどろいた。耳だけでなく全身に叩たたきつけられる音の洪水。大気の震しん動どうをじかに感じ取れるほどの強烈な轟ごう音おんだ。

　通行人のうち危機意い識しきの強い人間が何人か悲鳴を上げる。他ほかの者はひたすらに啞あ然ぜんとするのみである。無理もない。

　茉衣子がトラックの接近を感知してからここまで、三秒とかかっていなかった。

「くうううう」

　多た鹿じかが唇を嚙かみしめて声を漏もらしている。

〈旋せん亀き〉とトラックの正面衝しよう突とつは異界の幻げん獣じゆう側が少々不利のようだった。前進を阻はばまれたトラックは、フロント部分を陥かん没ぼつさせ荷台までがペチャンコになっていつつもまだタイヤを回転させてゴムの灼やける匂においを散らしていて、〈旋亀〉は高速回転を止めずにトラックの破片を削り取っているのはいいがジリジリ後ろに押されている。その負ふ荷かはどうやら多鹿にかかっているようだった。

　指鉄砲の右手に左手も添そえ、唸うなっている多鹿の顔は汗にまみれていた。

「重いよー。そろそろしんどいよー」

　十トン規模の輸ゆ送そうトラックが時速五十キロで突進してくるのを止めただけでも、彼女が並みの術者でないことは知れる。ただのおとぼけさんな使役術師ではない。

　そのくらいは茉ま衣い子こにも解わかる。彼女がそろそろ限界であることも。

　それは宮みや野のも解っていたようだった。

「加勢しよう。ここではそうするのが正しい選せん択たくのようだ」

　茉衣子が握っているのではないほうの腕を、宮野は高々と掲げた。指先で空中に五ご芒ぼう星せいを閉じこめた五重の同心円を描いていく。指に灯ともった暗い光がそのまま宙に軌き跡せきを刻み、まるで空間を穿うがっているようにも見える。確固たる信念を裏付けとする意思は、一ひと文字の書き損じもなくブラックライトに輝かがやく魔ま法ほう円えんを構成させ、宮野にしか解わからない効力を発はつ揮きする武器となるのだ。たちまちのうちに宮みや野のは二つの魔法円を大気に刻みつけ、フッと息を吐きかけた。
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　飛ばされるように二つの二次元の円は空を舞まい、ワッペンのように地面に貼はり付いたところがトラックの両脇わきだ。片側にそれぞれ一つずつ。

「昏くらき神の従順なる僕しもべたちよ、我が手となって悪意の根を断ち切るがいい」

　地上に付着した魔法円が燐りん光こうをまとって輝かがやき、影かげのように厚みのない黒い触手を生み出した。植物の高速度撮さつ影えいを見ているように、何本もの暗黒の縛ばく鎖さが伸び上がりトラックを襲しゆう撃げきする。竹槍やりのごとく斜めに鋭するどい触手の先が車体に突き込まれ、無数の同類が後に続いた。タイヤを貫き、ホイールを切り裂いて触手群はコンテナの天てん井じようを突き破る。

　ガクンと車体が揺ゆれ、バキッという鈍にぶい音が響ひびく。接地したままホイールスピンを起こしていたタイヤがいきなり回転を止めた。触手がエンジンを破は壊かいしたのだろう。触手たちは輸送トラックに蹂じゆう躙りんの限りを尽くしていた。

「ふふう」

　多た鹿じかが空気の抜けるような声を出し、水平に伸ばしていた腕を降ろした。

　使役術を解除され、巨きよ亀がめも落ちた。アスファルトと金属がぶつかり合う音がして、次の瞬しゆん間かんに茉衣子が目にしたのは大きな亀の怪物ではなく、ひっくり返った亀のように腹を向ける新型乗用車の傷一つない姿だった。

「いかん」

　宮野が呟つぶやいた。

　彼の目はトラック下部の地面に向いている。車体から溢あふれ出した液体が急速に広がりつつあった。揮き発はつ性のつんとした匂においを茉ま衣い子こは嗅かぎ取り、それが石油の類たぐいであると判読する間もなく宮野に引き倒された。

「全員伏せたまえ。ええい、面めん倒どうだ。なぎ払え」

　魔ま法ほう円えんから生はえた触手の一つが、地面スレスレの軌き道どうを描いた。巨大な時計の針のように、触手は一回転して、その場付近にいたすべての人間の足を取って転ばせた。

「ふぎゃ」

　多鹿が横転して出した声を聞きながら、茉衣子はどこかでチリッという何かを擦こすり合わせるような音を聞いた。

「あ──」

　トラックが爆ばく発はつした。







　その爆音はまだ蜩ひぐらしの耳に届いていない。

　今の状態を持続させていたら、彼が爆発炎上を知るのは何時間も後のことになるだろう。ＥＭＰ能力を発動させた蜩ひぐらしは常人よりも六十倍の時間の中で生きることになるからだ。彼の主しゆ観かん時間ではトラックを目もく撃げくしてからすでに五分が経過したところのはずだ。腕時計のデジタル表示は五秒ぶんの上積みしかしていない。彼の目に映るものすべてが、止まっているに等しいスローモーションで動いていた。

　代たい謝しや加速能力。

　それが蜩に降って湧わき、彼をＥＭＰ学園に追いやった普遍的な人生を送る上で必要のない超常の力だ。

　簡かん単たんに言えば加速装置だ。蜩の体内だけで時間が加速している。蜩の目からは周囲が止まっているように見えるが、それは錯さつ覚かくであって、実際は彼が一方的に高速での代謝活動をおこなっているにすぎない。

　だから蜩は自分をこの状態に置いたとき、慎しん重ちようを期して自らの肉体を操あやつる必要がある。うっかり固い物の角に手をぶつけてしまうようなことがあれば、それは実質的な時間の流れでは時速数百キロレベルでの衝しよう突とつに他ほかならないのだから、蜩の手も粉々になる。時間の流れは一定であり、蜩は常に自分に言い聞かせなくてはならなかった。時間が遅くなっているのではなく、自分が早く動いているだけなのだ。

　この扱いにくい能力が発現したばかりの時は、さんざん生なま傷きずを作らされた。慣なれないうちはしょっちゅう色んな物にぶつかったり、何の気なしに触れて指を痛めたりもした。第二ＥＭＰ学園に収容されてから、訓練の末に機敏な動きをすることが可能となったのだ。

　今も感じている、このねっとりとした空気抵抗もすでに馴な染じみのものだ。加速状態の蜩には大気は流体のように感じられる。迂う闊かつに手を振ろうものなら摩ま擦さつ熱ねつで火傷やけどするくらいの抵抗が全身にかかっているのである。すべては蜩のスピードゆえだった。

　そのせいで実際時間でも常人の六十倍で動けることなく、せいぜい二十倍といったところだが、それでも充分すぎるアドバンテージである。たいていの人間を出し抜くことができた。

　まあ、あの白衣野郎にはまんまと罠わなにはめられたが……。

　動いていないに等しい通行人たちを避さけながら、蜩は数かず花かの姿を探して真夏の湿った大気の中を泳ぐように歩いている。この状況で走ったりしたら様々な要素で危険だった。ちょっと触れあっただけで途と轍てつもない衝しよう撃げきが襲おそってくるだろう。特に人間に接触しないよう、注意深く動かなければならない。相手が六十分の一の反応速度しか持ち得ない以上、注意するのは蜩の側でしかなかった。

　もっとも、相手が敵方ならば容よう赦しやすることもないのだが。

　蜩は右手に握った点てん穴けつ針しんの感触を確かめる。仲なか嶋しま数花相手に使うつもりはない。しかしあのトラックを動かしたのは確実にＥＭＰ能力だ。高確率で犯人は枕まくら木ぎ庸よう市いちだろう。どうやら奴やつは本気だ。第一ＥＭＰはマジで俺おれたちに戦争を仕掛けて来やがった。いまさら冗じよう談だんですませやしねえぞ。

　彼がトラックを無視して数かず花かの追跡を優ゆう先せんしたのは、あれでも多た鹿じかに全幅の信頼を寄せているからだった。多鹿なら何とかするだろう。それだけの力が彼の相棒にはある。蜩ひぐらしが高等部に進学してからの付き合いだから長いとも言えないが、コンビの相手の能力程度を知る時間には足りていた。それに第三の二人も無能ではないだろうし。

　ここは役割分担だ。

　目に入るもの全部がゆるやかに静止している風景の中、蜩は数花が進んだに違いない歩道を疾しつ駆くする。道は自然のカーブを描き、蜩も道なりに進行方向を変えた。

「！」

　目の前に赤服の人形が立っていた。

　無機質な翠みどりの目が、蜩をまともに見つめる──。







　炎をまとったトラックのなれの果てが夜空に散らばっている。茉ま衣い子こは頭を抱えて目をつむっていた。背中に覆おおい被かぶさる宮みや野のの重みが、これほど頼もしく思えたことはない。

　班長でも、破片よけくらいの役には立つのですわ……！

　再びの爆音。

　多鹿が亀かめにした新型車に引火した音である。今や二つの四よん輪りん車しやは、ただ燃えさかる炎のよりしろとなるのみだった。惨事だ。

「茉衣子くん、ケガはないかね？」

　宮野の声が吐と息いきの触れあう距きよ離りから聞こえる。

「……班長」

　膝ひざをつき、茉衣子は身体からだを起こして四つん這ばいとなる。てらてらと光るオレンジ色の炎が彼女の白い顔を照らしつけていた。

「多鹿さんは？」

「無事だとも」

　すっくと立ち上がった白衣の上級生は、同学年の他校生のもとに歩み寄った。高等部二年とは思いがたい幼い肢し体たいが地面に伸びている。物理的な衝しよう撃げきを受けたわけでなく、ＥＭＰ能力の行使に疲ひ弊へいしたからだろう。

　多鹿は宮野の腕を借りてようよう立ち上がる。その目の前には大破したトラックと、ひっくり返って炎上する新品の自家用車があった。

　よろよろしながら多鹿は思い詰めた顔で右手を差し出した。宮野に握手を求めているのではない。その証しよう拠こに、彼女の手指はまたしても指鉄砲を形作っていた。

　乾いた唇を舌先で湿し、多鹿は振り絞るような声で、

「応おう龍りゆう」

　足元のアスファルトを指差す。

　息苦しくなるまでの不可視の圧力に、立ち上がりかけていた茉ま衣い子こは尻しり餅もちをつく。地面に触れた部分に、微細な振動が伝わってきた。

　何かが近付いてくる。地の奥おく底そこに封ふうじられていた古代の邪神が蘇よみがえろうとしているわけではなさそうだ。茉衣子が感じたのは、多た鹿じかの精神を反映しているらしい透すき通った想念のイメージだった。低周波の地じ響ひびきに混じって、小川の清流のようなせせらぎの音が脳のう裏りに響く。直接的な音ではない、イメージの産物だ。

　雪崩なだれのような効果音が大きくなるのに伴い、茉衣子の頭の中にあるスクリーンに接近してくる想念の塊かたまりが〈視みえる〉ようになってきた。二対の手足を持ち、長大な体たい軀くの幻げん獣じゆう。

　どん、と腹の中まで震ふるえるような音が上がり、車道のアスファルトをめくり上げて、輝かがやく何かが夜空へ昇った。宮みや野のの触手とは比較にならない胴回り、全長は約十メートルといったところだろう。

　誰だれがどう見ても、それは東洋風の竜りゆうだった。青白い輝きを鱗りん粉ぷんのように撒まき散らしながら、多鹿の喚かん起きした〈応おう龍りゆう〉は上空で身をくねらせ、瞬しゆん時じに降下体勢を取った。

「えいやぁっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いにはほど遠いが多鹿は懸けん命めいの号令を迸ほとばしらせ、右手を振り下ろした。

　見上げる茉衣子の顔に小さな冷たい物がパラパラ降りかかる。

　──雨？

　顔を擦こすった指が濡ぬれていた。水滴だ。竜の身体からだから粉のように出ているのは水の粒だった。あの竜は水で構成されている。

　火炎と黒煙の真上で逆さになった〈応龍〉が静止したのも一いつ瞬しゆんで、地中の水道管から生まれた水竜は勢いよく火災の現場に急降下をおこなった。

　水蒸気で一面が真っ白になり、一拍置いて竜の出口から大量の水が噴ふき出す。足元に水が迫ってくるのを見て茉衣子はやっとのことで立ち上がった。幸い宮みや野のが巨木のように立ちっぱなしだったので摑つかむものがあって幸いだ。

　入れ違いに、多鹿がへたり込む。

「ひいひい。ああ、しんどい……」

　空から大量の水が降ったおかげと、その水が発生させた衝しよう撃げき波はで炎はあらかた消滅していた。

「まさに水すい克こく火かだな。基本原則といえる」

　面おも白しろそうに言いながら、宮野は多鹿のもとへ歩み寄ると、

「多鹿くん。キミを第二でくすぶらせているのは実にもったいないな！　今からでも遅くはない、第三ＥＭＰに転校してみないかね。よければ私が推すい薦せん状を書いてもいい」

　真ま琴ことが宮野の推薦状を受け付けるとは思えない。即座にゴミ箱行きは確実だろう、と思いながらも茉衣子は宮野の背に追いつき、

「班長、そろそろこの場を離はなれないと、何やら面めん倒どうなことになりそうですわ」

　広い交差点はパニック寸前の状況だ。通行を阻害された何台もの車が十字路の真ん中で立ち往おう生じようしており、いたるところでクラクションが鳴らされるままになっている。大勢の通行人たちが残らず足を止めてトラックと新車の燃え残りに仰ぎよう天てんの視し線せんを注そそいでいた。よろしくないことに、その視線はぜいぜい息を切らして手を着いている小柄な少女と、その傍かたわらにいる長身の白衣姿および黒衣にも向けられているような気がする。

　誰だれが通報したものか、消防車とパトカーのサイレンが二重奏を奏かなでながら近付いていたりもした。

「うむ。では遁とん走そうしよう」

　重々しくうなずいて、宮みや野のはうずくまる多鹿を軽々と抱えた。

「茉ま衣い子こくん、ついて参れ！」

「言われなくとも」

　交差点の車が通行不能になっているのを幸こう甚じんとして、宮野と茉衣子は横断歩道を渡るために駆かけだした。

　この時、宮野は自分の術を解除することを忘却していた。無む惨ざんな姿をさらすトラック脇わきから生はえた無数の触手が自然消滅するにはあと数分ほどを要し、その間衆人環かん視しに晒さらされ続けて目もく撃げき者しやに余計な不安感を生じさせることになったのだが、それは割とどうでもいい話でもあった。







　赤い頭ず巾きんの人形兵器、ピロシュカと目があった蜩ひぐらしは即座に行動に移った。

　こいつは敵だ。おまけに人間じゃねえ。したがって、遠えん慮りよは欠片かけらもしなくていい。こいつが俺おれの前に立ちはだかるということは、邪じや魔ましに来たに決まってる。偶然なわけねえ。枕まくら木ぎ庸よう市いちの姿は付近にないが、どこかで遠隔操そう作さしているのだろう。まずこいつを破は壊かいしてから、奴やつを探し出してボコボコにしてやる。あの突っ込んでくるコンテナトラックには殺さつ気きがあった。第一ＥＭＰのアホめ、本気で戦争をおっぱじめる気か。

　後でゆっくりと身体からだに聞いてやろうじゃねえか。手始めにこいつを血祭りにしてやる。人形に血は通ってないだろうが。

　蜩は重たい空気をおしのけつつ、主しゆ観かん時間で十数秒、通常時間内では〇・二秒の速さでピロシュカの背後に回る。途と中ちゆうで赤いフード付きも身体を回転させるモーションを開始しているのに気付いたが、蜩には笑えるくらいのスピードでしかない。カタツムリでももう少し速いだろう。

　余裕で蜩は暗器を握った右手を振り上げる。ほぼ止まった状態にいる通りすがりの一般人たちにぶつけないよう、気を配りながらだがそれでも充分な時間がある。手首を返して点てん穴けつ針しんの丸い尻しりを人形のこめかみに向け、狙ねらいをつける。無機物相手に刺したところでダメージはないだろうと判断したためだ。ぶっとばしたほうが早い。

　蜩ひぐらしはゆるやかに腕を振り、逆向きの放ほう物ぶつ線せんを描いてピロシュカの右側頭部を打った。

　力加減は熟じゆく知ちしている。あまり勢いを付けすぎると手首が折れるのだ。自分の肉体にかかるフィードバックを最小限にすべく、蜩は打だ撃げきをコントロールして、それから高速代たい謝しや状態を解除した。

　歩道に強風が巻き起こり、植え込みの葉が吹き飛んだ。吹き抜けていく突風が周囲の人間たちの衣服を巻き上げて嬌きよう声せいを生じさせる。

　そしてピロシュカは、

「──」

　無言で横に吹っ飛ぶと進路を計算して攻撃した蜩の狙ねらい通り、コンクリート製の電信柱に頭から突っ込んだ。蜩の未来予想図では、この一撃で赤頭ず巾きん人形は空洞の頭ず蓋がいを叩たたき割られ、全身もバラバラになって四散することになっていた。

「──」

　目を疑うヒマもなかった。通常時間に戻った蜩には、まさにそれは一いつ瞬しゆんだ。

　ピロシュカは空中で回転し、足から電柱に激げき突とつする。膝ひざを折って運動エネルギーのほとんどを電信柱に逃がしたのち、粉ふん砕さいさせ電柱を真っ二つに折りながら顔を蜩に向けた。

　くの字に折れ曲がった電柱と通行人の上げる声を聞きながら、蜩は再び加速モードに入った。

　なんだ、こいつ……！

　ピロシュカは電柱を蹴けりつけて空中を跳とんだ状態で固まっていた。もちろん止まっているように見えるのは蜩だけで、実際にはとんでもない速度で大気を切り裂いている。六十倍速の中にいる蜩にも明らかなほど、赤いフード付き人形は異常なスピードを見せていた。ピロシュカは蜩に向けて接近しつつある。

　甘かったか。だが、それでも俺おれよりは遅い。

　蜩は自分を落ち着かせ、ピロシュカの進路上から移動した。まるでダイビングヘッドバットの途と中ちゆうにあるような体勢の人形の横に寄る。ピロシュカから歩道までの距きよ離りは一メートルちょい、さっきの電柱より遥はるかに短い。

　これなら逃げようがねえだろ。

　赤いフードの垂たれた背中に、肘ひじ打ちを喰くらわせて、通常時間に復帰。

　爆ばく発はつしたような音とともに赤い残像が歩道にめり込んだ。放射状のひび割れが八方に走って蜩の足元にまで及ぶ。

「──」

　すっくと立ち上がるピロシュカを、蜩は呆あきれて凝ぎよう視しした。

「どんな材質で出来てるんだ？　あれでノーダメージとはな。ビニール製か？」

　右肘に痺しびれが残っている。行動を制限される高速代たい謝しや中でのギリギリまで力を入れたはずなのに、胴体がもげることもなくピロシュカは平然とした顔をしている。人形だからそりゃそうなのだが、それにしても意外なことだった。

「切り刻んだほうがよさそうだな」

　エメラルドの瞳ひとみを冷れい徹てつに見やり、蜩ひぐらしは点てん穴けつ針しんの先端を相手に見せた。

「てめえの首を飛ばしてから、ご主人さまをとっちめてやるぜ」

　仲なか嶋しま数かず花かのことは脳のう裏りから消し飛んでいる。この際だ、二度と枕まくら木ぎ庸よう市いちに人形遊びをする気にならないくらいの目に遭あってもらう。

「──」

　ピロシュカが歩道を蹴けりつけた瞬しゆん間かん、蜩は能力を解放する。







　仲嶋数花♯125は自動改札機を通っている最中で我に返った。

「あれえ？」

　頓とん狂きような声を出したのは自分の居場所が唐とう突とつに変化していることに気付いたからで、もうとっくに慣なれたはずの現象とは言え、つい出てしまうものは仕方ない。むしろそのまま歩き続け、改札機の吐き出す切符を取っただけでも大したものである。

　構内を何歩か進んでから数花♯125は足を止め、頭上の電光案内板を仰あおいだ。

「？」

　手にしたチケットは夜行列車のものらしかったが、印刷してある目的地に数花♯125は見覚えがない。

「なんでまた……」

　呟つぶやきは半ば、溜ため息いきで覆おおい隠かくされた。

「何だか解わからないけど、ここに行けばいいの？」

　鞄かばんを足元に置く。手荷物がしょっちゅう代わるのも慣なれっこだが、今回はやたら重い。おそらくこれを持って家を出た自分は、物に執着する性格をしていたのだろう。

「どうしよっかなあ」

　そう言いながら数花♯125は列車の出発するホームがどこかを探していた。

　どこに言っても同じなら、この身体からだの先の持ち主がしたかったようにしてやってもいい。

　どうせ前の数花も、今はどこかを彷徨さまよっているに違いないのだから。







「ちょっとお待ちを！」

　街角を走っていた茉ま衣い子こは急停止をかけて宮みや野のの袖そでをつかんだ。

「どうしたのかね。脇わき腹ばらでも痛くなったのかな」

　多た鹿じかを抱き上げたままだったのに宮みや野のが息を荒げていないのは感心だ。

「この程度の距きよ離りで音ねを上げていてはアテネ軍の伝令兵は務つとまらんぞ」

「解っておりますが、今はだまらっしゃい」

　鳴っている携帯電話を手て提さげから取り出す。発信者は真ま琴ことになっている。試みに画面を切り替えて、数かず花かの現在位置が表示されていないことを確かめてから、

「もしもし。こちらは光こう明みよう寺じ茉ま衣い子こでそちらは真琴さんですわね。今回は変な前振りはなしでお願いします。わたくしは急いているのです」

『すまないな、光明寺くん。残念ながら俺おれは縞しま瀬せくんではない』

　どう聞いても真琴の声だった。その声は続けて言った。

『ようやく出ることが叶かなった。いつまでいられるか解らないので手短に説明したい。そこに宮野と第二ＥＭＰの二人もいるはずだな。彼らにも伝えておいてくれ』

「もしかして……日ひ比び木き会長？」

　茉衣子は目と口を大きく広げて、

「どうやって？　真琴さんの身体からだを乗っ取っているのですか？」

『借りているだけだ。俺の意い識しきが支配しているわけではない……が、その話はいい。重要と思える情報が得られたのだ。事によれば急を要するかもしれん。まだ詳しよう細さいは不明だ』

「何のことですの？」

　茉衣子は宮野に目で合図して、声は出さずに唇だけで「かいちょうです」と伝えた。

「あの……。もう降ろしてくれないかなあ？　恥はずかしいよう」

　顔を赤らめている多た鹿じかを半目で見つつ、茉衣子は電話の声に耳を傾けた。

『仲なか嶋しま数花は多重人格の持ち主ではない。人格が入れ替わっているのではないのだ。彼女は常に一つの人格しか持っていない』

　茉衣子は黙だまって聞いていた。真琴の声で、日比木会長は言った。

『仲嶋数花は平行世界を移動し続ける、転移能力者だと考えられる』







　蜩ひぐらしは状況を把握できなかった。

　最初に疑ったのは自分の目ではなく、どこかにＥＭＰジャマーをかます奴やつがいて能力の発動を強制キャンセルしてるのではないかということだったが、自分は加速時間内にいることが間違いないとすぐに理解した。周囲すべての動きがほぼ静止状態にあるし、この大気の重さも蜩が高速運動中であることを示している。

　ただ一つだけ、通常通りの速度で動いている物体がある。加速状態の蜩にとっての通常スピード。その事実は、その物体もまた超加速運動をおこなっているのだという明示に他ほかならない。

　ピロシュカの繰くり出した拳こぶしが、光をまといながら蜩の膝ひざに飛んできた。

「く──！」

　とっさにかわす──つもりが身体からだが重い。空気抵抗が蜩ひぐらしの動作に制限をかけているのだ。普ふ段だんはそれでも問題にならない。通常時間と相対的に見た場合、蜩の高々速運動は瞬しゆん間かん移動とほぼ同じ現象を生む。

　しかし、彼と同じ速度で動く他ほかの物体にとって相対速度はないに等しい。

　ピロシュカの動きはのろのろとしているかのように蜩には見える。見かけ上の速度では。

　時速三百キロで走る車から、同じ方向に時速三百十キロで走る車を見ているようなものだ。静止している人間の目からは、どちらも猛もうスピードであることは違いがない。

　蜩が認めたくないことに、ピロシュカは自分よりもわずかながら速い。

「ぐっ！」

　バックステップに踏み出した蜩の右膝ひざに小さな拳が激げき突とつした。

　高加速中の蜩でなければ、膝から下が千切れて飛んでいくほどの衝しよう撃げきだろう。足を逃がす方向と正せい拳けん突づきのベクトルが一致していたからこそダメージは最小限ですんだ。それでもイヤになるほどの灼しやく熱ねつと激げき痛つうが走る。

　一撃目のモーションから、ピロシュカは二段攻撃の態勢を取りつつあった。足を踏み出してジャンプの体勢、虚無のまま動かない表情を保ちながら、後ろへと跳とぶ蜩を補足している。

　──しまった！

　蜩は己おのれの行為をののしった。背後に誰だれもいなかったのは確認済みだ。歩道の脇わきにあったのは喫きつ茶さ店だか料理店だかの赤煉れん瓦がで、彼の計算ではそこに背中から突っ込む前に空中で体勢を取り直し、ゆるやかに着地する予定だった。だから小刻みなステップで跳とんだのだが、ピロシュカが自分より高速だとすると。

　地面から足を浮かせた一瞬は一瞬にならない。ピロシュカもそれを見逃さない。

　小さな靴くつを履はいた人形の爪つま先さきが歩道を削った。石畳が割れ破片が飛沫しぶきのように散る様よう子すがスローモーションで映る。その衝撃は耳みみ障ざわりな音を生じたことだろう。

　だが音波が大気を伝でん導どうするより速く、ピロシュカが弾だん丸がんのように跳んで来た。

　全身が発光している。

　その原因を悟さとって蜩は呻うめいた。

　──なんてこった。

　この人形は空気摩ま擦さつで発火するほどのスピードで動いている！







「平行世界？　転移？　何ですか？　どこかの似え非せＳＦと混こん線せんでもしてしまったのですの？」

　遠くは第三ＥＭＰ自治会長室から真ま琴ことの声が日ひ比び木きの口調で返信した。茉ま衣い子この質問には直接答えず、

『〈インスペクタ〉のメールには虫食い部分が多かった。それは彼もしくは彼女のもとからこちらに届くまでに情報の欠落があったからだと思われる。実際にキミが目にしたメールの文面も、本来〈インスペクタ〉が送信した原本の十分の一ほどだったのだ。俺おれは復元を試みた。それでようやく半分程度の情報を回復できた。解わかったのは、これは警けい告こくであるということだ』

「何に対しての警告です？」

『我々の世界に対して』

　淡々と日ひ比び木きは言った。

『〈インスペクタ〉はこう書いている。世界を崩ほう壊かいさせる因子を持つ仲なか嶋しま数かず花かが二百五十六番目に現れる、と』

　茉ま衣い子この髪に宮みや野のの顔が触れた。耳をそばだてて電話に顔を傾けている。

『仲嶋数花は我々とは別の世界から移動して来ているらしい。肉体は伴っていない、精神のみの転移だ。彼女の身体からだはそのままに、彼女の精神だけが周期的に入れ替わっている』

　茉衣子は黙だまっていた。合いの手を入れようのない話である。

『転移の仕組みは不明だ。確かなのは、その転移が一方通行であるらしいことだ。平行線が無限に並んでいる様よう子すを想像してみろ。その線の一つが我々の世界だ。右隣どなりの世界から我々の世界に仲嶋数花の精神が移動する。その時、我々の世界にいた仲嶋数花は、そのまま左隣の世界にスライドする。いわば押し出されるのだ。これが全平行世界で発生していると考えるといい。仲嶋数花の精神は、順次隣の世界から別の自分の精神がやってくることで、次の世界へと転移している』

　茉衣子はいそがしく思考を回転させた。彼女が思い描いたのは横よこ線せんなしのアミダクジだ。イメージ上のアミダは、左右に延々と縦たて棒ぼうの数々を立てている。そのうちの一本から、小さな点が左隣の縦棒に飛んでいく。するとその棒から同じ大きさの別の点がそのまた左隣に飛んでいく。それが延々と繰くり返される……。

「まるでトコロテンですわね」

『その形容には同意できるな。プロセスはほとんど同じだ。ただし、最初に移動を開始した仲嶋数花は一回の玉突きで満足したわけではなさそうだ』

「どうしてお解わかりですの？」

「茉衣子くん」と宮野が耳元で答えた。「仲嶋数花のＥＭＰ能力がついたり消えたりしているのはなぜだと思うのかね？　その都つ度ど、彼女の中身が入れ替わっているからに相違ない。複ふく数すう回の転移を彼女は実行している」

「それは解ります」

　茉衣子は宮野の息が耳にかからないように顔の角度を調整しながら、

「ですがおかしいではないですか。最初に移動した数花さんが隣の数花さんを押し出す。その数花さんもまたまた隣の数花さんを押し出す。トコロテン方式ならば、今この世界にいる数花さんは、お隣となりの世界の数かず花かさんのみのはずです。最初の玉突き原因となった数花さんが、それからずっと移動を続けているのでない限り、何度もそんな玉突きが発生するわけがないではありませんか」

「その通り」

　宮みや野のは満足げだった。優ゆう秀しゆうな生徒の模も範はん解答を聞いた教師のような目が茉ま衣い子この気に障さわる。

「ですが最初に転移をおこなった数花さんは、もう二度と誰だれかに押し出されることはないはずです。なぜなら隣の……元いた自分の世界にはもはや彼女の精神はないからです。その世界移動云うん々ぬんが正しいのだとして、これは大きな矛む盾じゆんではないでしょうか」

『与えられた条件による推測と実際の観かん測そく結果が異なることを矛盾というならばそうなるな。〈インスペクタ〉はこうも予言している。一つの世界に次々と現れる仲なか嶋しま数花を観察する者は、まるで彼女の人格が緩ゆるやかに変異しているように見えるだろうと』

　真ま琴こと（日ひ比び木き）の声は、どこまでも落ち着いている。

『しかし観測結果は曲げられんが、推測は変更可能だ。この場合もそうしたほうがいいだろう。最初の仲嶋数花がどのくらい離はなれた世界から移動を続けているかは解わからない。〈インスペクタ〉からのメールではそこまでの情報が得られなかった。復元できなかった部分に書いてあるのかもしれない。俺おれの予想では、最初の引き金になった仲嶋数花はここから二百五十六番目に離れた世界から近付きつつある。おそらくそうだろう。彼女の持つＥＭＰ能力……世界を崩ほう壊かいさせる因子なるものが関係している可能性は十分ある』

「ですから、その崩壊の因子とは何なのです？　どうやったら世界が崩壊などするのです？」

　茉衣子はわずかに声を高めて言い、日ひ比び木きはいつもの冷れい徹てつな声で応こたえた。

『まるで見当もつかない。この俺おれにさえ』







　ピロシュカは真っ直すぐ蜩ひぐらしの胸を狙ねらっていた。手足による攻こう撃げきではない。黒髪や赤い服をいぶしながら肉にく薄はくする操あやつり人形は頭から体当たりをするつもりだ。

　まともに受けたらあばら骨全損程度ではおさまるまい。蜩の身体からだには人形大の大穴が空くことになるだろう。

　点てん穴けつ針しんを投げ捨て、身体の前でクロスアームブロックを組む。こうなったら少しでも威力軽減を図るしかない。心しん臓ぞうがすさまじい速さで働いているのが解る。ただでさえ高速代たい謝しやを身体に強制しているのに、このままでは肉体が悲鳴を上げて、のち焼き切れる。蜩の時間が飛ぶように消えていく。消えた時間は人生の前借りだ。寿命を縮ちぢめている。

　──こんちくしょう。

　黒髪に包まれたピロシュカの頭がぶち当たり、防御した腕に鈍にぶい衝しよう撃げきが走る。骨が砕くだけていないことを祈るも、間もなく腕の骨を心配している場合ではないと蜩は感づいた。

　──やべえな。

　自分が背後に飛ぶことでピロシュカの頭突きは相そう殺さいできたが、今度は背後のレンガ壁かべが凶器として待っている。蜩ひぐらしが一人で突っ込むのだから壁かべには罪はないが、あいにくレンガの塊かたまりと正面衝しよう突とつして打ち勝つだけの強度は人間の身体からだにはない。ピロシュカに押されている勢いを加えてみると、自分がどれだけのスピードでレンガ壁相手の衝撃合戦をすることになるのか見当もつかなかった。

　──確実に死ねそうだ。

　恐怖よりも苦にが々にがしさが口中に溢あふれてくる。こんなフランス人形みたいな野郎に俺おれは殺されて終わりか。他ほかのヤツになんと言われるだろうな。可愛かわいい人形にぶち殺された哀れな男、ここに眠る……なんていう墓ぼ碑ひ銘めいが刻まれるんじゃねえだろうな。くそ、この。

　──しょうがねえ。やってみっか。

　蜩は自分の鼓動に耳を傾けた。早はや鐘がねのようにそれは聞こえる。百メートルダッシュを五本続けてこなしたように心しん臓ぞうが喚わめいている。

　──！　このテンポに合わせるんだ。それしかねえ。

　蜩は雑念を追いやり、ただ思念を凝こらした。自らのＥＭＰ能力のみを信じる。そこに疑いがあってはならない。できると思えばできる。あとは強烈に〈思う〉だけだ。

　──こんにゃろうめ！

　蜩は強引に腕を振りほどいた。ピロシュカの髪はところどころで小さな炎を作っている。片手でその小さな頭を押さえ、もう片手で人形の右手を取った。熱を帯おびた人形の腕はゴムの手触りがした。

　大気はほとんど固形物のようになっていた。寒かん天てんの中に落とされたような気分だが、それによって蜩は成功したことを確信した。

　その力任せに握った手を、思い切り地面へと下げた。空中でピロシュカが体勢を崩くずす。反はん撃げきは来ない。

　──死んじまえ！

　蜩は高速代たい謝しや状態からさらに加速化していた。今の彼は、実時間の百倍以上で動いているのだ。これだけ加速することは今までなかった。その必要がなかったからであり、それ以上に危険でもあったからだ。少し躓つまずいただけで足の骨を複ふく雑ざつ骨折してしまう。摩ま擦さつ熱で皮ひ膚ふが燃え上がる恐れもあった。

　──そんなこと心配してる場合じゃねえ。

　しかし早めに決着をつけなければならない。身体もそうだが精神面の負担が大きい。ＥＭＰ能力とはそうしたものだ。強い精神集中がなけれは制御もできない。

　体たいを入れ替え、空中に浮くピロシュカの右手を摑つかんだ蜩は渾こん身しんの力を発はつ揮きして、殺人人形の身体を歩道に叩たたきつけた。

「──　──　──」

　音速を超えていただろう。

　頭から地に突っ込むピロシュカの姿を捉とらえながら、蜩ひぐらしはきつく目を閉じた。次に来る衝しよう撃げき波はを予想して、足の裏で地面を探さぐる。

　全身が燃えるようだった。

　──限界だ。

　ＥＭＰ能力を解除した瞬しゆん間かん、蜩の身体からだは楽々と吹っ飛んだ。

　車道に放り出されなかったのは僥ぎよう倖こうと呼ぶしかない。半回転した蜩の背中を受け止めたのは、先ほど折れ曲がったばかりの電柱だ。意い趣しゆ返がえしのような衝撃に蜩は肺の空気を残らず吐き出し、呻うめき声をあげながら歩道に崩くずれ落ちる。

　ピロシュカがどうなったのか確かめる余裕は失われていた。激げき痛つうで意い識しきが遠のきかける。特に膝ひざと腕、それに人形を摑つかんでいた手の先が燃えるように痛い。

「ってえな、この……」

　それでも蜩は最後の精神力を振り絞って目を開けようと努力した。滲にじむ視界の中で、もうもうと砂煙をあげている路上、周囲で驚おどろきざわめいている人々の姿が確認できる。彼らには何が起こっていたのか理解できないだろう。強風が吹き抜けたかと思うといきなり電信柱が折れ、続いて地面が爆ばく発はつした──。

　それが客きやつ観かん的に知覚できた風景のすべてだ。

　蜩とピロシュカの肉にく弾だん戦は、通常時間ではほんの数秒で足りたシーンだった。

「ちっ……」

　舌を打つにも身体中の筋肉が軋きしむ。他ひ人とより異常に素早く動けるというだけで、彼の肉体強度は一般人と変わりがない。役に立つのはいいとして、イマイチ使いどころがない力だ。蜩は雨の中で能力を行使した時を思い出した。雨粒一つ一つが散さん弾だん銃じゆうの弾丸のようだった。目を開けることもできないほどの……。

　──それでもこいつは、平気で走りやがるんだろうな……。

　歩道の破片をまとわりつかせ、赤い影かげがゆっくり立ち上がっていく。

　着ている服はボロ雑ぞう巾きんのよう、黒髪もザンバラで半分ほどの長さになり、白かった肌のあちこちに焦こげ跡がついている。

　そして──。

　右手が肩からもげていた。

　隻せき腕わんとなったピロシュカは、それでも人形らしく表情を変えず、破は壊かいされた電柱を背に足を投げ出した蜩へ目を向けた。

　翠みどりの二つの硝子ガラス玉が、車のヘッドライトを受けて反射光を返す。

　──それにしても解げせねえな。

　霞かすみつつある思考で、蜩ひぐらしはぼんやりとした疑問を抱く。

　枕まくら木ぎ庸よう市いちに加速能力があるとは聞いていない。物体操あやつり以外のＥＭＰ能力はないはずだ。なのにこの人形は俺おれのスピードを凌りよう駕がしやがった。自律機動しているのか？　だとしたらその原動力は何だ。どうやって俺の動きについて来れたんだ……？

　ピロシュカが一歩を踏み出した。蜩の方に。トドメを刺そうとでもいうのだろうか。だったとしても蜩は動けない。幾いく多たの疑問を胸にして、ただ待っているしかない。

　かろうじて半眼だった目ま蓋ぶたが落ちた。

　薄うすれゆく意い識しきが暗黒に飲まれようとした時──。

　遠くで爆ばく音おんが轟とどろいた。

　多た鹿じかたちを襲おそったトラックが自家用車を道連れに炎上した、その効果音だ。







「待ってくれたまえ」

　宮みや野のが茉ま衣い子この手から電話をもぎ取った。

「会長殿。それはそれで非常に面おも白しろい話だとは思うが、いかにも断片的に過ぎるぞ。私の想像を膨ふくらませる余地がわんさとある。手始めに訊きこう、〈インスペクタ〉とは何ぞや？」

　茉衣子は宮野の白衣を引っ張り、身を屈かがめるように要求する。宮野の頭は茉衣子の遥はるか上にあり、電話の声が聞き取れない。

　珍めずらしく求めに応じた宮野は歩道の真ん中でしゃがみ込んだ。

「解わからん？　会長殿のような存在でもつかめないのか？　会長殿はＥＭＰ能力者たちの集合無む意い識しきで成り立っているのではなかったのかね。その〈インスペクタ〉なるものも似たようなものだと私は推察するが」

　仕方なく茉衣子も片かた膝ひざを突いて耳を澄すませた。垂たれかかる髪を後ろに払って、宮野の横顔に自分の横顔を近づける。

　見ると、反対側では多鹿も同じようにしていた。ただし彼女はどことなく心配そうな顔つきで、宮野の袖そでを引っ張っている。

『──とは、おそらくこの世の者ではない』

　真ま琴こと声の日ひ比び木きは言っている。

『人間なのか、俺おれのような意識体なのかは解らん。俺に解るのは、この世界にはいない、ということくらいだ。もしいるのだとしたら送ってきた情報はもっと確実性を増しているはずだ。仲なか嶋しま数かず花かのように別世界に遍在する住人なのかもしれない。もしくはすべての世界の外側にいる存在なのかもしれない。〈インスペクタ〉の意識を、俺は感じることができないからな』

「あのね」

　と、多鹿が柔らかい口調で、

「それよりもね、蜩ひぐらしくんが気になるんだけどー。数かず花かさんを捕まえられたかなあ？」

　それもありましたわね、と茉ま衣い子こは思い出した。暴走トラックが自分たちを邪じや魔まする目的だったのは明らかだ。わたくしたちを見捨てて先を急いだ蜩少年はどうなったことでしょう。

「ふむふむ。とりあえず仲なか嶋しま数花に接触してみんと事態も展開をみせそうにないな！　ではそうしよう。その前に会長殿。第一ＥＭＰの枕まくら木ぎ庸よう市いちとはどのような人物なのだ。先ほど私と茉衣子くんは彼によって死にかけたぞ」

　では、無人のトラックの暴走と爆ばく破はは彼の仕し業わざだったのか、と茉衣子は合点する。ひょっとしたら数花がやったという可能性もあったが、宮みや野のが言うからには枕木庸市の想念の糸がそこに介在していたのだろう。物体を操あやつる能力がそうそう転がっているとは思えない。

『こちらのデータには高等部二年保安部所属としか記き載さいされていない。第一ＥＭＰの送ったエージェントならば人格者でもあるはずだ。キミたちの殺害を計画するとは考えにくい。だが解った。第一ＥＭＰに連絡を取ってみよう。何か解るかもしれない』

「そうしてくれたまえ。第一ＥＭＰがこのゲームについてどのような見解を持っているのかも知りたいものだ。仲嶋数花のことをどう思っているのかもな！」

『了解した。調査を進めてみよう。おって連れん絡らくする』

　切れた電話を宮野から受け取り、茉衣子は膝ひざを払いながら立ち上がった。往来の真ん中で座り込んだ茉衣子たちは格かつ好こうの歩行障害物になっていた。無関心を装った白い目の数々が、三人の脇わきを流れていく。

　幸いだったのは、パトカーと消防車のサイレンが間近で鳴っているせいか、耳じ目もくはそちらに集中していることくらいだが、それもいつまで続くか解わからない。そのうちあの事故の中心にいた三人を発見する野や次じ馬うまもいるかもしれない。不幸にも宮野と茉衣子の取り合わせは、どこでもけっこう目立つのだ。

　しきりに肩を引っ張る多た鹿じかに気付いたか、宮野は大たい儀ぎそうに立ち上がった。

「ここは考えるところだぞ、茉衣子くん」

　そう言う顔は考えているようには見えず、茉衣子にはいつものニヤケ面づらでしかない。

「かつてないエキセントリックな思考を要する。ほとんど愕がく然ぜんとせんばかりだ。現在、私の頭脳は新しん鮮せんな驚きよう異いに晒さらされていると言っても言って言い過ぎることはない。会長の話が真実であるという但ただし書き付きだが、我々は世界の成り立ちを垣かい間ま見ようとしているのだ」

「言い過ぎでしょう」

　茉衣子は電話を鞄かばんにしまい込みながら息を吐く。班長のもともとが驚異に満ちた頭脳をさらに驚おどろかせるようなことは、きっと変態的なものでしかないのですわ。

「蜩くーん」

　多鹿は心底、相棒の少年に心を配っているらしい。

「どこーっ？」

「彼が仲なか嶋しま数かず花かを捕らえているとは思わんが、まあそうだ。まずは合流するのが筋であろう。我々同様の妨害を受けているだろうな。生きているといいのだが」

　半笑いで漏もらした宮みや野ののコメントに多た鹿じかは不安な表情を作り、茉ま衣い子こは白衣の裾すそがヒラついているあたりを蹴け飛ばした。







　上体を突き飛ばされて横倒しになり、石くれに頭を打って目ま蓋ぶたの裏に球状星団が瞬またたいた。

「蜩ひぐらしくん、死んじゃやだ！」

　その叫びを放っている物体が、蜩を強制覚かく醒せいさせた根本であるらしい。ゆさゆさ肩を揺ゆり動かされる度に頭たびを歩道に打ち付けることになり、この調子を続けていたら古代のミイラでも起きあがってクレームを言うだろうと思われた。

「目を開けてえ！　しっかりしてえーっ」

「痛えだろ！　この大バカ野郎！」

　飛び起きようとして、

「いてててて……」

　果たせず、蜩は再び後頭部を地面に戻す。背中に強こわばった痛みがあれば、腕や膝ひざにもブランコがぶつかったような痛みがある。と言うか全身が痛い。

「わあ！　蜩くん、生きてた？」

　多鹿の微笑ほほえみが最初に目に入り、その肩越しに茉衣子と宮野の立ち姿が見えた。蜩は痛みを堪こらえて上半身を起こし、あらためて自分の置かれている状態を確かめた。

　足を止めた通行人の輪わの中にいる。赤く小さな人ひと型がたは消えていた。

「心配したよう蜩くうん。死んじゃったかと思ったよう。だってボロ雑ぞう巾きんみたいにくたくたしてるんだもん」

　多鹿の邪気なし笑え顔がおを受け取りつつ、蜩は深呼吸した。息を吸うのも一苦労なくらい、身体からだはガタがきているようだ。今なら子供相手の指相撲でも負ける自信がある。

　茉衣子が上から顔を覗のぞかせ、

「ところであなた。仲嶋数花さんはどうしました？」

　面おも白しろくもなさそうな顔で言う。蜩は不満を覚えた。せめて多鹿の半分でいいから感情を込めて、誰だれにやられた、くらいは訊きいて欲しい。

「そう言えばそんな奴やつもいたな」

　数花を追おうとしてたら赤い人形が通せんぼしてきて、そっから高速バトルをおっぱじめ、思わぬ赤頭ず巾きんの反はん撃げきにあってその結果が、これだ。やり合っている間に仲嶋数花のことはすっきりと忘れてしまっていた。

　茉衣子は冷たい視し線せんを周囲に浴びせて見物人たちを牽けん制せいしつつ、

「どうしてこんな所で寝ているのですか？　ずいぶんと派は手でな立ち回りを演じたようですけど」

　人形にやられた、と言うのは蜩ひぐらしの矜きよう持じが許さなかったが、適当なイイワケも思いつかない。結果として黙だまっていると、

「どっちのお人形さんです？　白？　赤？」

「赤だ」

　茉ま衣い子この質問に脊せき髄ずいが勝手に答えた。

「本体は？　近くにいました？」

「枕まくら木ぎのことか？　なら、いなかったな……」

　蜩はしかめ面つらを作った。喋しやべるのも重労働になってきた。

「蜩くうん、痛いの？」

　いらえを待たず、多た鹿じかは指鉄砲を形作り、人差し指を同どう僚りようの胸に向けた。

「箴しん魚ぎよ！」

　多鹿の指先から異能の力が溢あふれ出すのを感じる。思わず身じろぎした蜩の身体からだの上で、子供じみた指からエネルギー流が小さな渦を巻いた。青白い霞かすみのようにたゆたったＥＭＰ能力の発はつ露ろは、見る間に凝こごって小さな魚に変化していく。針のように口を尖とがらせた細身の淡水魚だ。蜩は知っている。多鹿の能力は物体に何かを宿らせて変化させることを得意とする。宿る先を持たない能力の発現は多鹿に相当な疲労を強しいるはずだ。

「えいっ」

　多鹿の合図とともに、光の魚が蜩の身体に吸い込まれた。

　熱い茶を一ひと息いきに飲み干ほしたような感触がみぞおちからじんわりと広がっていく。それが指先まで達したとき、蜩の身体をさいなんでいた疝せん痛つうも和らいでいった。

　多鹿は何事もなかったように微笑ほほえんでいる。

「…………」

　蜩は、あえて無言で立ち上がり、それから言葉を選えらんだ。選んで言ったのが、

「……すまねえな」

　これだけってのも情なさけないが。

　なんとか靱じん帯たいや骨には異常がないようだ。しばらくは痛みの残る打撲程度で切り抜けられたらしい。あの赤服人形も相応にダメージを負っていたのか、それとも時間的余裕がなかったか、かろうじてトドメを刺されるようなことにはなっていなかった。

　蜩が手足を捻ひねっていると、

「奮ふん戦せんしていたようだな蜩くん！　よくもまあ生き延びることができたものだと感心する！」

　背の高い白衣がニヤニヤ顔でやって来た。片手につまみ上げているものに蜩は見覚えがある。深海に住む軟体動物のように白い肌。小作りながらも五指の揃そろった右腕。

　肩からもぎ取られたピロシュカの片腕をぶら下げ、宮みや野のは側そばに寄ってくる。

「話すことはお互いにたくさんありそうだ。ここで立ち話も難があろう。なんとも世には人間が多くはびこっておることだ！　人目を気にして行動せねばならんのも、ＥＭＰ学園の住人ならではの宿しゆく痾あとも言えるな！　歩けるかね蜩ひぐらしくん。どうやら善意の第三者が救急車を呼んでしまったようだ。我々としては、さっさと逃げ出さねばならんだろう。色々な意味で面めん倒どうだからな！　ほれ、手を貸そうではないか」

　宮みや野のに従うわけではなかったが、蜩は言われるがままに差し伸べられる白衣の袖そでを借りることにした。

　この状況で彼ができることはまことに少なく、またできることは速すみやかにこの場を離はなれることだけだったからである。

　茉ま衣い子こと多た鹿じかも、それには異論がないようであった。







「ようやく明日か」

　宮野と茉衣子の現在位置から遠く離れ、ここは第三ＥＭＰ学園高等部男子寮りようＣ棟である。部屋の番号は３１２号。この部屋をねぐらとしている生徒は、奇怪な力を振るう学生だらけのＥＭＰ学園においても、とりわけ珍めずらしい特別な存在だった。

　なぜなら彼には何の力も取り柄えもないからだ。なのに全校でも彼ほど長々と第三ＥＭＰ学園の住人をやっている存在もそうはいない。彼にとって今年の夏は、学園で迎える五度目の夏だった。寮りよう長ちようとなって最初の夏でもある。来年は他ほかの誰だれかが寮長の職しよくに就ついていることを期待する。今のうちに次期寮長候補を一年の中から選えらんでおいた方がいいかもしれない。

　そんなことを考えながら男子寮Ｃ棟現寮長、高たか崎さき佳よし由ゆ季きは旅行鞄かばんに畳たたんだ衣類を詰め込んでいた。

　寮生たちの里帰りスケジュールを調整するのも寮長の仕事であったため、どうしても自分の都合は後回しになってしまった。自分だけならいいが、佳由季の妹も兄と同時の帰郷を希望していたので、若わか菜なも盆休みを遅延させることになっていた。

「別に困らないけどな」

　一人きりの部屋で、佳由季は誰気兼ねなく独ひとり言を放つ。

　二ヶ月前から同居人となっている宮野秀しゆう策さくは朝から学外に出かけたと聞いている。茉衣子もついて行ったと、夕方に食堂で会った若菜がにこやかに言っていた。どうせまたどこかでけったいな事件に関かかわっているのだろう。保安部の任にん務むや使いで学校を出たところで面おも白しろくもなんともない。

　佳由季は胸にわだかまり始めた呼気を吐き出した。

　五月のことを思い出してしまう。

　あの時の佳よし由ゆ季きがそうだった。真ま琴ことと会長にまんまと言いくるめられ、学校の外をバカみたいに彷ほう徨こうして、あげく失ったものが多すぎた。そのうち一つはとりわけ大きな遺い失しつ物となった。延滞していた永遠の別れが、大きな延滞料を伴って佳由季の手の内から消えていく、その場に彼は居い合あわせていた。

「僕と関係のないところでなら、何をやっていようともいいさ」

　佳由季と、彼に唯ゆい一いつ残された若わか菜なは明日の朝に一時帰省することになっていた。実家までの途と中ちゆうでいったん寄り道する予定だ。

「盆には間に合わなかったけど、あいつなら気にしないよな……」

　佳由季は荷造りの手を止めて、去年の夏も訪れた小高い丘の光景を思い描いた。

　楢ならの木の森に囲まれ、うるさいくらいのセミの声が夏中こだまする草いきれの中。

　そこには春はる奈なの墓がある。













○インタールード・〈インターセプタ〉







《彼には最後まで付き合ってもらわねばならない。彼の能力は、幾いく多たの世界に整合性を迅じん速そくに復帰させる役割を持つ。リタイアは許容できない。この局面が最後の時を迎えるとき、彼は真なる役割に気付くだろう。彼だけではない。他ほかの者たちも、自らが何のためにその時その場所を目指すことになるのか、すべてが終わったときに自明のものと気付く。わたしはそう期待するのだ。そしてわたしもまた役割を果たさねばならない。ここはわたしの世界でもある。守るべき時と空間がわたしには見えるのだ。過去未来の関係なく、現在をわたしは移動しなければならない。インスペクタ。あなたにわたしは伝える。わたしはわたしの義ぎ務むを果たす。あなたはあなたの義務を果たせ。わたしたちは世界をあるがままに固定せねばならない。破は壊かい因子を生んだ世界を含めて、わたしたちの守しゆ護ごする世界はここにある。いずれ彼らも発見する。彼らのうちの何人かが違う階層に辿たどり着くこともあるだろう。それまでわたしたちは見守り、時には干渉する。わたしの義務もそこにあった。義務に即して行動する。最低限の干渉で、許された限りのルールの中で。わたしは行動を起こさねばならない。定まった時の中で、わたしの出来ることはその程度だから》













○五章







　わたしは絶望と悔かい恨こんを背負って立ちつくしていた。

　もう疲れた。キリのない堂々巡めぐり、その陥かん穽せいにはまったのだ。ここは奈な落らくの底だ。もがいてももがいても、わたしの指には何も引っかかるものがない。闇やみ夜よに瞬またたく数少ない星々が嘲あざ笑わらっている。わたしを蔑さげすんでいるのだ。罠わなにかかったわたしを。

　最初は数日に一回だった。そのうち半日に一度になり、サイクルは加速度的にくるくる回る。数時間が数十分となり、わたしは眩暈めまいを覚えるたびに自分の身体からだを失っている。

　わたしの本来の身体。

　それはいったいどこに在るのだろうか。

　わたしが今、宿っているこの身体は、わたしのものではない。そっくりわたしと同じであった手も、他ほかならぬわたしには解わかる。

　これはわたしでないわたしの身体だ。わたしにとってこの身体は仮の住まいでしかないのだ。どうせすぐに別の世界に行くことになる。残された時間はせいぜい数十分というところだろう。

　眩暈めまいの周期はどんどん速くなっている。このままでは数分に一度の回数で起こるかもしれない。そしてわたしは流されるまま、故郷から離はなれた遠くの世界へと押し出されるのだ。

　いったいどこまで来たのだろう。

　そして、これからどこに行くのだろう。

　世界は非情にも変化し続けている。わたしを知っている人間はどこかにいるのだろうか。たとえいたとしても、それはわたしではないわたしの知人なのだろう。

　建物の形状は、わたしの知るどんな様式とも違っている。まるで遠い過去か、遠い未来に来てしまったようだった。

　たくさんの人々がわたしの前を通り過ぎる。まるで異星人のように思える。わたしと同じ、現代の人間とは思えないファッションだった。

　何もかもが異質だ。

　いや──。

　異質なのはわたしのほうなのだろう。この世界はこれで正しいのだ。間違っているのは、ここではわたしなのだ。

　せめて、七なな海み……。

　わたしの愛する弟だけでも、ここに居て欲しい。それがどんなに違っている七海でも、わたしは弟の姿を見ることで一時の安らぎを得ることができるだろう。

　いるのだろうか。

　いたとして、今のこのわたしを見て、姉さんと呼んでくれるだろうか。家族はわたしを受け入れてくれるのだろうか。

　探す価値はあるだろう。たとえそれが徒と労ろうに終わったとしても、わたしにはたった一つ残された希望だった。

　しかし、わたしは二度と我が家に帰ることもできないだろう。住み慣なれた、犬小屋のあるあの家には。

　わたしは今でも離れ続け、どこまでも流されていく。この旅が終わるということは、わたしが元いた世界から遠く離れた異世界に留とどまるということでもある。

　いやだ。

　わたしは自分の居場所を探すために旅に出たはずなのに、ますますほど遠い所まで来てしまった。これからもそうだろう。わたしの中の違和感は、大きくなりこそすれ減少する気け配はいがまったくなかった。そのうちわたしは押しつぶされる。

　ああ……。

　帰りたい。

　わたしのいた世界に。

　両親や七海と、たわいもない会話をしてみたい。学校のことや友人のこと、その日にあった些さ末まつな日常の出来事などを、家族揃そろっての夕食の席でささやかに笑い合いたい。

　もう二度と、あそこには戻れないのか。

　せめて七なな海み、あなただけでも。

　わたしのところに来て欲しい。

　助けて。

　誰だれか。




　わたしにはもう、誰もいない。







　仲なか嶋しま数かず花か♯158は目を開けて、まず自分の居場所を確認した。

　寝ていたらしい。仰あお向むけに横たわっている身体からだに、適度な振動が加わっている。家屋内のベッドや布団の上ではない。固いシート、四方は暗い。

　寝台車のコンパートメントの中に、数花♯158はいるようだった。

「ふーん」

　彼女は窓の外の真っ暗な背景を見やり、何事もなかったかのように毛布にくるまり直した。数花♯158には今の今まで眠っていた記き憶おくはない。どこかの街をあてどもなくうろついていて、軽い眩暈めまいを感じたと思っていたら、次の瞬しゆん間かんにはここにいた。

　もう慣なれた。

　数花♯158は、何よりも環かん境きよう適応に優すぐれている。突然の空間移動は、彼女の覚えている限りこれで百回を超えている。驚おどろくことにすら飽あきていた。これはそういうものなのだ。そう言うものである以上、彼女が何を疑問に思ったところで致いたし方かたのないことだった。成り行きに任せるしかないというものだ。

　最初にどこを目指していたのか、彼女はきっぱりと忘れていた。忘れたほうが楽だと、彼女はもう悟さとりきっている。どうせ望みの場所に到達することは叶かなわない。百回以上も繰くり返し失敗していれば、それくらいのことは自明のものとして彼女の認にん識しきに確固たる根を下ろしていた。あたしはどこにも行けない。命の尽き果てるまで、堂々巡めぐりをする運命なのだ。

「これも、あたしに変な力があるからかしら」

　ＥＭＰの何たるかを知らないまでも、この数花♯158は自分に奇妙な力が芽め生ばえていることに自覚的だった。いつのことだったか、池に巣くっている水鳥たちを眺めていたとき、鳥たちは数花♯158の声が聞こえているように集団で近付いたり、また離はなれたりをして、あまつさえ彼らの声すら聞こえたように思ったのだ。

　あの人間はエサをくれそうにないから近寄っても無む駄だだな、いやいやパン屑くずを背後に隠かくしているかもしれんぞ、それはなさそうだ、彼女は何も持っていないと言っている、役に立たない人間だ。

　口々に語らう奇妙な声が、頭に直接響ひびいて、その言葉通りに水鳥たちは整然と泳いでは数かず花か♯158のもとから去っていったりもした。

　同じことはゴミ捨て場を漁あさるカラスや、公園の鳩はとと雀すずめたちにも生じていた。

　鳥の声が聞こえる。

　聞こえるだけでなく、こちらの意思も鳥たちに届いている。

　不ふ思し議ぎな現象だった。数花♯158はぼんやりと考えていた。これはいったい何だろう。狂ってしまったのだろうか。それとも超能力？　そんなものに突然目覚めてしまったというのかしら。

　まったく役に立たない、誰だれかに告白すれば頭を疑われるに違いない余計な力だった。

「これもそのせいなの？」

　少しずつ自分の世界が違っていく現象。何もかもがズレていき、ついさっきまでいたはずの場所から大きく異なるところへと移動している、このヘンな現象も。そのせい？

　数花♯158にはおよびもつかないことだった。

「ここにいるのも、あとちょっとよね」

　溜ため息いき。彼女は諦てい観かんし、元通りに横たわると毛布をかぶった。

　寝てしまうのが一番いい。もう長いこと、まともな寝床で眠ったことはなかった。次にどこで目を覚ますのかは知らないが、せっかくの状況だ。夜の寝台車。この身体からだが本来の自分の物ではないにしろ、せめて精神を休めておくべきだろう。

　次にこの身体に宿る別の自分のためにも、そうすることが一番に違いない。

「そんくらいしか、できないしさ」

　呟つぶやきを一つ漏もらし、仲なか嶋しま数花♯158は目を閉じた。







　蜩ひぐらしは病院行きを病的に拒絶した。おのが身体の頑がん丈じよう性を証明すべく、その場で飛び跳はねる等の行為をもって単なる打撲に過ぎないことを強調し、あたかも赤頭ず巾きん人形とは互角以上、いやむしろダメージなら相手の方が多いに違いないことを熱弁、自分は気を失っていたのではなく体力の回復に努めていたのだと強弁して、ピロシュカが這ほう々ほうのていで逃げて行ったという捏ねつ造ぞう発言までしてみたが、最後の噓うそっぱちはすぐに見抜かれているようだった。

　多た鹿じかはいたわるような笑え顔がおを見せて無言を守り、茉ま衣い子こは片方の唇だけを歪ゆがめて目を細め、宮みや野のはぶしつけにも、

「キミ、蜩くん！　赤い方が相手でまだ助かったと言えるぞ！　もし白い奴やつがピンポイントでキミの前に立ちはだかっていたなら、今いま頃ごろキミもまた操あやつり人形になっていたことだろう！　肉体労働専門同士、いい勝負ができたようでなによりだ。私には向かん仕事であるな」

　率そつ直ちよくな意見を述べて蜩の機き嫌げんを損ねさせたが、反論する気にはならなかった。

　蜩ひぐらしは宮みや野のの肩を借りて歩いており、現在の立場上、何を言っても説得性を生み出すことは当面の間は不可能であると判断したからだった。

　打撲の痛みが軽減されているのは多た鹿じかの怪あやしげな治ち癒ゆ術のおかげだったが、それでも打ち身で全身がカッカしているのは否いなめない。かろうじて骨と腱けんが無事らしいのが救いだ。

　どうにも力が入らないのは、高加速中に大量消費したカロリーのせいだろう。蜩のＥＭＰ能力の弊へい害がいがこれだった。連続使用の後にガス欠で動けなくなる。水分と糧りよう食しよく、それに充分な睡眠が必要だ。

　蜩は、とにかく疲れていた。

「結局、数かず花かさんの行方ゆくえは不明のままですのね」

　茉ま衣い子こが蜩の疲労を増すようなことを言った。

「せっかく多鹿さんが目もく撃げきしたというのに、これで全部オシャカですわ。また列車にでも飛び乗られていたらどうするのです。ＥＭＰ反応があるまで動きようがないではないですか。あとしばらくして反応があったとしても、彼方かなたへ向かう輸ゆ送そう手段の乗客となっていたらどうしようもありません。そのような種類の乗り物は、そろそろ最終便なのですわ」

「…………」

　謝あやらないといけないのか？　蜩は疑念に思いつつ、足先を歩道に擦こすりつけていた。白衣男は見かけによらずバカ力だった。蜩を等身大のぬいぐるみのように楽々と引きずって歩いている。

　その後ろを跳はねるように歩いていた多鹿が、

「どうしよう蜩くん。今晩はこの街でお泊まりする？　予約もなしに泊めてくれるところあるかなあ？」

「探せば一つくらいはあるであろう」

　宮野は楽らつ観かん的に言う。

「確かに我々は怪あやしい一団だ。高校生の四人組で男女二人なのもさることながら、一人は前ぜん線せんで使い物にならなくなった負傷兵のごとき有あり様さま、そのツレの少女は今にも誘ゆう拐かいされそうな頼りない子供であって、茉衣子くんは対人コミュニケート能力に欠けておる。ここは私が一ひと肌はだなりを脱ぎ捨てて、フロントに掛け合ってみるのがよい。ほらキミ、手持ちの万能カードを渡したまえ」

　なんでお前に差し出さんといかん、という蜩の呟つぶやきは唇の外に漏もれることはなかった。多鹿が蜩の尻しりポケットから財布を抜き出し、カードを選えらんで宮野に渡した。

「はい、これ。あ、部屋はどうしよ。シングル四つにする？　ツインルーム二つのほうが安いかなあ。ダブルしかなかったらどうしよ、ねえ、蜩くん？」

「なんでもけっこうですが」と茉衣子が唇を尖とがらせて宮野を横目で眺めている。「殿との方がたとの同室だけはお断りです。それから班長、せめて白衣は脱いで行ってください。そんな格かつ好こうで登場されたら、ホテルの従業員の方かた々がたが不信の塊かたまりとなってその目をわたくしにも向けることになるでしょうから。学園のブレザー姿ですが、無理を通せばリクルートスーツに見えなくもありませんし、そのほうがよろしいですわ。後は班長の口くち車ぐるまに期待します」

「うむ、期待してくれたまえ。ではどこにするかな……」

　宮みや野のと多た鹿じかは嬉うれしそうに、蜩ひぐらしと茉ま衣い子こは胸中の思いを隠かくすような不ふ機き嫌げん顔で、背の高いビルばかりの夜の街中をさまよい歩いていると、

「あ、電話だ」

　多鹿がショルダーバッグの口を開けた。鳴り続けるファンシーな小型携帯をお手玉しながらすくい上げ、画面を覗のぞく。

「もしもしー。会長さん？　こんばんは」

　多鹿はしばらく電話相手に笑い声と手振りを交えて会話して、蜩の惨さん状じようや第三ＥＭＰの二人と行動を共にしていることを伝えていたが、

「はーい、解わかりましたよ。じゃあ切りまーす」

　聞き耳を立てていた茉衣子に微笑ほほえみを向け、多鹿は携帯電話のモニタをひょいとかざした。

「数かず花かさんのマーカーがまた点ついたんだって。ほら、ここ。線せん路ろの上を西に移動してるみたいだから電車だね。ウチとこの会長さんは夜行列車だって言ってた。そいでね、もう追いかけるには遅いから、あたしたちが追っかけるのは朝イチでいいってさ。無理して追跡しても、どうせまた戻ってくるかもしれないし、入れ違いになるのもあれだからって。よかったね」

「ずいぶん話の解るお人なのですね。第二の自治会長は」

　言いながら茉衣子は眉まゆ毛げを数度ほど傾けた。

「マーカーが反応したというのに、日ひ比び木き会長や真ま琴ことさんから音おと沙さ汰たがないのはどうしてでしょう。居眠りでもしているのかしら」

　蜩を抱え直し、宮野は振り向く。

「会長ならば時間切れで消えたのかもしれんし、累るい積せきする謎なぞの探たん索さくに忙いそがしいのかもしれんな。縞しま瀬せ真琴は……ふむ、あの女のことだ。とっくに面めん倒どうになって我々を放置することにした可能性もある。それに彼女の指さし図ずも第二のものと同じだろう。二度手間になることを見越して、のんびり飯めしでも喰くっているのではないかな」

　宮野のセリフを聞いて、蜩の胃腸がこむら返りを起こした。

「……飯喰わせろ」

　なんとかそれだけを発し、またガクリと首を前に落とす。

　宮野が悪人のような笑えみを発散する。

「慌あわてるでないぞ蜩くん。まずは寝床を確保せんとすだ。それから出前でもなんでも好きなだけ取るがよいだろう。いやあ、第二ＥＭＰが羨うらやましい！　なんとも太っ腹なことではないか！」

　言い返す体力もなく、蜩はふらつく頭で思うのだった。

　ウチの会長が何と言おうと、学園に戻ったら領収書の半分を第三の自治会に郵送してやる。絶対そうしてやるぞ、この野郎め……。

　だが今は黙だまって身体からだの回復を待つときだった。全快のあかつきには、今度こそ第一ＥＭＰの人形とその主人を二度と立てないようにしてやる。

　再会の時が楽しみだぜ……。

「なんか高そうなホテルばっかりだねえ。四人で一いつ緒しよに泊まれるところがあればいいね」

　旅行気分の多た鹿じかの声を聞きながら、蜩ひぐらしはゆるゆると目ま蓋ぶたを降ろした。

　──くそったれな一日だなあ、おい。全然いいとこなしじゃねえか。こんなことになると知ってたら、寮りようで数学の課か題だいに取り組んでたほうがマシだったぜ。ついてねえ。誰だれだ俺おれをこんな星回りにした野郎は……。







　どのような手て管くだを使ったのか、宮みや野のは首しゆ尾び良くビジネスホテルのツインを二つ確保してきた。多鹿に借りたＡＰＣカードを返し、部屋のキーカードを手渡して、

「部屋割りはどうするかね。ライバル同士、第二と第三で別れるか、性別で二分するか、私ならどちらでもかまわんが」

「もちろん男女別で」

　茉ま衣い子こはすすっと多鹿の傍かたわらに寄り添そい、疲労困こん憊ぱいの表情でホテルの玄関前で座り込んでいる蜩を一いち瞥べつした。

「班長はこのかたとお泊まりくださいませ。わたくしは多鹿さんと空間を同じくしたいと思います。だいたい訊きくまでもないでしょうに。わたくしが班長と二人で密閉空間で夜を過ごすなどと、あり得べからざるイベントです。そんなわたくしがいたのなら、そいつはきっと偽にせ物ものなのですわ」

「えーと、あたしは別に蜩くんと一いつ緒しよでも……」

　言いかけた多鹿の腕を取り、茉衣子は強固な足つきで歩くのだった。

「さあ参りましょう多鹿さん。がさつな男は放っておいて、女は女だけで今宵こよいの寝床に赴おもむくのです。と言っても、わたくしが同性を愛する趣しゆ味みがあるからではありません。そこはお間違えないように存じください。あなたのツレなら大丈夫ですわ。班長が背たろうて部屋まで運び込むことでしょう。安心召めされませ」

「まあ、いいけど。そだね」

　茉衣子に引っ張られつつ、多鹿は振り向いて手を振った。

「じゃね、蜩くーん。あとで部屋に遊びに行くね」

「おう」言葉を返したのは宮野だった。

「ここは貴き重ちような情報交換の場と解釈し、二校による交流を深めようではないか！　なあ蜩くん！　そろそろ元気を出したらどうかね。人形娘にギタギタにされたのは屈くつ辱じよくであろうが、負の感情から正義が生まれることはない。我々は常に朗ほがらかでなくてはならないのだ。笑えないのなら無理にでも笑うべきだぞ。脇わき腹ばらをくすぐってやろうか？」

「……していらん」

　よろよろと蜩ひぐらしは立ち上がった。身体からだが重いのは、全身の細胞が栄養素に飢うえているからだ。一刻も早くエネルギーを補充してやる必要がある。

「部屋に行く前に、喰くいもんだ。このホテルにレストランはあるのか？」

「そこまで豪ごう華かなホテルではない。ちなみにルームサービスもなかったぞ。キミたちの学校の財源に多少気を遣ってここを選えらんだのだが、悪かったかね？　夕食ならさきほどのファミレスで済ませたことだし、必要ないと考えたのだが、ああキミのことを忘れていたな。そう言えば私もそろそろ腹が減ってきた。ではこうしよう。あそこに見えるコンビニで夜食を買い込み、そうしてから部屋へと向かうことにしようではないか！」

　そうしてみたところ、宮みや野のは財布を持っていなかった。万ばん能のうの多目的カードは多た鹿じかが持っていった。レジに積まれた商品の山を精算料金と等価交換されるのは蜩の手持ちの現金ということになり、悪態の一つでもつきたいところだったが彼にそんな余裕はなく、領収書の要求すら忘れ去って、コンビニの外に出るのももどかしくチーズカツサンドの封ふうを切った。

「少しは遠えん慮りよしたまえ。マナーがなっていないぞ。欠食児童かね、キミは。今どき珍めずらしい存在だ。だがキミが喰うというのなら私も負けられんな」

　店員から渡された釣りの小銭をさりげなく白衣のポケットにすべり落としながら、宮野は大きなコンビニ袋を片手で提さげ、もう片方の手で蜩を引いん率そつして店の外に出た。その前に口に揚あげピザパンを咥くわえることを忘れない。

「はあひほう。はほほはひはほはひはへは」

　何を言ってんか解わからんわい、と思うこともなく、蜩は餓が鬼きのように喰い続けた。







　暗い室内に明かりが灯ともり、都心のビジネスホテルらしく省スペースな二人部屋を照らし出した。先に入った茉ま衣い子こはベッドメイクの行き届いた寝台に手荷物を投げ出し、腰を降ろして吐と息いきをついた。

「今日は移動してばかりでしたわ。それにしては何も得るものがなかったように思いますし、さっさとお風ふ呂ろにして夢の住人になってしまいましょう」

　踵かかとを蹴けるようにして靴くつを脱いでいると、多鹿がスリッパを持ってやって来た。

「せっかくこんなところに泊まるのに、すぐ寝ちゃうの？　中学の時に修学旅行に行ったきりだよ。あたしがホテルなんかで寝るの」

「まあ」

　茉衣子はスリッパを受け取って、向かいのベッドに身を投げ出した多鹿へ、

「第二の中等部には修学旅行があるんですの？」

「ないよ。あたしが行ったのはＥＭＰ学園に来る前に行ってた中学。あたしが第二に連れてかれたのは高校進学時だったもんね」

　多た鹿じかは俯うつぶせになって手足を伸ばしている。豊かな髪を持つ頭が茉ま衣い子この方を向いて、愛くるしく微笑ほほえんで言った。

「あたしはまだ二年目。どっちかって言うと、短いほうでしょ？」

「ですわね。わたくしはもう……っと。ちょっとお待ちを、多鹿さん、するとあなたは高等部二年生なのですか？」

「うん、そう」

「まあ、全然見えませんでしたわ。てっきりわたくしと同学年か、特例で保安部にスカウトされた中等部生かと……。なら、わたくしより年長ですのね」

「十七歳だもんね。あなたは？」

「十五です。でも再さ来らい月げつには十六に……。あなたの相あい方かたは？　彼も二年生ですか？」

「ううん、一年生。誕たん生じよう日は五月だっだよ。プレゼントあげたもんね」

　多鹿は足をブラブラと振っている。

「あたしの誕生日には何もくれなかったよ。ヒドイよねえ」

「それは許されざる非道さですわね」

　茉衣子も同意する。そして疑問にも思った。多鹿は蜩ひぐらしのどこがいいと言うのだろう。

　多鹿はひょいと起きあがると、茉衣子を下から覗のぞき込むように、

「あなたは？　あの面おも白しろい班長さんが好きなの？」

　心しん臓ぞうを鷲わしのツメでつかまれたようだった。茉衣子は首を振り両手を振り、全身で拒否反応を示す。

「そんなわけがあるはずがありません、ありえません！」

　だからイヤなのだ。学校でもいつも並んで歩いてるように思われているようだし、概がいしてそれはそれほど誤りでもないのだが、しかし茉衣子が自分の欲求の赴おもむくままにそのような行動を取っているわけではないということを、茉衣子は表情でもって表現しているつもりだった。いつしかその表情は、周囲の認知の上では茉衣子の基本的な顔であるとされている気け配はいがあって、彼女自身、心から自然に微笑んだのはいつのことだったかとしばしば悩みにくれてしまう。

　そのせいだろうか、茉衣子は明るく無邪気に微笑む可愛かわいいらしい少女に羨せん望ぼうを抱くクセがついてしまった。真ま琴ことのような意味ありげなニヤリ笑いではなく、若わか菜なのような裏表のないスマイル。この多鹿も同じものを持っている。それは茉衣子にはないものだった。

「あなたは、あのセミみたいな名前の人が好きなのですか？」

「うん、好き」

　あっさりと肯定され、茉衣子は言葉の接つぎ穂ほを失った。

「だって蜩ひぐらしくん、素直でかわいいもんね。カラカイがいがあるよ。すぐ怒ったり拗すねたりするのも好き」

　茉ま衣い子こは何とも言えない。あんなのでよければ何人だって手玉に取ることができる。彼女にとっては単純イコール格下だ。

　まあ蓼たで食う虫も好きずきですわね……。

「シャワーを浴びてまいります」

　立ち上がり、茉衣子は衣服に手を掛けた。気にしていてもしかたがない。今はとにかく、一日の淀よどみを熱い湯とともに流し去ることが重要だ。肌に張りつく老廃物を脱ぎ捨てれば、その分だけ身体からだが軽くなる計算だ。いちおう警けい告こくはしておこう。

「男性二人は隣となりの部屋でしたわね。仮に班長が来てもけっしてドアを開けてはなりません。よいですか多た鹿じかさん。何としても白衣畜ちく生しよう男の侵入を拒こばむのです。アレは人の皮をかぶった暗黒邪神教教祖だと思ってさしつかえありません。あなたが最後の砦とりでなのです」

「ふぁーい」

　多鹿はこてんと横になり、うとうとした目つきで返礼した。先ほどの戦せん闘とうで消しよう耗もうしているのは蜩だけではないようだ。ずいぶん精神的な消費の激はげしい能力みたいだったことだし、だいたい茉衣子は何もしていない。第三ＥＭＰ側では宮みや野のがちょこっと手伝っただけである。

　入浴を先に譲ゆずったほうがいいかしら？と思いながら、気持ちよさそうに目を閉じかけている多た鹿じかの邪じや魔まをしないほうがいいと判断し、茉ま衣い子こはその場で服を脱ぬぎ始めた。
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　きちんと畳たたんでから化け粧しよう台だいの引き出しを探る。備え付けの浴衣ゆかたを取り出してベッドに置き、準備を万ばん端たんに整えてバスルームに向かう。

「ユニットバスは好みではありませんが、贅ぜい沢たくはいけませんわね……」

　水を迸ほとばしらせる蛇じや口ぐちの下に指を置いて水流に絡からませ、シャワーの湯を適温に調整し終えてバスタブの縁ふちを跨またぎ越える。

　温ぬるめから徐々に熱くしていくのが茉衣子のスタイルだった。五分もすると垂たれ込める水すい蒸じよう気きがバスルーム内を満たし、横長の大きな鏡かがみに映る茉衣子の姿を曇くもらせていった。

　鼻歌を奏かなでる心境でもなかったので無言のままシャワーを浴びていると、

　がしゃり。

　突然バスルームのドアが開かれた。

「……っ☆○！　ひぐ！」

　ちょうど顔と髪を泡だらけにしていた茉衣子は、目を開けることができずに悲鳴じみた声を上げ、

「だだだだ、誰だれッ!?」

「あ、ごめん。あたし、多た鹿じかさんでえす」

「何です、何用です？」

　大急ぎでシャンプーとボディソープを洗い落として、バスタブの縁にかけていたハンドタオルを手探り。

　慌あわてて顔を拭ぬぐい目を開く。スライドドアから顔を出した多鹿が陽かげ炎ろうのような笑え顔がおで茉衣子を見つめていた。

　あえて身体からだを隠かくすことはしない。絶大なる自信に溢あふれる茉衣子は裸身もそのままに、

「何でございましょうか。二人で入るにはこのお風ふ呂ろは少々手て狭ぜまですわ。是非にとおっしゃるのであれば……。いいでしょう、背中を流して差し上げます。女同士であるならば、何を気兼ねすることも恥はじることもありません。ええ、きっぱりとありませんわ」

　多鹿はくくっと喉のどを鳴らして、

「ちがうー」

　にゅっと片手を茉衣子に突きつけた。

「電話が鳴ってたから勝手に出るのもどうかと思ったけど、緊きん急きゆうの話だったら困ると思って出てみましたー。よかった？　はい、どうぞ」

　シャワーの湯を切って茉衣子は自分の携帯電話を受け取った。小さなモニタは、かけてきた相手が真ま琴ことであることを示していた。

「代わりました、わたくしです」

『……さっきのは誰だれ？　えらく吞のん気きな娘だったけど』

　声も口調も真ま琴ことのもので間違いない。会長は拡散したか、電脳空間かどこかに潜もぐっているのだろう。

「第二ＥＭＰの多た鹿じかさんですわ。現在わたくしどもは共きよう闘とう中なのです。ところでわたくし、ただいま入浴中でございます。後でかけ直すと言うことでよろしいかしら」

　電話の向こうで、真琴の声が大おお袈げ裟さな溜ため息いきを発した。

『あんたも相当吞のん気きなのね。こんな時にのんびり風呂入っているなんて何考えてんの？　ここがずいぶん風変わりな世界なのはすぐ気付いたけど、予想以上だわ。誰だれ一人危機意い識しきを持ってないじゃないの。とっくに数かず花かを捕まえてると思ってたのに』

　茉衣子の胸の奥から、たとえようもない違和感が滲にじみ出した。

　真琴は何を言っているのか。

　意味が解わからないのもさることながら、声色こわねがいつもと違う。いつになくシリアスな響ひびきがする。バスルーム内で声が聞き取りにくいからかと思い、茉衣子はバスタブを出て注意深く耳を傾けた。

『すぐに動き出しなさい、茉衣子。大急ぎよ。数花の位置は解る？』

　茉衣子？

　真琴から呼び捨てにされることなど未いまだかつてなかった。少なくとも茉衣子は聞いた覚えがない。

「待ってください」

　片手で器用にバスタオルを身体からだに巻き付け、雫しずくを滴したたらせながらバスルームを出た。

「話が見えませんわ。日ひ比び木き会長から何かお聞きになったのですか？」

『あんたこそ何を言ってるの？　いい、よく聞いて。いつものように、あたしの言葉を疑わず盲もう従じゆうするのよ。あたしの茉衣子のようにね』

　その真琴の声は言った。

『一刻も早く仲なか嶋しま数花を探しだし、殺しなさい』

　茉衣子の身体が停止する。

『あたしが許すわ。彼女を生かしておくわけにはいかないの。これはあたしの世界が出した結論よ。すべての世界に遍在する、仲嶋数花を抹まつ殺さつする。それだけが世界を救う唯ゆい一いつの手段なの。……聞いてる？』

「あの……真琴さん？」

　そのぐらいしか声が出ない。

『この世界はどこよりも狂ってるわね。ＰＳＹネットがない所は他ほかにあったけど……。ここが♯256の連中に選えらばれたのはそのせいなの？　どっちみち、このままではあたしの世界にも影えい響きようしてしまう。あたしたちの♯99界では♯256界には対抗できない。茉衣子、これは最後の手段なの。発見次第、数花を殺すのよ。そうすればまだ可能性はある。もっとマイナス寄りの平行世界でＤ因子が炸さく裂れつすれば、プラス位置にある世界のうちで三桁けた近くのものは救われる』

　多た鹿じかは不ふ思し議ぎそうに茉ま衣い子こを見ている。額ひたいの上から流れ落ちた水滴が睫まつ毛げを伝って指先に落ちた。茉衣子は声を振り絞った。

「待ってください！　ＰＳＹネットがないですって？　あるはずがありませんわ。春はる奈なさんはずっと前に消えてしまいました。いえ……。春奈さんがＰＳＹネットを歪ゆがめていたのですから、いないのが自然……？　わたくしには理解できません。どういうことですの？」

『高たか崎さき春奈のことを言ってんの？　あたしの世界にはいるわよ、生きてね。まあ、あの状態を生きているっていうのも語ご弊へいがあるかもしれないけど、生命活動は停止していないわ。停止しないように、あたしたちは苦労してるんだし』

　茉衣子が次の疑問を発する前に、真ま琴ことの声が深みを帯おびた。

『これは命令よ。あなたもあたしの部下なら、あたしの言葉に従いなさい。いいわね。もう時間がないのよ。急いで』

　真琴なら──この世界の真琴なら、決して茉衣子を呼び捨てになどしない。

　そして──誰だれかを殺せなどとも言わない。

『ああ……もう次が迫っているわ。♯139界の仕し業わざね。あそこは余計なことばかり……。茉衣子、よく聞きなさい。今後、あたしが何を言おうと信じてはダメ。そいつらは偽にせ物もののあたしなの。♯139でも♯256に勝てないのは明らかだわ。技術レベルが違うの。これはどうしようもないことよ。二百近くの世界を滅ぼしたくなければ、あたしの言葉だけを信じるの。いいわね？』

　答えられるはずもなかった。

　茉衣子の背筋にぞわぞわとした恐怖が上ってきた。これは何だ？　真琴はどうしてしまったのか？　何があろうと、真琴だけはニヘっと笑いながらすべてを解わかって寝そべっているはずだった。これまでもずっとそうだ。真琴が誰だれかに教えを請こうたり、せっぱ詰まった声で指令を発したりなんて、信じがたい現象だった。彼女はいつだって落ち着いていなければならない。だからこそ、茉衣子は真琴に数々のイヤガラセを受けつつも全幅の信頼を預けていたのだ。茉衣子にとって宮みや野のが特殊な偶像であるように、真琴もまた数段上の存在でなくてはならなかった。

　認にん識しきが揺ゆらいでいる。

　電話の向こうにいる真琴は、茉衣子の知っている縞しま瀬せ真琴ではない。

「あなたは誰だれです？」

　不意に声が途と切ぎれた。

　茉衣子はそれきり声も出せず、真琴の声も伝わってこない。たまに混じるノイズだけが、かろうじて通話中であることを表現している。

　バスタオル一枚で立ちつくす茉衣子に、多鹿が丸い目を大きく開いて疑問混じりの驚おどろきを表明していた。

「どうかした？」

　その声が口火だったかのようだ。

『もしもし？　茉ま衣い子こちゃん？』

　電話越しの声が復活を遂とげる。

「……茉衣子ちゃん？」

　栄養失調のオウムのように、茉衣子はか細い言葉を投げ返した。

「真ま琴ことさん？　あなたは真琴さんですか……？」

　短い沈ちん黙もくの後、次に発した真琴の声には微細な困こん惑わくが込められていた。

『また、これか……。いったい何が起こってるって言うの？　また違う世界にあたしは来ちゃったみたいね。いつになったら終わるのかしらん。茉衣子ちゃんなら説明できるの？　ところでさ、あたしは何であんたと電話なんかしてるわけ？』

　茉衣子はあらためて絶句した。







「旅先だ。些さ細さいな逸いつ脱だつは見逃されてしかるべきだろう！」

　そう主張した宮みや野のにつられたわけでもなかったが、蜩ひぐらしもあらゆる規き範はんから解放されたいような気分になっていた。肉体的ダメージなど大したことはない。問題は蜩の幻想世界に亀き裂れつが入ったことのみだ。こと速度に限って言えば彼はナンバーワンでなくてはならなかった。どんな攻こう撃げきでもすいすいかわし、余裕の笑えみで相手を翻ほん弄ろう、決して追いつけないことを敵に知らしめ、驚きよう愕がくと口くち惜おしさにひきつる顔にニヒルな失笑で答えてやる。

　蜩の中では自分はそんなイメージであり、つまり無敵なのだった。誰だれも彼からは逃げることができない。彼の主しゆ観かん時間は誰よりも速い。

　そんな世界の狭せまい自負心も今日一日で崩くずれ去った。この宮野とあの赤いパペットのおかげである。

「つまんねえ」

　回復が早いのも蜩の取り柄えである。ちょっとした傷ならば、それこそ代たい謝しやスピードを上げてやるだけでいい。そのまましばらくじっと待ち続けて適当な時間で加速解除するだけで、見かけ上では数すう瞬しゆんで治ってしまうように──見える。蜩だけはほとんど動かない空間で一人退屈を持てあますことになるが、通常時間的社会では利便性に優すぐれた能力だった。

　手に届く範はん囲いにある食料を宮野と奪い合うように貪むさぼり喰くいながら、蜩はほぼ元の調子を取り戻しつつあった。たいていの身体からだの不調は喰くえば治るのだ。喰いさえすれば何とでもなるのである。ただし心はどうにもならない。精神的空腹には、いくらマテリアルなエネルギーを与えようと足しになることはなかった。

「気にするでない」

　宮野はテレビをザッピングしていた。すべてのチャンネルを一いち巡じゆんし終えてリモコンを放り出し、バターロールの袋に手を伸ばす。

「キミにも上には上がいるということが解わかったであろうよ。だいたいにおいて、すべての物事には上限というものがないのだ。あらゆる記き録ろくは更新されるためにあるのだ。それが進歩というものだ。キミも気落ちすることはないぞ。努力が才能を凌りよう駕がする場合もあるわけだからな。そして才能なんぞはキミにだってある。後は精しよう進じんあるのみだ」

「うるせえ」

　スポーツドリンクで喉のどのつかえを取りながら蜩ひぐらしは呟つぶやいた。そんな説教臭くさいことを聞きたくはない。どうしてこの野郎はいちいち偉そうなんだ。実際に偉い奴やつだろうがそうでなかろうが、『偉そうな奴』というだけで蜩はそいつに反発を抱く。それが一般的な反応だと蜩は考えている。

「だから私は勝ち負けにはまったく拘こう泥でいしないのだ。負けてもその結果が娯楽を生むのであれば、私は嬉き々きとして敗者の美学に酔うであろう。もっとも私は未いまだ誰だれかに何かでもって敗北を喫きつしたことはないが、そのうちどこかにいる誰かに黒星を付けられることを疑っていない。私より優ゆう秀しゆうな存在は観かん測そく済みの小惑星の数ほどいるに違いない。また、そうでないと失望する」

「なぜだ？」

　ベッドにもたれて蜩は訊きいた。

　宮みや野のは部屋の隅にある小型冷れい蔵ぞう庫こを開けて、遠えん慮りよなく中身を取り出しながら、

「私レベルの人間が頂点であるとは認めがたい。私は人類にけっこうな期待を寄せているのだ。そうでなくては面おも白しろくない。私に解らないことは太陽系内の星間物質の数ほどもある。それらの謎なぞを教えてくれる存在を希求するゆえ、私は自分のレベルを低く見積もることにしている。そのほうが期待が持てるからな」

　宮野が投げてよこしたアルミ缶のラベルを読んで蜩は顔をしかめた。

「おい、こういう所の飲物は高いんだぜ。しかもアルコール５％とか書いてあるが」

「気にすることはない」

　室内でも白衣の班長はビールの缶を両手に抱えて床に胡座あぐらをかいた。

「私の体内にあるアルコール分解酵こう素そは頑がん張ばり屋さんだからな。これくらい何するものでもない」

　カレー煎せん餅べいの袋を開け放ち、宮野は勢いよく缶を傾ける。蜩がどうしたものかと手元の缶ビールを眺めていると、

　乱暴なノックの音が響ひびいた。

　なりふり構わずと言った乱打ぶりで、まるで殺人鬼に追われた少女が助けを求めて近くの民家のドアを一心不乱に叩たたいているかのごときである。

　宮野が微動だにしないので、しかたなく蜩が立ち上がってドアを開けた。

「たいへんです！　班長っ、真ま琴ことさんがおかしくなってしまいました！」

　飛び込んできたのは茉ま衣い子こだった。乱心したような形ぎよう相そうはまだ解わかるが、格かつ好こうまで乱心している。蜩ひぐらしはあんぐりと口を開けた。

「……茉衣子くん」

　さすがの宮みや野のも反応が遅れ気ぎ味み、

「あの性しよう悪わるテレパスがおかしくなったということは、いっそマトモになったと表現してもよいかもしれぬが、それよりも私にはキミがおかしくなったような気がしているのだがこれは私の錯さつ覚かくかそれとも私の現実認にん識しきがおかしくなったのか」

「何を言っておいでです！　わたくしはトチ狂ってなどいませんわ。こうして取り乱しているのが論より証しよう拠こです！」

　バスタオル一枚を巻き付けただけの肢し体たいに浴衣ゆかたを肩から引っかけているという、狙ねらい所のさっぱり解らない格好で、茉衣子は戸口に立って訴えていた。

「ちょっと、その。あからさまなのはマズいよう。それ、どうかと思うなあ」

　茉衣子の濡ぬれ髪の向こうで、多た鹿じかがわたわたしているのが見える。いきなり飛び出していった茉衣子に浴衣をかぶせたのは彼女の仕事である。いくら何でも全裸同然の格好はないと判断したのだろうが、ほとんど効果を発はつ揮きしていないのは蜩の見たとおりだった。

　宮野は咳せき払ばらいをして、

「茉衣子くん。ここは言わせていただきたい。そういうことはもっと遅い時間にやるべきだ。さすれば私は喜んでキミを迎え入れるだろう。しかしながらここには他ほかの目もあることだしだな、つまりは夜よ這ばいにはまだ早すぎるだろうと言いたいのだよ私は。せめてギムレットを注文してからにしてはどうかね」

「電話が」と茉衣子は声を詰まらせた。「……真ま琴ことさんがヘンなのです。意味の解らないことばかり言って……」

　自分の今の姿にまったく留意することなく部屋に入って来た。右手にしっかりと携帯電話を握りしめている。

「殺せとか言うし、ＰＳＹネットがどうしたとか、139とか256とか──。もう、わたくしはわけが解らないのです！」

　茉衣子が震ふるわせているのは声だけではなく全身もそうであるようだった。

「ふむう？」

　宮野は茉衣子の差し出す電話機を受け取って耳に押し当てる。

「話し中のようだが」

「そうです。いくらかけ直しても繫つながらないのですわ。わたくし、不安で……」

「まずは落ち着きたまえ」

　宮野は蜩の手から缶ビールを引ったくり、ぽいと放った。反射的に茉衣子は両手で缶を受け止める。

「それでも一気飲みして、それから状況を巻き戻すのだ。事の最初から語ってくれんと解わかるものも解らん。蜩ひぐらしくん、冷れい蔵ぞう庫こからありったけの酒類を出したまえ。飲み騒さわぎつつ、今夜は語り明かそうではないか」

　カーペットにぺたんと座り込む悄しよう然ぜんとした茉ま衣い子こに視し線せんを奪われつつ、蜩は宮みや野のの指示に忠実に従った。

　なんだかよく解らないが──。

　蜩は思考をいそがしく働かせ、解答を出した。

　ここは言うとおりにしておいたほうがよさそうだった。茉衣子が我に返るまでの時間は、そう長くかからないだろうと思われる。

「もうっ」

　そんな蜩を見て、多た鹿じかが頰ほおを膨ふくらませていることも眼中にない。むしろどうでもいい。もはや何もかもが思し念ねんの外側にある。いったい俺おれは何をしているのか。多少の疑問が頭をかすめ、そのまま遠くに飛び去った。

　その疑問が帰き還かんすることは、多鹿が茉衣子をバスルームに連れて行き浴衣ゆかたを着せてやってから戻って来てもなお、なかった。







　ノックの音を聞き、高たか崎さき佳よし由ゆ季きはベッドから起きあがった。まだ宵よいの口とは言え、こんな時間にやってくるのは誰だれだろう。また寮りよう内でバケモノが暴れていたりするのか？　宮野は留守だ。他ほかの対たい魔ま班に言ってくれ。

　そう言おうと身構えながらドアを開いた先にいたのは、

「お前か。ここは男子寮りようで女子禁足地だと何回言えば解るんだ？」

「さあ？　何回言われたのかしらね。あたしには解んないわ」

　夏用制服姿の縞しま瀬せ真ま琴ことが艶えん然ぜんと笑って立っていた。

　佳由季はＴシャツにトランクス一丁だが、真琴の前で身だしなみを取り繕つくろう気はさらさらない。全裸でもこいつは気にしないだろう。

　てっきり部屋に押し入ると思いきや、真琴はその場に佇たたずんで佳由季を見上げていた。何とはなしの不自然な空気を嗅かいで、佳由季は眉み間けんを寄せた。

「どうした、僕に用があって来たんじゃないのか？　宮野ならいないぞ」

「ああ……」

　真琴は長いポニーテールを揺ゆらし、妙に退廃的な仕し草ぐさで毛先をすくい取った。

「そうね。宮野と茉衣子ちゃんがここにいないってのはよく解るわ。あたしの世界でもそうだったもの。まさかこんな大事になるとは思いもしなかったわ。まったく、あたしもつくづく変な事件の中心人物になることにされたわけよねえ。困っちゃう、て言うか、うんざりしちゃう。そう思わない？」

　佳よし由ゆ季きは表情を変えずに言った。

「今度は何だ。それは僕にも関係のあることか？」

「ないわ」

　真ま琴ことは心持ち残念そうでもあった。

「ユキちゃんは無関係だと思う。あたしはここのユキちゃんが、あたしのユキちゃんとどう違っているか知りたいと思って来ただけよ。同じね。今までのあんたもそうだったわ。どこの世界でも、あんたはあんたよね。安心するわ」

　新しい冗じよう談だんでも思いついたのか？

　佳由季は見慣なれすぎて夢にも出てくるようになった真琴の秀しゆう麗れいな顔を見やった。ひねくれ切ってねじ曲がった性格や、薄うす気味悪い読心能力を別にすれば、どこに出しても恥はじることのない美人と言ってもいい。だが人間の本質が外見ではなく中身にある以上、この世でほぼ最悪に規定すべき女夢む魔まの結実がこの女だ。夢に出てくるのもこいつの精神攻こう撃げきなのかもしれないと疑うほどに。

　真琴はうつむいて、ぼそぼそと呟つぶやくように言っている。

「あんたにＥＭＰ能力がないのは残念だわね。あたしが違っていることも解らないでしょうから。ここはあたしには息苦しい。もっと息苦しい所にいかないといけないようだけど。でもやっと、他の世界のあたしがやろうとしていることは見えてきたわ。そうね、あたしも部外者なのよ。ここでは」
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「真ま琴こと」と佳よし由ゆ季きは言った。「どうしやがった。頭に悪い虫が寄き生せいでもしたのか？」

　いつものお前らしくない、と言おうとした彼の言葉は遮さえぎられた。

　真琴は真しん摯しな瞳ひとみで、佳由季を見上げる。

「ねえユキちゃん。あたしはあんたの知ってるあたしじゃないのね。あんたの縞しま瀬せ真琴は、ずっと遠くに行っちゃってるわ。今、何をしてんのかは解わからないけど、もっと解らないのはその世界そのものよ。遠からずあたしもそこに行きそう。いつこれが終わりになるのか、あたしにも解らない。でもね」

　とっさのことだった。想定外の真琴の行動。何の予測もしていなかった佳由季に対抗措置を取る余裕は何一つなかった。

　首を伸ばした真琴は、佳由季の唇に自分の唇を合わせ、彼が身を仰のけ反ぞらせるよりも早く後ずさった。

「じゃね、ユキちゃん」

　後ろ向きに歩きながら真琴ははにかむように笑っていた。

「続きはあたしが元の世界に戻ってから、そこのユキちゃんにするわ。あんたはあんたの真琴ちゃんに続きをしてあげなさい。それじゃあね。さよなら」

　ステップを踏むように、真琴は寮りようの通路をさっさと歩き去る。

　見届けた後も佳由季はドアを閉めようとせず、茫ぼう然ぜんと凝ぎよう固こしていた。ややあって、指先で唇に触れる。

　あの感触は確かに真琴の唇のものだった。それなのに、どうしても佳由季はそれが真琴ではないような気がしていた。

　何かが起ころうとしている。五感のすべてがそう教えてくれている。

　しかし追求する気にはならなかった。真琴は佳由季が「無関係」だと言った。だとしたら、それは真実なのだ。高たか崎さき佳由季の出る幕はないに違いない。そして彼には第六感目以降はない。

　僕がのこのこ割り込んでも、イレギュラー因子になるだけなのだろう。

「あいつなら何とかするだろうさ」

　独ひとりごち、佳由季は忘れることにする。僕にはどうすることもできない。究極的に言って佳由季にできることなど、この学園内でも外でも何一つないに等しいのだ。第三ＥＭＰ学園に棲すむ唯ゆい一いつの異物。存在価値のない単なる一般人種。力も持たず、誰だれにも影えい響きようを与えることもない。せいぜいが若わか菜なと宮みや野のの後見人をしている程度だった。そしてそれはちっとも能動的な事象には関係しない。

　僕はここにいるだけだ。ただ、居いるだけの存在。

　この世のどこかでＥＭＰ能力者同士の存そん亡ぼうをかけた最終戦争が起ころうとしたところで、彼には何の関かかわりもなかった。関わる資格がないのだ。

　それは悲しむべきことなのだろうか。誰だれにとって悲しむべきことなのだろうか。

　佳よし由ゆ季きには答えを出すことのできない問題だった。













○六章







　二日目の朝が始まると同時に、第二第三ＥＭＰ連合軍は行動を開始した。蜩ひぐらしと多た鹿じか、宮みや野のと茉ま衣い子この不協和音カルテットは、ＧＰＳモードの携帯画面に視し線せんを落としつつ、チェックアウトを済ませたホテルから駆かけ出いでる。

　仲なか嶋しま数かず花かはちょうどＥＭＰ能力の発現サイクルにあり、彼女の精神に植え付けられたマーカーも快く反応を示していた。今、仲嶋数花は微速で動いている。歩行中なのだろう。携帯電話の画面中央にある光点は、超特急に乗車しても到着までゆうに三時間は下くだらない土地で点滅している。四人は始発の列車に飛び乗るため、朝食もそこそこにメインターミナルへと急いでいた。

　昨夜ゆうべの混乱状態から茉衣子は脱している。

　宮野の薦すすめに従って渡された飲料物を飲み干ほした途と端たん、ころりとひっくり返ってしまった彼女は、気がつけば朝を迎えていた。

　自分の宿泊する部屋であり、起こしてくれたのは多鹿だった。浴衣ゆかたの下に何も着ていない事実が茉ま衣い子こに多少の懊おう悩のうを運び込んだが、それよりも気にしないといけないことが起こっていた。昨夜ゆうべの記き憶おくは引き続き茉衣子の頭にこびり付き、事態の急変を知らせていたからだ。

　三十分後、黒ワンピに着替えた茉衣子は多た鹿じかを従え、隣となりの部屋を目指し、とにかくドアを叩たたきまくった。どうせいぎたなく眠っているに違いないと考えていた彼女の予想はまんまと当たり、着きの身み着のままで眠りに就ついたらしき蜩ひぐらしがのっそりと登場すると、

「う……」

　なぜか複ふく雑ざつな面おも持もちで凝ぎよう視ししてくるのも省かえりみず、茉衣子は部屋に踏み込んだ。なぜたった一夜でゴミ溜ためみたいになってしまうのか、呆あきれながらもベッドから転げ落ちたような体勢でピクリともしない白衣姿を発見し、空き缶の群れに顔を埋めている宮みや野のの耳たぶをつねり上げ、

「起きなさい！　悠ゆう長ちように寝ている場合ではないのです！」

　身み支じ度たくに半時もかけたことは彼女の脳内ではささやかな疑問にもなっていない。どれだけ急ごうともその時間は必要なものだからだ。

「うーむ」

　むっくりと起きあがった宮野は、パイナップルの葉のようになっている頭を押さえて、

「何かね茉衣子くん。寝起きを襲おそうとはキミも考えたな。私が最も無力な時間帯だ。寛大な眠りの女神は私を二に度ど寝ねに誘さそいその誘ゆう惑わくはあまりにも甘かん美びで逆らいようがないのである……」

「班長を誘惑するような女神は地球上のどこを探しても奉たてまつられておりません」

　ぴしゃりと言って、茉衣子は耳たぶをつまむ指に力を込めた。

　宮野はしばらく口をモゴモゴさせていたが、やっと目の焦しよう点てんを黒衣の後こう輩はいに合わせた。

「なるほど茉衣子くん。ようやく昨日の続きを話す気になったのだな。昨夜はいきなり横転したものだから肝きもを冷やしたぞ。キミの身体からだも冷えてなければいいのだがな」

「何の話ですか？」と茉衣子は怪け訝げんな顔。

「何の話でもない」と、宮野は絨じゆう毯たんに座り込んで、空そら々ぞらしく話題を変えた。「ああ、ところでキミは何かを言いかけておったな。我等の会長代理が精神的疾しつ患かんにかかったとか何とかと、昨晩のキミは言っていたのだった。そうだ、思い出したぞ。風ふう雲うん急きゆうを告つげるのであったか。にしては、どうにも緊きん張ちよう感に欠けているような気もするが」

「それは班長だけです」

　茉衣子は耳たぶを手放した。

「わたくしは充分心しん臓ぞうをドキドキさせておりますわ。……わたくしだけのようですけども」

　蜩と多鹿は目をしぱしぱさせながら、他校の対たい魔ま班員たちを眺めている。ほぼ百％、傍ぼう観かん者の態度だった。

　実は茉衣子にも事情はまったく飲み込めていない。だからこそ、真ま琴ことからかかってきた電話の内容を忘れないうちに伝えなければならなかった。宮野なら解わかるのではないか。そうでないと困る。

「ええと……」

　わたくしはどうして昨夜ゆうべのうちに伝えなかったのでしょうか。いえ、大急ぎで風ふ呂ろ場を飛び出して、この部屋に来たのは覚えています。そこから…………。ダメですわ、思い出せません。何でまたわたくしはすんなりと自分のベッドで眠ってしまったのでしょう。失態です。それに何だか思い出さないほうがいいような気がじんわりとするのも不ふ可か思し議ぎですわ。

　茉ま衣い子こが喉のどまで出かかった記き憶おくを掘り起こそうとしていると、携帯電話が鳴った。

「あ」

　多た鹿じかが顔の前に手を掲げ、画面表示を確認している。鳴った電子音は一つだけ。茉衣子たちの携帯電話は沈ちん黙もくを続けている。

「数かず花かさんの反応が出たよ。遠いなあ。やっぱ、行かないといけないのかな？」

　首を傾かしげる多鹿に、茉衣子はうなずいた。

　四人が駅へ向かったのは、その数分後のことである。







「おにーちゃーん」

　回らない舌で叫びつつ、若わか菜なは走り寄ってくる。妹の装そう飾しよく欠如な普ふ段だん着ぎ衣い装しようを見やって、高たか崎さき佳よし由ゆ季きはおざなりに手を挙げた。

　人通りの多い街並みでお兄ちゃんもないだろう。せめて兄さんと呼んでいただきたい。学校にいる間は兄さんで統一されていたと思うのに、地元に帰っていきなり呼称変化するというのも何なんだよ。それだけ開放的な気分に浸ひたっているということなのかもしれないが。

　若菜は満まん面めんに微笑ほほえみを浮かべ、五千円相当の花束を抱えながら駆かけてくる。

　花束分の金を出したのは佳由季で、自分の預金から捻ねん出しゆつしたなけなしの金きん額がくだった。一部は若菜の蓄ちく財ざいも混じっているだろう。墓に供そなえるには少々豪ごう華かすぎる花の束だった。転校していく者にクラス全員から送る精せい一いつ杯ぱいの心づくしとなれば、このくらいになるかもしれない。豪勢な花束なんかもらっても入れる花か瓶びんに苦労しそうだ。佳由季はのちのち世話をしなければならないような品物を別れ際に貰もらいたくはないと思う。

　しかしこれは生者の論理であり、死者には通用しない。死者は何も思わず、ただ痕こん跡せきを生き残った者の心に刻んでいるだけだろう。

　春はる奈ながそうであるように。

「ほら、春奈が好きそうなのを選えらんできたよ。なんかさ、一いつ生しよう懸けん命めいに咲いてる花を春奈は好きだったよねえ。夏だからさ、いろんな騒さわがしい花がいっぱいあったよ。どれにしようかいっぱい悩んだけど、こんなのでいいよね？」

　初しよ夏かの日差しのような笑えみを兄に向ける若菜だった。

「そうだっけな」

　春奈が生きていたのは六年も昔のことだった。当時の佳由季はほんの子供で、春奈も若菜もそれより遥はるかに子供だった一昔。子供？　今だってそうじゃないか。僕も若わか菜なも、あれから何が成長したのというのだろう。環かん境きように多少の変化はあった。第三ＥＭＰ学園なんていうガラクタだらけのオモチャ箱ばこの中に投じられ、幽ゆう霊れいとなった双ふた子ごの一人に付きまとわれ続けていたりもした。その幽霊が佳よし由ゆ季きの理解できない事柄の原因だか根源だかして、結局のところ元もとの木もく阿あ弥みになったりもした。佳由季が違う選せん択たく肢しにマークをつけていれば、ここにいるのは若菜でなく半透明のもう一人だったのかもしれないが、今ここに共にいるのは、彼の生きている妹のほうだった。

「ああ、それだけ包めば春はる奈なもご機き嫌げんさんだろ」

　花束を両手に抱えて持ってくる若菜に、佳由季は声を掛けた。

　若菜はヒマワリを擬ぎ人じん化かしたような笑え顔がおで、花屋の軒先から兄のもとへと駆かけ寄って、ぶつかるように身体からだを預けてきた。

　まん丸い瞳ひとみを向けてくる。

「ねえ、兄さん。二人で春奈のお墓参りに行くのは久しぶりだねえ。いつもは春奈もついてきてたもんねえ。ぜんぜん、お墓参りって気分がしなかったよ。春奈、天国に行ってるかなあ？」

「あいつなら無理矢理にでも天国に行くだろうな。地獄の門番が追い返しそうだから」

　言いながら佳由季は歩き始めた。歩調は若菜のペースに合わせる。一人で買い物に出かけるとなかなか帰ってこず、またしょっちゅう道に迷う若菜の習性は知り尽くしていた。

　兄弟二人きりでの墓参りは久しぶりだ。

　とっくに盆が過ぎていたため、家族や親族のスケジュールとは外はずれた時期に二人は帰宅を果たしていた。この時期、学園の一時帰宅希望者が殺到するので、寮りよう長ちようたる佳由季の予定がついつい後回しになった結果である。若菜もまた、兄の予定にすんなりと合わせていた。

　高たか崎さき若菜は自分の都合より他ひ人との都合に流されるまま、ほとんど主張することなく兄の意向に付き従う。これも六年前からの習しゆう慣かんだった。若菜にとっては無む意い識しきの行動だろう。佳由季は若菜から不平不満の声を聞いたことは久しくなく、この時なぜか、いつも不平不満しか口にしたことのない黒衣の魔ま女じよモドキを思い出して、ふっと息を吐ついた。

　どうせ今でも宮みや野のと一いつ緒しよにいて、眉み間けんにシワを寄せていることだろうな。

　似合いのコンビだ。お互い、他ほかの誰だれと組んでも相手を鬱うつ状態に追い込むだけだろうし。

「待ってよー」

　大きな花の束を抱えているせいか、ただでさえフラフラしている若菜の足取りはますますおぼつかないものになっている。

「貸せ。僕が持つ」

　佳由季は妹から芳ほう香こうを立ちのぼらせる荷物を受け取り、片手でかつぐように持った。

　空いた左腕に、華きや奢しやな若菜の腕がまとわりついてくる。

「春はる奈ながいたら、げんこつされてるね」

　佳よし由ゆ季きに腕をからめて、若わか菜なは目を三み日か月づきにして笑った。

「だろうな」

　若菜の平熱は佳由季のものより低いらしい。素す肌はだから伝わる妹の体温は、佳由季にはひんやりとしているように感じられた。

　でも、まったくないわけじゃない。若菜の温ぬくもりは確かに腕に密着している。それは彼女がここにいるという証しよう拠こだ。若菜には身体からだがあり、生きている。

　ただ……。

　佳由季は思った。

　いい年をした兄妹きようだいがこんな日中から腕を組んで歩いている姿を、万一知り合いに見られたらどういう具合に思われるだろうかが気がかりだ。……けど、なんとも平和な悩みだな。何のことはない、普通の生活の中にある小さな悩みだ。

　一生分の苦悩をすでに使い果たしている彼は、そうやって自分を納なつ得とくさせる。







　行きと同じ席順だった。茉ま衣い子この横には多た鹿じかがいて、対面の座席に宮みや野のと蜩ひぐらしが陣取っている。まるで最初から仲良し四人組のようだ。往おう路ろは偶然だったが、今回はまとめて座席指定をしたわけである。反対意見は誰だれからも出なかった。

　その車中で、茉衣子は脳組そ織しきにわだかまる記き憶おくの残ざん滓しを拾い上げながら、真ま琴ことからの不可解な通話内容を可能な限り再現した。ちなみに真琴とは今け朝さになっても連絡が取れていない。彼女の携帯電話には誰も出ず、第三ＥＭＰ自治会宛あてにかけてみると電話を取った執行部員は真琴の不在を教えてよこした。

　目下のところ、縞しま瀬せ真琴は行方ゆくえ不明ということになっている。

　それだけでも充分以上に緊きん急きゆう事態と言えた。

　茉衣子の話を聞き終えた宮野は、しばし無言で額ひたいに指を当てていたが、

「ほほう、なるほど。そういう具合に展開しているのか。確かに穏おん当とうな話ではない。日ひ比び木き会長の話とも繫つながるな。Ｄ因子か……。ううむ、ただごとではないというのは解わかるぞ。だが我々が何をすればいいのかは解らんな」

　蜩は肉食のパンダを見るような目を隣となりに向け、

「俺おれは何一つ解んねえぞ。それから我々って、よもやとは思うが俺とこいつも入ってんのか？」

　四角いパック入り豆とう乳にゆうにストローを刺していた多鹿を指す。

「無論だろう。とうに我々は一つの集団になっている。誰かが決定づけたのだ」

「誰だよ、そのハタ迷惑な奴やつは。てめえらんとこの会長か？」

「違うな。彼にそこまでの力はない。あれば枕まくら木ぎ庸よう市いちの謎なぞの行動もとっくに教えてくれているはずだからな。それにあのような不安定な存在では話にもならん。数ヶ月前までならまだしも──」

「班長」

　第三ＥＭＰ学園史の本年度版回かい顧こをしている場合ではないだろう。

「わたくしは心配なのです。真ま琴ことさんはどうしてしまったのです」

　宮みや野のは茉ま衣い子こに視し線せんを固定し、

「仲なか嶋しま数かず花かに起こっていることが、縞しま瀬せ真琴にも起こっているのだよ」

　世間話のついでのように言った。

「多重人格でも精神転移でもどちらでもよかったが、キミの話を聞けば後者が正解らしいな。つまり仲嶋数花の精神が平行世界をズレているのと同様に、我等の会長代理の精神も横ズレを起こしているわけだ」

　茉衣子はこめかみを指で突いた。

「なぜそんなことが」

「遠く離はなれた平行世界にいる別の縞瀬真琴が玉突きを起こしているからだろうな。そうやってズレていくというわけだ。待つことだよ茉衣子くん。最初にスライドを開始した縞瀬真琴……その原因となった彼女がここに来れば、おそらくすべてが明らかになるだろう。ただしその縞瀬真琴がここを最終目的地としているのかどうかはあやふやだ。だが可能性は高い」

「そうなのですか？」

「それはそうだ。すべての始まりは仲嶋数花にある。日ひ比び木き会長の言葉を思い出したまえ。二百五十六番目の仲嶋数花がやってくる。その目的地がこの世界であるのはほぼ確実だ。だから〈インスペクタ〉も警けい告こくをよこしたのだろう。縞瀬真琴がズレていることが無関係とは思えない。キミに仲嶋数花を殺せと言った縞瀬真琴と、その直後に電話の向こうにいた彼女は別世界のものだ。何と言った？　139界だったか。その数字がこの世界からの距きよ離りを表していると見て間違いはなかろう。相対的な距離だ。初めからそんな数字はついていない。どの世界でも、自分たちの世界をゼロ基準として考えているだろうからな」

　宮野は何がおかしいのか、ニヤニヤ笑いを広げた。

「いやはや、だ。その縞瀬真琴もなかなか親切ではないか。我々が類推しやすいように言ってくれたのだ。彼女が仲嶋数花を殺せと言った理由も見えてくるな。精神の転移には受容体が必要だ。彼女の思おも惑わくは、その入れ物を破は壊かいすることなのだろう。ある意味で正しい対処法とは言えるが、根源的な解決にはならん」

「わたくしたちはどうすればいいのですか……」

　怖おず々おずと茉衣子は訊きいた。

　ふふむ、と宮野は鼻を鳴らす。

「このままでいい。いずれ向こうからやってくる。何らかの兆きざし、徴しるし、前触れがな！」







　墓参りはすぐに済んだ。

　墓石を洗って線せん香こうと花を捧ささげ、ひとしきり手を合わせて拝おがんでやると他ほかにすることはなくなった。もう一つ実感が湧わかずに終わったのは、先せん祖ぞ供く養ように戻るたびに高たか崎さき家代々の墓の周囲を飛び回っていた春はる奈ながいないからかもしれない。

　若わか菜なはずいぶん長い間、合がつ掌しようして頭こうべを垂たれていた。双ふた子ごの姉妹の片割れに何を語りかけているのか、佳よし由ゆ季きには解わからない。たぶん、脳天気なことを伝えているのだろう。春奈が消えてからこの数ヶ月に学園で何が起きたこととかいうような、友達と電話で喋しやべっているようなことを。

　セミの声をＢＧＭに、佳由季は若菜の屈かがめた背中を見下ろして思った。

　春奈が本当に消えたのかどうかは定かではないが、僕たちの前からいなくなったことは確かだ。天てん真しん爛らん漫まんなブラコン幽ゆう霊れいとはもう会えない。春奈にその気がないのか、霊界の門番が厳きびしいのか、そんなことは知らない。現れる気があるのなら、春奈はとっとと再出現しているに違いない。そうではないということは、二度と出てくる気がないということだ。あいつならどんなに強固な門に遮さえぎられようと、平気で突き破るなりすり抜けるなりするだろうから。

　そして僕たちは心の平和を取り戻す。そろそろ春奈がいないことに慣なれないとな。それとも僕だけだろうか。若菜はすでに折り合いをつけているのだろうか。

　やっと満足したか、若菜は顔を上げて兄へと振り向いた。

「もう、行く？」

「ああ」

　佳由季はうなずき、微笑ほほえみを浮かべる若菜から視し線せんを逸そらした。まだ午前だというのに、今日の日差しはまるで刺すような威勢の良さだ。ただ水で黒く濡ぬれた墓石だけが涼しげに、汗を拭ぬぐう佳由季を見返していた。

　じゃあな。また来る。

　心中でそれだけ呟つぶやき、佳由季は自分と若菜のぶんと二つ、カバンを持ち上げて肩にかけた。

「あ、いいよ。あたし自分で持つから」

「いいさ。どうせ駅までだ」

　舗ほ装そうされていない畦あぜ道みちを下る間、兄妹きようだい間の会話はそれだけだった。危なげな足取りでついてくる若菜を時折確認しながら、佳由季は黙もく々もくと歩き続ける。

　短い山道はすぐに県道にぶち当たり、二人は駅へと続くアスファルト上で進路を変えた。久しぶりの実家では、今度は仏ぶつ壇だんが待っている。

　炎天下の照り返しを存分に浴びながら、佳由季と若菜は来た道を遡さかのぼり始めた。若菜も何も言わない。

　だが、妹の考えていることは解る。彼と同じ事を考えて、それで無口になっているのだろう。

　ここに来れば、春はる奈ながひょっこり現れるのではないかと思っていた。

　自分の墓の後ろから突然顔を覗のぞかせて、兄を驚おどろかせようとするのではないかと。

　考えてみればあり得ない。春奈ならそんな回りくどいイタズラはしない。いつだってあいつは短絡的で、他ひ人との迷惑や都合なんかを酌くみ取ってくれた試しはなかった。死んでもそれは変わらなかったのだから、今いま更さらどうとなるものでもないだろう。

　しかし佳よし由ゆ季きは解っていた。家に帰ると、やはり仏ぶつ壇だんの陰にそっと視し線せんをやってしまうだろう。そこにふわふわした半透明のセーラー服姿を探してしまうだろう。

　六年の執行猶ゆう予よはいかにも長すぎた。

　第三ＥＭＰから出て行く時が来たら、僕の中ちゆう途と半はん端ぱな精神状態もまともに復帰するのだろうか……。

　……いかんな、ついつい思考が後ろ向きになる。こういうときだけは宮みや野のの傍ぼう若じやく無ぶ人じんなハイテンションを分けて欲しくなる。あいつの脳内物質を移植できれば、僕の遅延した脳の働きも少しは活性化するだろうに。まあ、あいつに成り代わりたいとも思わないが。

　三十分ほど歩いて、佳由季と若わか菜なは駅に到着した。

　その各駅停車しか停とまらない駅から乗り込む人ひと影かげは少ない。海が近いということもあって降りる人間の量がけっこう多く、おかげで佳由季と若菜は運良く座席に収まることができた。立っている客はまばらだ。

　列車が走り出して間もなく、若菜は頭をぐらぐらさせ始めて、数分と保もたずに兄の肩を枕まくら代わりにした。学校を出てきたのが朝早くだったから、あまり眠れていなかったのだろう。いつもどこかに出かけるとなると、前日の晩は無意味にハイになるやつだから。

　ここまで来たら実家まで後一時間もあれば充分だ。

　物音を聞いたような気がして顔を上げる。昇降ドアの近くに立っていた三人組に何となく目が吸い寄せられた。佳由季とタメ年くらいの男女と、そのどちらかの妹みたいに見える少女が一ひと塊かたまりになっていた。よく見ると少女二人はよく似た面おも影かげがあるから、そっちが姉妹なのだろう。男のほうはその兄弟と言うよりは、姉と付き合っている同級生と言ったおもむきだ。少年は時折窓の外へ視し線せんを飛ばしたり、ふと黙だまり込んだりしているものの、活発そうな少女の相手をそれなりに楽しんでやっているようだ。もう一人の小さな娘も、そんな二人のやり取りを微笑ほほえんで見つめている。海に行く最中らしい。会話の端はし々ばしを聞くともなしに聞いて佳由季は判断した。

　ごく普通の光景だ。彼らはきっと、想念体やＥＭＰ能力というふざけた超常現象とは無む縁えんの日常生活を送っていて、これからも送り続けるに違いない。世界に三つしかないような変な学校ではなく、ありふれた社会の普遍的な学校に通い、そこで何かを学んだり何も学ばなかったりしてやがて出て行く。そうした行動のどこにも疑問を差し挟はさむことなく、世界のどこかに存在し続けるのだ。

　それが羨うらやましいことなのか、佳よし由ゆ季きにはやはり解わからない。春はる奈な憑つきでは到底無理だったろうが、では今はどうだろう。背はい後ご霊れいはもういない。

　列車が次の駅に停とまった。仲の良さそうな三人が真っ先にホームへ降りていく。

　扉とびらが閉まり、目を戻した佳由季は、自分の前に立つ人ひと影かげを見つけた。吊つり革かわに片腕を絡からめ、奇妙に影の薄うすい雰囲気をまとう少女が一人、顔を横に向けて立っている。

「すごい偶然なのです」

　陽かげ炎ろうのような声が聞こえた。儚はかなげな顔つきの少女は、さっき降りていった三人組の後ろ姿を目で追っているようだった。

　独ひとり言かと思って佳由季は無視することに決めた。しかし、

「高たか崎さき佳由季さんでしょうか」

　いつの間にかその娘は佳由季にほのかな目を向けていた。さざ波のような声が、

「あなたがたにお願いなのです。わたしがこれから言う場所に行っていただけると、わたしはたいへんな感かん謝しやをあなたがたに感じます。取りはからってくれますか？」

「どっちだ」

　佳由季は表情を変えない。

「なにがでしょう」

「真ま琴ことか、優ゆう弥やか、どっちの手先だ」

　猫の毛玉のような、とらえどころのない笑えみ。

「明白にどちらでもありません。わたしがここにこうしているのは、あなたの知る誰だれでもない人にお願いされたからです。実を申しますと、わたしのお願いをあなたが拒否してもわたしの胸は痛みません。でも、わたしはあなたが重い腰を上げてくれるだろうということを知っています。だからわたしの心も痛まないのです」

　変な言葉使いをする女だな。

「なぜだよ。どうして僕なんだ」

「理由を教きよう唆さすることはできません。わたしは知っているだけなのです」

「何を？」

「わたしがすべきことを」

　確信の込められた言葉だった。いったい何人の人間がそう言える？　自分のすべきことを、自信を持って言うことのできる奴やつが世界全体でどれだけいるんだ？　いたとして、本当にそれが正解であるという確率は？　間違った解答をいくら信じても、決して正解になることはない。

　くふふ、と彼女は笑った。

「お疑いはごもっともです。けれども、気軽な波乗り感覚でいていただけると大いに助かるのです。あなたがたに迷惑が雪崩なだれ落ちることはないでしょう」

「なぜ僕に頼む？　自分で行けばいいじゃないか」

「そうは問とん屋やが卸おろさないのです。わたしはすでに規格外ですから、直接的に関係することはできません」

　このセリフを言うとき、彼女の唇は悲しげな形を取ったが、すぐに笑えみに舞まい戻り、

「どうでしょうか。わたしのお願いをぜひぜひ聞いていただけないでしょうか」

「解わかったよ」

　あっさりと答える。

　またしてもどこかで何かが発生しようとしているのだろう。巻き込まれることには慣なれっこだ。もうちょっとやそっとのことでは驚おどろけない。この少女の裏に誰だれがいるのかは知らないが、使者の選せん定ていには才のある奴やつのようだった。あまりに人の良さそうな雰囲気を持つ彼女の言葉を一いつ刀とう両りよう断だんに拒絶する気分にはどうしてもならない。拒否しては色んな人間が悲しむような気が押し寄せる。

「そこに行って何をすればいい？　人助けか？」

「いいえ」

　淡あわい粉こな雪ゆきのような娘はやんわりと否定し、軽やかに答えた。

「世界助けです」







　茉ま衣い子この掌てのひらにある携帯電話はうんともすんとも言わない。ＥＭＰマーカーの反応も送られてこないので、数かず花かのシグナルも当然どこにもなかった。

　レーダーになったのは多た鹿じかの持っている携帯のみだ。中なか嶋しま数花の反応は何度か途と切ぎれたものの、今もしっかり居場所を伝えている。

　茉衣子が気になったのは、反応の消失と復活のサイクルがどんどん早くなっていることだった。昨日までは数時間のスパンだったのに、今や分刻みと言ってもよい。間隔はまちまちだったが、それでも異常なサイクルだった。

　その疑問に答えたのも宮みや野のである。

「仲嶋数花の精神交代に要する時間が短くなっているのだ。最も初めの精神交代がいつ開始されたのかは不明だが、最低でも十日前以前であるのは明らかだ。その時点では数日で一度といったレベルではないだろうか。ここ数日で数時間に一度といった感じだな。すべての世界の彼女が全員ＥＭＰ能力を持っているわけではなく、見たところそっちのほうが少数派らしい。なかなか反応が現れなかったのはその所以ゆえんであろう。ふむ、ここから二百五十六ほど離はなれた世界の連中は、よほどその世界の数花嬢じようを遠くにやらねばならないようだ」

「それが解りません。そちらの彼女に何があったというのです？」

「私にも解るわけはない。しかし推測はできるな。〈インスペクタ〉なる者の警けい告こくと、昨夜ゆうべの縞しま瀬せ真ま琴ことにあった言葉がそのとば口だ。Ｄ因子とやらがすべての原因となっているのだろうな。おそらくそれは世界にとって不都合なシロモノなのだ」

　宮みや野のは極ごく彩さい色しきの悪あく魔まのように微笑ほほえんだ。

「世界を滅ぼす力なのだ。私はそう考える」







　佳よし由ゆ季きはメモ紙がみに目を落とし、そこに書かれている固有名詞を吟ぎん味みする。

　メモを彼に渡した少女は、すぐ次に停とまった駅で降りていった。そしてしばらくホームに留とどまって、動き出す列車に片手を振っていた姿までは思い出せる。

　思い出せないのは人相風ふう体ていだ。彼女がどんな顔をしてどんな服装だったのか、なぜかそこだけ記き憶おくに空洞が口をあけている。名前も訊ききそびれた。覚えているのは、妙にあやふやなところのある柔にゆう和わな声だけだった。

「知っている顔じゃなかったな」

　だが、どこかで会ったことがあるような気もする。それも第三ＥＭＰの中でだ。だとしたら高等部の生徒だろうか。大人おとなびた感じがしたから中等部ではないだろう。でも高等部の生徒ならたいてい見覚えがある。誰だれかは解わからなくとも心当たりが見つかるはずだ。伊だ達てに長年あの学校にいるわけではない。

「……一回だけすれ違ったとかかな」

　どうしても引っかかってこない。これは決して蘇よみがえらない記憶だ。世界史の重要な年号をど忘れして思い出そうと苦悩している感覚に似ている。あらためて年表を確認すれば、なぜ忘れたのかと訝いぶかるくらいなのに確認するまで思い出すことができない……。

「だったらお手上げだな」

　肩をすくめ、佳由季はメモ用紙を折りたたんだ。シャツの胸ポケットに放り込み、それから横で眠り続ける若わか菜なを起こしにかかる。

　メモに書かれていた場所へ行くは、二度目の途中下車を要する。







「世界なんてものは簡かん単たんには壊こわれたりはせん」

　二の句が継つげなくなっている他ほか三名をさしおいて、宮野は独演会を始めていた。

「そうとも。人間がどんなに破は壊かい兵器を大量作製し、勝手気ままに炸さく裂れつされたとしても、せいぜい惑星の一つ二つをガラクタにするのが関の山であろう。その結果滅ぶのは地球上の生命体くらいであろう。なんと小さな問題であることか。そんなもん、マクロ的宇宙規模の観かん点てんから俯ふ瞰かんすると、まるっきり取るに足らない些さ事じであることが理解できる。地球生命体が滅亡しようと宇宙は何の変わりもなく、誰が心を痛めることもない。勝手に滅亡すればよいのだ。太陽系や銀河系、そして宇宙そのものは人類などと言う小こ賢ざかしく矮わい小しような観測者を失ったところで痒かゆみすら覚えぬ。宇宙はここにそうして存在し続ける」

　宮みや野のは白衣の片手を窓へと伸ばし、空遠くを指し示した。

「それどころか、宇宙の死滅すら世界には無関係だ。茉ま衣い子こくん。我々に認にん識しきできる世界などタカが知れておる。我々は宇宙の端はしっこがどこにあるのかすら解わからないのだ。そして宇宙ですら、世界を構成する一要素にすぎない。世界は言葉のまま、世界そのものであって、宇宙は世界に内在する一つの概がい念ねんのみを指す。宇宙が消失しても世界は何も変わらない。宇宙は世界の中の、一つの小さな小島に過ぎないのだ」

　悪い古代神でも取り憑ついたのかと茉衣子は疑った。しかし宮野からはいかなるＥＭＰ能力の波動も発せられていない。この班長は、自分の言葉を話している。

「だがな、皆の衆。聞きたまえ！　ここに世界そのものを崩ほう壊かいさせる爆ばく弾だんがあるとする。この爆弾はいかなる物理法則にも従わない。己おのれのロジックのみで作動するようにプログラムされていて、その破壊力は異質な世界の法則によって作用するのだ。まさしくそれは世界そのものを破壊に追い込む力なのだ。そんなものが自然に発生するわけがない。世界には自浄作用がある。自らを消滅させる存在を生み出すことはあり得ない。では二百五十六番目にやってくる仲なか嶋しま数かず花かのＤ因子とは何であろう。茉衣子くん、どう思うね？」

　茉衣子は頭を回転させた。問題文は宮野の言葉。そこにフェアな手がかりがある。やがて彼女は重たい口を開いた。

「そのＤ因子……なるものが人じん為い的てきに生み出されたと言うことですか？」

「まさしく」

　宮野の笑えみは茉衣子の解答に満点を付けている。

「世界を崩壊に追い込むのがＤ因子なのだろうさ。それを持っているのはこの世界にやがて訪れる別世界の仲嶋数花。では彼女はなぜ、元の世界から遠く離はなれた平行世界に追いやられたのか？　こうなれは正解までは一いつ直ちよく線せんだ。わかるかね？」

「こっから二百五十六ほど離れた世界……」蜩ひぐらしがかすれ声で言いかける。「てえことは……その256界か……。そいつらが数花にそんな力があることを発見して、自分たちに影えい響きようしないような遠い世界に送り込む……。これが今起きていることなのか。だから数花は延々と玉突きみたいな人格交代をしているってわけなのか？　その、256界にいた仲嶋数花がこの世界に来るまで、ずっとこそれをやってるってことなのかよ。犯人は遠い世界のＥＭＰ能力者たちか」

「そういうことだ」

　宮野は何が楽しいのだろう。茉衣子はだんだん苛いら立だたしくなってきた。

「仲嶋数花♯256がやって来たとき、この世界は崩壊する。いやあ、いったいどのような手段で世界なんてものを崩壊させるのだろう。私はこの目で見ることが出来るだろうか。まさに世界がなぜこのようなカタチとなっているのか、それを知る絶好の機会だ！　私の知的欲求が満たされることにもなろうというものだ。これを期待せずして、何を期待するのかね。キミたち、我々は今まさに世界の謎なぞの一いつ端たんに触れる機会を得たのだ！　そのために我々は選えらばれたに違いない」

「本気ですか？」と茉ま衣い子こ。

「いいや」と宮みや野のは手を下ろし、「最後の部分は願望だ。我々の役目はまた別のところにあるのだろう。予想はつく。この世界を守しゆ護ごせよと言うのだよ。つまるところ我々は神に近いような存在にこの世界を託された正義の戦士なのだ。滑こつ稽けい極まる。くだらん。実につまらない役回りだよ」

　楽しそうに言いながら、宮野はちょうど通りかかった車内販売員を呼び止めた。

「コーヒーを四つくれたまえ。寝ているヒマはなさそうだからな。時は近い。今日中にすべての決着がつくであろう」

　班長の視し線せんを辿たどった茉衣子は、多た鹿じかが持つ携帯電話に行き着いた。







　目を覚ました若わか菜なは、兄から寄り道を告つげられても何も言わなかった。

「ふーん？」

　不ふ思し議ぎそうに佳よし由ゆ季きの顔を見上げただけである。どうせ自宅はすぐそこまで迫っている。若菜からすれば兄からどこかに行こうなどと言われるのは珍めずらしく、ちょっとしたデートのつもりであるのかもしれなかった。

「あれ？」

　佳由季と若菜は列車を降りた途と端たん、ホームの端はしでうずくまっている人ひと影かげを発見して立ち止まった。発車していく各駅停車の風に追い立てられるように、若菜がぱたぱたと駆かけ寄って、

「どうしたの？　気分悪いの？」

「……う」

　脂汗を滲にじませた顔が若菜を見上げる。苦しげに唇をわななかせ、目の縁ふちを濡ぬらしているのは高校生くらいの少女だった。佳由季が車内で出会ったのとは別人だ。それぐらいの判別は彼にもできる。

　若菜の後ろから声をかけた。

「だいじょうぶか？」

　駅員を呼ぶか……と言いかけて、佳由季は口をつぐんだ。

　この娘はいつからこうしていたんだ？　自分が降りた時にはすでにしゃがみ込んでいたから、列車がこの駅に入にゆう線せんする前からだったのは間違いない。ホームには他ほかの利用客もいたし、駅員だっていただろう。なのに、どうして誰だれ一人彼女を助けようとしていなかったんだ。まるで透明人間のように、この娘は無視されていたのか？

「あ」

　ぱかっと口を開け、いい形の歯並びを見せながら若わか菜なが振り向いた。

「変な感じがするよ。兄さん、これ……。ええと、あー、あーんと」

　言葉が出てこないらしい。若菜は困ったような顔をして、

「こっち来て、兄さん」

　手招きする妹に従って、佳よし由ゆ季きは若菜とホームに手をついている少女へと歩み寄る。珍めずらしく素す早ばやい動作で若菜が彼の手を引いた。三人が一ひと塊かたまりになる。

　それを確認して、若菜はひっそりと目を閉じた。

　佳由季には感じることができない。だが若菜が何をしようとしているのかは解わかった。

　不可視の絶対障しよう壁へきが、若菜を中心に展開されようとしている。







「あらら」

　枕まくら木ぎ庸よう市いちは夢見るような半目で微笑ほほえんだ。

「マルギット、糸が途と切ぎれたよ。なんとまあね。こんなところで部外者が割り込んでくるとは、迂う闊かつだよなー。計算外ってとこだあねえ。時計の針が狂うほどじゃないけどさあ。ちょっと休ませようとしたのが裏目だったねえ」

　マルギットも、破れた衣い装しようのピロシュカも返答はしない。ただ黙だまって正面を見続けている。

「困ったものだけど、そんなに困ることもないかなあ？　時はこくこくと迫っている。さしもの〈年表干渉者インターセプタ〉も、それだけはどうしようもないね。時間は止まらないからさー」

　Ｓ音のみの笑い声を枕木は唇から漂ただよわせた。

「二百五十六番目の仲なか嶋しま数かず花かは、いずれここにやってくる。それまで待っていればいいだけなんて、楽な仕事だよねえ。マルギット。そうだろう？　ぼくの役目はそれだけだろう？　どうなんだい？」

　人形は答えない。血の気の失うせた白はく皙せきは、まとう衣装に合わせたように硬くツヤのない白さを誇っている。

　紅こう玉ぎよくの瞳ひとみと唇が、ぬめるような光を放っていた。







「あたしから離はなれないようにして歩いてね」

　若菜がほんわかした顔で言い、佳由季は病気のような顔色の少女を背負い上げてうなずいた。少女が持っていたえらく重いカバンは、若菜がよたよたしながら運んでいる。

　若菜の周囲半径二メートルが障壁の圏内だ。自然と寄り添そうように歩くことになってしまうが、人間を一人担いでいる佳由季の歩みもそう早くはなりようがないので丁度いいと言えば丁度いい。

　改札を通り抜けるのが一苦労だった。自動改札は使えないので、駅員に切符を見せなければならなかったが、ぐったりしている少女は口もきけない有あり様さまでどこに仕し舞まっているのかが解わからない。若わか菜ながあちこち調べて、ようやく少女の鞄かばんの奥おく底そこから切符を探し出し、しかしそれも乗車距きよ離りを遥はるかに超えていたので乗り越し料金が発生、立て替えたのは佳よし由ゆ季きだった。

「病院に連れて行ったほうがいいかな？」

　駅を出て日差しに打たれながら佳由季は顔を横向けた。肩口に埋まっている娘の顔は、ひどくやつれていた。体温が著いちじるしく熱かったり低いわけではなかったが、見るからにただごとではない。

　若菜が考え考え説明したところによると、これはＥＭＰ能力が原因であるらしい。佳由季の妹は言葉で説明できないようなことを無理矢理伝えようとするかの如ごとく、

「変な感じがこの人にかぶさっているというか、くっついてる……。んー、んー。違うなあ。遠くからびよーんって伸びてるような感じ。なんか……えーと。なんか、そうだなあ。糸みたいなものがいっぱい絡からまってた」

　また少し考えて、

「あたしがばりやー張ったら切れたよ。なんだったのかなぁ？　それにさ、それとは別に変な……雑音みたいなのも付いてる。これは遮しや断だんしないほうがいいかなあ？　そんな感じがするよ。なぜかな？」

　さっぱり要領を得ないことを言い、目と首をくりくりさせているが、もとより佳由季に解るわけもなく、とりあえず若菜には障しよう壁へきを付けっぱなしにさせることにして、佳由季はその若菜製不可視障壁の内部にこの娘を置いておくことにした。

　日陰を選えらんで歩きたいが、太陽がほぼ真上にあるこの時間では植え込みの木々も真下に影かげを落とすのみである。周囲は背の高いビルに囲まれている。地方によくある、中ちゆう途と半はん端ぱな規模のオフィス街だった。

「うう……」

　背後の娘が何事か呻うめき、身じろぎをした。

「……あなたは……？」

　弱々しく声を漏もらし、娘は蝶ちようの羽ばたきのような息を吐いた。

「僕は高たか崎さき佳由季。そっちのが妹の若菜。キミは？」

　だらりと垂たらしていた汗まみれの腕がぴくりと動き、娘は佳由季の肩に手を添そえた。

「仲なか嶋しま……」

　頼りないセリフだった。

「仲嶋数かず花かです……」







　寝ているヒマはないと言っていた張本人が率そつ先せんして居眠りしている。

　まあ、電車の中では他ほかにすることもありませんし、おかげで静かですけれども。

　茉ま衣い子こは宮みや野のの極楽寝顔から視し線せんを外し、隣りん席せきの多た鹿じかの手元を覗のぞき込んだ。

「どうですか、彼女は」

「うん、なんかフラフラしてる。すっごくゆっくり」

　多鹿はそれがお守りであるかのように、携帯電話を両手で握りしめていた。つぶらな瞳ひとみをモニタにじっと注そそいで、

「もう電車に乗らないで欲しいね。また逆戻りするのは疲れるしさ。あたし、ホントは旅行って苦にが手てなんだあ」

　不意に微笑ほほえんで、

「でも今は楽しいな。茉衣子さん優やさしくて親切だしさ。蜩ひぐらしくんもいるしさ。そっちの騒さわがしい人も面おも白しろいしー」

「はあ、そうですか」

　茉衣子は上目で見つめてくる多鹿にあやふやな視線で返し、蜩のほうへ顔を向ける。蜩少年は肘ひじ掛けに腕をついて聞こえないふりをしている。

　いいコンビですわ。

　いちおう蜩の心を酌くんで茉衣子は言葉に出さない。二人組で作業を円えん滑かつに進ませるコツは、まったく同じタイプを揃そろえるのではなく、それぞれ突出したものの異なる二人を選えらび出すことだ。二人共ができる部分を先せん鋭えい化かするよりも相互に補完し合ったほうが生き残りやすい。いざ環かん境きようが激げき変へんしたとき、一芸のみに秀ひいでているだけでは容易に脱落してしまうだろう。集団の利点はそこにある。少々自由が利きかなくなるデメリットはあるが、より多様性を増す。人間はそうしてここまでやって来たのだ。これからもそうしていけばいい。

　ＥＭＰ能力もそうなのでしょうか。なぜこんな変な力が降ってわいたのでしょう。いったい何のために、このようなものが必要なのですか。

　茉衣子は肩に流れる黒髪を一握りすくい上げた。毛先を見み据すえながら、

　──でも、この力があったから、わたくしは色んな人に出会えたのです。もしなければ、そこでは別の出会いが待っていたかもしれませんが、ともかくわたくしは今を生きているのですから、違っていた自分のことなど想像もつきません。







　仲なか嶋しま数かず花か♯217はやっと人心地がついていた。

　駅のホームで感じた異様な金かな縛しばりから脱している。数花♯217の意い識しきがここに出現したとき、彼女の身体からだはまるで自由が利かなかった。意思とは関係なく身体が勝手に動いていたのだ。パニックに襲おそわれた彼女は、何とか身体を制御しようと焦あせり、渾こん身しんの力で手足を操あやつろうとした。身体からだの表面でパチパチという静電気のような音がしたような気がする。息を止めて必死に意い識しきを働かせると、なんとか少しは自分の意思通りに動かせるようになった。その時やっと、彼女は自分が見知らぬ駅のホームにいることに気付き、しかしすぐ直後に身体は再び操そう作さされるように歩き出す。

　いやだ。

　全ぜん霊れいを込めて願うと、少しだけ自由が回復する。その後しばらくは堂々めぐりだ。歩き出そうとしては身を翻ひるがえし、立ち止まってはまたＵターンをする。幼児がレバーを握ったラジコンのように、数花♯217は奇怪な立ち往生を繰くり広げることになった。

　自分の身体を操あやつろうとする何者かの気け配はいを感じる。それは嘲ちよう弄ろうと苛いら立だちの入り交じる、まるで異質な感覚だ。

　誰だれなの？

　恐怖に包まれた彼女の思念に応じるように、声ではない声が彼方かなたの方から届けられた。

《従え》

　ぞっとした。誰かは知らない。しかし従うわけにはいかない。それはあまりに無機質で、あまりに無感動な響ひびきを持っていた。本能が拒否する。

　いやだ。

　どこかから届けられる気配が蠢うごめく。聞き分けのないペットを見る飼い主のような視し線せんを感じる。邪悪さはない。だがそれが余計に恐ろしい。この気配の主は、彼女をまるで砂粒のようにしか思っていない。

　全力で抵抗していると束そく縛ばくの力が緩ゆるんだ。軽いあきらめが混じり始めている。

　数花♯217は膝ひざを突き、必死に酸さん素そを求めた。

　これは何なの──？

　声もなく喘あえいでいると、彼女の前に華きや奢しやな足首が現れた。

「どうしたの？　気分悪いの？」

　朝の大気のように澄すんだ声がそう言った……。

　そして今、彼女は公園のベンチに座り込んでいる。横には声をかけてきた少女がいて、朗らかな笑え顔がおを向けてくれていた。不ふ思し議ぎと安心感を誘さそう笑みである。若わか菜なと名乗った不ふ揃ぞろいな毛先を持つ少女と、その兄の佳よし由ゆ季きという少年が自分を助けてくれたようだった。

　兄のほうは立ったまま、思案に暮れるような表情で数花♯217を見ていた。

「あたしの側そばにいればだいじょうぶだよ」

　若菜の言うとおり、数花♯217は自分を縛しばる不可解な力を感じない。ただし若菜から暖かい圧迫感を受けてはいたが、まったく不快ではない。

「ありがとうございます……」

　数花♯217は丁てい寧ねいに頭を下げた。

「仲なか嶋しまさんって言ったか」

　佳よし由ゆ季きがあまり感情豊かでない声で言い、返答を待たずに数かず花か♯217の前に手を出した。メモ用紙を持っている。

「それを見て欲しい。僕にはさっぱりだけど、キミならわけが解わかるのかもしれない。何がどうなっているんだ？」

　数花♯217は紙切れを受け取って、書いてある文字を読んだ。几き帳ちよう面めんな字だ。これを書いた人間の精神を如によ実じつに表すような……。

「…………」

　視し線せんが文字に固定されたまま動かない。数花♯217は目を見開いてメモを見続けた。

　一行目に書かれているのは住所だろう。彼女にはまったくどこだか解らない──それどころか異世界のような地名に思えるが、それはいつものことだった。この十日間、彼女が繰くり返し覚えた隔絶感の元である。

「……これは、」

　二行目。そのたった数文字に彼女は釘くぎ付づけとなる。

　声が続かない数花♯217の代わりに、佳由季が言った。

「地名の最後に仲嶋数花宅……って書いてあるだろ。それはキミの名前だよな。キミの家の住所なんだろうが……どうして僕がそんなもんを渡されるんだ？」

　違う。

　彼女の住んでいた住所ではない。それはこの世界のどこにもないのだ。これは、この世界にいた仲嶋数花の家なのだろう……。

「どうして……？」

「知らない女の子がくれたんだ。キミの知り合いじゃないかな。どんな娘だったかは説明できないけど……。それでどうする？　ここからだとすぐ近くだ。そこにキミを連れて行けばいいのかな？」

　両親と七なな海みの顔が脳のう裏りに浮かんだ。ここに自分たちの家族がいるのかは知らない。けれど、いてもそれは自分の家族ではない。

　数花♯217の目元から、暖かい液体がこぼれる。

　涙を防ぐため、彼女はうつむいて目ま蓋ぶたを閉じた。







「ありゃりゃ」

　多た鹿じかが声を上げ、画面から目を上げた。

「またピコピコが消えちゃった。どうしよ、蜩ひぐらしくん。数花さんの居場所がぁ」

　蜩は仏ぶつ頂ちよう面づらで腕を組む。

「そのうちまた出てくんだろーよ。慌あわてるこたぁねえ」

　高いびきをかいている宮みや野のと、窓に額ひたいを押しつけて歯ぎしりを立てる茉ま衣い子こを代わる代わる眺めた。

　自分たちだけが慌あわてふためき心配することはない。

「なんとかなんじゃねーの」

　座席をリクライニングさせ、蜩ひぐらしは斜めに足を伸ばした。







「誰だれっ？」

　びくんと身体からだを震ふるわせた数かず花かが、弾はじかれるように立ち上がった。

「え？」と若わか菜なは目をパチクリとして、「どうしたの？」

　佳よし由ゆ季きも驚おどろく。さっきまで声を押し殺して泣いていた──その理由も解わからないが──数花が、突然警けい戒かいするような顔で自分を睨にらんでいる。頰ほおに流れる涙が顔に二本の筋をつくっていた。

「……なに、これ？」

　数花は指を頰に持っていき、指先についた涙を見つめて眉み間けんを寄せた。

「何で、あたし──」

　言いかけた言葉の語尾は空に飲まれた。

「あんたたち、あたしをどうするつもり!?」

　数花は佳由季たちと距きよ離りを測るように後ずさる。

「いや……」と佳由季は苦り切った声で、「どうもこうもないよ。何をしていいのか、教えて欲しいのは僕のほうだ」

「あたしは騙だまされないからね！　……っ！」

　後ろ向きに進んでいた数花は、壁かべにぶち当たったように立ち止まる。

　そう、そこには壁がある。目に見えない強固な想念の壁が。

　手で空中をまさぐっていた数花は、憎しみに燃える目を二人に向けた。

「やっぱりだわ！　あんたたちもあいつらの仲間なのね！　あたしを殺そうとしてるんでしょう！　あのおかしな二人組みたいに！」

　吐き捨てられたセリフは若菜に衝しよう撃げきを与えたらしい。意味が解らないまでも、豹ひよう変へんした数花から放たれる憎ぞう悪おの放射に精神集中を揺ゆらがせた佳由季の妹は、瞬しゆん間かん的にＥＭＰ能力の発現を解いていた。

「っ！」

　遮さえぎる物のなくなった数花は、すぐさま身を捻ひねって走り出す。

　啞あ然ぜんとする高たか崎さき兄妹きようだいは、ろくなリアクションを取ることもできずに走り去る後ろ姿を目で追って、

「何だったんだ……？」

「ううーん？」

　取り残された彼女の鞄かばんだけが、そこに数かず花かがいたという証明を主張していた。







「ふうん、これは僥ぎよう倖こう」

　枕まくら木ぎ庸よう市いちは茫ぼう洋ようとした声で傍かたわらに語りかけた。

「マルギット、標的は勝手に逃げ出してくれたよ。都合のいい話があったものだねえ。ぼくらより手の長い誰だれかがやってるのかなぁ」

　二つの人形のうち、綺き麗れいな原型を留とどめる白いフードが持ち上がる。

「それともマルギット、これはキミの仕し業わざなのかなあ？」

　白銀の髪が揺ゆれた。風はどこからも吹いていない。







　目的の駅に辿たどり着いた第二第三ＥＭＰ連合軍は、狂ったように照りつける太陽の目を盗むようにしてタクシーに飛び乗った。先頭を走っていた宮みや野のが他ほか三人を連れて行ったというほうが正しい。助手席に収まった宮野が運転手に言ったのは、

「道はおいおい指示する。とにかく走り出してくれたまえ」

　という正気とも思えない尊大な言葉である。

「おい、コラ！」

　蜩ひぐらしは後部座席の奥で身を縮ちぢこまらせつつも、言わずにはおれない。

「どこに行く気だ？　マーカーの反応もねえのに、あいつの居場所が解わかるわけないだろ！　あ、てめえ！　ひょっとして冷房にあたりたいだけか？　俺おれたちはてめえの財布代わりじゃねえぞ！」

「蜩くん、耳元で叫ばないでよう。うーるさーい」

　蜩と茉ま衣い子こに挟はさまれている多た鹿じかが耳を押さえる。が、楽しそうだ。蜩の怒る姿が好きなのかもしれない。それでいつも彼が不ふ機き嫌げんになるようなことばかりしているのかも。最後に乗り込んだ茉衣子はドアに身を寄せながらふと思った。

「それで班長、どこに行こうというのですか？　まさか班長のその九きゆう官かん鳥ちよう並みの脳味み噌そによる推理で、数花さんの居場所を突き止めたとか言うのではないでしょうね？」

「ふっふっふっ。何並みかはまあよいだろう。当たらずとも遠からずだ。確かに私は現在の仲なか嶋しま数花がどこにいるのかなんぞは知らん。ＥＭＰ能力のない人間を捕ほ捉そくできるほど私の感応能力は発達しておらんからな。だがな茉衣子くん。そんな私でも余裕で位置をつかめる対象がある」

　助手席のヘッドレストから顔を乗り出し、宮みや野のは快活な口調で、

「数かず花か嬢じようの行方ゆくえは解わからん。しかし解る奴やつもいる。つまりどんな状態でも彼女の位置を知れる立場の奴がいて、そんな奴の位置なら私にも解るというダブルミーニングだ。そして奴ならば、きっと彼女の近くにいる。だんだん奴の狙ねらいも見えてきたぞ！」

　茉ま衣い子こは宮野を見返した。

「その奴って……。第一ＥＭＰの……？」

「そうとも。あの邪悪な人形だ」

「人形使い、でございましょう？」

「いいや、違う」

　不敵な微笑ほほえみを顔面に開花させ、白衣の長身は頭をタクシーの天てん井じようにぶつけつつ、

「あの白い人形、マルグレータとか言ったかな、そっちのほうだ」

「マルギットだったと思いますが」

「では、それでいい。感じる限りでは枕まくら木ぎ庸よう市いちのＥＭＰ能力もそう大した物ではないようだ。奴の位置を感じ取ることはできないからな。しかしながら、そのマルギットなる人形の気け配はいなら、この私にでもつかみ取ることができる！」

「どうやってですの？　わたくしには全然つかめませんが」

「そのほうが私には不ふ思し議ぎだな！　こうも異質な力の源だ、三十キロ先からでもビンビンに伝わってくるぞ。そちらのお嬢さんもそうではないかな？」

「そうだね」

　多た鹿じかはこくりと顔を上下させた。

「あたしにも解るよ。最初からあのお人形さんは変だったなあ。そうだなあ、まるでこの世界のＥＭＰ能力とはまるっきり違う力が宿っているみたいだったよ」

　この世界のものではないＥＭＰ能力？

　いやいやながら認めないわけにはいかないようだ。宮野と多鹿の力は、茉衣子のそれよりも遥はるかに巨大なのだろう。だから彼女にも解らないことが解る……。

　しかし落ち込んでいるヒマも、それが落ち込むべきことかどうか思い悩んでいる場合でもない。

「それでは班長、その人形を追跡すれば、自おのずと数花さんに突き当たるということなのですね。それで終わりにできるのですか？」

「枕木庸市と呪のろいの人形次第だがな。そうなるだろう。──というわけだ、運転手殿、さくっと車を出してくれたまえ。道は私の言うとおりに頼む。なんせ地名が解らんからな。真っ直すぐと右左のみの指示になると思うが許容していただきたい」

　走り出したタクシーの加速で背中をシートに押しつけながら、よく乗車拒否されなかったものだと茉衣子は息を吐ついた。







　仲なか嶋しま数かず花か♯239は何かに引かれるようにふらふら歩いている。彼女は何も考えてはいなかった。もう考えるのはやめにした。何もかも、もうどうでもいい。身体からだが独ひとりでに動いているが、彼女にとっては不ふ思し議ぎなことでもない。この身体は自分のものではないのだから、彼女の意思通りに動かないのは当然である。それでいい。

　自由にならないくせに感覚だけは人並みにある。数花♯239の鼻び腔こうに懐なつかしい香かおりが届いていた。次第に近くなってくる。目を閉じて耳を澄すませば今にもその音が聞こえてきそうでもあった。

　潮しおの香りがする。

　久しぶりに手ぶらだった。いつもいつも気がつけば違っていた手荷物はない。身軽なのはいいことだ。いつだったかに訪れた世界では酷ひどい目にあったことを思い出す。あの時は逃げるために荷物を捨ててしまった。どの世界かの自分には大切な物が入っていたかもしれない。あの後に来た自分は無事にすんだのか。数花♯239が相変わらずスライドしているということは、生きてはいるのだろう……。そうだといいけれど。

　眩暈めまいを感じる。

　歩き続けながら数花♯239は次の自分に身体を明け渡し、交差点の赤信号で立ち止まった時には数かず花か♯240になっていた。
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　信号が青に変わる。

　数花♯240はどこかぎこちなく横断歩道を渡りきり、さらに南へ下った。歩行者の数が少しずつ減っていく。細い路地を抜け、何度か右左折を繰くり返して、人ひと気けのない方へと。

　視界が開けた。

　波の音と海鳥の声。

　古ぼけた倉庫の壁かべ。

　埠ふ頭とうに辿たどり着いた。

　数花♯241の足が止まる。

「やあ」

　気軽な挨あい拶さつの声で迎えてくれた人ひと影かげがあった。

「待ちわびたよ。やっと終わりにできる。ぼくも役目を終える。正直言って、ものすごく疲れたねえ。数花さん、あなたの気持ちはぼくもよく解わかってるよ」

　枕まくら木ぎ庸よう市いちが目に疲労の色を浮かべて薄うすく笑っていた。

　その背後から、赤と白の人形がゆっくりと進み出る。

　数花♯242は、ただ立ちつくすのみ。













○七章







　この辺でよい、と宮みや野のがタクシーを止めて助手席から飛び出した。否いや応おうなく茉ま衣い子こも追わなくてはならず、座席位置関係から最後に出ることになった蜩ひぐらしが精算をすませて走り出したときには、白衣のはためきはすでに遠く離はなれていた。

「あんにゃろう、どこまでも人を喰くいやがって」

　加速して追いつこうかと思ったが、一人だけ待っていてくれた多た鹿じかを置いていくのも忍びなく、蜩は溜ため息いきをついて小さな腕に続く小さな手を取って、

「走るぞ」

「うん。でもあまり飛ばさないでよねー」

　そんな第二ＥＭＰの二人を差し置いて、茉衣子は街並みを駆かけ抜けた。

　何とか宮野に追いすがろうとしていた茉衣子は、曲がり角でいきなり停止した白衣の背中に正面からぶち当り、

「ぎゃっ！」

　鼻はな面づらをイヤと言うほど打ち付けた。

「急に立ち止まらないでください！　止まるときは警けい告こくするなり手で合図するなり──え？」

　言葉を失うとはこのことだ。

「わあ、茉ま衣い子こちゃん。何でこんなところにいるの？」

　そこにいた人物を見て、茉衣子の頭からすべての思考が一いつ瞬しゆんにして飛んだ。

「宮みや野のさんと茉衣子ちゃん……。ひみつの旅行？　あ、これ、みんなには内ない緒しよにしてたほうがいいのかなあ。やっぱり仲よかったんだねえ」

　高たか崎さき若わか菜なの天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおが茉衣子を見つめていた。

「……どうして？　ここに？　あなたが？」

　それだけ言うのに精一杯な茉衣子に、新たな声がかけられた。

「それはこっちのセリフだろ。まさか僕たちを追っかけてきたんじゃないだろうな。心配しなくても期日通りに寮りように戻るさ。いまさら逃げだそうとは思わないよ」

　高崎佳よし由ゆ季きは面おも白しろくもなさそうに、

「ちょっと変な事があったんだよ。どうしたらいいのか解わからなくなってきたけどな」

「ほっほう！」

　宮野が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「これはこれは寮長殿。あまりにも奇遇な出会いであるな！　言うまでもないが私はこんな偶然を認めたりはしない。なるほどな。寮長殿に若菜くん。ここで会ったが百年目だ。縁えんというやつだ！　是ぜ非ひ役に立ってもらいたい！」

「何の役を押しつける気だ、お前は。僕と若菜は忙いそがしいんだ。これから実家に帰って両親と気まずい会話をしないといけない。なんでまたお前たちがここにいるのかは教えなくてもいい。じゃあな」

「待ちたまえ。私は急ぐのだ。というわけでだ」

　宮野はさっと腕を伸ばし、若菜の身体からだを抱えると再び走り出した。

「寮長殿、若菜くんを借りるぞ！」

「うわは。助けてえ」

　若菜が吞のん気きな声で叫んでいる。

「案ずるな若菜くん。いい機会だ、今日ばかりは私を兄だと思いたまえ。ちなみに私を呼ぶ際は『お兄さま』で頼む！」

「こら」宮野に負けない駿しゆん足そくで佳由季が横を走りながら言った。「そいつは僕の妹だぞ」

「なに、持たざる者の哀れな妄もう想そうだと思ってくれたまえ」

「うひゃあ」と若菜。

　仕方なく茉衣子も走った。

「待ってください！　若菜さんをどうしようと言うのです？」

「彼女が必要なのだ」と宮みや野のは答えた。「いいかね、このような偶然の連れん鎖さはありえない。我々は出会うべくして出会ったのだ。と言うよりは誰だれかによって出会わされたのだよ。これは予定調和なのだ」

「解わかりません」

「もちろん私にも解らん。だが気にするでない。今は目先のことだけを考えていればいいのだ。餅もちは餅屋だ。演出は誰かに任せて、我々はアクターアンドアクトレスをやっていればカタはつく。この事件はそういう事件だ！」

　背後に新たな足音を聞いて茉ま衣い子こを肩越しに振り返り、

「……まだ、いましたの？」

　追いついてきたのは蜩ひぐらしと多た鹿じかだった。多鹿はひいひい言いながら蜩に手を引かれていた。

「もっとゆっくりー」

「しっかり走ってろ。転ぶんじゃねえぞ」

　蜩は宮野が抱えている若わか菜なと、その横にいる佳よし由ゆ季きに視し線せんを注そそいで、

「誰だ？」

「わたくしのルームメイトと、そのお兄さんですわ。なぜかバッタリ鉢はち合あわせしました」

「なんて噓うそくさい話だ。まさかそれで偶然だとか言うんじゃないだろうな？」

「班長によりますと偶然ではないそうです。わたくしも呆あきれた話だと思いますわ」

　直線の交差する裏道を走る一団。合計六人となった二つのＥＭＰ学園の生徒たち。

　そのうち事情が少なからず飲み込めているのは先頭を切っている一名だけである。茉衣子と蜩、多鹿はほとんど何も解っておらず、新たに加わった若菜と佳由季は何一つ解っていない。全員の話を付き合わせれば何かが見えてくるのかもしれなかったが、その時間はないようだ。

　間もなく六人は行き止まりへ到達する。

　目の前に海が開けた、倉庫が建ち並ぶ埠ふ頭とうへと。

　そこに仲なか嶋しま数かず花かが待っていた。

　人形と人形使いと共に。







「千せん客きやく万ばん来らいだねえ、マルギット、ピロシュカ。どうしたものだろうねえ」

　庸よう市いちは頭を揺ゆらして、足元の二体に語りかけている。

　人形たちは背筋を伸ばした棒立ちで、わらわらと登場した三組の男女にガラスの瞳ひとみを据すえ付けていた。

「あれ、兄さん。あの人さっきの──」

　宮野に抱えられている若菜が目を丸くして、

「だよな」

　佳よし由ゆ季きは地面に座り込んでいる少女を視野に収めた。ぼんやりと視し線せんを落としている顔は、仲なか嶋しま数かず花かと名乗った娘の物で間違いない。

　宮みや野のが若わか菜なを抱えたまま半歩踏み出し、庸よう市いちに言った。

「キミも気の毒な男だな」

　宮野の声は同情に満ちていた。

「損な役回りだ。どうしようもなかったのかね？　抵抗する間もなかったか。キミだけではなく、第一ＥＭＰの面々もだ。さぞかし悶もん々もんとしているであろうな。精神と身体からだの両方を絡からめ取られる気分はどうだ？　さぞ気味が悪いであろう。このような異界の人造想念体が操あやつり主なのだからな」

　語りかけた方とかけられた方、それに仲嶋数花だけが表情を変えなかった。それ以外の全員を困惑させておいて、

「さて諸君。ここが決戦場だ。我が世界の命運はまさにこの場で左右されようとしている。おのおの自らの役割を果たすのだ。何をしていいのか解わからない者は挙きよ手しゆの上、私に質問したまえ」

　三本の手が勢いよく上がり、遅れて二本がためらいがちに続いた。

　前者は茉ま衣い子こ、佳由季、若わか菜なであり、後者が蜩ひぐらしと多た鹿じかであった。

「何だ、みんな解っていないのか？　では教えようではないか。茉衣子くんと寮りよう長ちよう殿と若菜くんはここでじっとしておれ。そちらの二人は好きなようにするがよい」

「なんだそりゃ」

　佳由季がクレームを付けても宮野は動じず、ただ若菜を降ろしてやった。

「ふぁわわ」

　若菜が兄の後ろに隠かくれるように移動したのを見て、茉衣子は白衣の側そばに寄った。

「どういうことなのですか。わたくしたちは何のためにこうしているのでしたっけ。最初はゲームだったはず。数花さんを捕まえた代表者の勝ちという、早い者勝ちの鬼ごっこだったはずですわ。今の状況で申しますと、第一ＥＭＰの勝利ということでゲームは終了なのではないでしょうか」

「遊びの領域はとうに通り越しておる。そもそもの始まりが間違っていたのだよ。ゲームどころの騒さわぎではない。これを単なるＥＭＰ対抗戦だと思い込んでいたのは、第二と第三だけだ。第一は初手から違う思おも惑わくで動いていたのだ。いや、動かされていたと言うべきだな」

「判じ物はもういいですわ。解りやすく喋しやべってください」

「ではそうしよう」

　宮野は息を吸い込んで、

「そこにいる仲嶋数花なる少女は、あともう少しで世界を消滅させる。枕まくら木ぎ庸よう市いちと第一ＥＭＰの首脳部はそこの白頭ず巾きん人形に操あやつられているようだ。その白人形の中身には別世界から送り込まれた人造生命体が入り込んでいる。そいつの役割は仲嶋数花のＤ因子とやらを、つつがなくこの世界において発火させることなのだ。そいつは仲なか嶋しま数かず花かを我々から逃がすためにのみ動いていた。彼女を捕らえるつもりなど最初からなく、ただ我々を妨害するためだけの活動をしていたのだ。今この時までな」

「そのとーり」

　枕まくら木ぎ庸よう市いちは薄うすく曇くもった笑えみで言った。

「いつの間にか主従が逆転していたんだよなあ。ぼくがマルギットを操そう作さしているつもりが、なぜかぼくのほうが人形になってしまっていたよ。ずっと夢の中にいるようだったさ。今もそうなんだけどね。でもまあ、これはこれでいいのかもなあ。今ではぼくの意思なんかずっと前からなかったような気がするよ……」

　庸市は両手を広げ、銀髪の頭を見下ろした。

「もういいだろ、マルギット。そろそろぼくを眠らせておくれよ。ぼくの望みはもうそれだけなんだ……」

「────」

　白いフードが動き、ルビー色の目がかつての主あるじを見つめた。

「よかろう」

　軋きしむような声だった。それが人形の発した声だと茉ま衣い子こが気付くより早く、庸市は崩くずれ落ちた。支えを失った木で偶く人形のように。

　音もなくマルギットは六人へと首を回転させて、愛くるしい唇から総毛立つような声を響ひびかせる。

「任にん務むは完了した。もう手遅れだ。ここから半径二百界里以内にある世界はすべて消滅することになる」

　すうっと片手を上げた人形は、人形以上に虚うつろな目をしている数花を指差した。

「すでに彼女は二百五十六番目だ。ようやく──ようやくここまで辿たどり着いた。我々の世界から災さい厄やくは取り除かれた。あとは待つだけだ。消滅を見届け、わたし自身も消滅した段階で完全な任務遂すい行こうとなる。あと数分でＤ因子は発動するだろう」

　紅あかい唇が歪ゆがんだ。感情のないものが無理に笑おうとしている。

「誰だれにも止めることはできない。抵抗は無意味だが、残りの時間を無む駄だなあがきで過ごしたいというのであれば、遊びの続きをする猶ゆう予よはある。わたしが朽くちるまでの時間だ」

　ボロ布となっている赤い服の人形が、するりと前に進み出た。片腕のみを垂たらし、傷だらけの顔を上げたピロシュカは、ヒビの入ったエメラルドグリーンを蜩ひぐらしに向けていた。

　全員の注意がピロシュカに集中した。

　それが人形の狙ねらいだったのだ。

「そこで何をしている？」

　一団の中で最さい後こう尾びにいた佳よし由ゆ季きの背後、倉庫の陰から聞いたこともない声が起こった。

　夏の制服を着た、若い警けい官かんだった。

「何の集まりだ。どこの高校だ？」

　そう言いながら歩いてくる。顔をしかめているのは佳よし由ゆ季きたちを悪童どもの不ふ審しんなグループとでも思ったからか、それとも暑さのせいか。

「身分証を持っているか。あれば見せてみろ」

　誰だれも反応できなかった。警官が腰に回していた右手を上げて、そこに拳けん銃じゆうが握られているのを見たとき、蜩ひぐらしですら何もできなかった。あまりの場違いな登場に、頭を空白にさせられていたからだ。

　何一つ警告することなく、拳銃が火を噴ふいた。

　銃口は宮みや野のの頭に向けられていた。




　かん。




　空き缶に小石をぶつけたような音がした。

　宮野は笑う。

「なるほど、このためか。この時のために、キミはここに誘さそわれたのだな！」

　若わか菜なの障しよう壁へきが一帯を覆おおっている。

[image: ]

　無む意い識しきの賜たま物ものだった。危険を察知した瞬しゆん間かん、若わか菜なは反射行動としてそれをおこなった。発射された弾だん丸がんは不可視の壁かべにぶつかって弾はじかれ、虚こ空くうへと消える。

「おもしろい」

　耳を塞ふさぎたくなる声と同時に、マルギットの身体からだから強烈な精神エネルギーが放射された。あまりにも異質な精神波。ほとんどは若菜の障しよう壁へきに跳はね返されるが、その一部が亀き裂れつを作る。佳よし由ゆ季き以外の全員がそれを感じ取った。

　信じられない……！　茉ま衣い子この心中が絶叫する。

「あ……う」

　若菜はよろめき、障壁が瞬またたいた。

　二度目の銃声が響ひびく。







　その時──。

　蜩ひぐらしの頭に強烈な思念が突き刺さった。

《借りるわよ》

　途と轍てつもなく強力な精神波が蜩のいっさいを乗っ取った。

　瞬間、時間が凍り付いた。三十倍、六十倍速どころではない。時間は、コンマ単位で静止していた。蜩は反応のすべを失う。こんなことはあり得ない。できるはずがない。

　通常時間より千倍速の世界に、蜩はいた。そして他ほかの連中も。

　蚊か帳やの外にいるのは三人だけ、数かず花かと庸よう市いちと警けい官かん。その三者だけが、止まった時間に取り残されている。

　だしぬけに蜩は気が付いた。ピロシュカが自分と同等以上に渡りあっていた理由だ。マルギットに宿った人造想念は他ひ人とのＥＭＰ能力をコピーし、増幅させることができるのだ。あの時、ピロシュカを高速化させていたのは蜩自身の能力だ。

　そして今、今度は別人によって再び増幅元とされている。

《何者だ》

　マルギットの異様な思念が頭に響ひびいた。

　その思念に対応する精神波は、なぜかニヤニヤと笑う猫の雰囲気を想起させる。

《誰だれだっていいじゃないのとは思うけど、教えてあげてもいいわよん。どうせそっちは名乗れもしないだろうから、自己紹介は一方通行ね。はーい、真ま琴ことちゃんでーす》

《何をしに来た、♯139》

《変な付帯記号をくっつけないで欲しいわね。でもしゃあないか。ややこしいもんね。はいはい、あたしはここでは真琴♯139よ》

《もう遅い。Ｄ因子はここで炸さく裂れつする。カウントダウンは終了した》

《みたいね。でもまだセーフでしょ。あと一分くらいの余裕はあるはずよね》

《何をするつもりだ。お前一人が来たところで、破滅は止められない》

《あたしには無理ね》

　複数の、笑いの気け配はい。

《あとは僕がやりましょう》

　抜ぬき水みず優ゆう弥やの思念が言った。

《破滅を消し去るのは僕の世界の役割のようですので》







　佳よし由ゆ季きは見た。

　空中でのろのろと動いている弾だん丸がんに、多た鹿じかは指鉄砲を向ける。重たい大気の中で無理矢理に手を動かしているのでどうしても緩かん慢まんになるが、それでも銃じゆう弾だんの移動速度よりは段違いに早い。

「蝗こう！」

　と叫んだように思う。唇の動きを読むしかなかった。大気がほとんど振動しないので声となって届くのはもっと後のことになるからだ。

　多鹿の人差し指が輝かがやき、青白いレーザービームが弾丸を直ちよく撃げきする。見る間にちっぽけな鉛玉は震ふるえるように蠕ぜん動どうし、一匹の小さなイナゴへと変化した。ブルーダイヤでできたイナゴは羽を広げ、空中で藻も搔がいている。

《出番よ、茉ま衣い子こちゃん》

　その思念には覚えがある。しかしどこか違ってもいる。

　かまわない。これがどこの真ま琴ことであろうと、自分のすべき事は決まっている。自分でもできること。彼女の力。思念集中。指先に灯ともる無数の蛍ほたる火び。

　両手指のすべてをマルギットに向ける。

《わたしを消してもＤ因子は止まらない》

　せせら笑うような精神波だが、茉衣子は逡しゆん巡じゆんしない。自分にはこれしかない。宮みや野ののような洞察力も、蜩ひぐらしのような速度も、多鹿のようなパワーもない。だけど想念体が相手なら、どこの世界の、たとえ人工の想念だろうとかなわない相手はいない。

《そう。信じることだ、茉衣子くん》

　宮野の思念波が後あと押おしをする。

《限界を設定しているのは自分自身の心だ。ＥＭＰ能力を持つ者に、力の強弱は本来ない。思い込みさえすればいいのだよ。茉衣子くん、キミは無敵だ》

　マルギットの白い顔が茉衣子へと向いた。怖おじ気けを感じさせる異界の笑え顔がお──が、その作り物の表情が不意に引きつった。

《──　──　──》

　二体の人形の足首に、地面から生はえる真っ黒な蔦つたが絡からみついていた。ピロシュカはそのまま、しかし動きを封ふうじられたマルギットはあらゆる負の感情に彩いろどられた顔を上げる。

　異世界の想念体が防御態勢を取るよりも、わずかに茉ま衣い子こが速かった。

　彼女の生み出した十個の蛍ほたる火びは空気抵抗とは無む縁えんの速度で飛び、宮みや野のの妖よう術じゆつに捕らえられたマルギットに吸い込まれた。

　人形の身体からだに傷一つ付けず、その内部に寄生していた異世界の人造想念体は、常人には決して見ることのできない爆ばく発はつと聞くことのできない爆音を発して消滅した。

　同時に、警けい官かんに絡みついていた想念の非在なる糸も消える。

《上出来》

　時間流が常態に復帰する。

　蜩ひぐらしの能力を掠かすめ取った上で増幅し、全員に振り分けていた力が解除された。ピロシュカとマルギット、そして警官が庸よう市いちを真ま似ねたように膝ひざから崩くずれ、その横に青く光るイナゴがぴょんと着地する。やがて光を失ったイナゴは、滑なめらかな鉛玉となって転がった。

「ギリギリだったけど、間に合ったからいいわよね。結果論的にさ」

　どこに隠かくれていたのだろう。長いポニーテールを揺ゆらしながら、縞しま瀬せ真ま琴ことが茉衣子のすぐ横に立っていた。

「真琴さん……」

　泣きそうになる茉衣子の頭を、しめやかな手が優やさしく撫なでる。

「まだ終わっていないよ、真琴」

　その声に今度は佳よし由ゆ季きが露ろ骨こつに顔を歪ゆがめた。

「またお前か」

「ええ、僕です」

　抜ぬき水みず優ゆう弥やは晴れやかに微笑ほほえみながら埠ふ頭とうの上を歩いている。佳由季や茉衣子がまったく知らない少年を連れていた。その少年の目は数かず花かに釘くぎ付づけになっている。安あん堵どと不安でいっぱいな目をしているように感じられた。

　優弥の姿を目にした若わか菜なが、脅おびえるような顔で佳由季の背後に回る。優しげにその様よう子すを見み咎とがめながら、

「高たか崎さきさん。ここの僕もあなたの知り合いのようですが、今の僕はここのあなたと初めて会うのですよ。この世界の僕があなたに迷惑をかけているようなら謝あやまっておきます。少しは心象も良くなる効果があるでしょう」

「何のことだ？」

　当然、佳由季には見えない話の内容だ。茉衣子には少し解わかる。この優弥も別の世界から来た精神を持っているのだろう。誰だれも彼もが、中身を入れ替えているようだ。どこにも行っていない自分のほうがおかしいような気になってくる。

　真ま琴ことは下唇を突きだして、

「あの子がそうなの？　ちゃんとしたのを連れてきたんでしょうね」

「ああ間違いないよ。僕は♯－マイナス91から来た。彼も同じだよ。仲なか嶋しま七なな海み♯－マイナス91くんさ。ここに来るまでが大変だった。それはお前もそうだろうけど」

　さあ、と優ゆう弥やは七海の背を押した。

「お姉さんを助けておいで。精神は違うけど、そのキミの身体からだと彼女の身体は確かにこの世界の姉弟きようだいさ。キミ自身の姉さんを元の世界に戻すには、もう一ステップ必要なんだ。まずは世界を救っておこう」

「はい」

　素直そうな顔に実直な表情を浮かべて七海♯－マイナス91はうなずいた。そのまま数かず花かの所へ小走りで駆かけ寄る。

「……七海？」

　数花♯256はやつれきった顔を上げる。

「そう……みたいだね」

　数花♯256の肩に、七海♯－マイナス91の手が触れた。

「はい、終わり」

　真琴♯139が宣言し、すべての危機は文字通りに消滅した。

「え？」

　息を止めていた茉ま衣い子こは肩すかしを喰くらって間の抜けた声を出し、

「何が終わったのです？　どうやって終わったのです？　あなたはいったいどうしてしまったのです？」

　真ま琴こと♯139は、茉衣子の知る真琴とは微妙に違う笑えみを浮かべて、

「終わったのは数花♯256ちゃんの破滅因子。それを消し去ったのはそっちの仲嶋七海♯－マイナス91の能力で、あたしは真琴♯139。これでいい？」

　くくっと彼女は笑って、

「もっと仰ぎよう々ぎようしい演出が欲しかった？　眩まばゆい光が発生して、二人がオーロラみたいなのに包まれて、その光が地球全土に広がっていく──みたいな。あいにくねえ、そうは上う手まいこといかないわ。こんなもんよ、こんなもん。さんざか苦労して、並列非交差宇宙を二百個くらい破滅から回かい避ひさせたってのに、やったことは姉弟きようだいを引き合わせただけだもんね。まったく。♯256の奴やつらにも言ってやりたいわ。ごくろーさんってね」

　佳よし由ゆ季きにウインクを飛ばし、真琴♯139は言った。







　真琴♯139はただの人形に還かえったマルギットを抱き起こし、汚れた頰ほおを拭ぬぐってやっている。衣服も髪も体表面もボロボロのピロシュカと違い、こちらはまだ使い物になるだろう。枕まくら木ぎ庸よう市いちが使う気になればだが。

　白い人形を座らせる格かつ好こうで地面に置き、真ま琴こと♯139は説明を始めた。

「♯256の連中が何を思ってたのかは知らないわ。たぶん実じつ験けんのつもりだったんでしょうよ。そこの数かず花かちゃんには特殊な能力があったんでしょ。それをいじっているうちに、自分たちがとんでもない爆ばく弾だんを作り出してしまったことに気付いたんだわ。一定の時間後に爆発する、世界崩ほう壊かい能力。カウントダウンが始まっていることを悟さとって慌あわてたと思うわ。それは誰だれにも止められない。彼女を殺しても無む駄だなのよ。生命活動を停止したその瞬しゆん間かんに作動することが解わかってたから。数花ちゃんなりの防ぼう衛えい措置ね」

　佳よし由ゆ季きは肩をすくめて、ゆっくりと首を振る。どこの世界でも、変なことを考えつく奴はいるものだ。

「それで連中は、爆弾が炸さく裂れつしたとしても自分たちの世界に影えい響きようを及ぼさないほどの遠くに捨てることを計画したわけ。計算によるとＤ因子の余波は、爆心地の世界から前後二百界くらいにまで及ぶ。だから二百以上離はなれた世界に追いやれば♯256は無事で済む……つうことで、彼らは数花ちゃんの精神を隣となり合う世界へ飛ばすことにした」

　真琴♯139の視し線せんの先に、弟の姿を座り込んだまま見上げる数花がいた。

「さすがは♯256だわね。本当にやっちまうんだもの。平行世界間に穴をこじ開けるだけでどんだけエネルギーを消費したか見当もつかない……。けど、いくら奴やつらでもいきなり数花ちゃんをここに飛ばすことはできなかったわけよ。だから、こんなに時間がかかった。最後のほうは手て慣なれてきたみたいで、サイクル短かったけどさ。合計二百五十六回も玉突きするのは、しんどかったと思うわさ。一世界の独力でこなしたのは褒ほめてやんないと」

　本気で感心しているらしい。

「その人形の精神はすんなり来れたのよ。そいつの中に宿ったのは♯256の連中が作り出した人造想念体。その魂はどこの世界にもないオリジナルなものだったから、余よ所その世界にいる同一人物を押しのける必要がない。人間だとそうはいかないのよね。だってどこの世界にもいるんだもの。世界の数だけ、あんたもあたしもいる」

　その後のセリフを優ゆう弥やが引き取った。

「釣り合いは取れるようになっています。だから僕たちは生きていられる。世界も同じですよ。どこか一つが特殊化すると、それに対応するものも発生するんです。♯256の連中が人工的に作り上げたやっかいな能力、そいつの対抗措置を自然に生み出したんですよ。それが彼です。舞ぶ台たいとなったこの世界を♯0としたら、♯－マイナス91界の仲なか嶋しま七なな海みくんなんです」

「－マイナス91？」と佳由季。

「便べん宜ぎ上、数字で表していますけどね。本当はプラスもマイナスもありません。単にここを基準にした場合での順番ですよ。数花さんが移動してきた方向をプラス側とした場合、僕の世界はここからはマイナス側に当たります。無限ほどもある世界の一つ一つに固体名をつけるわけにもいきませんしね」

　若わか菜なが退屈そうに聞いていた。兄の袖そでを引っ張りながら、なんのことー？　とか訊きいている。佳よし由ゆ季きは首を横にした。

「彼の能力は非常に単純です。強力ではありますが著しく特化しているので、本来なら眠ったままの力で終わったはずです。発現したところで誰だれにも気付かれることはなかったでしょう。それほど特殊な力ですよ」

　優ゆう弥や♯－マイナス91の話を真ま面じ目めに聞いているのは、どうやら宮みや野のと真ま琴こと♯256だけのようだった。蜩ひぐらしはとっくに頭を抱えており、多た鹿じかは聞いてはいるが理解が追いついていないように見える。

「仲なか嶋しま七なな海み♯－マイナス91くんの力は、Ｄ因子の消去です。たったそれだけの役割なんですよ。♯256でＤ因子が起動しなければ何の役にも立たなかったでしょうね。しかしまあ、姉に破は壊かいの能力があり、弟にそれを打ち消す力があるとは、妙に神話的なシステムだとは思いませんか？　もっとも、互いに遠く離はなれた世界での、直接的な繫つながりのない姉弟きようだいですけど。まあ、ここでこうして出会うのも何者かの導みちびきでしょう」

「誰のかね？」と宮野。

「〈インスペクタ〉の。他ほかにいますか？」

「そいつは誰なのだ。キミの知り合いかね。だと言うのならば紹介願いたいな。聞きたいことが百から二百ほどあるのだ」

「僕も詳しくは知りません。そちらの我が妹君なら知っているのではないですか？」

　真琴♯139は穏おだやかな苦く笑しようを浮かべ、

「ざーんねん。あたしんとこでも謎なぞだわよ。ま、迷惑なヤツでもなさそうだってのは解わかるわね。なんたってあたしたちの世界を救う手助けをしてくれたんだもんね。〈インスペクタ〉が教えてくれなければ、あたしは世界間転移なんてできなかったでしょうし、あんたもそうでしょ？　やり方を教わってここまで辿たどり着いたんでしょ？」

「そうだね真琴。その使者に選えらばれたのが僕たち兄妹きようだいであるというのも象徴的だと思わないかい？　どうして僕たちのもとに託たく宣せんが下ったのか、〈インスペクタ〉の実体に会える時には訊きいておきたいよ」

「呼び捨てにしないでくれる？　♯－マイナス91ではどうか知らないけど、♯139じゃあ、あたしとあんたは敵同士なんだからね。さっきからムズムズしてんのよね。茉ま衣い子こちゃん、ここじゃあどうなの？　まさかここのあたしはこいつと仲良く今でも兄妹やってるんじゃないでしょうね？」

　茉衣子はぼそぼそした声で、

「……仲がいいとは思えませんでしたわ。ここでの優弥さんはハグレＥＭＰですので」

「安心したわ」

　真琴♯139は優弥♯－マイナス91に向かった。

「他ほかの世界のことまで手を回そうと思わないからね。あんたとあんたの妹の話はしないでちょうだい。聞いたらあたしの頭に血が上るかもしんないしさ。お互い平和に別れましょ。続きは元の世界に戻ってから、それぞれの相手にすればいいことよ」

「そうだね」

　二人で自己完結している真ま琴こと♯139と優ゆう弥や♯－マイナス91をじろじろ眺めていた宮みや野のは、思い出したように質問する。

「そちらの異世界縞しま瀬せ女史に訊きくが、我々の会長を知らないかね。キミの内部に巣くっていると思うのだが？」

「誰だれそれ？　……ああ解った。最初にここに来たとき、脳の変な部位にあった電子雲みたいな残留エネルギーのことね。へえ──？」

　鋭えい利りな精神波が茉ま衣い子この精神を一ひと撫なでした。真琴♯139は何度もうなずきつつ、

「ここは変なことがよくある世界なのねえ。そうなの、春はる奈なちゃん……それでか。日ひ比び木き会長さんね、面おも白しろい存在だわ。ああゴメン、なんか邪じや魔まっぽかったからパルスネットの中に叩たたき込んで来ちゃったわ。あたしの元精神が戻れば、また復活させるでしょ」

　そういうことになっているらしかったが、佳よし由ゆ季きには何一つ理解の及ばない物語だった。自分は何のためにここにいたんだ？　電車の中でメモを手渡したあの少女は何だったんだ？

　兄と同じく、きょとんとしている若わか菜なを眺めてから佳由季は空を仰あおいだ。

　どこかに自分を操あやつっている奴やつがいるのだろう。だとしたら、春奈が消えたのもそいつの意思だったのか。僕が何を思おうと結局はそうなることになっていたのだろうか。

　ある意味でそれはとても楽なことだ。進む道が準備されているのなら、その上を歩いているだけでいい。道案内は誰かが勝手にやってくれる。自分はあれこれ悩む必要もなく、ただ歩き続けるだけでいいのだ。

「バカげてるな」

　呟つぶやいた兄の顔を若菜が不ふ思し議ぎそうに見上げた。佳よし由ゆ季きはその小さめの頭に手を載のせる。

　春奈を守りきることはできなかった。あいつは自分の意思で消え、そこに僕の意思はなかった。春奈は僕に自分の分身を託したのだ。ならそうすべきだろう。

　こればかりは自分の意思で、唯ゆい一いつ残された守るべき者を守るのだ。レールがどこの終着駅を目指していようが、それだけは曲げられない。

　数かず花かと七なな海み、優弥と真琴。自分たち以外の姉弟きようだい兄妹しまいを見つめながら、佳由季は自分の妹の髪を搔かき回した。







　七海♯－マイナス91は握った姉の手の温ぬくもりを感じながら、戸と惑まどいも覚えていた。

「姉さん──だけど、僕の本当の姉さんではないんだね。やっぱり少し違うよ」

「わたしも同じことを感じるわ」

　数かず花か♯256も弟の手を握りかえして言った。

「あなたは七なな海みと同じだけど、わたしの七海じゃない……。どこか遠くにいる、違うわたしの七海なのね。あなたはどこから来たの？」

「とても遠い所から。ああ、でも姉さんのほうがずっと遠くから来たんだね。優ゆう弥やさんがそう言ってた」

「ええ……」

　数花♯256はうつむいた。

「長い旅だった……。わたしは自分の世界を追われたのよ。無理矢理、強制的に……。悲しかったわ。わたしが好んであんな力を持ったわけじゃないのにね」

　七海♯－マイナス91はおずおずと切り出した。

「元の世界に戻るつもりは……？」

「あるわ。酷ひどい連中ばかりだったけど、あなたに会ってわたしは救われた。わたしにはもう、世界をどうこうする変な力はない……。あなたが消してくれたから。それに、」

　やっと、数花♯256は微笑ほほえみを浮かべた。

「わたしは、わたしの世界の七海に会いたいわ」

「僕も、僕の姉さんに戻ってきて欲しい」

　あの時の数花はどの数花だったのだろう。彼女が家を出てしまって以来、七海♯－マイナス91はそのことばかりを考えていた。姉を自分の世界に連れ戻したいということを。

　優弥♯－マイナス91に自分の役割を教えられたときは、容易には信じられなかった。姉の中身が入れ替わり続けており、ここから九十一ほど離はなれた並立世界で災さい厄やくのスイッチが入れられることになるという話など。その数花♯256の力をキャンセルできる能力が自分に宿り、彼女と世界を救えるのは七海♯－マイナス91だけであることなんて。

　今はそれが正しかったのだと解わかっている。この♯0界に来て、姿形は同じでも指先から伝わる感覚の異なる、中身の変化した姉と触れあっていれば。

　数花♯256は掌てのひらの力を緩ゆるめ、彼の手からそっと自分の手を自由にした。ほつれた髪を潮しお風かぜに好きにさせながら、

「あなたの姉さんによろしく。きっと、そのわたしはとてもいい姉なんでしょうね」

「あなたの弟さんにも」

　うなずいて、七海♯－マイナス91は考えた。

　本当の姉と再会したとき、最初に何と言ってあげるべきだろう。お帰りなさい──それではヒネリがなさすぎる。お疲れ様──それはお互い様だ。心配したよ──そんなことは言わなくても解る。姉にも解っているはずだった。

　言葉なんていらないのかもしれないな……と七海♯－マイナス91は思い、その時を待ち続ける。







　真ま琴こと♯139と優ゆう弥や♯－マイナス91が何事か相談するふうだったので、宮みや野のと茉ま衣い子こは少し離はなれたところに立っていた。それぞれ平行世界をスライド移動してしまった自分たちと、仲なか嶋しま姉弟きようだいの全員を元の位置世界に戻す算さん段だんをつけているらしい。宮野も交じりたそうにしていたが、真琴♯139にすげなく追い払われた。

　なのに。

　どうにも不可解なことに、宮野はいつも以上に上じよう機き嫌げんである。鼻歌まで歌っていた。終しまいにはわけの解わからないことを言い出す始末である。

「いいかね茉衣子くん。言葉はそれほど重要なツールではない。尊そん重ちようされるべきなのは、何を言うかではなく、何を考えたかということなのだからな」

　それこそ何を考えているのでしょうと思いつつ、茉衣子は反射的なリアクションを返した。

「でも、感応力者でもない限り、思考を他者に伝えるには言葉が一番解りやすいのではないでしょうか？」

「そんなことはない」

　宮野は怪あやしい笑みを見せた。

「たとえば、私がキミに巨大な愛情を覚えているとしようか。その感情を周囲に伝えるのに、必ずしも言語は必要ではない」

「仮定にはなはだ虫むし酸ずを感じますが、まあいいとしましょう。どうするのです？」

「こうするのだ」

　突如として身を翻ひるがえした宮野は、片手でがっしりと茉衣子の肩を抱きすくめた。

「なにをっ！」

　もがく茉衣子に不敵な微笑を投げかけて、宮野はさらに黒装しよう束ぞくの腰に手を回した。

「おやめくださいっ！　こっこんなっ人前でっ！」

「場所も問題ではない。二人きりでの密室の中だろうが、衆人環かん視しの中だろうが、及ぶ行為の価値はまったくの等価である」

「離しなさい！」

　宮野はあっさりと指令に従い、茉衣子の身体からだを解放して、また機嫌良く調子の狂った自作曲を奏かなで始めた。

　なんなのだろう。いったい何が宮野をそこまで陽気にするのだろうか。

　そう尋たずねてみたところ、

「それはだな、茉衣子くん。今回の件で、私は深遠なる世界の秘密を垣間見ることができたからなのだよ。実に素す晴ばらしい。私の仮説は間違っていなかった！」

「何の仮説ですか？　班長が何かを研究して、論文をしたためていたとは存じ上げませんでしたが」

「言ったはずだ。私は世界は分ぶん岐きしないと考えていた」

「はあ、そうでしたっけ」

　そう言えば夢うつつの中で聞いたような。

「これで私は確かく証しようを得た」

　宮みや野のは絶好調なまでに会かい心しんの笑えみを浮かべて、

「世界は無限にあるのではない。有限なのだ！　あるいは無限に近いほど大量にあるのかもしれんが、それは決して無限ではない。あくまで限りがあるのだよ。明らかではないか！」

「何がどう明らかなのです？」

「仲なか嶋しま数かず花かが隣となりの世界に移動できたという、この一点だけでも、平行世界の数が限られているという証明になる」

　嬉うれしそうだ。

「まず平行世界が無限に存在すると仮定してみよう。そうするとどうなる？　明白だ！　仲嶋数花は永遠に隣りん接せつする世界などには到着できない」

「どうして？」茉ま衣い子こは納なつ得とくしない。「無限だろうが有限だろうが、隣に行くことはできるのではないですか？　だって隣には確かに別の世界があるのでしょう？　１の次は２です。この数字が無限に大きくなっていったとしても、ちゃんと連続しているではないですか」

「１の次は２ではない」

　宮野は荘そう厳ごんに言った。

「１と２の間には無限の数がある。３と４の間にもな。茉衣子くん、１０÷３はいくらだね？」

「３・３３３３３３……ああ」

　茉衣子も気付いた。

「そうだ。平行世界の総量が無限だと仮定すれば、世界１の次にある世界は、１からコンマゼロ以下の小数点を無限に続けた位置にあることになる。１・０００……∞……１だ。だが無限であるがゆえに、そこまで到達することはできないのだよ。仮に行けたとしてもそれには無限の時間が必要だ。永遠の距きよ離りを旅することはできない」

「それで有限だと……」

「だろう？　現実に別世界の仲嶋数花や縞しま瀬せ真ま琴ことはここに来ておる。来られたと言うことは、無限ではないことの明確な証拠だとも。平行世界は有限である。いくつあるのかは知らんが、とにかく数え終わることができるのだ。パラレルワールド間の移動は、あくまでパラレルワールドが有限であるという条件下でしか発生しない」

「ですが」

　茉衣子は宮野が喜んでいるように見える理由が解わからない。

「それがどうだというのです？　世界に限りがあると解わかったところで、それに何の意味が？」

「大いに有意義だとも！　多世界解釈が成立しなくなるではないか！　茉ま衣い子こくん、試しにその場から一歩前に進んでみたまえ」

　茉衣子は応じた。右足を踏み出して、一歩前へ。

「これが何か？」

「もし世界が無限によって構成されるのだとしたら、その時点で世界は二つに分ぶん岐きしているはずだ。キミが最初の一歩を右足で刻んだ世界と、左足で刻んだ世界とにな。だがこの世界は堅けん牢ろうなのだ。右でも左でも世界は二つに分ぶん裂れつしたりはしない。変化するのは当然、世界の内側だけであり、違う世界が新しく築かれたりはしない。これがどういうことか解るかね？」

「いいえ」

「言い換えれば、我々は世界という巨大な一つの円えん筒とう形けいの中にいて、その内部が活動の限界なのだ。この世界が自分に都合が悪いからと言って、新たな世界そのものを構築することはできない。だが、私は憂うれえているのではないぞ。高揚しているのだ。なぜなら、だからこそ世界そのものをよりよきものにしようとする意思が生まれ、遥はるかな高みを目指そうとする意い識しきもまた芽め生ばえるからだ。限られた世界に生きるということは、要するにそういうことではないか！」

　茉衣子にはよく解らない。よその平行世界にいる自分なら解るのだろうか。真ま琴こと♯139の世界にいる茉衣子とは、いったいどんな自分なのだろう。ひょっとしたらこの自分よりも、もっと幸せな生活を送っているかもしれない。もしそうだとしたらわたくしはその自分と成り代わりたいと思うかしら？

　そうではない、と茉衣子は思う。

　自分は自分一人だ。この世界に生まれた限り、この光こう明みよう寺じ茉衣子こそは唯ただ一人のわたくしです。どこか別の世界に行ったとしても決して忘れたりはしません。そこにいる若わか菜なさんや班長や真琴さんや高たか崎さきさまは、わたくしの知っている彼らではないのです。そんなカタチで幸福を得たところで、わたくしは満足しないでしょう。

　茉衣子は数かず花かの家出の理由が解ったように思った。













○終章







　あれから一週間が経たち、全員は元の位置へと戻っていた。

　あの後、その日のうちに宮みや野のと茉ま衣い子こは二人で第三ＥＭＰへと帰き還かんを果たした。蜩ひぐらしと多た鹿じかも第二に帰り、真ま琴こと♯139と優ゆう弥や♯－マイナス91は『事後処理をする』とかでその場に残っていた。彼ら兄妹きようだいは、すべての数かず花かと七なな海みを元の世界へと戻さなくてはならないようで、それを当然の義ぎ務むであると受け止めているらしかった。

「そりゃそうよ。それが〈インスペクタ〉の出してきた条件だもの。あたしをここに寄よ越こす代わりに、終わったら全部を元通りにするってね」

　真琴♯139は微笑ほほえみ、「あんたもそう言われたでしょ？」と優弥♯－マイナス91に顔を向けた。

「まあ、そうだ。それにしても〈インスペクタ〉とはいったい何なのかと思うね。♯139の見解はどうなんだい？」

　優弥♯－マイナス91も笑い返す。

「僕らは超越者の一人なんだと思っている。案外、僕かお前の未来の姿なのかもしれないよ。彼らにしてみれば、時間も空間もないようなもんだろうと思うからさ」

「どうかしらねえ」

　真ま琴こと♯139は、はぐらかすように肩をすくめた。

「世界の監かん察さつ官かんなんじゃないの？　元は人間だったのかもしれないし、今だって人間の姿でそこらをウロついているのかも。あるいはとっくに遠いお空の彼方かなたに行ってるか……。まあ、いいじゃない、どうだって」

　気を失っていた枕まくら木ぎ庸よう市いちと名も知らぬ警けい察さつ官かんは第一ＥＭＰが何とかするということで落ち着いたようだ。派は遣けんされた誰だれかが庸市を回収ついでに、警官の記き憶おくをちょいといじくったりするのではないかと茉ま衣い子こは思い、哀れな庸市と二体のことを当分忘れることにした。

　それから──。

　茉衣子の端たん末まつに届くメールに第二ＥＭＰの多た鹿じかのものが交じり始めている。内容の大部分はたわいもないことだったが、蜩ひぐらしが宮みや野のの連絡先を教えて欲しがっているという首をひねるような伝言があり、茉衣子は疑問を感じつつも宮野のアドレスを返信しておいた。蜩が班長に何の用があるだろう。決けつ闘とうでも申し込むのだろうか。

「まさか班長と友情を育はぐくみたい、とかではないでしょうね」

　若わか菜なと佳よし由ゆ季きが学園に帰ってきたのは昨日のことで、二人とも何も変わってはいなかった。相変わらず兄は笑え顔がお少なく、若菜はにこやかに今日も食堂で朝あさ餉げを囲んでいた。佳由季は目で挨あい拶さつしてきただけであったが、

「茉衣子ちゃん、あれ何だったの？　教えてくんない？」

　訊きいてくる若菜に、

「ええ……と、詳しくは班長にお訊きください。もしくは真琴さんにでも」

　その真琴は、いつの間にか会長室に戻ってきていた。真琴♯139でもその他ほかの真琴でもない、茉衣子に馴な染じみのある真琴♯0の姿である。

「いい経けい験けんになったわ」

　と彼女は言うだけで、多くを語ろうとしなかった。いつものニヤニヤ顔は確かに茉衣子のよく知る会長代理のものであり、ポニーテールを安眠枕まくら代わりに寝そべるその姿を見て、茉衣子は安心感を覚えた。

「まあ、人生いろいろよね」

　胎たい児じの頃ころの記き憶おくを思い出すような口調で、

「そんでもって世界もいろいろ。だからどうしたって感じよ。あたしはここがいいわ。ユキちゃんも茉衣子ちゃんも宮野も、ここのあんたたちが一番」

　悠ゆう然ぜんと昼寝を開始する真琴だった。

　お礼を言ったほうがいいのかしら。

　しばらく考えてから茉衣子は放置しておくことにした。植物に満たされた会長室から去ろうとすると、

「ところでさあ」

　微妙にひそめられた声を背中に受けて振り返る。真ま琴ことが片目を開けて、茉ま衣い子こに奇妙な視し線せんを向けていた。

「そのさ、よその世界のあたしはどんなだった？　茉衣子ちゃんの率そつ直ちよくな感想でいいから聞かせてよ」

　一人を除いて別に何も変わりませんでしたわ──と言いいかけ、茉衣子は大急ぎで唇をすぼめて頭を回転させた。

　真琴さんはこのわたくしが一番よいとおっしゃってくれました。ならばわたくしも今の真琴さんがベストであると答えたほうがいいのでは……。

　そう考えて、すぐに気付いた。真琴は言葉を必要としない。茉衣子の考えることは、すべてがそのまま伝達される。偽いつわりの言葉は彼女には通用しないのだ。

「ふふふん？」

　真琴は鼻に通るような笑い声を上げ、目を閉じた。

《ありがと》

　その思念が届いたのは、茉衣子が会長室を出て扉とびらを閉めた時だった。







　最後に一つだけ、今でも茉ま衣い子こが判断できずにいる問題がある。

「高たか崎さきさまに教えたほうがいいのでしょうか……」

　彼はそれを知らないはずだ。若わか菜なも。あの時、真ま琴こと♯139も優ゆう弥や♯－マイナス91もそれに言及しなかった。あえて言わなかったのか、言わずに治めようと思ったのか。

　宮みや野のに相談する気にもならなかった。長身の対たい魔ま班班長は、いつものように意味もない笑えみと真っさらの白衣を友として学内をうろつき回っている。あるいは彼なら、何も考えずに言ってのけるのかもしれない。今日の天気の話題のように、さもどうでもいいことのように言ってしまうかもしれない。

　高崎佳よし由ゆ季きと若菜に、さらりと。

「……それまでわたくしの胸に秘めておくべきなのですか？」







　高崎春はる奈なの生きている世界が、どこかにある。
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あとがき







　冬が寒いのは僕が居住している地域における例年通りのスケジュールなので別に文句があるわけでもないのですが、毎年毎年やってくる冬の寒さをもうけっこう長い間経けい験けんしているのに、いつまで経たっても慣なれることなくこの季節になる度たびガタガタ震ふるえ出してしまうこの我が身には学習能力がないのでしょうか。

　ところで話は変わって数ヶ月ほど前のことになりますが、自室のテレビが壊こわれました。より正確に言えば、もう何年もテレビ代わりにしか使ってなかったデスクトップパソコンです。ある日突然、奇妙な呻うめき声をあげてブラックアウトしたかと思うと、そのままうんともすんとも言わなくなってしまい、もともとパソコンとして使用するにはいささか旧式すぎる上に代だい替たいテレビとしてもかなり不便だったことから廃はい棄き処分とするのに何のためらいも感じなかった僕は、鼻歌交じりにコードを引っこ抜くと、潔いさぎよく部屋から退散していただくことにしました。まともなテレビを買う踏ん切りがついて、かえってありがたみを覚えていたくらいです。

　ところがどうしたことでしょう。電化製品の世界にも空気を媒ばい介かいとする伝染病があったとでも言うのでしょうか。それから数日後、こちらはメインマシンとして何年も使っていた別のデスクトップパソコンまでが、ある日突然、奇妙な呻き声をあげてブラックアウトしたかと思うと、そのままうんともすんとも言わなくなってしまい、さすがにこれは非常にマズい事態です。最後にバックアップを取ったのは一週間くらい前だっけ、それもフロッピーに収まるくらいのヤツしか保存してない。保存するまでもないと思ってほったらかしにしていたデータも今となってみれば惜おしいような気もする。なんとかならないものだろうか。

　メーカーのサポートセンターに連絡して恐る恐る伺ってみたところ、年の瀬せも押し迫っているというのに電話に出てくれたその方は、「マザーボードがヘソを曲げているように思われる。よって修理に出してもらう他ほかないが、その際ハードディスクの中身については現段階では何とも言いがたい。だいじょうぶかもしれないし、そうでないかもしれない」というようなことを懇こん切せつ丁てい寧ねいな口調で説明してくれ、僕は「自分があなたの立場なら私もきっと同じことを言ったでしょう」としょんぼり答えつつ礼を言って電話を切りました。こうなったら残された手段はオカルトの力を借りることしかありません。

　僕はパソコンの本体を西向きに据すえ付け直すと、資料の助けを借りつつ適切と思える祝詞のりとを唱えながら電源スイッチを入れたり切ったりコンセントを引っこ抜いたりまた戻したりということをひたすら続けて約半日、奇跡的にパソコン様がＯＳを立ち上げてくれました。いやあ、幸せってけっこう安上がりに感じることができるものですね。

　そのまま電源を落とせば二度と起動してくれなさそうな気け配はいだったため、かくもとりえず近くの電気店へダッシュすると外付けハードディスクを購こう入にゆうし、中身のすべてをそちらに移行させてから深々と安あん堵どの息を吐ついたところで、そう安心している場合でもないと自らを諫いさめました。

　正直、愛機がそろそろ限界に近いということは薄うす々うす感づいていました。六十パーセントくらいの確率でフリーズないし異常終了していれば僕だってその程度は解ります。本来ならとっくに新しい機体に移い譲じようしていなければならず、それをしなかったのはひとえに僕のその場しのぎ気質のゆえんであり、星雲の数ほどのメーカーがあり星の数ほど機種も存在するという選せん択たくの自由がありすぎるのも逆に困るなあと言っても純然たるイイワケにすぎません。

　結局、ろくに考えることも選えらぶこともなく大急ぎで目についたものを入手するはめになってしまい、なんか損したような気分でもあります。選んでる時間が一番楽しいのに。

　というわけで、この本の本文は奇跡の復旧を遂とげたもののいつ昇天するか不明のパソコンで書かれ、新パソコンで書いているのはあとがきだけなのですが、機種が違うからと言って文章も違ってくるかというとそれは僕にも解りはしないことであって、ただ一つ確実なのはきっと来年の冬も寒いに違いないということくらいです。シーユーネクストタイム。
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谷たに川がわ 流ながる

１９７０年生まれ。兵庫県在住。『涼宮ハルヒの憂鬱』で第８回角川スニーカー大賞〈大賞〉を受賞。受賞作と今シリーズ第一作との二冊同時刊行デビューを飾る。２００４年現在「電撃萌王」にて後藤なお氏とコンビを組んでビジュアルノベル『電撃!! イージス５』を連載中。
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イラスト／蒼あお魚な真青まさお

保育園の頃から幾年月、広告の裏にノートに問題集にとありとあらゆる紙に落描きしてきて現在に至る。青系の色と魚料理とハムスターをこよなく愛する新人イラストレーター。
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学がっ校こうを出でよう!④




Final Destination








谷たに川がわ 流ながる
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